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市
民
生
活
白
書
２
０
２
６
の
発
刊
に
先
立
ち

令
和
に
元
号
が
変
わ
り
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
初
め
て
発
行
す
る
市
民

生
活
白
書
２
０
２
６
で
は
、創
刊
当
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、政
策
形
成

の
積
み
上
げ
を
、市
民
生
活
の
目
線
か
ら
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
に
編

集・発
行
し
ま
し
た
。

編
集
テ
ー
マ
は「
市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢
」。

乳
幼
児
期（
子
育
て
世
代
）の
子
育
て
環
境
、小・中
学
生
の
豊
か
な

学
び
、現
役
世
代
の
仕
事
と
余
暇
、高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
就
労・就

業
な
ど
、選
択
肢
に
あ
ふ
れ
た
横
浜
市
民
の
生
活
を
特
長
と
捉
え
、検

証
を
進
め
ま
し
た
。

 

第
１
章
で
は
横
浜
市
民
の
人
口
や
世
帯
、福
祉
、生
活
に
関
す
る
意

識
な
ど
の
各
種
デ
ー
タ
を
紹
介
し
、横
浜
で
暮
ら
す
市
民
生
活
の
現
在

地
を
ご
紹
介
し
ま
す
。あ
わ
せ
て
、市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
残
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
応
も
紙
面
化
し
て
い
ま
す
。

第
２
章
は
、今
号
の
編
集
テ
ー
マ
に
も
な
って
い
る「
市
民
生
活
の
豊
か

な
選
択
肢
」。子
育
て
世
代
や
若
者
世
代
、現
役
世
代
、高
齢
者
と
いっ
た

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
分
析
を
通
じ
て
、横
浜
市
民
の
豊
か
な
選
択
肢

を
紹
介
し
ま
す
。

第
３
章
は
、政
策
や
事
業
の
成
果・効
果
を
市
民
生
活
の
目
線
か
ら

検
証
す
る
た
め
、ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル（
地
縁
団
体
や
市
民
活
動
団
体

な
ど
）へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

構
成
し
な
が
ら
、地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の“
声
”を
文
面
化
す
る
こ
と
で
、市
民
生
活
白

書
発
刊
当
初
の
狙
い
で
あ
る「
市
民
生
活・市
政
の
決
算
書
で
あ
る
と

同
時
に
、新
し
い
横
浜
づ
く
り
の
基
本
」への
帰
着
を
試
み
ま
す
。

 

こ
の
白
書
が
、新
し
い
横
浜
づ
く
り
の
基
本
に
な
り
、市
民
生
活
の
豊

か
さ
を
高
め
る
た
め
の一助
と
な
る
こ
と
を
願
って
や
み
ま
せ
ん
。

 

※
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
社
会
や
地
域
に
お
け
る
人
々
の
信
頼
関

係
や
結
び
つ
き
を
表
す
概
念
の
こ
と
。地
縁
団
体
や
市
民
活
動
団
体
な

ど
の
こ
と
を
示
し
ま
す
。
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人
口

004

日
本
の
人
口
は
戦
後
増
加
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、2
0
0
8（
平

成
20
）年
に
１
億
2
8
0
8
万
人
と
な
って
以
降
、人
口
減
少
局
面
に
入
っ

て
お
り
、2
0
5
6
年
に
は
１
億
人
を
下
回
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
は
、2
0
2
5（
令
和
７
）年
4
月
現
在
の
人
口
が
約

3
7
7
万
人
で
、日
本
国
内
で
最
も
多
く
の
市
民
が
暮
ら
す
基
礎
自
治

体
で
す
。

全
国
的
に
人
口
減
少
局
面
に
あ
る
中
、２
０
２
１（
令
和
３
）年
以
降

３
年
連
続
で
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
人
口
増
減
数
が
２
０
２
４（
令
和
６
）年
に

3
6
4
人
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
、２
０
２
５（
令
和
７
）年
も
1
6
4
人
の
人

口
増
で
し
た
。こ
れ
を
社
会
増
減
数
と
自
然
増
減
数
に
分
け
て
み
る
と
、

社
会
増
減
数
は
１
万
８
８
９
６
人（
転
入
15
万
２
６
８
５
人
、転
出
13
万

４
０
７
０
人
、そ
の
他
増
減
２
６
７
人
増
）の
増
加
、自
然
増
減
数
は
１
万

８
７
３
２
人（
出
生
２
万
１
８
３
１
人
、死
亡
４
万
５
６
３
人
）の
減
少
と

な
って
い
ま
す
。２
０
２
４（
令
和
６
）年
中
の
増
減
数
と
比
べ
る
と
、社
会

増
減
数
は
94
人
の
増
加
、自
然
増
減
数
は
２
９
４
人
の
減
少
と
な
って
い

ま
す（
図
１
）。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
中
の
転
入
・
転
出
を
地
域
別
に
み
る
と
、神

奈
川
県
内
と
東
京
都
、埼
玉
県
、千
葉
県
を
合
わ
せ
た
東
京
圏
内
の
転

入
・
転
出
が
多
く
、転
入
者
の
53
・
1
％（
８
万
６
０
８
人
）、転
出
者
の

62
・
９
％（
８
万
４
２
６
４
人
）を
占
め
て
お
り
、△
３
６
５
６
人
の
転
出

超
過
と
な
って
い
ま
す
。東
京
圏
内
を
さ
ら
に
地
域
別
に
み
る
と
、転
入

超
過
と
な
っ
た
の
は
横
須
賀
三
浦
地
区
が
７
８
９
人
で
最
も
多
く
、次
い

で
川
崎
市（
６
７
０
人
）、埼
玉
県
・
千
葉
県（
５
８
１
人
）と
な
って
い
ま

す
。一
方
、東
京
都
区
部
以
外（
△
１
３
５
５
人
）、県
央
地
区（
△
１
２
７

０
人
）、湘
南
地
区（
△
６
４
０
人
）、相
模
原
市（
△
３
５
８
人
）、県
内
そ

の
他
△
24
人
）に
対
し
て
は
転
出
超
過
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、東
京
都

区
部（
△
２
０
４
９
人
）に
対
し
て
は
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
か
ら
２
０

２
２（
令
和
４
）年
ま
で
転
入
超
過
で
し
た
が
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
か

ら
２
年
連
続
し
て
転
出
超
過
と
な
って
い
ま
す
。東
京
圏
外
の
他
の
道
府

県
と
の
転
入
・
転
出
で
は
、転
入
は
増
加
、転
出
が
減
少
し
た
結
果
、転

入
超
過
数
は
前
年
よ
り
１
０
１
４
人
多
い
１
万
１
７
３
２
人
と
な
って
い

ま
す
。国
外
と
の
転
入
・
転
出
は
と
も
に
増
加
し
、転
入
超
過
数
は
前

年
と
比
べ
１
７
０
７
人
多
い
９
６
５
４
人
と
な
って
い
ま
す（
図
２
）。

人
口
の
動
き
を
行
政
区
別
に
み
る
と
、2
0
2
4（
令
和
６
）年
中

は
６
区
で
増
加
、12
区
で
減
少
し
て
い
ま
す
。人
口
が
増
加
し
た
区
で
は
、

港
北
区
が
２
６
４
３
人
と
最
も
増
加
し
、次
い
で
神
奈
川
区
２
１
１
１

人
、鶴
見
区
１
８
６
３
人
の
順
と
な
って
い
ま
す
。増
加
率
で
み
る
と
、西

区（
０
・
98
％
）、中
区（
０
・
86
％
）、神
奈
川
区（
０
・
85
％
）の
３
区
が

０
・
80
％
を
超
え
、他
の
区
と
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。減
少
し
た
区

で
は
、港
南
区
が
△
１
６
９
９
人（
増
加
率
△
０
・
80
％
）と
最
も
減
少
し
、

次
い
で
金
沢
区
△
１
２
８
４
人（
同
△
０
・
66
％
）、青
葉
区
△
１
２
０
４
人

（
同
△
０
・
39
％
）の
順
と
な
って
い
ま
す
。前
年
と
比
べ
、緑
区（
17
人
→

△
２
０
９
人
）、都
筑
区（
４
２
１
人
→
△
６
０
９
人
）で
は
増
加
か
ら
減

少
に
転
じ
ま
し
た
。減
少
か
ら
増
加
に
転
じ
た
区
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

（
図
３
）。

な
お
、２
０
１
４（
平
成
26
）年
か
ら
２
０
２
４（
令
和
６
）年
の
間
、神

奈
川
区
、港
北
区
で
は
毎
年
人
口
が
増
加
し
続
け
て
お
り
、旭
区
、金
沢

区
、泉
区
、瀬
谷
区
で
は
毎
年
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
か
ら
２
年
連
続
で
人
口
増

東
京
圏
内
の
移
動
が
半
数
以
上
を
占
め
る

6
区
で
人
口
が
増
加

増
加
数
は
港
北
区
が
最
多

２
０
２
４（
令
和
６
）年
12
月
末
現
在
、住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の
あ

る
外
国
人
の
数
は
12
万
６
７
５
７
人
で
総
人
口
の
３
・
４
％
を
占
め
て
い

外
国
人
人
口
の
増
加

人口増加数の推移
人口動態と年齢別人口（横浜市政策経営局）

図1
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

ま
す（
図
４
）。対
前
年
増
加
数
は
１
万
人
を
超
え
、１
万
７
８
４
人（
増

加
率
９
・
３
％
）で
し
た
。過
去
10
年
間
の
外
国
人
人
口
の
推
移
を
み
る

と
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
に
８
万
人
を
、２
０
１
９（
令
和
元
）年
に
は

10
万
人
を
超
え
る
規
模
に
ま
で
増
加
し
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
令
和
２
年
、３
年
と
減
少
が
続
き
10
万

人
を
割
り
込
み
ま
し
た
が
、２
０
２
２（
令
和
４
）年
に
は
再
び
10
万
人

を
超
え
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
は
、総
人
口
に
占
め
る
割
合
と
と
も
に

過
去
最
大
と
な
り
ま
し
た
。

国
籍
・
地
域
別
に
み
る
と
、中
国
が
４
万
５
２
１
５
人（
外
国
人
人

口
の
35
・
７
％
）と
最
も
多
く
、ベ
ト
ナ
ム
が
１
万
３
３
８
８
人（
同
10
・

６
％
）、韓
国
・
朝
鮮
が
１
万
２
９
８
４
人（
同
10
・
２
％
）と
続
き
、こ
れ

ら
で
全
体
の
５
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。ま
た
対
前
年
増
加
数
を
み

る
と
、中
国
が
２
６
９
９
人
と
最
も
多
く
、続
い
て
ネ
パ
ー
ル
２
０
６
２
人
、

ベ
ト
ナ
ム
１
８
４
２
人
と
な
って
い
ま
す
。

行
政
区
別
に
み
る
と
、外
国
人
人
口
は
全
区
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

増
加
数
が
最
も
多
い
の
は
鶴
見
区
の
１
６
８
３
人
で
、中
区（
1
5
3
1

人
）が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、増
加
率
が
最
も
高
い
の
は
旭
区（
14
・

52
％
）で
、神
奈
川
区（
12
・
34
％
）、金
沢
区（
11
・
78
％
）と
続
い
て
い

ま
す
。

２
０
２
５（
令
和
７
）年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
年
齢
３
区
分
別
人

口
を
み
る
と
、年
少
人
口（
０
～
14
歳
）が
40
万
９
３
６
２
人
、生
産
年
齢

人
口（
15
～
64
歳
）が
２
３
２
万
６
５
３
８
人
、老
年
人
口（
65
歳
以
上
）

が
93
万
４
８
９
５
人
と
な
って
い
ま
す
。年
少
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、生
産
年
齢
人
口
は
令
和
４
年
以
降
増
加
し
て
い
ま
す
。老
年

人
口
は
３
５
５
４
人
の
増
加
で
、総
人
口（
年
齢
不
詳
を
除
く
）に
占
め
る

割
合
は
25
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、老
年
人
口
の
う
ち
75
歳
以

上
は
54
万
９
４
３
５
人
で
老
年
人
口
の
６
割
近
く
を
占
め
、年
少
人
口

を
も
上
回
って
い
ま
す
。

全
国
と
比
較
す
る
と
、横
浜
市
は
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
高
く
、

老
年
人
口
の
割
合
が
低
く
な
って
い
ま
す
。ま
た
、全
国
、横
浜
市
の
い
ず

れ
も
老
年
人
口
が
年
少
人
口
を
上
回
っ
て
お
り
、そ
の
差
は
拡
大
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
５
）。

老
年
人
口
割
合
は
25
・
5
％
、

う
ち
半
数
以
上
が
75
歳
以
上

地域別にみた転入・転出者数（令和６年中）
人口動態と年齢別人口（横浜市政策経営局）

図2
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２
０
２
５（
令
和
７
）年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
世
帯
数
は
１
８
１

万
９
３
１
５
世
帯
で
、前
年
に
比
べ
１
万
９
２
０
５
世
帯（
１
・
07
％
）増

加
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
中
の
世
帯
数
の
動
き
を
み
る
と
、転
入
や
世

帯
分
離
に
よ
る
増
加
が
16
万
６
４
４
４
世
帯
、転
出
や
世
帯
合
併
に
よ

る
減
少
が
14
万
７
２
３
９
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、１
世
帯
当
た

全
世
帯
の
７
割
以
上
を
２
人
以
下
の
世
帯
が
占
め
、

世
帯
規
模
は
引
き
続
き
縮
小

り
人
員
は
２
・
07
人
で
、世
帯
の
規
模
が
縮
小
し
続
け
て
い
ま
す（
図

１
）。世

帯
人
員
別
世
帯
数
の
割
合
は
、１
人
世
帯
と
２
人
世
帯
を
合
わ
せ

て
全
世
帯
の
約
７
割
を
占
め
て
お
り
、３
人
以
上
の
世
帯
の
割
合
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
２
）。

横
浜
市
の
世
帯
の
状
況
を
家
族
類
型
別（
世
帯
員
の
構
成
に
よ
り
区

分
し
た
も
の
）の
割
合
に
見
る
と
、国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、２
０
０
０（
平

成
12
）年
時
点
で
36
・
４
％
を
占
め
て
最
も
多
か
っ
た「
夫
婦
と
子
供
か

ら
成
る
世
帯
」が
２
０
２
０（
令
和
２
）年
時
点
で
３
割
を
下
回
り
、こ
れ

に
代
わ
っ
て
単
独
世
帯
が
４
割
を
超
え
て
最
も
多
い
類
型
と
な
り
ま
し

た
。な
お
、「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」の
割
合
は
ほ
ぼ
横
ば
い
傾
向
、「
夫
婦
と

子
供
か
ら
成
る
世
帯
」の
割
合
は
減
少
が
続
い
て
い
ま
す（
図
３
）。

２
０
６
０
年
に
は「
夫
婦
と
子
供
か
ら
成
る
世
帯
」の
割
合
が「
夫
婦

の
み
の
世
帯
」の
割
合
を
下
回
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、家
族
類
型
の
構

成
は
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

家
族
類
型
別
で
は

「
夫
婦
と
子
供
か
ら
成
る
世
帯
」が
減
少

世帯数および１世帯あたり人員の推移
人口動態と年齢別人口（横浜市政策経営局）

図1
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図3
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

過
去
20
年
間
の
状
況
を
見
る
と
、離
婚
件
数
は
２
４
０
０
件
程
度

の
減
少
と
な
っ
て
い
る一方
で
、婚
姻
件
数
は
７
0
0
0
件
程
度
と
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。婚
姻
率
は
２
０
０
３（
平
成
15
）年
に
は
全
国
よ

り
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
高
い
６
・
８
％
で
し
た
が
、そ
の
後
大
き
く
減
少
し
、

令
和
６
年
に
は
全
国
と
ほ
ぼ
同
水
準
の
４
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す（
図

４
）。婚
姻
件
数
の
う
ち
初
婚
の
割
合
を
見
る
と
、２
０
２
４（
令
和
６
）

年
で
は
、約
１
万
６
千
件
の
婚
姻
の
う
ち
初
婚
は
約
１
万
３
千
件
で
、婚

姻
件
数
の
う
ち
約
79
％
が
初
婚
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、生
涯
未
婚
率
を
見
る
と
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
時
点
で
男

婚
姻
件
数
、婚
姻
率
の
減
少

性
が
25
・
５
％
、女
性
が
15
・
７
％
で
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
を
続
け
て
お
り
、

生
涯
独
身
で
い
る
人
が
増
加
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す（
図
５
）。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
の
出
生
数
は
約
２
万
１
千
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。１
９
８
０
年
代
か
ら
30
年
以
上
は
３
万
人
台
で
し
た
が
、緩
や
か
な

減
少
傾
向
が
続
き
、２
０
１
６（
平
成
28
）年
以
降
は
３
万
人
を
下
回
って

い
ま
す
。

ま
た
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
08
と
な

り
、算
出
開
始
以
降
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。全
国
は
１
・
15
で
、こ
れ

ま
で
も
全
国
と
比
べ
て
低
い
数
値
で
推
移
し
て
い
ま
す
。２
０
０
５（
平

成
17
）年
に
１
・
16
を
記
録
し
た
後
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、２

０
１
５（
平
成
27
）年
か
ら
は
再
び
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す（
図
６
）。

母
親
の
年
齢
階
級
別
の
出
生
数
で
は
、最
も
出
生
数
が
多
い
の
は
、１

９
９
８（
平
成
10
）年
ま
で
は
20
代
後
半
で
し
た
が
、１
９
９
９（
平
成

11
）年
以
降
は
30
代
前
半
と
な
って
お
り
、最
近
は
40
代
前
半
の
ほ
う
が

20
代
前
半
よ
り
も
出
生
数
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

単
独
世
帯
の
増
加
や
夫
婦
と
こ
ど
も
か
ら
成
る
世
帯
の
減
少
は
、結

婚
や
離
婚
、出
産
に
関
す
る
意
識
や
状
況
の
変
化
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

出
生
数
の
減
少
と
晩
産
化
の
進
行

婚姻・離婚件数と婚姻率[全国・横浜市]
人口動態統計（厚生労働省）

図4
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令
和
２
年
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、最
も
世
帯
数
が
多
い
区
は
港
北
区

で
約
17
万
５
千
世
帯
、最
も
少
な
い
区
は
瀬
谷
区
で
約
５
万
２
千
世
帯

と
な
って
い
ま
す
。２
０
１
５（
平
成
27
）年
と
比
較
す
る
と
全
て
の
区
で

増
加
し
て
お
り
、特
に
鶴
見
区
、港
北
区
で
増
加
数
が
多
く
な
って
い
ま

す
。増
加
率
で
見
る
と
、最
も
高
い
区
は
西
区
で
10
・
０
％
、最
も
低
い

区
は
金
沢
区
、栄
区
で
３
・
４
％
と
な
って
お
り
、区
ご
と
に
状
況
は
様
々

と
な
って
い
ま
す（
図
７
）。方
面
別
で
見
る
と
、東
部
で
増
加
率
が
高
く
、

地
域
別
に
見
た
世
帯
の
状
況

西
部
、南
部
で
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す（
図
８
）。

ま
た
、１
世
帯
当
た
り
の
人
員
で
は
、最
も
多
い
区
は
都
筑
区
で
２
・

48
人
、最
も
少
な
い
区
は
中
区
で
１
・
81
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。２
人
を

下
回
って
い
る
の
は
中
区
の
ほ
か
、西
区（
１
・
82
人
）、神
奈
川
区（
１
・

89
人
）、南
区（
１
・
89
人
）で
、東
部
で
は
１
世
帯
当
た
り
の
人
員
が
少

な
く
、西
部
、北
部
で
多
く
な
って
い
ま
す（
図
９
）。

高
齢
者
の
単
独
世
帯
数
が
全
世
帯
数
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
は
、

最
も
高
い
区
は
南
区
で
14
・
５
％
、次
い
で
旭
区（
13
・
８
％
）、磯
子
区

（
13
・
５
％
）と
な
っ
て
お
り
、市
の
北
部
で
は
低
い
傾
向
に
あ
り
ま
す

（
図
10
）。

行政区別の世帯数の状況
令和２年国勢調査（総務省）
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(3)
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294,820

244,339

103,974

143,974

195,530

203,384

164,449

196,215

354,493

277,998

210,926

238,792

179,411

119,701

118,116

148,312

304,905

208,963

(3)

(5)

(18)

(15)

(11)

(9)

(13)

(10)

(1)

(4)

(7)

(6)

(12)

(16)

(17)

(14)

(2)

(8)

2.03 

1.89 

1.82 

1.81 

1.89 

2.06 

2.09 

2.19 

2.02 

2.28 

2.21 

2.24 

2.26 

2.29 

2.25 

2.37 

2.30 

2.48 

(13)

(15)

(17)
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(16)

(12)

(11)

(10)

(14)

(5)

(9)

(8)

(6)

(4)

(7)

(2)

(3)

(1)

9.6

8.2

10.0
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8.6
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5.6

3.4

7.3
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5.0

4.2
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6.0

5.1
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(4)
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(8)

(11)

(17)

(7)

(6)

(13)

(14)
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※（）内は順位

国勢調査（総務省）
［2015～2020年］

世帯数の増減率図8

４%未満
４％以上
５％未満
５％以上
６％未満
６％以上
７％未満
７％以上
８％未満
８％以上

令和２年国勢調査（総務省）
一世帯当たり人員図9

2 人未満
2人以上
2.1 人未満
2.1 人以上
2.2 人未満
2.2 人以上
2.3 人未満
2.3 人以上

令和２年国勢調査（総務省）
高齢者の単独世帯の割合図10

10%未満
10％以上
11％未満
11％以上
12％未満
12％以上
13％未満
13％以上
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統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

横
浜
市
は
、市
域
の
北
西
部
に
多
摩
丘
陵
、南
部
に
三
浦
丘
陵
に
連

な
る
丘
陵
部
が
あ
り
、そ
こ
か
ら
９
つ
の
一
級
河
川
を
は
じ
め
と
し
た
合

計
56
の
河
川
が
流
れ
、坂
や
傾
斜
地
が
多
く
起
伏
に
と
ん
だ
複
雑
な
地

形
に
あ
り
ま
す
。

市
域
の
約
78
％
が
市
街
化
区
域（
す
で
に
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る

区
域
及
び
概
ね
10
年
以
内
に
優
先
的
か
つ
計
画
的
に
市
街
化
を
図
る
べ

き
区
域
）で
、約
22
％
が
市
街
化
を
抑
制
す
る
べ
き
市
街
化
調
整
区
域

で
す
が
、市
街
化
区
域
の
中
に
市
街
化
調
整
区
域
が
入
り
込
む
よ
う
に

分
布
し
て
お
り
、市
街
地
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
緑
地
や
川
な
ど
が
あ
る
こ

と
が
横
浜
の
一
つ
の
特
徴
と
な
って
い
ま
す
。

市
の
総
面
積
約
４
３
６
・
５
㎢
の
う
ち
、農
地
や
山
林
、河
川
な
ど

の
自
然
的
土
地
利
用
は
17
・
３
％
、住
宅
や
商
業
施
設
、工
業
施
設
な

ど
都
市
的
土
地
利
用
は
82
・
７
％
で
す
。都
市
的
土
地
利
用
の
中
で
も
、

住
宅
系
の
利
用
は
36
・
０
％
で
、店
舗
や
業
務
用
な
ど
商
業
系
の
利
用

が
４
・
３
％
、工
場
や
運
輸
倉
庫
な
ど
工
業
系
の
利
用
が
８
・
５
％
、公

園
・
ゴ
ル
フ
場
な
ど
が
５
・
１
％
、そ
し
て
道
路
は
15
・
６
％
と
な
って
い

ま
す（
図
１
）。過
去
と
比
較
す
る
と
、工
業
用
地
や
農
地
・
山
林
等
の

割
合
が
減
少
し
、「
住
宅
系
用
地
」の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

１
９
６
０
年
代
以
降
、人
口
の
急
激
な
増
加
と
並
行
し
て
、鉄
道
や
道

路
の
交
通
網
の
整
備
が
進
み
、市
街
地
が
市
郊
外
部
へ
と
広
が
って
い
き

ま
し
た
。ま
た
市
街
化
に
伴
い
、上
下
水
道
や
公
園
、学
校
な
ど
の
整
備

も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

横
浜
市
の
地
形
と
土
地
利
用

市
街
地
の
拡
大
と
交
通
網
の
発
達

市
域
の
17
・
3
％
が
自
然
的
な
利
用
、

住
宅
系
の
利
用
は
36
％

現
在
、市
内
に
は
１
６
２
の
鉄
道
駅
が
あ
り
、１
日
平
均
の
乗
車
人
員

は
延
べ
４
０
９
万
２
千
人
に
上
り
ま
す（
図
２
）。特
に
横
浜
駅
は
、Ｊ
Ｒ
、

東
急
東
横
線
、み
な
と
み
ら
い
線
、京
浜
急
行
線
、相
模
鉄
道
線
、市
営

地
下
鉄
が
通
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
市
民
や
来
街
者
に
と
っ
て
重
要

鉄
道
の
１
日
平
均
乗
車
人
員
は
延
べ
４
０
９
万
２
千
人
で
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、復
調
傾
向

15.6%

6.2%
17.3%

36.0%

4.3%
8.5%

5.1%

7.0%

農地、山林、
河川、海浜等

住宅系用地

商業、業務、
宿泊娯楽施設用地

工業、
運輸倉庫用地等

公共・
文教厚生用地等

公園・
ゴルフ場等

道路用地

鉄道、駐車場、
その他空地

自然的土地利用自然的土地利用

都市的土地利用都市的土地利用

図1 土地利用の状況
都市計画基礎調査（土地利用現況）令和元・２年（横浜市建築局）

市内鉄道駅の１日平均乗車人員の推移
横浜市統計書

図2
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な
交
通
拠
点
で
あ
り
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
リ
ア
内
に
お
い
て
も
、新
宿
、池
袋
、

東
京
に
次
い
で
４
番
目
に
乗
車
人
員
の
多
い
駅
と
な
って
い
ま
す
。

市
内
の
鉄
道
駅
の
乗
車
人
員
の
推
移
を
み
る
と
、長
期
的
に
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、２
０
１
９（
令
和
元
）年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
は
平
均
乗

車
人
員
が
１
２
０
万
人
以
上
減
少
し
ま
し
た
。そ
の
後
は
４
年
間
で
お

よ
そ
１
０
０
万
人
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、現
在
は
、相
鉄
・
J
R
直

通
線（
西
谷
～
羽
沢
横
浜
国
大
）、相
鉄
・
東
急
直
通
線（
羽
沢
横
浜
国

大
～
日
吉
）の
開
業
な
ど
、新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、路
線
バ
ス
は
市
営
の
ほ
か
民
間
９
社
が
市
内
を
運
行
し
て
い

ま
す
。２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
の
市
営
バ
ス
の
停
留
所
は
１
２
３
７
か

所
で
、一
日
平
均
の
利
用
者
数
は
１
９
８
０（
昭
和
55
）年
の
約
46
万
人

か
ら
大
き
く
減
少
し
て
、近
年
は
約
31
万
人
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
の
平
日
12
時
間
の
交
通
量（
２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
道
路

交
通
セ
ン
サ
ス
）は
２
万
２
５
７
６
台
で
、大
都
市
の
中
で
大
阪
市
に
次
い

で
２
番
目
に
多
く
、２
０
１
７
年
調
査
の
２
万
３
９
０
０
台
と
比
べ
や
や

減
少
し
て
い
ま
す
。大
都
市
平
均（
１
万
４
５
０
４
台
）の
約
１
・
55
倍

に
な
り
ま
す
。ま
た
、平
日
の
混
雑
度（
交
通
容
量
に
対
す
る
交
通
量
の

比
）は
０
・
88
で
、大
都
市
の
中
で
は
川
崎
市
に
次
い
で
２
番
目
に
高
く
、

千
葉
市
、東
京（
特
別
区
）な
ど
首
都
圏
の
他
の
政
令
市
と
同
程
度
の
水

準
と
な
って
い
ま
す
。 

都
市
計
画
道
路
は
、計
画
さ
れ
て
い
る
延
長
約
６
８
３
㎞
の
う
ち
整

備
済
は
４
７
２
㎞
余
り
、整
備
率
は
69
・
１
％
で
す
。政
令
指
定
都
市
の

中
で
は
新
潟
市
、さ
い
た
ま
市
に
次
い
で
低
い
水
準
に
あ
り（
図
３
）、現

在
も
３
本
の
環
状
道
路
と
、市
中
心
部
と
郊
外
部
と
を
結
ぶ
10
本
の
放

射
道
路
を
中
心
と
し
た
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
量
、混
雑
度
は

大
都
市
中
二
番
目
に
高
い

■
イ
ン
フ
ラ
施
設
や
公
共
建
築
物
の
多
く
が
整
備
後
30
年
以
上
経
過

市
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
道
路
や
鉄
道
、上
下
水
道
、公
園
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
、都
市
を
形
成
す
る
基
盤
と
し
て
、人
口
の
急
増
や

市
街
化
の
進
展
な
ど
に
対
応
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し

か
し
、こ
れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
利
用
が
始
ま
っ
て
か
ら
30
年
以
上
経

過
し
て
い
る
も
の
が
多
く
な
って
い
ま
す（
図
４
）。ま
た
、学
校
や
市
営
住

宅
な
ど
の
公
共
建
築
物
も
、１
９
６
０
年
代
か
ら
１
９
９
０
年
頃
に
集
中

的
に
整
備
さ
れ
た
た
め
、多
く
の
施
設
が
整
備
後
30
年
以
上
経
過
し
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
施
設
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。特
に
、学
校
施
設

は
、そ
の
７
割
が
築
40
年
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。

令和５年都市計画現況調査（国土交通省）
都市計画道路の整備率［政令指定都市及び東京都区部］図3

インフラ施設の供用開始年代別割合
横浜市公共施設等総合管理計画（横浜市財政局）

図4
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統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

横
浜
市
の
市
内
総
生
産（
名
目
）は
、14
兆
７
６
３
０
億
円（
２
０
２
２

（
令
和
４
）年
度
）で
、県
内
総
生
産（
35
兆
１
５
９
４
億
円
）の
約
４
割
、

国
内
総
生
産（
５
６
６
兆
４
８
９
７
億
円
）の
２
・
６
％
に
あ
た
る
経
済

規
模
と
な
って
い
ま
す
。こ
の
市
内
経
済
の
状
況
を
産
業
の
面
と
、労
働
、

家
計・消
費
の
面
か
ら
概
観
し
ま
す
。

■
事
業
所
数
は
全
国
４
位
、従
業
者
数
は
全
国
３
位

市
内
の
民
間
事
業
所
数
は
11
万
６
４
７
９
事
業
所
で
、全
国
の
市
区

町
村
中
、東
京
都
区
部
、大
阪
市
、名
古
屋
市
に
次
ぐ
第
４
位
の
規
模
と

な
って
い
ま
す
。ま
た
、民
間
事
業
所
の
従
業
者
数
は
約
１
５
３
万
人
で
、

東
京
都
区
部
、大
阪
市
に
次
ぐ
第
３
位
で
す
。産
業
別
で
は
、「
卸
売
業
、

小
売
業
」が
市
内
事
業
所
の
21
・
５
％
、従
業
者
の
19
・
４
％
を
占
め
て

お
り
、全
国
同
様
に
最
も
多
い
産
業
と
な
って
い
ま
す（
図
１
）。

２
０
１
６（
平
成
28
）年
と
２
０
２
１（
令
和
３
）年
調
査（
経
済
セ
ン
サ

ス
）を
比
較
す
る
と
、「
医
療
、福
祉
」「
学
術
研
究
、専
門
・
技
術
サ
ー
ビ

ス
業
」は
事
業
所
、従
業
者
数
と
も
に
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。そ
の

ほ
か
、「
建
設
業
」「
不
動
産
業
、物
品
賃
貸
業
」「
教
育
、学
習
支
援
業
」

で
は
事
業
所
数
、従
業
者
数
と
も
に
増
加
、「
卸
売
業
、小
売
業
」で
は

事
業
所
数
は
減
少
す
る
一
方
、従
業
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
宿
泊
業
、飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」は
事
業
所
数
、従
業
者
数
と
も
に
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
、「
製
造
業
」、「
運
輸
業
、郵
便
業
」「
生

活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、娯
楽
業
」（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
旅
行
、娯
楽
施
設
な

ど
）、な
ど
で
は
事
業
所
数
、従
業
者
数
と
も
減
少
し
て
お
り
、産
業
に
よ

り
差
が
見
ら
れ
ま
す（
図
２
）。

産
業
構
造
と
景
況

■
横
浜
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数
は
国
内
第
２
位

横
浜
港
の
総
貨
物
量（
２
０
２
３（
令
和
５
）年
）は
約
１
億
97
万
ト

ン
で
、海
外
と
の
輸
出
・
輸
入
量
は
約
７
１
４
３
万
ト
ン
、国
内
港
湾

と
の
間
の
移
出
・
移
入
は
約
２
９
５
４
万
ト
ン
で
し
た
。輸
入
・
輸
出

は
前
年
か
ら
５
・
８
％
減
と
な
り
、総
取
扱
貨
物
量
も
４
・
９
％
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。主
な
貨
物
の
品
種
は
、輸
出
は「
完
成
自
動
車
」

（
37
・
８
％
）が
最
も
多
く
、次
い
で「
自
動
車
部
品
」（
14
・
２
％
）、輸

入
で
は「
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液
化
天
然
ガ
ス
）」（
14
・
４
％
）が
最
も
多
く
、「
原

油
」（
11
・
６
％
）が
こ
れ
に
続
い
て
い
ま
す
。国
別
で
は
、中
国
が
輸
出

（
14
・
２
％
）・
輸
入（
21
・
３
％
）と
も
に
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
内
の
主
要
な
５
つ
の
港
湾
の
中
で
コ
ン
テ
ナ
取
扱
個
数
が
最
も

多
い
の
は
東
京
港
で
、横
浜
港
は
第
２
位
と
な
って
い
ま
す
。

市
内
の
景
況
に
つ
い
て
、市
内
企
業
等
が
自
社
の
業
況
を「
良
い
」と

回
答
し
た
割
合
か
ら「
悪
い
」と
回
答
し
た
割
合
を
引
い
た
指
数（
Ｂ
Ｓ

Ｉ
）の
過
去
12
年
間
の
推
移
を
み
て
み
る
と
、自
社
業
況
判
断（
全
規
模
）

は
２
０
１
３（
平
成
25
）年
か
ら
２
０
１
８（
平
成
30
）年
ま
で
は
上
昇
傾

向
に
あ
り
ま
し
た
が
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
実
施
し
た
４-

６
月
期
調

査
で
は
、マ
イ
ナ
ス
64
ま
で
急
落
し
、過
去
最
大
級
の
落
ち
込
み
と
な
り

ま
し
た
。会
社
規
模
別
で
は
、中
小
企
業
は
ほ
と
ん
ど
の
期
間
マ
イ
ナ
ス

で
推
移
し
て
い
る
一
方
、大
企
業
で
は
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
四
半
期
も
あ
り

ま
し
た
。長
期
的
に
見
れ
ば
、い
ず
れ
も
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
大
き

く
落
ち
込
ん
だ
以
降
は
ほ
ぼ
マ
イ
ナ
ス
で
は
あ
り
ま
す
が
、改
善
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す（
図
３
）。

景
況
判
断
は
マ
イ
ナ
ス
が
続
く
も
、

雇
用
環
境
に
は
改
善
傾
向
が
み
ら
れ
る

民間事業所の産業別事業所・従業者の割合［全国・横浜市］
令和３年経済センサス-活動調査（総務省・経済産業省）

図1
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横
浜
市
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
１
９
９
９
年
代
～
２
０
０
２
年

に
は
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
１
人
に
対
し
て
求
人
が
１
件
に
満
た
な

い
状
況
で
、
全
国
と
比
べ
て
も
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

全
国
を
上
回
る
勢
い
で
上
昇
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
一
時
期

減
少
し
た
も
の
の
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
増
加
に
転
じ
た
以

降
は
上
昇
が
続
き
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
は
１
・
48
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
は
１
を
切
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
回
復
し
て
い
ま
す
（
図
４
）
。

■
通
勤
や
通
学
に
よ
る
市
外
へ
の
流
出
が
多
い

横
浜
市
に
住
ん
で
い
る
人
（
夜
間
人
口
）
と
、
通
勤
や
通
学
に

よ
っ
て
流
入
・
流
出
し
た
人
を
差
し
引
い
た
人
口
（
昼
間
人
口
）
と

の
比
率
（
昼
夜
間
人
口
比
率
）
は
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は

91
・
１
と
１
０
０
を
下
回
っ
て
お
り
、
通
勤
・
通
学
で
市
外
に
流
出

し
て
い
る
人
数
が
、
市
外
か
ら
横
浜
市
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

数
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
横
浜
市
内
で
働
い
て
い
る

人
の
居
住
地
を
見
る
と
、
70
・
５
％
は
市
内
居
住
者
で
、
市
外
居
住

者
は
最
も
多
い
川
崎
市
で
も
４
・
９
％
、
東
京
都
区
部
が
３
・
８
％

で
す
。

東
京
都
区
部
や
大
阪
市
な
ど
で
は
昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
３
０

を
超
え
て
い
ま
す
。
横
浜
市
は
前
回
と
比
べ
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇

す
る
な
ど
、
近
年
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

区
別
に
見
る
と
、
西
区
（
２
１
０
・
４
）
、
中
区
（
１
６
８
・
７
）

で
は
１
０
０
を
超
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
市
内
で
も
仕
事
な

ど
で
人
が
集
ま
っ
て
く
る
地
域
だ
と
言
え
ま
す
。 

■
外
国
人
市
民
の
労
働
力
は
市
全
体
の
1
・
95
％

外
国
人
市
民
の
増
加
に
伴
い
、
外
国
人
の
就
業
者
数
も
増
え
て

い
ま
す
。
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は
横
浜
市
の
労
働
力
人
口
の

う
ち
外
国
人
が
１
・
95
％
を
占
め
（
全
国
：
１
・
94
％
）
、
２
０
１

５
（
平
成
27
）
年
か
ら
約
７
千
人
増
加
し
、
３
万
４
千
人
を
超
え
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
収
入
を
伴
う
仕
事
を
少
し
で
も
し
た
就
業
者

は
３
万
２
４
０
５
人
で
、
国
籍
別
に
見
る
と
中
国
は
２
０
１
５
（
平

成
27
）
年
に
比
べ
約
３
千
人
増
加
し
１
万
２
６
７
３
人
で
最
も
多
く
、

市
内
の
外
国
人
就
業
者
の
39
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
５
）
。

次
に
多
か
っ
た
韓
国
、
朝
鮮
は
約
２
０
０
人
減
少
し
４
７
２
７
人
で

し
た
。
ま
た
性
別
に
見
る
と
、
男
性
は
「
製
造
業
」
（
16
・
１
％
）

働
く
場
と
し
て
の
横
浜

「
情
報
通
信
業
」
（
15
・
３
％
）
「
建
設
業
」
（
15
・
２
%
）
の
順

で
、
女
性
は
「
卸
売
業
・ 

小
売
業
」
（
17
・
８
％
）
「
製
造
業
」

（
16
・
０
％
）
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
（
15
・
４
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

(従業者数) (事業所数)

事業所数従業者数
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-30,000

-20,000

-10,000
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10,000

20,000
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電
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・
ガ
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熱
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給
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情
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通
信
業

運
輸
業
、
郵
便
業

卸
売
業
、
小
売
業

金
融
業
、
保
険
業

不
動
産
業
、
物
品
賃
貸
業

学
術
研
究
、
専
門
・

　技
術
サ
ー
ビ
ス
業 宿

泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
、
娯
楽
業

教
育
、
学
習
支
援
業

医
療
、
福
祉

複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業

サ
ー
ビ
ス
業

（
他
に
分
類
さ
れ
な
い
も
の
）
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図2

市内企業の自社業況BSIの推移
横浜市景況・経営動向調査（横浜市経済局）

図3
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

和
６
）
年
は
61
・
５
％
で
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
か
ら
減
少
し

続
け
て
い
る
一
方
、
平
均
貯
蓄
率
は
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
は

35
・
４
％
で
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
（
図
６
）
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通
信
販
売
で
衣
料
品
等
を

　
購
入
す
る
人
が
増
加

令
和
５
年
度
商
店
街
実
態
調
査
・
消
費
者
購
買
行
動
意
識
調
査

（
横
浜
市
経
済
局
）
に
よ
る
と
、
住
ま
い
の
近
く
に
商
店
街
が
「
あ

る
」
と
答
え
た
割
合
は
約
39
％
。
「
な
い
」
と
答
え
た
割
合
は
約

56
％
で
、
平
成
30
年
度
以
降
の
５
年
間
で
「
な
い
」
と
答
え
た
割
合

が
５
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、
商
店
街
で
買
い
物
で
き
る
環

境
が
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
品
目
別
に
購
入
先

を
見
る
と
、
生
鮮
食
料
品
は
ス
ー
パ
ー
、
医
薬
品
・
化
粧
品
は
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
家
電
製
品
は
大
型
量
販
店
・
総
合
ス
ー
パ
ー
が
多

く
、
衣
料
品
や
書
籍
・
文
具
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
通
信
販

売
で
購
入
す
る
人
が
約
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

■
可
処
分
所
得
に
占
め
る
消
費
支
出
割
合
は
減
少
傾
向

過
去
10
年
間
の
世
帯
の
家
計
の
状
況
を
見
る
と
、
税
金
な
ど
を

除
い
た
可
処
分
所
得
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
は
、
１
世
帯

当
た
り
年
平
均
で
月
40
万
円
ほ
ど
で
し
た
が
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ

り
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
に
は
約
56
万
円
ま
で
増
加
し
て
い
ま

す
。
消
費
支
出
の
可
処
分
所
得
に
占
め
る
割
合
は
、
２
０
２
４
（
令

市
民
の
家
計
と
消
費

横浜市 神奈川県 全国
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環
境

014

日
本
の
年
平
均
気
温
は
、
様
々
な
変
動
を
繰
り
返
し
な
が
ら
上

昇
し
て
お
り
、
上
昇
率
は
１
０
０
年
当
た
り
プ
ラ
ス
１
・
40
℃
で
、

世
界
の
上
昇
率
の
プ
ラ
ス
０
・
77
℃
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
最
高
気
温
が
35
℃
以
上
の
猛
暑
日
や
日
最
低
気
温
が
25
℃
以
上
の

熱
帯
夜
の
発
生
日
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

横
浜
に
お
い
て
も
こ
の
長
期
的
傾
向
は
同
じ
で
す
（
図
１
）
。

都
市
化
の
影
響
の
あ
る
中
、
横
浜
の
年
平
均
気
温
は
１
０
０
年
当
た

り
プ
ラ
ス
２
・
１
℃
、
真
夏
日
（
日
最
高
気
温
が
30
℃
以
上
）
は

1
0
0
年
当
た
り
プ
ラ
ス
19
日
、
熱
帯
夜
は
プ
ラ
ス
23
日
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
平
均
を
上
回
る
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
最

低
気
温
が
０
℃
未
満
の
冬
日
は
、
１
０
０
年
当
た
り
マ
イ
ナ
ス
40
日

で
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
内
36
地
点
の
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
７
月
・
８
月
の
気
温

測
定
結
果
に
よ
れ
ば
、
猛
暑
日
の
日
数
は
市
域
の
北
部
、
熱
帯
夜
は

東
部
の
海
沿
い
の
地
域
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
日
中
及
び
夜
間
に
お

け
る
気
温
の
傾
向
の
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
均
気
温
は
東

部
の
横
浜
港
周
辺
地
域
で
高
く
な
っ
て
お
り
（
図
２
）
、
平
均
気
温

の
最
も
高
い
地
点
と
低
い
地
点
の
差
は
１
・
７
℃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
気
温
は
上
昇
傾
向
、

猛
暑
日
や
熱
帯
夜
も
増
加

市
内
の
夏
は
、日
中
は
北
部
、

夜
間
は
東
部
で
高
温
の
傾
向

　

横
浜
の
気
象
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横浜地方気象台（中区山手）での平均気温等の推移図1
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2025（令和７）年７月・８月　猛暑日日数、熱帯夜日数、平均気温分布図2
横浜市みどり環境局
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統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

気
候
変
動
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
風
水
害
が
激
甚
化
し
て
お
り
、

降
雨
に
よ
る
道
路
冠
水
や
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
１
時
間
降
水
量
50
㎜
以
上
の
年
間
発
生
回

数
の
長
期
変
化
傾
向
を
見
る
と
、
最
近
10
年
間
（
２
０
１
５
～
２
０

２
４
年
）
の
平
均
年
間
発
生
回
数
（
約
３
３
４
回
）
は
、
統
計
期
間

の
最
初
の
10
年
間
（
１
９
７
６
～
１
９
８
５
年
）
の
平
均
年
間
発
生

回
数
（
約
２
２
６
回
）
と
比
べ
て
約
１
・
５
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

横
浜
を
含
む
関
東
甲
信
地
方
に
お
い
て
も
、
最
近
10
年
間
の
平

均
年
間
発
生
回
数
は
、
統
計
期
間
の
最
初
の
10
年
間
と
比
べ
て
約

１
・
６
倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
１
９
７
９
～
１
９
８
８
年
平
均
で

約
０
・
12
回
が
２
０
１
５
～
２
０
２
４
年
平
均
で
約
０
・
19
回
に

増
加
）
（
図
３
）
。
な
お
、
１
時
間
降
水
量
50
㎜
以
上
の
雨
と
は
、

「
非
常
に
激
し
い
雨
（
滝
の
よ
う
に
ゴ
ー
ゴ
ー
と
降
り
続
く
）
」
レ

ベ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
横
浜
の
年
間
降
水
量
は
お
お
む
ね
１
５
０
０
～
２
０
０

０
㎜
で
推
移
し
て
お
り
、
長
期
変
化
の
傾
向
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

横
浜
で
観
測
さ
れ
た
震
度
１
以
上
の
地
震
は
、
東
日
本
大
震
災

の
あ
っ
た
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
３
１
２
回
を
記
録
し
ま
し
た

が
、
最
近
５
年
は
年
40
回
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
（
図
４
）
。

な
お
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
横
浜
市
民
の
防
災
・
減

災
の
意
識
、
取
組
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
災
害
対

策
に
つ
い
て
、
横
浜
市
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と
は
、

「
水
・
食
料
・
毛
布
な
ど
の
十
分
な
備
蓄
」
（
62
・
５
%
）
、
「
電

気
・
ガ
ス
・
水
道
・
電
話
通
信
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
の
耐
震

性
の
向
上
」
（
57
・
１
%
）
、
「
緊
急
時
の
警
報
や
避
難
指
示
な
ど

を
伝
達
す
る
体
制
や
仕
組
み
の
強
化
」
（
45
・
９
%
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

震
度
１
以
上
の
地
震
は
、

こ
の
５
年
間
は
年
40
回
程
度

短
時
間
強
雨
の
増
加
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２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
度
調
査
に
よ
る
と
、
横
浜
市
の
緑
被

率
は
27
・
８
％
で
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
の
28
・
８
％
か
ら

１
・
０
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
（
図
５
）
。
緑
被
地
の
内
訳
は
、

樹
林
地
16
・
７
％
、
農
地
５
・
５
％
、
草
地
５
・
６
％
で
、
面
積
と

緑
被
率
の
減
少
は
緩
や
か
に

　

横
浜
の
緑

緑被率の推移図5
横浜市みどり環境局

緑地分布図2019（令和元）年度図6
横浜市みどり環境局

樹林地
農地
草地

し
て
は
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
か
ら
４
１
７
ha
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

区
別
の
状
況
で
は
、
緑
被
率
が
最
も
高
い
区
は
緑
区
（
40
・

６
％
）
で
、
最
も
低
い
区
は
西
区
（
11
・
３
％
）
で
し
た
（
図
６
）
。

な
お
、
緑
被
率
は
、
航
空
写
真
か
ら
３
０
０
㎡
以
上
の
ま
と
ま

り
の
あ
る
緑
を
目
視
判
読
し
、
市
域
面
積
に
占
め
る
割
合
を
算
定
し

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
参
考
値
と
し
て
、
個
人
の
庭
な
ど
の
細

か
な
緑
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
画
像
解
析
等
に
よ
る
10
㎡
以
上

の
緑
被
率
が
集
計
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
33
・
８
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
横
浜
の
緑
は
、
都
市
化
が
進
む
中
で
大
き
く
減
少
し
て
き

ま
し
た
が
、
緑
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
取
組
や
、
市
街
地
に
お

け
る
緑
の
創
出
に
よ
り
、
減
少
は
緩
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

買
物
や
飲
食
を
は
じ
め
、横
浜
を
訪
れ
た
人
の
数
の
指
標
で
あ
る
観

光
入
込
客
数（
実
人
数
）は
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
～
２
０
１
９（
令
和

元
）年
の
５
年
間
は
平
均
３
６
０
０
万
人
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、２

０
２
０
年（
令
和
２
）年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の

影
響
で
１
６
２
９
万
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。そ
の
後
、２
０
２
３（
令
和

横
浜
を
訪
れ
る
観
光
客
が
過
去
最
高
を
更
新

５
）年
は
３
６
０
０
万
人
ま
で
回
復
し
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
に
は
３

７
７
３
万
人
と
、統
計
算
出
以
来
、過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。２
０
２
４

（
令
和
６
）年
の
観
光
入
込
客
数
の
内
訳
は
、宿
泊
客
が
約
５
１
１
万
人
、

日
帰
り
客
が
約
３
２
６
３
万
人
と
な
って
い
ま
す
。

横
浜
を
訪
れ
る
人
の
増
加
と
と
も
に
、観
光
消
費
額
も
年
々
増
え
て

お
り
、観
光
入
込
客
数
と
同
様
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
に
過
去
最
高
と

な
る
４
５
６
４
億
円
に
達
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
に
横
浜
を
訪
れ
た
人
を
エ
リ
ア
別
に
見
る
と
、

「
み
な
と
み
ら
い
・
桜
木
町
地
区
」が
第
１
位
で
年
間
約
１
４
５
９
万

人
、第
２
位
は
地
理
的
に
も
近
い「
山
下
・
関
内
・
伊
勢
佐
木
町
地
区
」

で
約
９
０
７
万
人
、そ
し
て
第
３
位
が「
磯
子
・
金
沢
地
区
」の
約
３
５

６
万
人
と
な
って
い
ま
す
が
、よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
や
こ
ど
も
の

エ
リ
ア
別
の
集
客
で
は

「
み
な
と
み
ら
い
・
桜
木
町
地
区
」が
最
多

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（年）

（万人） （億円）

2012 2014 2016 2018 2020 2022 2024

観光入込客数 観光消費額

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

観光入込客数（実人数）及び観光消費額の推移
横浜市にぎわいスポーツ文化局

図1

鶴見周辺地区
770千人
ふれーゆ、

大黒海づり施設など

みなとみらい・桜木町地区
14,589千人

横浜市立野毛山動物園、
海上保安資料館横浜館など

山下・関内・伊勢佐木町地区
9,068千人

横浜大さん橋国際客船ターミナル、
横浜マリンタワーなど

その他地区
10,622千人

よこはま動物園ズーラシア、
こどもの国など

山手・本牧・根岸地区
1,375千人
三溪園、

本牧海釣り施設など

磯子・金沢地区
3,562千人
海の公園、

はまぎんこども宇宙科学館など

エリア別観光入込客数【延べ人数】（令和６年）
横浜市統計書

図2
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国
な
ど
の「
そ
の
他
地
区
」も
約
１
０
６
２
万
人
と
な
って
お
り
、市
内
の

様
々
な
地
区
を
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す

（
図
２
）。

ま
た
、横
浜
の
夜
景
は
、夜
景
そ
の
も
の
の
魅
力
や
多
種
多
様
な
コ
ン

テ
ン
ツ
が
評
価
さ
れ
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
に「
日
本
新
三
大
夜
景
都

市
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、２
０
２
４
春
節
、夜
に
あ
ら
わ
れ
る

光
の
横
浜〈
ヨ
ル
ノ
ヨ
２
０
２
４
〉を
は
じ
め
と
す
る「
観
光
イ
ベ
ン
ト
」に

も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
に
観
光
庁
の

基
準
に
該
当
す
る「
観
光
イ
ベン
ト
」に
訪
れ
た
人
は
10
年
前
の
２
倍
以

上
に
当
た
る
２
０
７
５
万
人
と
な
って
い
ま
す
。

横
浜
を
訪
れ
た
人
の
居
住
地
域
は
、「
東
京
都
」が
25
・
３
％
、「
神

奈
川
県
」が
21
・
０
％
、「
埼
玉
県
」が
８
・
０
％
、「
千
葉
県
」が
７
・

６
％
の
順
と
な
って
い
ま
す
。

横
浜
を
訪
れ
る
目
的
は
、「
飲
食
」が
42
・
４
％
と
最
も
高
く
、「
街

歩
き
」が
32
・
０
％
、「
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
」が

19
・
３
％
と
な
って
い
ま
す（
図
３
）。エ
リ
ア
別
の
第
１
位
で
あ
る「
み
な

と
み
ら
い
・
桜
木
町
地
区
」の
特
徴
な
ど
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

市
内
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
以
降
、

年
間
70
万
人
泊
台
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
２
０
２
０（
令
和
２
）年
か
ら
著
し
く
減

少
し
、２
０
２
１（
令
和
３
）年
に
は
８
万
人
泊
を
切
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

急
激
に
回
復
し
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
に
は
94
万
人
泊
を
超
え
、過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た（
図
４
）。２
０
２
４（
令
和
６
）年
の
宿
泊
者
の
地

域
別
で
は
、中
国
、ア
メ
リ
カ
、台
湾
、韓
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、全
国
で
は
中
国
、台
湾
、韓
国
、ア
メ
リ
カ
、香
港
の
順
で
あ

り
、横
浜
市
は
ア
メ
リ
カ
の
割
合
が
高
い
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
なって
い
ま
す

（
図
５
）。

な
お
、国
際
会
議
は
、２
０
１
５
～
２
０
１
９
年
の
５
年
間
で
平
均
２

来
訪
の
目
的
は「
飲
食
」が
最
多

０
０
件
程
度
、２
０
１
９（
令
和
元
）年
に
は
２
７
７
件
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
２
０
２
０

（
令
和
２
）年
に
は
９
件
ま
で
減
少
し
ま
し
た
が
、２
０
２
４（
令
和
６
）

年
に
は
１
０
３
件
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
２
４（
令
和
６
）年

の
中
・
大
型
国
際
会
議
の
開
催
件
数
で
は
東
京（
23
区
）（
70
件
）に
次

い
で
全
国
２
位（
33
件
）と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、外
国
客
船
の
横
浜
港
への
寄
港
回
数
に
つい
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
３
月

か
ら
２
０
２
３（
令
和
５
）年
２
月
ま
で
外
国
客
船
の
受
け
入
れ
を
停
止

し
て
い
ま
し
た
が
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
水
準

の
82
回
と
な
って
い
ま
す
。

外
国
人
宿
泊
客
も
94
万
人
を
超
え
て
過
去
最
高

飲食
街歩き

遊園地・テーマパークなどのレジャー
買い物

行祭事・イベントなどの見物
文化財建造物などの観覧（社寺、洋館、庭園）

行祭事・イベントなどに参加
仕事（出張・会議等）

私的な所用（冠婚葬祭、同窓会等）
美術館・博物館などの鑑賞

横浜が好きだから
スポーツ観戦

動植物園などの見物
スポーツ大会などに参加

その他
無回答

0 10 20 30 40
42.4%

32.0%
19.3%
18.7%

12.5%
9.6%

4.7%
4.7%

2.7%
2.5%
2.5%
1.8%
0.8%
0.2%

10.6%
0.1%

50（％）

来訪の目的
令和６年度横浜市観光動態消費動向調査（横浜市にぎわいスポーツ文化局）
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図4 外国人延べ宿泊者数の推移［全国・横浜市］
宿泊旅行統計調査（観光庁）、横浜市にぎわいスポーツ文化局

図5 外国人延べ宿泊者数の地域別割合［全国・横浜市］（令和６年）
宿泊旅行統計調査（観光庁）、横浜市にぎわいスポーツ文化局
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統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

横
浜
市
の
０
～
14
歳
ま
で
の
年
少
人
口
は
、
１
９
８
０
（
昭
和

55
）
年
の
約
67
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
２
０
２
５
（
令
和

７
）
年
に
は
ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
２
に
当
た
る
約
41
万
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
15
歳
未
満
の

こ
ど
も
の
い
る
世
帯
の
割
合
は
12
・
０
％
で
、
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
か
ら
８
ポ
イ
ン
ト
近
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
少
子
化
が
進
む
中
、
子
育
て
や
教
育
の
状
況
に
も

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ず
、
小
学
校
就
学
前
の
状
況
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
に
保
護
者
を
対
象
と
し
て
実
施
し

た
調
査
に
よ
れ
ば
、
未
就
学
児
の
親
の
就
労
状
況
は
、
父
親
に
つ
い

て
は
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
」
が
94
・
５
％
、
「
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
等
」
が
０
・
８
％
で
、
95
・
３
％
が
就
労
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

母
親
は
、
「
フ
ル
タ
イ
ム
で
就
労
」
が
48
・
５
％
、
「
パ
ー
ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
等
」
が
23
・
２
％
で
、
計
71
・
７
％
が
就
労
し
て
お
り
、

５
年
前
の
調
査
の
58
・
４
％
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
図

１
）
。

共
働
き
で
な
い
世
帯
（
専
業
主
婦
（
夫
）
の
い
る
世
帯
）
が

26
・
３
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
父
親
と
母
親
の
両
方
が
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
い
て
い
る
世
帯
は
46
・
１
％
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を

母
親
の
就
労
割
合
は
５
年
前
か
ら
大
幅
に
増
加

含
め
る
と
共
働
き
世
帯
は
68
・
３
％
で
、
両
親
と
も
に
仕
事
を
し
な

が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
世
帯
は
ま
す
ま
す
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
親
の
就
労
状
況
の
変
化
を
受
け
、
未
就
学
児
の
い
る

世
帯
の
う
ち
、
保
育
等
の
日
中
の
サ
ー
ビ
ス
を
定
期
的
に
利
用
し
て

い
る
世
帯
の
割
合
は
76
・
０
％
と
、
平
成
30
年
度
調
査
の
70
・
１
％

か
ら
約
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
「
認
可
保
育
所
」
と
「
幼
稚

園
」
が
中
心
で
、
ど
の
年
齢
で
も
「
認
可
保
育
所
」
の
利
用
が
最
も

多
く
、
平
成
30
年
度
調
査
と
比
較
す
る
と
、
「
幼
稚
園
」
の
利
用
は

32
・
５
％
か
ら
27
・
０
％
へ
と
５
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。

「
認
可
保
育
所
」
の
利
用
は
50
・
４
％
か
ら
54
・
２
％
、
「
私
立
保

育
園
等
預
か
り
保
育
事
業
」
の
利
用
は
５
・
２
％
か
ら
９
・
１
％
、

「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
６
・
９
％
か
ら
９
・
０
％
と
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

保
育
所
の
在
籍
児
童
数
は
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
幼
稚
園

の
在
籍
児
童
数
を
上
回
っ
た
後
、
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
近
年

増
加
ペ
ー
ス
が
鈍
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
の
施
設
数

も
在
籍
数
と
同
様
の
傾
向
が
見
て
取
れ
ま
す
（
図
３
）
。

横
浜
市
で
は
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
４
月
に
待
機
児
童
数

が
１
５
５
２
人
で
全
国
最
多
と
な
っ
た
後
、
待
機
状
況
を
改
善
す
る

た
め
の
様
々
な
取
組
を
実
施
し
、
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
４
月
に

待
機
児
童
０
人
を
達
成
し
ま
し
た
。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
４
月

１
日
時
点
で
は
、
育
児
休
業
中
で
復
職
の
意
思
を
確
認
で
き
た
ケ
ー

ス
を
含
め
て
待
機
児
童
数
は
63
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
改

　

就
学
前

保
育
所
を
利
用
す
る
家
庭
が
増
加

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100
（％）

（％）

94.5%94.5%

95.1%95.1%

48.5%48.5% 23.2%23.2%

42.2%42.2% 16.2%16.2%

26.0%26.0%

39.0%39.0%

令和５年度

父
親

母
親

平成30年度

令和５年度

平成30年度

フルタイムで就労 パート・アルバイト等で就労
以前は就労していたが、現在は就労していない
これまで就労したことがない 無回答

未就学児の親の就労状況図1
横浜市子ども・子育て支援事業計画策定に向けた
利用ニーズ把握のための調査（横浜市こども青少年局）
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善
の
取
組
を
続
け
た
こ
と
で
待
機
児
童
数
は
減
少
を
続
け
、
２
０
２

５
（
令
和
７
）
年
４
月
に
は
12
年
ぶ
り
に
待
機
児
童
０
人
を
達
成
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
就
学
以
降
の
状
況
を
見
て
い
き
ま
す
。

学
校
数
は
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
や
特
別
支
援
学
校
等
を

含
め
て
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
５
月
現
在
で
６
４
４
校
で
す

（
図
５
）
。

学
校
の
統
合
や
児
童
生
徒
数
の
増
加
・
減
少
な
ど
に
よ
る
学
校

の
新
設
・
廃
止
に
よ
り
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
か
ら
２
０
２
４

（
令
和
６
）
年
ま
で
の
６
年
間
で
、
小
学
校
の
数
は
４
校
の
減
、
中

学
校
は
３
校
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
児
童
生
徒
数
は
現
在
約
25

万
人
で
、
未
就
学
児
と
同
様
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し

た
中
、
外
国
人
児
童
生
徒
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２
４

（
令
和
６
）
年
に
は
全
体
の
児
童
生
徒
数
の
２
％
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
市
立
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
で
は
、
外
国
人
児
童
生

徒
の
増
加
に
伴
い
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
が
４
千
人
以

上
に
上
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）
。
日
本
語
指
導
と
と
も
に
、
何
ら
か

の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
児
童
生
徒
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 外

国
人
児
童
生
徒
の
増
加

　

就
学
以
降

学
校
数
の
推
移
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横浜市子ども・子育て支援事業計画策定に向けた
利用ニーズ把握のための調査（横浜市こども青少年局）
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る
横
浜
の
現
状

高
等
学
校
の
卒
業
後
の
進
路
状
況
を
見
る
と
、
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
に
卒
業
し
た
72
・
８
％
が
大
学
等
へ
進
学
し
、
４
・
６
％

が
就
職
を
し
て
い
ま
す
。
大
学
等
へ
の
進
学
率
は
、
20
年
前
と
比
較

す
る
と
51
・
１
％
か
ら
20
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
て
お
り
、
２
０
２

２
（
令
和
４
）
年
度
に
初
め
て
70
％
を
超
え
ま
し
た
（
図
６
）
。
全

国
平
均
は
62
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
大
学
進
学
率
は
、
大
都
市
で

高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

小
学
生
の
保
護
者
を
対
象
に
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
に
実

施
し
た
調
査
で
は
、
「
子
育
て
を
し
て
い
て
感
じ
る
困
り
ご
と
」
と

し
て
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
、
「
子
ど
も
の
教
育
・
進
学
」
で
50
・

８
％
の
人
が
挙
げ
て
い
ま
す
。
以
下
、
「
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
と
の
付
き
合
い
方
」
が
44
・
１
％
、
「
子
ど
も
の
し
か
り
方
・
し

つ
け
」
が
38
・
２
％
、
「
仕
事
と
の
両
立
」
が
29
・
０
％
、
「
経
済

的
な
負
担
」
が
27
・
９
％
と
続
い
て
い
ま
す
（
図
７
）
。

学
年
が
高
く
な
る
と
「
子
ど
も
の
教
育
・
進
学
」
、
「
子
ど
も

の
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
と
の
付
き
合
い
方
」
の
割
合
が
高
く
な
る
傾

向
が
見
ら
れ
、
反
対
に
、
「
子
ど
も
と
の
過
ご
し
方
・
遊
び
方
」
、

「
仕
事
と
の
両
立
」
、
「
子
ど
も
の
し
か
り
方
・
し
つ
け
」
な
ど
は
、

学
年
が
低
い
ほ
ど
回
答
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
困
り
ご
と
を
誰
か
に
相
談
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
49
・

４
％
で
、
相
談
先
と
し
て
「
配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
75
・
９
％

と
最
も
多
く
、
「
友
人
や
知
人
」
が
61
・
６
％
、
「
親
や
き
ょ
う
だ

い
な
ど
の
親
族
」
が
56
・
３
％
と
続
き
ま
す
。
相
談
し
た
こ
と
が
な

い
人
は
39
・
３
％
で
、
68
・
０
％
が
「
相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
も

な
い
と
思
う
か
ら
」
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

子
育
て
で
感
じ
る
困
り
ご
と

大
学
進
学
率
は
近
年
増
加
傾
向

大学等進学者
専修学校(専門課程)進学者
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家族の病気や障害

その他の学校生活に関すること
介護との両立

その他
特にない

無回答・無効回答

市内高等学校（全日制・定時制）卒業者の
進路状況の推移

図6

学校基本調査（文部科学省）
※各年度とも前年度卒業者の状況

子育てをしていて感じる困りごと（令和５年度）図7
横浜市子ども・子育て支援事業計画の策定に向けた利用
ニーズ把握のための調査（小学生調査）（横浜市こども青少年局）
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令
和
２
年
市
区
町
村
別
生
命
表（
厚
生
労
働
省
）に
お
い
て
、横
浜
市

の
平
均
寿
命
は
全
国
平
均
を
上
回
る
と
と
も
に
、男
性
に
つい
て
は
青
葉

区（
83
・
９
年
）が
全
国
２
位
、都
筑
区（
83
・
３
年
）が
同
８
位
に
入
り

ま
し
た
が
、女
性
は
10
位
以
内
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た（
図
１
）。

区
別
に
見
る
と
、男
性
は
青
葉
区
と
最
も
低
い
中
区（
79
・
５
年
）と

は
４
・
４
年
の
差
が
あ
り
ま
す
。女
性
で
最
も
高
い
青
葉
区（
88
・
８

年
）と
最
も
低
い
南
区（
87
・
３
年
）と
の
差
は
１
・
５
年
と
な
って
い
ま

す
。な

お
、市
区
町
村
別
生
命
表
は
５
年
お
き
に
作
成
さ
れ
、年
齢
ご
と

の
平
均
余
命
を
推
計
し
、０
歳
の
平
均
余
命
が「
平
均
寿
命
」と
さ
れ
て

い
ま
す
。横
浜
市
の
平
均
寿
命
は
、平
成
27
年
か
ら
の
５
年
間
で
、男
性

は
81
・
５
年
か
ら
０
・
８
年
、女
性
は
87
・
３
年
か
ら
０
・
８
年
延
び
て

い
ま
す
。

平
均
寿
命
と
と
も
に
、近
年
は「
健
康
寿
命
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
は
、健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く

生
活
で
き
る
期
間
を
示
す
も
の
で
、横
浜
市
の
健
康
寿
命
は
、２
０
２
２

（
令
和
４
）年
の
時
点
で
、男
性
が
73
・
10
年
、女
性
が
74
・
49
年
で
す
。

平
均
寿
命
が
伸
び
る
中
、平
均
寿
命
の
伸
び
以
上
に
健
康
寿
命
を
伸
ば

す
こ
と
が
、個
人
の
生
活
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
観
点
だ
け
で
は
な
く
、社

会
的
負
担
を
軽
減
す
る
観
点
か
ら
も
重
要
と
な
って
い
ま
す
。

な
お
、平
均
寿
命
と
の
差
は
、男
性
が
８
・
24
年
、女
性
が
12
・
86
年

と
な
って
い
ま
す（
図
２
）。

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

女
性
は
88
・
1
年
、男
性
は
82
・
３
年

全
国
上
位
の
平
均
寿
命

注
目
さ
れ
る
健
康
寿
命

市町村別平均寿命 上位10市町村図1
令和２年市区町村生命表（厚生労働省）

健康寿命と平均寿命との比較（令和４年）図2
横浜市健康福祉局

平均睡眠時間［全国・横浜市］（12歳以上）図3
令和４年国民生活基礎調査（厚生労働省）

喫煙［全国・横浜市］（20歳以上）図4
令和４年国民生活基礎調査（厚生労働省） 

1位

2位

3位

4位

5位

6位

7位

8位

9位

10位

男性 女性
川崎市麻生区（84.0年）

横浜市青葉区（83.9年）

長野県上伊那郡宮田村（83.4年）

愛知県日進市（83.4年）

京都府木津川市（83.3年）

神奈川県鎌倉市（83.3年）

長野県諏訪郡原村（83.3年）

横浜市都筑区（83.3年）

滋賀県草津市（83.3年）

長野県下伊那郡豊丘村（83.3年）

川崎市麻生区（89.2年）

熊本県上益城郡益城町（89.0年）

長野県下伊那郡高森町（89.0年）

滋賀県草津市（89.0年）

兵庫県芦屋市（88.9年）

東京都世田谷区（88.9年）

東京都小金井市（88.9年）

山梨県南都留郡富士河口湖町（88.8年）

長野県上伊那郡箕輪町（88.8年）

長野県伊那市（88.8年）

横浜市

全　国

男性 女性
82.3年

81.5年

88.1年

87.6年

73.10

81.34

74.49

87.35

（年）

（年）

健康寿命

平均寿命

健康寿命

平均寿命

男性

女性

50 60 70 80 90

50 60 70 80 90

※厚生労働省研究班「健康寿命算定プログラム」を用いて算出

0 20 40 60 80 100

横浜市

全国

横浜市

全国

（％）

男
性

女
性

6.7% 26.1% 33.1% 23.5% 7.2%

7.5% 29.6% 32.3% 22.6% 5.8%

8.4% 29.0% 33.0% 20.8% 5.7%

8.0% 31.3% 34.5% 18.7% 5.0%

５時間未満 ５時間以上
６時間未満

６時間以上
７時間未満

７時間以上
８時間未満

8時間以上
9時間未満

９時間以上 不詳

1.2% 2.2%

0.9% 1.5%

1.1% 1.9%

0.8% 1.7%
0 20 40 60 80 100

横浜市

全国

横浜市

全国

（％）

男
性

女
性

 23.7% 9.6% 63.6% 

18.2% 11.4% 67.9% 

7.0% 88.2%

5.8% 89.2%

毎日吸っている
時々吸う日がある
以前は吸っていたが１か月以上吸っていない

吸わない
不詳

 1.4%

0.9%

1.4%

1.6%

1.5%

0.7% 2.7%

0.9% 1.3%2.7%
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

健
康
に
関
わ
る
生
活
習
慣
等
と
し
て
、平
均
睡
眠
時
間
、喫
煙
、飲

酒
、悩
み
や
ス
ト
レ
ス
の
状
況
に
つい
て
、横
浜
市
と
全
国
を
比
較
す
る
と
、

平
均
睡
眠
時
間
は
男
女
と
も
に
全
国
平
均
よ
り
も
比
較
的
短
い
睡
眠

時
間
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、喫
煙
は
男
女
と
も
に
全
国
平
均
よ

り
も「
吸
わ
な
い
」割
合
が
高
く
な
って
い
ま
す
。飲
酒
に
つい
て
は
休
肝

日
※
を
設
け
る
人
の
割
合
が
全
国
よ
り
も
高
く
な
って
い
ま
す（
図
３
～

５
）。悩
み
や
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
人
の
割
合
は
全
国
平
均
よ
り
も
男
性
で

高
く
、女
性
で
低
く
な
って
い
ま
す
。

睡
眠
、喫
煙
、飲
酒
な
ど
、生
活
習
慣
か
ら
見
る

市
民
の
特
徴

　

健
康
に
関
わ
る
生
活
習
慣

※
休
肝
日
：
肝
臓
を
休
め
る
た
め
に
週
に
１
日
以
上
飲
酒
し
な
い
日

を
設
け
る
こ
と
を
推
奨
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
造
語
。（
厚
生
労
働
省
）

令
和
６
年
度
横
浜
市
民
ス
ポ
ー
ツ
意
識
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、18

歳
以
上
の
人
が
週
に
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
る
割
合
は

53
・
０
％
で
、令
和
５
年
度
か
ら
３
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、運
動
不
足
だ
と
感
じ
て
い
る
割
合
は
77
・
８
％
で
、令
和
５
年

度
か
ら
６
・
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
、運
動
を
し
て
い
て
も
運
動
不

足
と
感
じ
て
い
る
傾
向
も
見
ら
れ
ま
す
。

最
後
に
が
ん
検
診
の
受
診
率
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、過
去
１
年
間
に

が
ん
検
診
を
受
け
た
人
の
割
合
は
、男
性
で
は
肺
が
ん
の
検
診
が
43
・

６
％
で
最
も
高
く
、大
腸
が
ん
検
診
が
40
・
２
％
、胃
が
ん
検
診
が
39
・

４
％
と
な
って
い
ま
す
。女
性
で
は
乳
が
ん
検
診
が
34
・
４
％
で
最
も
高

く
、肺
が
ん
が
33
・
９
％
、子
宮
が
ん（
子
宮
頸
が
ん
）検
診
が
33
・
０
％

と
な
って
い
ま
す
。全
体
と
し
て
、受
診
率
は
毎
年
少
し
ず
つ
上
昇
し
て
い

ま
す（
図
６
）。

２
０
２
３（
令
和
5
）年
10
月
の
時
点
で
、市
内
の
医
療
機
関
は
、病

院
が
１
３
２
、一
般
診
療
所
が
３
２
３
４
、歯
科
診
療
所
が
２
１
２
８
か

所
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、医
療
機
関
の
う
ち
病
院
の
病
床
数
は
２
万

延
べ
患
者
数
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
、

医
療
費
は
増
加
傾
向

　

医
療
機
関
の
利
用
等

0 20 40 60 80 100

横浜市

全国

横浜市

全国

（％）

男
性

女
性

 25.5% 7.5% 7.4%  5.4% 44.2%

 22.1% 8.9% 8.6% 10.6% 6.5% 42.3%

7.9% 6.9% 5.8% 70.3%

7.7% 8.4% 6.5% 68.1%

毎日
週５～６日

週３～４日
週１～２日

月１～３日 不詳
ほとんど飲まない・やめた・飲まない

 1.5%

1.0%

1.4%

8.6%

3.3% 4.3%

3.0% 1.3%4.8%

飲酒［全国・横浜市］（20歳以上）図5
令和４年国民生活基礎調査（厚生労働省）

子宮がん乳がん大腸がん肺がん　

大腸がん肺がん胃がん
0％

10％

20％

30％

40％

50％

子宮がん乳がん大腸がん肺がん胃がん
0％

10％

20％

30％

40％

50％

男
性

女
性

2010（平成22）年 2013（平成25）年 2016（平成28）年
2019（令和元）年 2022（令和４）年

横浜市のがん検診受診率図6
国民生活基礎調査（厚生労働省）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（万人）

（年）
外来患者延数 在院患者延数

2005 2007 2009 2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023

市内病院の患者数の推移図7
横浜市統計書
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７
８
３
９
床
で
、い
ず
れ
も
近
年
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、患
者
数
に
つい
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
大
き
く
減
少
し
、市
内
の
病
院
の

外
来
患
者
延
数
、在
院
患
者
延
数
と
も
に
横
ば
い
と
な
って
い
ま
す（
図

７
）。一

方
、全
国
の
資
料
と
な
り
ま
す
が
、当
該
年
度
内
の
医
療
機
関
等

に
お
け
る
保
険
診
療
の
対
象
と
な
り
得
る
治
療
費
用
を
推
計
し
た「
国

民
医
療
費
」の
推
移
を
見
る
と
、前
年
度
を
下
回
る
年
度
は
あ
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
は
右
肩
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
８
）。ま
た
、こ
の
国

民
医
療
費
を
年
齢
階
級
別
で
見
る
と
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
度
で
は
、

65
歳
未
満
の
人
口
一
人
当
た
り
国
民
医
療
費
は
21
万
８
０
０
０
円
、65

歳
以
上
で
は
79
万
７
２
０
０
円
と
な
って
い
ま
す
。

市
内
の
病
院
等
の
利
用
状
況
を
見
る
と
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
で

は
、人
口
10
万
人
当
た
り
の
平
均
外
来
患
者
数
は
７
０
８
・
８
人
で
、全

国
平
均
の
９
７
９
・
２
人
の
約
７
割
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、平
均
在
院

患
者
数
は
５
９
２
・
３
人
で
、全
国
平
均
の
９
１
５
・
３
人
の
約
６
割
と

な
って
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、救
急
車
両
に
よ
る
救
急
数（
救
急
搬
送
人

員
）は
増
加
し
て
お
り
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
は
20
万
人
を
超
え
ま
し

た
。搬
送
数
の
69
・
０
％
が
急
病
、19
・
４
％
は
一
般
負
傷
に
よ
る
も
の

で
す（
図
９
）。ま
た
、年
齢
別
で
は
65
歳
以
上
が
58
・
５
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

な
お
、熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
数
は
、過
去
最
多
で
あ
っ
た
、２
０

１
８（
平
成
30
）年
の
１
７
１
１
人
を
上
回
り
、令
和
７
年
は
、１
７
２
７

人
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
４（
令
和
６
）年
の
全
国
に
お
け
る
死
因
別
死
亡
数
の
割
合
の

上
位
は
、悪
性
新
生
物〈
腫
瘍
〉、心
疾
患
、老
衰
、脳
血
管
疾
患
、肺
炎
の

順
で
す
が
、横
浜
市
に
お
い
て
は
、２
位
以
下
は
老
衰
、心
疾
患
、脳
血
管

疾
患
、誤
嚥
性
肺
炎
の
順
と
な
って
い
ま
す（
図
10
）。

死
因
は
悪
性
新
生
物〈
腫
瘍
〉、

老
衰
、心
疾
患
の
順

医
療
機
関
を
利
用
す
る
割
合
は

全
国
平
均
よ
り
も
低
い
傾
向
が
続
く

救
急
搬
送
は
年
々
増
加
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厚生労働省
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全国
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悪性新生物〈腫瘍〉

悪性新生物〈腫瘍〉

心疾患

老衰

老衰

心疾患

脳血管疾患

脳血管疾患

肺炎

誤嚥性肺炎
23.9%

24.9%

14.1%

16.6%

12.9%

14.6%

6.4%

5.6%

5.0%

4.4%

第１位 第２位 第３位

※ 「心疾患」は「心疾患（高血圧性を除く）」、
 「血管性等の認知症」は「血管性及び詳細不明の認知症」である。

第４位 第５位

50代

60代

70代

80代

90代以上

悪性新生物〈腫瘍〉

悪性新生物〈腫瘍〉

悪性新生物〈腫瘍〉

悪性新生物〈腫瘍〉

老衰

心疾患

心疾患

心疾患

老衰

心疾患

脳血管疾患

脳血管疾患

脳血管疾患

心疾患

悪性新生物〈腫瘍〉

肝疾患

肝疾患

老衰

脳血管疾患

誤嚥性肺炎
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5.4%
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、横
浜
市
に
お
い
て
も
、介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
件
数
の
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）の
総
数
に
対
す
る
要
介
護

認
定
者
数
の
割
合
で
あ
る「
認
定
率
」に
着
目
す
る
と
、そ
の
値
は
年
々

少
し
ず
つ
上
昇
し
、２
０
２
２（
令
和
４
）年
に
全
国
の
認
定
率
を
上
回

り
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
末
の
時
点
で
は
20
・
3
％
と
な
っ
て
い
ま

す（
図
１
）。要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
は
、高
齢
者
の
増
加
に
加
え
、認

定
を
受
け
て
い
る
人
の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
理
由
の
一
つ

に
な
って
い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。

要
介
護
度
別
の
認
定
状
況
に
つ
い
て
は
、要
介
護
２
の
割
合
が
全
体

の
21
・
１
％
と
最
も
高
く
、要
介
護
５
の
割
合
は
年
々
減
少
し
、全
体
の

７
・
７
％
と
な
って
い
ま
す
。ま
た
、令
和
４
年
度
横
浜
市
高
齢
者
実
態

調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主
な
原
因
に
つい
て
は
、

要
支
援
の
場
合
で
最
も
多
い
も
の
は「
骨
折
・
転
倒
」（
19
・
7
％
）で
、

要
介
護
で
は「
脳
血
管
疾
患
」（
16
・
6
％
）、「
認
知
症
」（
15
・
0
％
）、

「
骨
折
・
転
倒
」（
13
・
4
％
）の
三
つ
が
特
に
多
く
な
って
い
ま
す
。

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
に
伴
い
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
数
は
今
後
も
増
加
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。割
合
と
し
て
は

７
割
以
上
を
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
占
め
て
い
ま
す
が
、施
設
サ
ー
ビ
ス
※
の

利
用
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す（
図
２
）。介
護
老
人
福
祉
施
設
の
利
用

者
数
に
つい
て
は
、全
国
も
同
様
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す 

。

※
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
、介
護
老
人
福
祉
施
設（
地
域
密
着
型
含
む
）、

介
護
老
人
保
健
施
設
、介
護
療
養
型
医
療
施
設
、介
護
医
療
院
の
実
績

に
基
づ
く
平
均
利
用
者
数
。

令
和
４
年
度
横
浜
市
高
齢
者
実
態
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
と
住
ま
い
の
希
望
に
つい
て
、65
歳
以
上
の
46
・
6
％
が

「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、で
き

る
だ
け
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、「
で
き
る
限
り

自
宅
で
暮
ら
し
た
い
が
、介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
介
護
施
設
に
入
り
た
い
」と
回
答
し
た
人
も
23
・
4
％
と
な
っ

要
介
護
認
定
件
数
は
年
々
増
加

　

高
齢
者
福
祉

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
も
年
々
増
加
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の
手
帳
」（
療
育
手
帳
）の
所
持
者
数
を
上
回
っ
た「
精
神
保
健
福
祉
手

帳
」が
こ
れ
に
次
い
で
い
ま
す（
図
６
）。そ
れ
ぞ
れ
の
所
持
者
数
の
合
計

が
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
末
時
点
で
５
・

０
％
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、障
害
の
あ
る
こ
ど
も
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
こ
ど
も
に
つ
い
て

診
療
や
訓
練
、相
談
等
の
支
援
を
行
って
い
る
市
内
９
か
所
の
地
域
療
育

セ
ン
タ
ー
の
利
用
実
績
も
増
加
傾
向
で
、初
診
件
数
の
う
ち
約
７
割
を

発
達
障
害
が
占
め
て
い
ま
す（
図
７
）。

障
害
の
あ
る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
、施
設
入
所
支
援
は
横
ば
い
で
す

が
、事
業
所
等
に
お
い
て
生
活
に
必
要
な
訓
練
や
働
く
場
の
提
供
な
ど

を
行
う
日
中
活
動
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
や
、在
宅
で
の
身
体
介
護
等
の
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
増
加
が
目
立
って
い
ま
す（
図
８
）。

て
お
り
、施
設
入
所
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
も
引
き
続
き
高
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。介
護
老
人
福
祉
施
設
の
定
員
は
、少
し
ず
つ
定
員
増
が
図
ら
れ
て
お

り
、現
在
は
約
１
万
８
千
人
と
な
って
い
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
受
け
て
、介
護
保
険
給
付
費
も
右
肩

上
が
り
と
な
って
い
ま
す（
図
３
）。

生
活
保
護
の
被
保
護
世
帯
数
は
、近
年
増
加
の
幅
は
緩
や
か
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。一
方
、被
保
護
人
員
に
つい
て

は
、単
身
世
帯
の
増
加
傾
向
を
反
映
し
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
度
以

降
、微
減
に
転
じ
て
い
ま
す（
図
４
）。 

な
お
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
時
点
で
、人
口
１
０
０
人
あ
た
り
の

被
保
護
人
員
数
で
あ
る「
保
護
率
」は
１
・
82
％
で
あ
り
、全
国
平
均

１
・
62
％
と
比
べ
て
や
や
高
く
な
って
い
ま
す
。

　

生
活
保
護

ま
た
、生
活
保
護
の
種
類
に
は
、食
費
、被
服
費
、光
熱
水
費
等
の
生

活
扶
助
を
は
じ
め
、住
宅
扶
助
、教
育
扶
助
、医
療
扶
助
、介
護
扶
助
、出

産
扶
助
、生
業
扶
助
、葬
祭
扶
助
の
８
つ
が
あ
り
ま
す
が
、２
０
２
４（
令

和
６
）年
度
の
状
況
を
見
る
と
、全
体
の
保
護
費
の
う
ち
医
療
扶
助
が

45
・
２
％
、生
活
扶
助
が
28
・
３
％
、住
宅
扶
助
が
21
・
４
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

保
護
費
の
総
額
は
、２
０
１
５（
平
成
27
）年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
つ

つ
あ
り
ま
し
た
が
、２
０
２
１（
令
和
３
）年
か
ら
再
び
増
加
し
、２
０
２
２

（
令
和
４
）年
か
ら
は
最
高
額
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す（
図
５
）。

障
害
者
手
帳
の
所
持
者
数
は
、肢
体
不
自
由
や
内
部
障
害
を
は
じ

め
と
す
る「
身
体
障
害
者
手
帳
」の
所
持
者
数
が
約
９
万
７
千
人
で
最

も
多
く
、２
０
１
０（
平
成
22
）年
度
に
知
的
障
害
を
対
象
と
す
る「
愛

被
保
護
世
帯
数
は
微
増
、

保
護
率
は
全
国
よ
り
や
や
高
い

精
神
保
健
福
祉
手
帳
と

療
育
手
帳
の
所
持
者
数
が
増
加

　

障
害
福
祉

日
中
活
動
の
サ
ー
ビ
ス
や

居
宅
介
護
の
利
用
が
増
加
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
の
減
少
に
伴
い
、
横
浜
市
の
労

働
力
人
口
は
２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
ま

し
た
が
、
女
性
の
労
働
力
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
（
図
１
）
。
ま
た
、
２
０
２
０
（
令

和
２
）
年
の
労
働
力
率
（
15
歳
以
上
人
口
に
占
め
る
労
働
力
人
口
の

割
合
）
は
64
・
１
％
で
、
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
以
降
最
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、
働
く

環
境
に
も
変
化
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
仕
事
を
産
業
別
に
見
る
と
、
最
も
多
い
の
が
「
卸
売
業
、

小
売
業
」
で
15
・
5
％
、
次
い
で
「
医
療
、
福
祉
」
（
12
・
２
％
）
、

「
製
造
業
」
（
11
・
3
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
～
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
の
５
年
間
で
「
医
療
、

福
祉
」
が
約
２
万
７
千
人
増
加
、
「
製
造
業
」
は
約
２
万
２
千
人
減

少
し
、
順
位
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
（
図
２
）
。

市
民
が
働
い
て
い
る
場
所
は
、
自
宅
を
含
む
居
住
区
内
が
33
・

６
％
で
最
も
多
く
、
市
内
の
他
区
（
28
・
２
％
）
を
含
め
約
６
割
が

市
内
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
東
京
都
区
部
に
通
勤
し
て
い

る
の
は
23
・
８
％
で
す
。
区
別
に
み
る
と
、
自
分
の
居
住
区
内
の

割
合
が
高
い
の
は
中
区
（
45
・
９
％
）
、
金
沢
区
（
41
・
９
％
）

で
、
市
内
他
区
の
割
合
が
高
い
の
は
南
区
（
41
・
５
％
）
、
磯
子
区

（
41
・
１
％
）
で
す
。
市
北
部
に
位
置
す
る
青
葉
区
、
鶴
見
区
、
港

「
医
療
、福
祉
」が
約
２
万
７
千
人
増
加
す
る
一
方
、

「
製
造
業
」は
約
２
万
２
千
人
の
減
少

働
く
市
民
の
６
割
は
市
内
で
従
業
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北
区
で
は
、
市
外
に
通
勤
し
て
い
る
割
合
が
高
い
反
面
、
市
内
他
区

の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

性
別
で
は
、
男
性
は
居
住
区
内
の
割
合
が
26
・
６
％
、
市
外
へ

の
通
勤
者
が
44
・
９
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
女
性
は
居
住
区
内
が

40
・
０
％
、
市
外
通
勤
者
は
29
・
６
％
と
逆
転
し
て
い
ま
す
。

働
い
て
い
る
市
民
の
85
％
以
上
が
会
社
な
ど
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
人
で
、
そ
の
う
ち
約
34
％
が
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
非
正

規
雇
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
の
割
合
を
性
・
年
齢
別
に

見
て
み
る
と
、
男
性
は
全
体
で
17
・
７
％
、
35
～
59
歳
ま
で
は
10
％

以
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
60
歳
を
超
え
る
と
急
激
に
非
正
規
雇
用
が

増
え
、
ピ
ー
ク
の
75
～
79
歳
で
は
73
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女

性
は
全
体
で
52
・
５
％
、
25
歳
以
上
は
年
齢
が
上
が
る
ご
と
に
増
加

し
、
ほ
ぼ
全
て
の
年
齢
層
で
男
性
を
上
回
り
、
70
～
74
歳
の
84
・

９
％
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
力
の
約
６
割
を
占
め
る
男
性
の
労
働
力
人
口
が
減
少
し
て

い
る
一
方
で
、
女
性
は
実
数
、
率
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
女
性
の
労
働
力
率
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
全
年
齢
層
で
労

働
力
率
が
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
、
結
婚
や
出
産
、
育
児
な
ど

雇
用
者
の
３
人
に
１
人
が
非
正
規
雇
用

の
時
期
と
重
な
る
こ
と
の
多
い
20
代
後
半
か
ら
30
代
前
半
で
の
上
昇

が
大
き
く
、
30
～
34
歳
で
は
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
の
約
35
％
か

ら
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は
約
78
％
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
３
）。

横
浜
市
は
、
か
つ
て
は
夫
が
働
き
妻
は
就
労
し
て
い
な
い
〝
専

業
主
婦
〟
の
世
帯
の
割
合
が
高
く
、
1
9
9
5
（
平
成
7
）
年
に
は

49
・
５
％
と
ほ
ぼ
半
数
を
占
め
て
い
ま
し
た
（
全
国
は
39
・
７
％
）
。

現
在
で
は
そ
の
割
合
は
23
・
５
％
ま
で
に
大
き
く
減
少
し
、
全
国

（
20
・
７
％
）
と
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）
。
共
働
き
世

帯
の
割
合
は
43
・
５
％
で
過
去
に
比
べ
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
全
国
（
47
・
１
％
）
よ
り
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
夫

婦
の
い
ず
れ
も
働
い
て
い
な
い
世
帯
は
２
割
弱
で
、
１
９
９
５
（
平

成
7
）
年
と
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

働
く
女
性
の
増
加
、「
専
業
主
婦
」の
世
帯
が

２
割
程
度
に
減
少

（％）
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
る
と
、
未
就
学
の
子
の
育

児
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
普
段
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は
83
・

７
％
で
、
全
国
（
85
・
２
％
）
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
29
年
調
査
（
74
・
６
％
）
と
比
べ
る
と
約
９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て

い
ま
す
。
特
に
女
性
で
は
、
56
・
０
％
か
ら
69
・
７
％
へ
と
大
き
く

増
加
し
ま
し
た
。

育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
、
子
の
看
護
休
暇
等
の
制
度
を
過
去

１
年
に
利
用
し
た
人
は
、
平
成
29
年
調
査
と
比
べ
る
と
、
男
性
は

７
・
８
％
か
ら
22
・
８
％
と
15
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
ま
す
。
女
性

は
31
・
６
％
か
ら
46
・
０
％
と
14
・
４
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
お
よ
そ

半
数
の
人
が
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
で
は
32
・

９
％
で
、
全
国
（
28
・
８
％
）
よ
り
も
４
・
１
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
介
護
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
仕
事
を
し
て
い
る
人
は

60
・
７
％
（
全
国
58
・
０
％
）
、
介
護
休
業
等
の
制
度
を
過
去
１
年

に
利
用
し
た
人
は
14
・
７
％
（
全
国
10
・
３
％
）
で
、
男
性
18
・

０
％
（
同
10
・
６
％
）
、
女
性
11
・
９
％
（
同
10
・
０
％
）
と
、
特

に
男
性
の
取
得
率
が
全
国
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
事
業
所
調
査
に
よ
る
と
、

市
内
事
業
所
に
お
い
て
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
が
24
・
１
％
の
事
業
所

で
導
入
さ
れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
在
宅
で
仕
事
が
で
き
る
制
度
を

導
入
し
て
い
る
の
は
31
・
１
％
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度

見
直
し
実
施
に
つ
い
て
は
、
「
制
度
の
拡
充
や
利
用
の
推
奨
を
行
っ

た
」
は
34
・
４
％
、
「
制
度
を
新
た
に
導
入
し
た
」
は
47
・
３
％
、

「
制
度
見
直
し
は
行
わ
な
か
っ
た
」
は
18
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
を
保
有
す
る
事
業
所
の
う

ち
、
50
・
９
％
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
、
70
・
５
％
が
フ
レ
ッ
ク
ス
を
今

後
も
推
進
す
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
れ
ば
、
過
去
１
年
間
に
前

職
を
離
職
し
た
理
由
で
最
も
多
い
の
は
、
「
労
働
条
件
が
悪
か
っ

た
た
め
」
（
13
・
６
％
）
で
、
全
国
（
13
・
２
％
）
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
「
出
産
・
育
児
の
た
め
」
（
２
・
０
％
）
は
全
国

（
２
・
７
％
）
よ
り
も
低
く
な
っ
て
お
り
、
性
・
年
齢
別
で
は
、
女

性
25
～
34
歳
で
６
・
０
％
で
全
国
（
11
・
４
％
）
よ
り
も
低
く
、
同

35
～
44
歳
で
は
10
・
８
％
で
全
国
（
８
・
５
％
）
よ
り
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、
１
日
の
時
間
の
配
分
を

行
動
の
内
容
別
に
調
べ
た
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査
（
総
務

省
）
を
見
る
と
、
通
勤
・
通
学
に
か
か
る
平
均
時
間
は
97
分
で
全
国

最
長
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
の
76
分
と
比
べ
る
と
21
分
長
く
、

性
別
で
み
て
も
男
女
と
も
に
全
国
最
長
で
、
男
性
は
１
０
４
分（
全

国
平
均
82
分
）、女
性
は
86
分（
全
国
平
均
69
分
）と
な
って
い
ま
す
。

介
護
を
し
て
い
る
人
の
60
・
７
％
が

仕
事
も
し
て
い
る

テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
の

柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
制
度
の
整
備
が
進
む

離
職
理
由
の
１
位
は「
労
働
条
件
」

通
勤
・
通
学
時
間
は
全
国
最
長
で
、

平
均
よ
り
も
約
20
分
長
い

育
児
を
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
人
や
、

育
児
休
業
等
の
制
度
利
用
者
は
大
き
く
増
加
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現
在
の
住
ま
い
に
住
み
続
け
る
意
向
の
あ
る
人
は
、２
０
２
５（
令
和

７
）年
度
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査
で
84
・
９
％
※
で
し
た
。

※「
あ
な
た
は
、こ
れ
か
ら
も
横
浜
市
に
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す

か
。」と
い
う
問
い
に
、「
と
て
も
思
う
」「
思
う
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
思

う
」と
答
え
た
方
の
割
合

一
戸
建
て
に
住
ん
で
い
る
世
帯
は
37
・
０
%
で
、61
・
８
%
は
マ
ン

シ
ョン
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
共
同
住
宅
に
住
ん
で
い
ま
す
。区
別
に
見
る
と
、

共
同
住
宅
に
住
ん
で
い
る
世
帯
は
西
区
が
77
・
１
％
で
最
も
高
く
、次
い

で
中
区
の
76
・
２
％
で
、11
階
建
て
以
上
の
住
宅
に
住
む
世
帯
は
、中
区

が
25
・
６
％
、西
区
は
24
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、泉
区（
57
・

２
％
）、瀬
谷
区（
53
・
５
％
）で
は
、一
戸
建
て
に
住
ん
で
い
る
世
帯
の
割

合
が
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
世
帯
の
割
合
は
約
58
％
で
、他
都
市
と
比
べ
る

と
や
や
高
く
な
って
い
ま
す
。そ
の
う
ち
分
譲
マ
ン
シ
ョン
な
ど
共
同
住
宅

に
住
む
世
帯
は
約
４
割
、持
ち
家
以
外
を
含
め
た
世
帯
全
体
の
約
23
％

を
占
め
て
お
り
、他
都
市
よ
り
も
割
合
は
高
く
な
って
い
ま
す（
図
1
）。

横
浜
市
の
住
宅
数
は
約
１
９
４
万
戸
で
、そ
の
う
ち
賃
貸
や
分
譲
の

た
め
の
住
宅
を
含
め
た
空
き
家
は
約
９
％
の
約
16
万
９
千
戸
と
な
っ
て

お
り
、そ
の
割
合
は
１
９
９
８（
平
成
10
）年
以
降
１
割
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す（
図
2
）。

新
た
な
住
宅
の
着
工
数
は
、１
９
８
０
年
代
初
頭
に
は
年
間
３
万
５

市
内
に
住
み
続
け
る

意
向
が
あ
る
人
は
８
割
超

千
戸
程
度
で
し
た
が
、80
年
代
後
半
か
ら
貸
家
の
着
工
数
が
増
加
し
た

こ
と
も
あ
り
、１
９
８
７（
昭
和
62
）年
に
は
６
万
戸
を
超
え
ま
し
た
。そ

の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、２
０
０
９（
平
成
21
）年
以
降
は
、ほ
と
ん
ど

の
年
で
３
万
戸
を
下
回
って
い
ま
す（
図
3
）。

持
ち
家
率
は
約
６
割
、

う
ち
マ
ン
シ
ョ
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約
４
割

住
宅
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約
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家
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生
活
に
対
す
る
満
足
感
や
心
配
ご
と
、
隣
近
所
と
の
つ
き
合
い

を
ど
う
思
っ
て
い
る
か
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
関
す
る
意
識
に
つ
い

て
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査
の

結
果
を
基
に
見
て
い
き
ま
す
。

 

生
活
に
対
す
る
満
足
度
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
全
く
満
足
し
て

い
な
い
」
を
０
点
、
「
非
常
に
満
足
し
て
い
る
」
を
10
点
と
し
た
と

き
に
６
点
以
上
を
選
択
し
た
人
は
75
・
9
％
で
し
た
。
６
点
以
上
を

選
択
し
た
人
は
、
男
女
別
に
見
る
と
男
性
の
方
が
や
や
多
く
、
77
・

４
％
で
し
た
。
年
代
別
で
は
、
15
～
24
歳
で
83
・
１
％
と
全
体
平
均

よ
り
も
高
く
、
25
～
34
歳
で
は
73
・
０
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た
。な

お
、
前
回
の
市
民
生
活
白
書
で
は
、
内
閣
府
の
「
国
民
生
活

に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
数
値
で
全
国
と
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
が
、

同
調
査
の
実
施
方
法
が
変
更
さ
れ
、
変
更
前
と
の
単
純
比
較
が
行
わ

れ
て
い
な
い
た
め
、
全
国
と
の
比
較
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

な
お
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
８
月
に
行
わ
れ
た
「
国
民
生
活
に

関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、
現
在
の
生
活
に
対
す
る
満
足
度
が
、
総

数
で
50
％
、
都
市
規
模
別
で
は
大
き
な
差
異
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
近
頃
、
ご
自
分
や
ご
家
族
の
生
活
の
こ
と
で
心
配
ご
と
や
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
「
心
配
ご
と

や
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
６
・
８
％
。
市
民

の
う
ち
９
割
以
上
の
人
が
何
ら
か
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を
抱
え

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
の
内
容
は
、
全
体
で
は
、
「
自
分
の

老
後
の
こ
と
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
自
分
の
病
気
や
健
康
」
、

「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
」
、
「
家
族
の
病
気
や
健
康
、
生
活
上
の

問
題
」
と
続
い
て
い
ま
す
。

年
代
別
に
見
る
と
、
15
～
24
歳
で
は
「
景
気
や
生
活
費
の
こ

と
」
が
最
も
多
く
、
25
～
34
歳
で
は
「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
」
が

５
割
を
超
え
、
「
こ
ど
も
の
保
育
や
教
育
の
こ
と
」
、
「
自
分
の
老

後
の
こ
と
」
も
25
％
を
超
え
ま
し
た
。
35
～
49
歳
で
は
「
景
気
や
生

活
費
の
こ
と
」
、
「
こ
ど
も
の
保
育
や
教
育
の
こ
と
」
が
４
割
を
超

え
ま
し
た
。
50
～
64
歳
で
は
「
自
分
の
老
後
の
こ
と
」
を
選
ん
だ
人

が
５
割
を
超
え
、
次
い
で
「
家
族
の
病
気
や
健
康
、
生
活
上
の
問

題
」
が
４
割
弱
、
「
自
分
の
病
気
や
健
康
」
、
「
景
気
や
生
活
費
の

こ
と
」
も
３
割
を
超
え
ま
し
た
。

65
～
74
歳
の
前
期
高
齢
者
で
は
、
「
自
分
の
老
後
の
こ
と
」
を

選
ん
だ
人
が
55
％
を
超
え
、
全
年
代
で
一
番
高
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
次
い
で
「
自
分
の
病
気
や
健
康
」
、
「
家
族
の
病
気
や
健
康
、

生
活
上
の
問
題
」
が
続
き
、
「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
」
を
選
ん
だ

人
は
３
割
弱
で
し
た
。
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
で
は
「
自
分
の
病

気
や
健
康
」
が
最
も
高
く
約
６
割
に
上
り
、
次
い
で
「
自
分
の
老
後

の
こ
と
」
が
５
割
強
、
「
家
族
の
病
気
や
健
康
、
生
活
上
の
問
題
」

が
４
割
弱
、
「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
」
は
２
割
強
と
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
に
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た

（
図
１
）
。

な
お
、
「
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
回
答
し

た
人
が
１
割
を
超
え
た
年
代
は
15
～
24
歳
の
み
で
、
２
割
近
く
に
及

び
ま
し
た
。

現
在
の
生
活
に

満
足
し
て
い
る
人
は
７
割
以
上

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
を

抱
え
る
人
は
９
割
を
超
え
る

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

全体

15～24歳
（ｎ=284)

25～34歳
（ｎ=389）

35～49歳
（ｎ=775）

50～64歳
（ｎ=889）

６５～74歳
（ｎ=619）

75歳以上
（ｎ=７７５）

自分の老後のこと

景気や生活費のこと

景気や生活費のこと

景気や生活費のこと

自分の老後のこと

自分の老後のこと

自分の病気や健康

43.6%

34.2%

53.0%

41.3%

52.2%

55.6%

58.1%

自分の病気や健康

家族の病気や健康、
生活上の問題

こどもの保育や
教育のこと

こどもの保育や
教育のこと

家族の病気や健康、
生活上の問題

自分の病気や健康

自分の老後のこと

36.2%

22.2%

26.2%

40.1%

38.0%

45.4%

51.4%

景気や生活費のこと

自分の病気や健康

自分の老後のこと

自分の老後のこと

自分の病気や健康

家族の病気や健康、
生活上の問題

家族の病気や健康、
生活上の問題

34.0%

18.7%

25.7%

34.5%

33.4%

35.7%

39.0%

家族の病気や健康、
生活上の問題

仕事や職場のこと

仕事や職場のこと

家族の病気や健康、
生活上の問題

景気や生活費のこと

景気や生活費のこと

景気や生活費のこと

33.0%

18.7%

21.6%

29.3%

32.3%

29.1%

23.6%

犯罪や防犯のこと

自分の老後のこと

自分の病気や健康

自分の病気や健康

犯罪や防犯のこと

犯罪や防犯のこと

犯罪や防犯のこと

14.7%

18.0%

21.1%

23.6%

12.3%

13.7%

15.7%

(n=3752)

※ 年齢を選択していない回答数 21

年代別 心配ごとや困っていること上位5項目図1
市民目線のニーズ探究調査（横浜市政策経営局）
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生
活
に
対
す
る
満
足
度
に
つい
て
０
か
ら
10
点
で
６
点
以
上
を
選
択

し
た
人
の
う
ち「
交
通
利
便
性
」、「
生
活
の
楽
し
さ
・
面
白
さ
」に
つい

て「
満
足（
と
て
も
満
足
し
て
い
る
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る

を
含
む
）」と
し
た
人
は
80
％
を
超
え
ま
し
た
。ま
た
、「
住
宅
」、「
身
の

回
り
の
安
全
」、「
自
然
環
境
」、「
健
康
状
態
」に
つい
て
も「
満
足
」と
し

た
人
が
70
％
を
超
え
て
い
ま
す
。「
不
満（
と
て
も
不
満
が
あ
る
、ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
不
満
が
あ
る
を
含
む
）と
答
え
た
割
合
が
10
％
を
超
え
た

項
目
は「
家
計
と
資
産
」、「
雇
用
環
境
と
賃
金
」、「
健
康
状
態
」の
み
で
、

そ
れ
以
外
は
全
て
10
％
未
満
で
し
た
。

一
方
、生
活
に
対
す
る
満
足
度
に
つ
い
て
０
か
ら
10
点
で
４
点
以
下

を
選
択
し
た
人
で
は
、「
交
通
利
便
性
」に
つ
い
て「
満
足
」と
し
た
人
が

５
割
近
く（
47
・
９
％
）い
た
も
の
の
、他
の
項
目
は
す
べ
て
４
割
未
満
で

し
た
。「
不
満
」と
答
え
た
割
合
に
つ
い
て
は
全
て
の
項
目
で
２
割
を
超

え
て
お
り（
24
％
以
上
）、中
で
も「
家
計
と
資
産
」に
つい
て
は
65
・
９
％
、

「
雇
用
環
境
と
賃
金
」に
つい
て
は
55
・
５
％
、「
仕
事
と
生
活
」に
つい
て

は
50
・
３
％
と
半
数
以
上
で
し
た（
図
２
）。

 

隣
近
所
と
の
つ
き
合
い
方
に
関
し
て
、一番
多
か
っ
た
の
は「
道
で
会
え

ば
挨
拶
く
ら
い
す
る
」の
51
・
４
％
で
し
た
。「
た
ま
に
立
ち
話
を
す
る
」

も
23
・
２
％
。「
一
緒
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、気
の
合
っ
た
人
と
親
し
く

し
た
り
し
て
い
る
」（
３
・
７
％
）と「
困
っ
た
と
き
、相
談
し
た
り
助
け

合
っ
た
り
す
る
」（
４
・
１
％
）の
合
計
は
７
・
８
％
で
し
た
。

一
方
で
、「
顔
も
良
く
知
ら
な
い
」を
選
択
し
た
人
も
16
・
７
％
で
、

２
０
１
８
年
調
査
の
14
・
０
％
を
上
回
り
ま
し
た（
図
３
）。

65
歳
以
上
の
人
は「
一
緒
に
買
い
物
に
行
っ
た
り
、気
の
合
っ
た
人
と

親
し
く
し
た
り
し
て
い
る
」、「
困
っ
た
と
き
、相
談
し
た
り
助
け
合
っ
た

り
す
る
」の
数
値
が
全
体
平
均
よ
り
も
高
く
、25
～
34
歳
の
人
は「
顔
も

良
く
知
ら
な
い
」が
43
・
７
％
と
、全
体
平
均
よ
り
も
25
％
以
上
高
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

横
浜
市
に
対
し
て
愛
着
や
誇
り
を
感
じ
て
い
る（
と
て
も
感
じ
て
い
る
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
感
じ
て
い
る
を
含
む
）人
は
81
・
７
％
に
上
り
、自

分
の
住
ん
で
い
る
区
に
対
し
て
も
75
・
９
％
、住
ま
い
の
周
辺
地
域
に
対

し
て
も
76
・
６
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
横
浜
」に
つい
て
魅
力
を
感
じ
る
点
で
は「
シ
ョッ
ピ
ン
グ
施
設

が
充
実
し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
で
あ
る
」が
53
・
６
％
で
最
も
高
く
、

次
に「
道
路
鉄
道
網
が
発
達
し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
で
あ
る
」の
42
・

４
％
、「
海
や
港
が
身
近
に
あ
る
」の
35
・
９
％
が
続
き
ま
し
た
。

横
浜
に
つ
い
て
、愛
着
や
誇
り
を

感
じ
て
い
る
人
は
８
割
以
上

生
活
全
体
へ
の
満
足
度
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
は

「
交
通
利
便
性
」、「
生
活
の
楽
し
さ
・
面
白
さ
」へ
の
満
足
度

隣
近
所
と
の
つ
き
合
い
方
に
つ
い
て

※ とても満足している、どちらかといえば満足しているを含む　＊ とても不満がある、どちらかといえば不満があるを含む

（n=2846)

ア 家計と資産

イ 雇用環境と賃金

ウ 住宅

エ 仕事と生活

オ 健康状態

カ 自身の教育水準・教育環境

キ 社会とのつながり

ク 自然環境

ケ 身の回りの安全

コ 子育てのしやすさ

サ 介護のしやすさ・されやすさ

シ 生活の楽しさ・面白さ

ス 交通利便性

満足※(A) の項目別満足度 どちらともいえない 不満＊

62.3%

45.2%

79.6%

68.3%

74.4%

67.9%

68.2%

77.4%

78.9%

43.1%

29.9%

82.5%

84.5%

20.4%

30.1%

11.8%

19.6%

14.8%

23.6%

26.0%

14.7%

14.1%

41.6%

59.1%

13.6%

7.3%

16.2%

17.1%

7.9%

6.8%

10.0%

4.5%

3.8%

6.6%

5.8%

8.6%

7.3%

2.3%

7.7%

(n=328)

ア 家計と資産

イ 雇用環境と賃金

ウ 住宅

エ 仕事と生活

オ 健康状態

カ 自身の教育水準・教育環境

キ 社会とのつながり

ク 自然環境

ケ 身の回りの安全

コ 子育てのしやすさ

サ 介護のしやすさ・されやすさ

シ 生活の楽しさ・面白さ

ス 交通利便性

満足※(B) の項目別満足度 どちらともいえない 不満＊

14.0%

14.6%

30.5%

17.4%

33.8%

31.1%

28.0%

39.9%

33.8%

14.0%

7.9%

30.8%

47.9%

19.2%

23.5%

19.5%

28.0%

23.8%

38.7%

44.5%

32.6%

29.6%

46.3%

57.6%

37.2%

17.4%

65.9%

55.5%

47.9%

50.3%

41.5%

26.2%

24.1%

25.6%

34.5%

32.9%

31.1%

30.2%

33.8%

市民目線のニーズ探究調査（横浜市政策経営局）

図2

2025

2018

2007

1975

0 20 40 60 80 100
（％）

 4.8 34.1 26.0 17.3 14.5 3.3 4.8 34.1 26.0 17.3 14.5 3.3

 9.5 46.3 29.7 6.3 7.6  9.5 46.3 29.7 6.3 7.6 
0.60.6

0.40.4

0.90.9

 14.0 50.5 26.5 4.8 3.8 14.0 50.5 26.5 4.8 3.8

 16.7 51.4 23.2 3.7 4.1 16.7 51.4 23.2 3.7 4.1

（年度）

顔も良く知らない 道で会えば挨拶くらいする たまに立ち話をする
一緒に買い物に行ったり、
気の合った人と親しくしたり
している

困ったとき、相談したり
助け合ったりする

無回答

※1975、2007、2018年度は市民意識調査、2025年度は市民目線のニーズ探究調査

隣近所とのつき合い方
市民意識調査、市民目線のニーズ探究調査※（横浜市政策経営局）

図3

生活に対する満足度を10点満点で測ったときに、
「６～10点」を選択した人（A）、「0～４点」を選択した人（B）の項目別満足度
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

感
染
症
に
係
る
組
織
体
制
を
確
立
し
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
や
医
療

提
供
体
制
の
確
保
、
感
染
症
対
策
の
徹
底
、
市
民
や
事
業
者
へ
の
支

援
な
ど
、
市
を
挙
げ
た
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
及
び
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
は
、

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
４
月
７
日
か
ら
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年

３
月
21
日
ま
で
の
間
に
計
５
回
、
延
べ
３
４
６
日
間
に
わ
た
り
適
用

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
横
浜
市
に
お
い
て
も
外
出
自
粛
、
飲
食
店

等
の
営
業
制
限
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
制
限
な
ど
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

日
常
生
活
で
は
、
「
３
つ
の
密
」
（
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間
、

多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所
、
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場

面
）
の
回
避
を
中
心
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
の
励
行
な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
が

２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
12
月
に
確
認
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日
本
全
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
横
浜
市

で
は
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
２
月
に
横
浜
港
に
入
港
し
た
ク

ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
で
集
団
感
染
が
発

生
し
、
同
２
月
に
市
内
で
一
人
目
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、

早
期
か
ら
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
感
染
状
況
等
に
応
じ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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ル
ス
感
染
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
感
染
予
防
策
や
有
症
時

の
受
診
方
法
な
ど
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

感
染
の
拡
大
に
伴
い
、
マ
ス
ク
や
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
医
療
資
器

材
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
物
資
調
達
ル
ー

ト
の
確
保
、
配
布
に
関
す
る
考
え
方
の
整
理
、
購
入
の
た
め
の
予
算

計
上
な
ど
、
対
応
を
進
め
ま
し
た
。
並
行
し
て
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

の
確
保
と
配
布
、
自
宅
療
養
者
の
見
守
り
支
援
事
業
、
陽
性
者
へ
の

健
康
観
察
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
配
付
な
ど
を
行
っ
た
ほ
か
、

学
校
や
社
会
福
祉
施
設
等
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
に
は
調
査
・
指

導
な
ど
を
行
い
、
市
内
18
区
の
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た

対
応
を
進
め
ま
し
た
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
２
月
28
日
、
文
部
科
学
省
よ
り
、
全

て
の
学
校
に
お
い
て
、
春
季
休
業
ま
で
の
間
、
臨
時
休
業
を
要
請
す

る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
市
で
は
同
日
、
全
て
の
市
立
学
校

に
対
し
て
、
一
斉
臨
時
休
業
と
す
る
通
知
を
発
出
し
、
同
年
３
月
３

日
か
ら
13
日
ま
で
を
臨
時
休
業
期
間
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
複
数
回
に
わ
た
る
臨
時
休
業
期
間
の
延
長
を
経
て
、

同
年
６
月
１
日
よ
り
、
分
散
登
校
や
時
差
通
学
等
に
よ
り
、
段
階
的

に
学
校
教
育
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
学
校
に
お
い

て
は
、
「
３
つ
の
密
（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）
」
を
避
け
、
「
手
洗

い
な
ど
の
手
指
衛
生
」
な
ど
基
本
的
な
感
染
対
策
を
継
続
す
る
「
新

し
い
生
活
様
式
」
を
導
入
し
な
が
ら
、
教
育
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
５
月
８
日
に
「
感
染
症
の
予
防
及
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
10
年
法
律
第

１
１
４
号
）
」
上
の
５
類
感
染
症
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

従
来
の
感
染
症
対
策
を
一
律
に
講
じ
る
の
で
は
な
く
、
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
る
平
時
に
お
い
て
は
、
換
気
や
手
洗
い
と
い
っ
た
日

常
的
な
対
応
の
継
続
を
基
本
と
す
る
こ
と
や
、
そ
の
上
で
、
感
染
流

行
時
に
は
、
一
時
的
に
場
面
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
迅
速
で
円
滑
な
実
施

の
た
め
、
オ
ー
ル
横
浜
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
体
制
を
構
築
し
、

市
内
医
療
関
係
団
体
と
も
協
議
や
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
ワ
ク
チ
ン

配
送
管
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
個
別
通
知
の
発
送
、
集
団
接
種
や
個

別
接
種
会
場
の
開
設
運
営
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
か
か
る
広
報
な
ど
を

展
開
し
、
広
く
、
市
民
に
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
届
く
よ
う
、
取
組
を
進

め
ま
し
た
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
２
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
患
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
横
浜
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

求
め
ら
れ
ま
し
た
。

飲
食
店
等
に
お
い
て
は
、
休
業
や
営
業
時
間
の
短
縮
、
酒
類
提

供
の
制
限
、
ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
、
人
数
制
限
な
ど
、
感
染
防
止
対

策
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
都
道
府
県
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自
粛
や
、
特
定
の
国
・
地

域
に
滞
在
し
て
い
た
外
国
人
に
対
す
る
入
国
制
限
等
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
市
へ
の
観
光
客
数
も
大
き
く
減
少
し
ま
し

た
。横

浜
市
は
大
都
市
圏
の
中
で
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
陽
性

者
数
・
死
亡
者
数
と
も
に
比
較
的
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
（
図

５
）
が
、
各
区
の
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
日
々
発
生
届
が
届
き
、

学
校
や
福
祉
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
の
報
告
も
連
日
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

2 

ワ
ク
チ
ン
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種
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3 

感
染
症
対
策

4 

学
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の
対
応
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第
1
章

統
計
で
み
る
横
浜
の
現
状

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
て
、

様
々
な
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。主
な
支
援
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・制
度
融
資
に
よ
る
資
金
繰
り
支
援（
３
０
９
９
６
件
）

・事
業
者
・
商
店
街
への
一
時
金（
１
５
２
９
２
件
）

・設
備
投
資
・
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
・
販
路
開
拓
支
援
への
助
成

（
１
６
９
３
４
件
）

・小
規
模
事
業
者
コ
ロ
ナ
禍
特
別
相
談
支
援
事
業（
９
３
３
件
）

・特
別
経
営
相
談
窓
口（
２
１
０
１
５
件
）

・商
店
街
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援
事
業（
３
１
１
４
件
）

・商
店
街
集
客
力
促
進
事
業（
４
９
９
０
件
）

・文
化
芸
術
活
動
支
援
金（
２
２
４
７
件
）

・安
全・安
心
な
横
浜
M
I
C
E
開
催
支
援
助
成
金（
５
７
９
件
）

5 
事
業
者
向
け
支
援
策

6 

自
治
会
町
内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
の
支
援

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
、
人
と
人

と
が
直
接
顔
を
合
わ
せ
る
場
面
が
減
っ
た
一
方
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や
副
業
の
浸
透
な
ど
の
市
民
の
働
き
方
・
暮
ら
し
方
を
大
き
く
変

え
、
ま
た
、
一
人
で
過
ご
す
時
間
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

時
間
も
相
対
的
に
増
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
市
民
意
識
の
変
化
は
、

市
民
活
動
や
地
域
活
動
の
あ
り
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
新
し
い
活
動
ス
タ
イ
ル
へ
の
転
換
を
促
し

ま
し
た
。

自
治
会
町
内
会
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
Ｗ
ｉ–

Ｆ
ｉ
設
置
等
の

準
備
、
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
活
用
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
活
用
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、
こ
れ
を
受
け
た

講
座
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
任
意
団
体
に
対
し
て
は
、
市
内
の
公
益
活
動
を

応
援
す
る
「
市
民
公
益
活
動
緊
急
支
援
助
成
金
」
が
予
算
化
（
令
和

２
年
度
）
さ
れ
、
２
５
５
件
、
約
７
２
８
０
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
実
施
す
る
認
知
症
カ
フ
ェ
や
、
子
育
て
支
援

団
体
が
行
う
仲
間
づ
く
り
や
相
談
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
活
動
の
展
開
を
支
援
す
る
事
業
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
自
治
会
町
内
会

デ
ジ
タ
ル
活
用
・
活
動
拠
点
（
会
館
等
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
状
況
（
単
位
町
内
会
の
集
計
結

果
）
の
う
ち
「
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
」
の
回
答
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
な
ど
を
用
い
た
連
絡
・
情
報
発
信
（
約
51
％
）
の
ほ
か
、
会
議

資
料
の
デ
ー
タ
共
有
（
約
27
％
）
、
紙
資
料
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
保
存
（
約

27
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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横浜市教育委員会

保育所等における感染発生等の状況（週別）図7
横浜市こども青少年局
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Column

　横浜市では、医療的ケアを必要とする重症心身障害児・者等と

その家族の地域での暮らしを支援する、横浜市独自の施設である

「多機能型拠点」を４館（栄区桂台中、都筑区佐江戸町、瀬谷区二

ツ橋町、港北区菊名）整備しています。この施設は、生活介護、短

期入所、相談支援、診療所等の複数の障害福祉サービスを一つの

施設で一体的に提供することができるもので、2028年度にはの

げやまインクルーシブ構想の取組として、野毛山エリアで５館目

の開所も予定されています。

　横浜市発行の障害者手帳（身体障害者手帳・愛の手帳（療育手

帳）・精神障害者保健福祉手帳）の2024（令和６）年度３月末時点

での所持者数の合計は、約19万人（市全体の人口比で約５％）と

なっています。令和元年度は、約17万１千人であることから、令和

６年度末までに約１万９千人増加したことになり、年々取得者数が

伸びています。

　また、障害者手帳所持者数の増加率については、ここ数年は約

２パーセント程度で推移しており、人口増加率よりも大きいこと

から、障害者手帳を所持する方の割合が増えてきているといえま

す。今後も高齢化の進展等ともあいまって、障害者手帳所持者数

の割合は増えていくことが想定されます。

　横浜市の障害福祉施策には、全国に先駆けて始まった事業や、

横浜市独自の取組なども多くあります。こうした施策・事業は、

行政だけで進めてきたものではなく、障害のある人たちやその家

族、支援者、地域住民と行政とが対話を重ね、検討し、実現してき

たという歴史的な積み上げがあります。障害児・者を支える担い

手も地域で増えていきました。個人としての活動だけでなく、障

害児・者の保護者や地域住民が集まって活動をすることも多く

ありました。そうした活動などをきっかけとして、障害福祉の専門

性が高い社会福祉法人が数多く立ち上がり、こうした法人が地域

の活動を支えることで更に地域での障害福祉が活発になってき

たことは、横浜市の特徴であり強みです。

　これまで障害児・者施策を実施する中で繰り返し行われてき

た障害児・者や障害児・者を支える担い手との対話と協働に加

え、既存の支援制度の狭間にある人たちをどう支え、見過ごされ

がちなニーズをどう汲み取っていくかについても、検討を深めて

いく必要があります。

誰もが快適に
 暮らせるまちに向けて①

多機能型拠点「び・すけっと菊名」

多機能型拠点「郷」での支援の様子

障害者手帳所持者数の推移

横浜市⼈⼝と障害者⼿帳所持者の増加数の⽐較

（年）

愛の手帳（療育手帳） 精神保健福祉手帳
身体障害者手帳 計

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000
（人）

2019 2020 2021 2022 2023 2024

171,245

32,281 33,553 34,859 36,283 37,752 39,234

39,232 40,854 43,767 46,975 50,211 53,675

99,732 99,455 98,829 97,869 97,440 96,774

173,862 177,455 181,127 185,403 189,683
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『
横
浜
市
民
』と一言
で
言
って
も
、一人
ひ
と
り
は
千
差
万
別
で
あ
り
、市

民
像
を
抽
象
化
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
の
章
で
は
、
こ
の
市
民
像
を
年
齢
層
の
尺
度
で
分

析
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
市
民
意
識
の
動
向
や
ト
レ
ン
ド
、
さ
ら

に
は
各
世
代
の
選
択
肢
を
支
え
る
、
横
浜
市
の
事
業
や
取
組
を
紹
介

し
ま
す
。

 《 

乳
幼
児
期（
子
育
て
世
代
）》

ま
ず
は
、
中
期
計
画
2
0
2
2
～
2
0
2
5
（
以
下
、
「
中
期

計
画
」
）
の
基
本
戦
略
「
子
育
て
し
た
い
ま
ち 

次
世
代
を
共
に
育

む
ま
ち 

ヨ
コ
ハ
マ
」
を
前
提
に
、
市
民
の
乳
幼
児
期
、
具
体
的
に

は
子
育
て
世
代
が
横
浜
で
生
活
す
る
う
え
で
の
豊
か
な
選
択
肢
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
世
代
は
、
初
め
て
の
出
産
や
育
児
に
不
安
を
覚
え
、

市
政
に
期
待
を
寄
せ
る
事
柄
も
増
え
る
世
代
で
す
。

子
育
て
支
援
の
事
業
や
取
組
の
紹
介
を
通
じ
て
、
子
育
て
世
代

の
豊
か
な
選
択
肢
を
示
し
ま
す
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

・横
浜
市
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
利
用

 

ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の
調
査（
令
和
５
年
度
）

・市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査（
令
和
７
年
度
）

 《 

小・中
学
生 

》

横
浜
市
立
の
小
学
校
や
中
学
校
で
学
ぶ
児
童
生
徒
は
約
28
万
２

千
人
。
小
・
中
学
生
の
興
味
関
心
や
意
識
、
課
題
感
を
示
す
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
豊
富
な
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
環
境
教
育
、

食
育
も
意
識
し
た
給
食
、
公
民
連
携
の
教
育
事
業
な
ど
、
こ
ど
も
た

ち
の
教
育
と
学
び
に
つ
な
が
る
横
浜
市
の
事
業・取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

・横
浜
の
未
来
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
募
集（
令
和
７
年
度
）

・中
高
生
の
放
課
後
の
過
ご
し
方
や
体
験
活
動
に
関
す
る
ア
ン       

 

ケ
ー
ト
調
査（
平
成
30
年
度
）

《 

15
～
24
歳 

》

高
等
学
校
や
大
学
、
大
学
院
へ
の
進
学
、
就
職
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
の
進
路
に
か
か
る
選
択
の
幅
が
一
気
に
広
が
る
世
代
で
す
。

学
び
や
仕
事
だ
け
で
な
く
、
余
暇
の
過
ご
し
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、
豊
か
な
選
択
肢
を

示
し
ま
す
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

・レ
ジ
ャ
ー
白
書
2
0
2
4（
令
和
６
年
度
）

・市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査（
令
和
７
年
度
）

  《 

25
～
34
歳 

》

自
分
自
身
の
成
長
や
可
能
性
、
幸
福
を
見
据
え
、
仕
事
や
結
婚
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
過
ご
し
方
な
ど
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
選
択
を
し

て
い
く
時
期
を
迎
え
る
世
代
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
「
人
口
動
態
統
計
」
（
令
和
６
年
度
）
に
よ
れ

ば
、
初
婚
平
均
年
齢
は
男
性
31
・
1
歳
、
女
性
29
・
8
歳
。結
婚
し

た
い
、
横
浜
で
働
き
た
い
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
を
楽
し
み
た
い
、
自

然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
選
択
肢
に

あ
わ
せ
た
、
横
浜
市
の
事
業
・
取
組
を
示
し
ま
す
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

・市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査（
令
和
７
年
度
）

・厚
生
労
働
省「
人
口
動
態
統
計
」（
令
和
６
年
度
）

 《 

35
～
49
歳 

》

仕
事
に
育
児
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
。
と
か
く
忙
し
く
な
り
が
ち
な

の
が
こ
の
世
代
で
す
。
現
役
世
代
の
中
間
に
位
置
す
る
35
～
49
歳
の

豊
か
な
選
択
肢
を
考
え
ま
す
。

厚
生
労
働
省
が
示
し
た
「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」
（
令
和

６
年
度
調
査
）
に
よ
れ
ば
、
課
長
職
の
平
均
年
齢
は
男
性
、
女
性
と

も
に
49
・
３
歳
。
会
社
や
団
体
な
ど
の
組
織
の
中
で
、
中
堅
社
員
や

中
堅
職
員
と
し
て
最
も
仕
事
が
充
実
す
る
時
期
と
も
い
え
る
の
が
こ

の
世
代
で
す
。
仕
事
の
や
り
が
い
や
達
成
感
と
同
時
に
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
、
余
暇
も
楽
し
み
た
い
な
ど
、
こ
の
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
選
択
肢
を
紹
介
し
ま
す
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

・厚
生
労
働
省「
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」（
令
和
６
年
度
）

・レ
ジ
ャ
ー
白
書
2
0
2
4（
令
和
６
年
度
）

・市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査（
令
和
７
年
度
）

 《 

50
～
64
歳 

》

子
育
て
が
一
定
程
度
落
ち
着
き
、
こ
ど
も
の
教
育
や
進
路
、
親

の
介
護
、
さ
ら
に
は
自
身
の
定
年
退
職
な
ど
、
環
境
の
変
化
が
大
き

い
の
が
こ
の
時
期
で
す
。
仕
事
で
の
更
な
る
活
躍
に
加
え
、
ス
キ
ル

を
生
か
し
た
地
域
活
動
、
健
康
づ
く
り
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
、

50
～
64
歳
の
多
様
な
選
択
肢
を
考
え
ま
す
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

・市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査（
令
和
７
年
度
）

・高
齢
者
実
態
調
査（
令
和
４
年
度
）

《 

65
歳
～ 

》

横
浜
は
長
寿
な
ま
ち
で
す
。
厚
生
労
働
省
の
令
和
２
年
市
町
村

別
生
命
表
に
よ
れ
ば
、
青
葉
区
（
２
位
）
、
都
筑
区
（
８
位
）
の
男

性
が
全
国
の
10
位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
上
位
50
位
以
内
に
金
沢

区
（
28
位
）
、
港
北
区
（
30
位
）
、
栄
区
（
42
位
）
、
戸
塚
区
（
50

位
）
と
続
い
て
い
ま
す
。
女
性
で
も
青
葉
区
（
13
位
）
、
都
筑
区

（
16
位
）
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、
横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
長

寿
な
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

働
き
続
け
た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
い
、
健
康

で
い
た
い
な
ど
、
65
歳
以
上
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
、
多
様
な

選
択
肢
を
示
し
ま
す
。

【
参
考
デ
ー
タ
】

・市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査（
令
和
７
年
度
）

・高
齢
者
実
態
調
査（
令
和
４
年
度
）

・厚
生
労
働
省「
市
町
村
別
生
命
表
」（
令
和
２
年
）
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生
後
０
日
～
未
就
学
児
ま
で
の
こ
ど
も
を
育
て
て
い
る
市
民
層

を
対
象
に
、
豊
か
な
選
択
肢
を
分
析
し
ま
す
。
同
世
代
は
、
育
児
に

加
え
て
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
割
合
が
高
く
、
時
間
に
余
裕
が
な
い

と
感
じ
て
い
る
人
も
多
い
世
代
で
す
。

中
期
計
画
で
は
、
政
策
１
「
切
れ
目
な
く
力
強
い
子
育
て
支
援

～
妊
娠
・
出
産
期
・
乳
幼
児
期
～
」
を
示
し
、
政
策
目
標
を
、
希
望

す
る
人
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
進
ん
で
い
る
状
態
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の
こ
ど
も
が
健

や
か
に
育
つ
よ
う
、
乳
幼
児
の
心
身
の
発
育
・
発
達
等
の
確
認
及
び

適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
乳
幼
児
の
健
康
が
保
持
・
増
進
さ
れ

て
い
る
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
場
や
機
会
の
拡
充
、
子
育
て
に
関

す
る
情
報
提
供
、
相
談
対
応
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
育
て
を
温
か
く
見
守
る
環
境
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
と
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
は
、
子
育
て
世
代
を
対
象
に
、
ニ
ー
ズ
や
意
識
を
把

握
す
る
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
、
み
ん
な
が
主
役
！
よ
こ
は
ま
わ
く
わ
く
プ
ラ
ン
（
第

３
期
横
浜
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
／
横
浜
市
こ
ど
も
計

画
）
」
の
策
定
に
あ
た
り
2
0
2
3
（
令
和
５
）
年
度
に
実
施
し
た
、

「
横
浜
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
利
用

ニ
ー
ズ
把
握
の
た
め
の
調
査
（
未
就
学
児
保
護
者
）
」
で
は
、
少
子

化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
り
、
は
じ
め
て
の
こ
ど
も
が

産
ま
れ
る
前
に
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
を
し
た
経
験
が
な
い
人
は
約

75
％
と
な
っ
て
お
り
、
こ
ど
も
を
産
み
育
て
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
を
し
て
い
て
、
「
楽
し
さ
を

　

 

前
提

感
じ
る
こ
と
が
多
い
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
楽
し
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
多
い
」
方
は
約
５
割
、
「
大
変
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多

い
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大
変
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多

い
」
方
は
15
％
で
、
５
年
前
と
比
較
し
て
、
「
楽
し
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
多
い
」
方
が
減
少
し
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
大
変
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
多
い
」
「
大
変
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
」
方
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
に
実
施
し
た
市
民
の
暮
ら
し
や
横

浜
へ
の
愛
着
、
横
浜
の
魅
力
、
生
活
の
困
り
ご
と
等
を
分
析
す
る
市

民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
代
は
横
浜
の
魅
力

と
し
て
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
が
充
実
し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
で

あ
る
（
約
66
％
）
」
こ
と
や
、
「
道
路
鉄
道
網
が
発
達
し
て
お
り
買

い
物
が
便
利
で
あ
る
（
約
43
％
）
」
こ
と
、
「
ま
と
ま
っ
た
緑
地
な

ど
の
自
然
が
残
っ
て
い
る
（
約
30
％
）
」
こ
と
な
ど
の
項
目
に
つ
い

て
、
全
体
平
均
よ
り
高
い
割
合
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

横
浜
で
の
生
活
の
便
利
さ
と
自
然
環
境
の
豊
か
さ
の
両
面
に
、

多
く
の
子
育
て
世
代
が
魅
力
を
感
じ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

横
浜
で
暮
ら
す
子
育
て
世
代
に
は
、
仕
事
と
の
両
立
、
豊
か
な

子
育
て
環
境
、
親
子
で
出
か
け
ら
れ
る
場
所
、
こ
ど
も
の
健
康
・
成

長
の
実
感
、
ゆ
と
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
、
豊
か
な
選
択
肢

が
溢
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
政
令
市
で
最
も
多
い
保
育
所
数
に
加
え
、
各
区
の

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
、
徒
歩
圏
で
も
通
え
る
親
と
子
の
つ
ど
い
の

広
場
も
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
２
６
０
７
か
所
の
身
近

な
公
園
（
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
12
月
末
時
点
）
、
３
つ
の
動
物

園
、
市
民
の
森
な
ど
、
横
浜
の
豊
か
な
自
然
環
境
も
、
横
浜
で
暮
ら

す
子
育
て
世
代
の
豊
か
な
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

横
浜
市
で
は
、
子
育
て
支
援
に
向
け
た
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
が
子
育
て
情
報
を
入
手
し
た
り
、
居
場
所
と
し
て

活
用
で
き
る
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
を
各
区
１
～
２
施
設
展
開
し
て

い
る
ほ
か
、
徒
歩
圏
で
通
え
る
居
場
所
親
と
子
の
つ
ど
い
の
広
場
、

子
育
て
支
援
に
熱
意
と
理
解
が
あ
る
市
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

こ
ど
も
を
預
か
る
提
供
会
員
に
な
り
、
子
育
て
世
代
を
支
え
る
横
浜

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

最
大
９
万
円
の
出
産
費
用
の
独
自
助
成
を
行
い
、
オ
ム
ツ
等
の

持
参
を
な
く
す
に
も
つ
軽
が
る
保
育
園
の
開
始
、
横
浜
市
子
育
て
応

援
ア
プ
リ
「
パ
マ
ト
コ
」
な
ど
、
子
育
て
世
代
へ
の
直
接
支
援
に
つ

な
が
る
取
組
を
市
民
目
線
・
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
実
施
し
、
乳
幼

児
の
子
育
て
世
代
の
精
神
的
ゆ
と
り
、
経
済
的
ゆ
と
り
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
「
パ
マ
ト
コ
」
は
、
出
生
届
や
出
産
費
用
助
成
金
、
予
防

接
種
ま
で
、
こ
ど
も
の
年
齢
に
応
じ
た
手
続
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
近
所
の
保
育
園
や
地
域
子
育
て
支

援
拠
点
の
情
報
、
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
横
浜
の
子
育
て
に
関
す

る
す
べ
て
の
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
市
民
活
動
団
体

な
ら
で
は
の
課
題
感
・
視
点
を
受
け
た
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
内
で
の

き
ょ
う
だ
い
児
預
か
り
は
、
協
働
事
業
の
実
績
を
踏
ま
え
、
事
業
化

し
ま
し
た
。

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
子
育
て
世
代
の
意
識

　

 

市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
子
育
て
世
代
の「
豊
か
な
選
択
肢
」

　

 

子
育
て
環
境
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組　

(１)(2)

(3)(4)

(5)
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中
期
計
画
で
は
、
「
切
れ
目
な
く
力
強
い
子
育
て
支
援
」
を
政
策
項
目
と
し
、
子
育

て
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
横
浜
に
住
み
続
け
た
い
と
考
え
る
子
育
て
世
帯

等
の
割
合
、
及
び
こ
ど
も
の
育
て
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
保
護
者
の
う
ち
、
解
決
方
法
を

知
っ
て
い
る
方
の
割
合
を
政
策
指
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
政
策
目
標
と
し
て
も
、
希
望
す

る
人
が
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
、
出
産
費
用
や
こ
ど
も

の
医
療
費
な
ど
の
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
よ
る

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
に
行
っ
た
中
期
計
画
の
中
間
振
り
返
り
で
は
、
「
子

育
て
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
横
浜
に
住
み
続
け
た
い
と
考
え
る
子
育
て
世

帯
等
の
割
合
」
が
15
・
２
％
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
９
月
の
第
３
期
の
振
り
返
り
で

も
15
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
方
の
指
標
の
「
子
ど
も
の
育
て
に
く
さ
を
感
じ

て
い
る
保
護
者
の
う
ち
、
解
決
方
法
を
知
っ
て
い
る
方
の
割
合
」
は
、
２
０
２
２
（
令
和

４
）
年
度
の
79
・
９
％
か
ら
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
は
80
・
４
％
へ
と
上
昇
し
ま
し

た
が
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
９
月
の
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
の
振
り
返
り
で
は

79
・
９
％
で
し
た
。

横
浜
市
で
は
、
市
内
の
３
０

０
を
超
え
る
小
学
校
と
１
７
０
０

以
上
の
幼
稚
園
や
保
育
所
と
い
っ

た
大
都
市
な
ら
で
は
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
幼
保
小
の

連
携
事
業
幼
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
取
組
も
進
め
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
期
の
こ
ど
も
に
関
わ
る
大

人
が
立
場
を
超
え
て
、
５
歳
児
か

ら
小
学
校
１
年
生
ま
で
の
２
年
間

に
学
び
や
生
活
の
基
盤
を
育
む
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
で
も
子
育
て
支
援
の

取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。
中
央
図

書
館
の
１
階
に
、
の
げ
や
ま
こ
ど

も
図
書
館
（
お
や
こ
フ
ロ
ア
）
を

整
備
し
、
多
く
の
子
育
て
中
の
親

子
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

 

中
期
計
画
の
位
置
づ
け
・
振
り
返
り

横浜市子育て応援アプリ「パマトコ」

(6)

現代に息づく政策効果
　子育て世代を支えているのは、行政だけではありません。市内の
ＮＰＯ法人の活動分野のうち、こどもの健全育成を図る活動を活動
項目と答えているＮＰＯは679法人。横浜市所轄法人のうち、実に
46％を占めるＮＰＯが子育て支援に取り組んでいます（2025（令和
７）年９月末日時点）。
　都筑区の親と子のつどいの広場「ハッピーひろば」を運営してい
るＮＰＯ法人Ｈ＆Ｋは、子育て支援と横浜農業を掛け合わせたユニー
クな取組、地元の農家と協働した大根収穫イベントを毎年開催して
います。港北ニュータウンに掲げられた都市農業の理念、生産地と

消費地の近さといった優位性を最大限活かした企画により、ベビー
カーでも参加できる野菜収穫イベントを実現しました。生産農家と
子育て世代が直接顔の見える関係を作れる貴重な時間を創り上げ
ています。
　1965（昭和40）年に打ち出した政策「都市農業」の考えが、令和
の子育て支援にも確かに息づいています。

大根収穫イベント 都筑区内の緑被の分布（平成26年）

3,000m2,0001,0005000

市街化調整区域

公園（都市公園）

樹林地

農地

草地
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あ
わ
せ
て
、
中
間
振
り
返
り
に
伴
い
実
施
し
た
有
識
者
か
ら
の
意
見
聴
取
で
は
、

「
市
の
強
み
を
生
か
し
て
子
育
て
支
援
、
安
心
な
子
育
て
環
境
を
作
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

子
育
て
世
代
を
呼
び
込
む
ア
ピ
ー
ル
と
し
て
、
市
の
取
組
を
市
内
外
の
方
に
、
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
え
る
情
報
発
信
が
重
要
。
子
育
て
世
代
が
横
浜
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
情
報
発
信
に
期
待
し
て
い
る
。
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
期
計
画
で
は
、
共
に
め
ざ
す
都
市
像
「
明
日
を
ひ
ら
く
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、

基
本
戦
略
を
「
子
育
て
し
た
い
ま
ち　

次
世
代
を
共
に
育
む
ま
ち　

ヨ
コ
ハ
マ
」
と
し
、

子
育
て
世
代
へ
の
直
接
支
援
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

横
浜
は
約
３
７
７
万
人
の
市
民
が
暮
ら
す
大
都
市
で
あ
り
な
が
ら
、
海
や
森
、
公
園

な
ど
の
豊
か
な
自
然
環
境
、
充
実
し
た
交
通
ア
ク
セ
ス
、
首
都
圏
随
一
の
病
院
数
、
政
令

市
最
多
の
百
貨
店
・
ス
ー
パ
ー
に
代
表
さ
れ
る
買
い
物
利
便
性
の
高
さ
な
ど
、
住
む
に

バスの交通安全教室

協働の先にある政策実現
　横浜市総合リハビリテーションセンターを含め市内９か所に設置
されている地域療育センターでは、０歳から小学校期までの障害の
ある又はその可能性のある児童を対象に、療育に関する相談、診
療、指導等を行っています。同センターで行われている療育プログ
ラムへの参加には保護者の同席が必要となるため、その間の兄弟
姉妹（きょうだい児）の預かりが課題となっていました。
　同センターを利用する際に、きょうだい児の預かり先を回る保
護者の負担を軽くするため、療育プログラムへの参加ときょうだ
い児預かりが同時に地域療育センター内で行えるよう、子育て団
体・ちょこっと子育てレスキュー隊（NPO法人のはらネットワーク、
NPO法人りんぐりんく等により構成）が協働事業を横浜市に提案。
審査を経て市民協働提案事業として採択され、2021（令和３）年度よ
り地域療育センター内でのきょうだい児の預かりが開始されました。

　３年にわたる協働事業の実施を経て、2025（令和７）年度には４つ
の地域療育センターでのきょうだい児預かりが事業化。協働の歩
みが取組の実現へとつながりました。利用する保護者やこどもの
満足度向上はもとより、地域コミュニティに眠っていた新たな保育
ボランティア（保育士資格のある市民など）の掘り起こしにもつな
がり、地域で支えるきょうだい児保育の取組が市域へと広がってい
ます。

きょうだい児預かりの様子きょうだい児保育ちょこぽんwebページ

も
、
働
く
に
も
、
遊
ぶ
に
も
、
子
育
て
世
代
に

豊
か
な
選
択
肢
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
小
児
医

療
費
助
成
の
よ
う
に
、
横
浜
で
暮
ら
す
子
育
て

世
代
を
広
く
支
援
す
る
政
策
に
加
え
、
区
域
に

整
備
し
た
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
、
自
宅
か
ら

の
徒
歩
圏
に
整
備
し
た
親
と
子
の
つ
ど
い
の
広

場
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い

る
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
生
活
圏

や
育
児
環
境
に
応
じ
た
重
層
的
な
子
育
て
支
援

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
こ
と
も
横
浜
の
特
色
の
一
つ

で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体
、
社
会
福

祉
協
議
会
ベ
ー
ス
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
子
育

て
サ
ロ
ン
、
公
園
遊
び
の
イ
ベ
ン
ト
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
行
政
と
協
働
し
た
バ
ス
の
交
通
安
全

教
室
の
企
画
開
催
な
ど
、
市
民
目
線
で
の
子
育

て
支
援
の
取
組
に
は
、
市
民
の
温
か
さ
が
溢
れ

て
い
ま
す
。

公
か
民
か
の
い
ず
れ
か
で
は
な
く
、
公
と

民
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
横
浜
の
子
育
て

環
境
を
充
実
さ
せ
、
子
育
て
し
た
い
ま
ち
の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

 

子
育
て
し
た
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

(7)
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こ
ど
も
た
ち
の
思
い
や
視
点
が
込
め
ら
れ
た
、
横
浜
の
未
来
を

考
え
る
う
え
で
大
切
な
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
に
実
施
し
た
「
中
高
生
の
放
課
後
の

過
ご
し
方
や
体
験
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
か
ら
も
中
学

生
の
意
識
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
調
査
に
よ
れ
ば
、
今
住
ん
で
い
る
町
が
好
き
だ
と
感
じ
て
い

る
中
学
生
の
割
合
は
約
85
％
。
多
く
の
中
学
生
が
、
自
分
た
ち
の
暮

ら
す
横
浜
に
愛
着
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
学

生
の
約
９
割
が
、
自
宅
や
自
室
を
自
分
の
居
場
所
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
祭
り
や
こ
ど
も
会
、
町
内
会
の
行
事
な
ど
、
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る
割
合
が
84
％
で
あ
る
ほ
か
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
経
験
も
45
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

横
浜
は
、
様
々
な
学
校
行
事
や
小
学
生
の
居
場
所
、
英
語
教
育

や
理
数
教
育
の
機
会
提
供
な
ど
、
小
学
生
の
豊
か
な
選
択
肢
に
溢
れ

て
い
ま
す
。
横
浜
市
内
の
小
学
校
に
通
う
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
公
民

連
携
で
行
わ
れ
て
い
る
便
利
な
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
民
間
企
業

に
よ
る
小
学
生
を
支
援
す
る
取
組
も
数
多
く
あ
り
、
小
学
生
の
豊
か

な
選
択
肢
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

市
立
の
全
小
学
校
・
義
務
教
育
学
校
・
特
別
支
援
学
校
等
の
生

徒
を
招
待
す
る
心
の
教
育
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
音
楽
に
対
す

る
感
性
を
磨
き
、
心
豊
か
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
資
質
や
能
力
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
、
多
く
の
市
内
企
業
の
協
賛
を
得
て
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
ド
イ
ツ
系
企
業
は
、
本
国
で
は
政
府
が
支

援
す
る
女
子
の
技
術
職
志
向
を
推
進
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
毎
夏
開

催
し
、
小
学
生
の
女
子
を
社
屋
に
招
き
、
技
術
職
の
面
白
さ
を
伝
え

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
地
元
の
も
の
づ
く
り
企
業
や
商
店
街
が
こ

ど
も
た
ち
の
訪
問
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
事
業
、
企
業
協
賛
に
よ

横
浜
市
で
は
、
横
浜
市
こ
ど
も
・
子
育
て
基
本
条
例
を
施
行
し
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
期
計
画
で
は
政
策
２
「
切
れ
目
な
く
力
強
い
子
育
て
支
援
～

乳
幼
児
期
・
学
齢
期
～
」
、
及
び
政
策
５
「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
し
た
教
育
の
推
進
」
を
政
策
項
目
と
し
て
明
記
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
政
策
６
で
は
「
豊
か
な
学
び
の
環
境
の
実
現
」
も
示
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
、
「
横
浜
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、

横
浜
で
暮
ら
す
小
学
生
や
中
学
生
な
ど
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し

ま
し
た
。
24
名
の
市
内
在
住
の
小
学
生
や
中
学
生
が
参
加
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
デ
ジ
タ
ル
を
通
じ
た
ア
イ
デ
ア
募
集
に
は
、
4
9
7

件
の
こ
ど
も
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
声
を
Ａ
Ｉ
に
よ
り
要
約
し
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
街
の
美
化
や
自
然
保
護
、
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
の
整
備
、
学
校

給
食
の
充
実
、
い
じ
め
や
差
別
の
な
い
社
会
づ
く
り
な
ど
、
多
様
で

真
剣
な
願
い
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
身
近
な
体
験

か
ら
社
会
課
題
を
感
じ
取
り
、
よ
り
よ
い
横
浜
を
実
現
す
る
た
め
の

ア
イ
デ
ア
を
自
分
の
言
葉
で
力
強
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
」

　

 

前
提

一人一台端末を用いた学習の様子

　

 

小
・
中
学
生
の
意
識

寄せられたキーワードをユーザーローカルAIテキストマイニングにより分析

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
小
・
中
学
生
の
「
豊
か
な
選
択
肢
」

(１)

(2)

(3)
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市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
学
生
の
英
語
学
習
や
国
際
交
流
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
、
理

数
系
科
目
の
学
習
を
も
っ
と
深
め
た
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を

進
め
た
い
な
ど
、
多
種
多
彩
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
も
揃
っ

て
い
ま
す
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り
で
は
、
一
部
の
自
治

会
町
内
会
で
役
員
に
中
学
生
が
着
任
し
、
夏
祭
り
の
企
画
開
催
、
防

災
訓
練
の
実
施
な
ど
、
自
治
会
活
動
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

無
理
の
な
い
活
動
を
希
望
す
る
生
徒
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
単
位
や
活
動

単
位
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る
自
治
会
も
あ
り
、
中
学
生

の
地
域
参
加
や
社
会
参
加
に
向
け
た
豊
か
な
選
択
肢
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

横
浜
で
暮
ら
す
小
学
生
の
教
育
環
境
は
充
実
し
て
い
ま
す
。
小

学
校
の
始
業
前
の
時
間
に
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る
小
学

校
の
朝
の
居
場
所
づ
く
り
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
子
育
て
タ
ク
シ
ー
や
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
、
親
子
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
動
を
支
援
す
る
取
組
、
長
期
休
業
期
間
中
の
市
内
全
て

の
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
昼
食
提
供
事

業
を
実
施
し
、
小
学
生
や
子
育
て
家
庭
の
ゆ
と
り
を
創
り
出
し
て
い

ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、
家
庭
と
学
校
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
つ

な
ぐ
新
し
い
連
絡
シ
ス
テ
ム
す
ぐ
ー
る
の
全
市
立
学
校
で
の
利
用
開

始
、
こ
ど
も
の
登
下
校
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
ど
も
・
安
全
安
心

マ
ッ
プ
（
交
通
事
故
・
防
犯
情
報
を
掲
載
し
た
地
図
）
の
活
用
開
始

な
ど
、
市
民
目
線
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
政
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
取
組
と
し
て
は
、
英
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
）
の
増
員
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
３
３
９
の
市
立
の
全
て
の
小
・
義
務
教
育
学
校

で
毎
日
、
英
語
教
育
が
実
施
で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
の
学
び
を
支
援
す
る
取
組
は
横
浜
市
内
の
企
業
に
も
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
は
ま
っ
子
未
来
カ
ン
パ
ニ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
学
校
と
地
域
や
企
業
等
の
外
部
機
関
が
連
携
・
協
働
し
、
社

会
や
地
域
の
課
題
を
児
童
生
徒
が
主
体
的
に
考
え
、
解
決
す
る
取
組

　

 

小
・
中
学
生
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

心の教育ふれあいコンサート製品の安全について学ぶ「ガールズデー」ワークショップの様子

こども・安全安心マップ（引用：Googleマップ）すぐーる（画面例）

(4)
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中
期
計
画
で
は
、
政
策
２
に
お
い
て
、
「
放
課
後
キ
ッ
ズ
ク
ラ

ブ
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
子
ど
も
が
過
ご
す
環
境
や
安
全

対
策
に
関
す
る
満
足
度
」
を
政
策
指
標
に
据
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

政
策
５
に
お
い
て
は
、
「
横
浜
市
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
示
す
学

力
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
小
学
校
６
年
の
国
語
・
算
数
、
中
学
校
３
年

の
国
語
・
数
学
で
伸
び
を
示
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
」
と
し
て
い
ま

す
。２

０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
に
行
っ
た
同
計
画
の
中
間
振
り

返
り
で
は
、
政
策
２
の
満
足
度
が
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
は

89
・
９
％
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
は
87
・
９
％
と
な
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
年
度
も
目
標
値
の
85
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
政
策

全
国
に
先
駆
け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
生

徒
が
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｓ
Ｅ
Ｐ
ｒ
ｏ
※
や
市
内
在
住
の
外
国

人
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
き
る
は
ま
っ
こ
留
学
、
小
中
学
生
が

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ピ
ー
カ
ー
と
参
加
す
る
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム 

Y
o
k
o
h
a
m
a　
E
n
g
l
i
s
h　
Q
u
e
s
t
な
ど
、

小
・
中
学
生
が
世
界
へ
羽
ば
た
け
る
よ
う
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

※
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ　

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
略
。

一
つ
の
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｔ
６
人
が
集
ま
り
、
１
ク
ラ
ス
６
人
体
制
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
授
業
を
行
う
。

 

障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
、
例
え
ば
横
浜
市

の
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
は
、
特
別
支
援
学
校
へ
通
学
を
す
る
際

の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
区
の
社
会
福
祉
協
議

会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
移
動
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内
に
５
１
３

あ
る
移
動
支
援
事
業
所
（
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
12
月
末
時
点
）

の
情
報
や
移
動
に
か
か
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
等
も
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
の
障
害
児
の
余
暇
を
支
援
す
る
事
業
、
余
暇
支
援
事

業
は
各
区
で
毎
夏
開
催
さ
れ
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
協
力
し
な
が
ら
、
障
害
児
に
豊
か
な
選
択
肢
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

ほ
か
に
は
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
８
月
か
ら
中
学
校
３
年

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
所
得
制
限
や
一
部
負
担
金
を
撤
廃
し
た
小

児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
実
施
。
横
浜
市
立
大
学
の
調
査
※
に

お
い
て
、
高
い
満
足
度
を
得
ま
し
た
。

※
「
ハ
マ
ス
タ
デ
ィ
」

小
児
医
療
費
助
成
に
対
す
る
満
足
度

55
・
５
％
（
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
１
月
）

↓

83
・
１
％
（
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
１
月
）

を
通
し
て
、
「
自
分
づ
く
り
（
キ
ャ
リ
ア
）
教
育
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。 

 

横
浜
で
暮
ら
す
中
学
生
を
支
え
る
政
策
は
、
充
実
し
た
学
校
で

の
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
ほ
か
、
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
４
月
か

ら
始
ま
る
「
中
学
校
全
員
給
食
の
実
施
」
、
様
々
な
部
活
動
、
地
域

活
動
参
加
へ
の
支
援
な
ど
、
多
種
多
彩
で
す
。

中
学
校
全
員
給
食
で
は
、
食
缶
に
よ
る
汁
物
提
供
や
生
徒
と
と

も
に
つ
く
る
献
立
な
ど
、
魅
力
あ
る
給
食
提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
給
食
で
は
市
内
農
家
が
栽
培
し
た
横
浜
野
菜
が
積
極

的
に
採
り
入
れ
ら
れ
、
食
育
効
果
や
地
域
産
業
へ
の
理
解
促
進
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

中学校給食の食缶による汁物配膳の様子

　

 

中
期
計
画
の
位
置
づ
け
・
振
り
返
り

茅ケ崎台小学校と東京横浜ドイツ学園の環境学習

(5)
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第
2
章

市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

５
の
伸
び
を
示
し
た
割
合
は
、
小
学
生
の
国
語
は
71
・
４
％
と
目
標

値
の
70
％
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
算
数
は
63
・
２
％
と
目
標
値
の

70
％
に
達
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。
中
学
生
の
国
語
・
数
学
に
つ
い

て
も
、
71
・
１
％
、
56
・
６
％
と
小
学
生
同
様
、
国
語
の
み
目
標
値

の
70
％
を
上
回
り
ま
し
た
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
９
月
に
公
表

し
た
第
３
期
の
振
り
返
り
で
も
、
小
学
生
の
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
中
学
生
は
国
語
・
数
学
と
も
目
標
を
下
回
り
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
中
間
振
り
返
り
に
伴
い
実
施
し
た
市
民
意
見
の
聴

取
で
は
、
「
小
学
生
や
中
学
生
の
放
課
後
の
居
場
所
を
も
っ
と
用
意

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
図
書

館
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
子
ど
も
も
利
用
し
や
す

い
図
書
館
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
教
育
の
面
か
ら
も
良
い
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

 

こ
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
溢
れ
る
都
市
へ

(6)

横浜市中央図書館

　

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
横
浜
市

こ
ど
も
・
子
育
て
基
本
条
例
」
で
は
、
こ
ど
も
の
意
見
の
尊
重
や
こ

ど
も
が
意
見
表
明
す
る
機
会
の
確
保
、
こ
ど
も
の
意
見
の
施
策
へ
の

反
映
や
こ
ど
も
・
子
育
て
関
連
分
野
で
の
こ
ど
も
の
視
点
を
重
視
す

る
こ
と
、
更
に
は
毎
年
、
施
策
へ
の
こ
ど
も
の
意
見
の
反
映
状
況
を

市
会
へ
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
ど
も
た

ち
が
学
び
た
い
こ
と
が
学
べ
て
、
述
べ
た
い
意
見
が
社
会
に
届
き
、

理
想
と
す
る
横
浜
の
形
が
実
現
さ
れ
る
、
そ
ん
な
こ
ど
も
た
ち
の
選

択
肢
が
溢
れ
る
都
市
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

乳
幼
児
の
子
育
て
世
代
と
同
様
に
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
市
民
活
動
団
体
、
企
業
な
ど
も
こ
ど
も
の
教
育
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
居
場
所
と
し
て
取
組
が

行
わ
れ
て
き
た
場
所
も
、
最
近
で
は
多
世
代
交
流
・
放
課
後
の
こ
ど

も
の
居
場
所
と
し
て
の
機
能
も
兼
ね
備
え
始
め
て
お
り
、
高
齢
者
が

小
学
生
の
宿
題
を
見
る
様
子
や
、
こ
ど
も
食
堂
と
し
て
も
活
用
さ
れ

る
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

市
民
目
線
で
の
子
育
て
支
援
の
取
組
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
持
つ
温
も
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
固
さ
な
ど
、
横
浜

の
都
市
と
し
て
の
強
み
が
あ
り
ま
す
。
公
か
民
か
の
い
ず
れ
か
で
は

な
く
、
公
と
民
が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
横
浜
の
教
育
環
境
を
充

実
さ
せ
、
こ
ど
も
た
ち
の
選
択
肢
が
溢
れ
る
都
市
へ
と
、
そ
の
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
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港北水と緑の学校 体験水田（田奈恵みの里） 水再生センターの見学

多種多彩な環境教育プログラム
　横浜は大都市であることに加え、良質な緑地帯や公園緑地の
整備、全国に先駆けた都市農業の振興、特別緑地保全地区や市
民の森、身近な生物多様性を守る取組など、こどもたちが環境
問題を身近に感じ、学べるフィールドが多種多彩にあります。
　横浜の小学生は焼却工場や水再生センターの見学、上郷森の
家などへの訪問を通じて、都市に暮らす市民の快適な住環境と
自然環境との調和やバランス、環境負荷低減に向けた取組など

を学んでいます。また、NPO法人と横浜市との協働のもと、都
市河川や都市緑地が持つ自然環境の豊かさと風水害時の機能を
同時に学べる環境学習を受講している小学生もいます。小学校
の近郊に農地がある地域のこどもたちは、近隣の農家の支援を
得て、季節の野菜収穫や稲作体験を行っています。
　大都市での市民生活の快適さと、自然環境の保全の調和の保ち
方・その価値を、横浜の小学生は五感を通じて学んでいます。

国際理解教室 都筑・ボツワナ交流児童画展＠都筑区役所

　アフリカ大陸の開発支援をテーマにした国際会議、アフリカ
開発会議（ＴＩＣＡＤ）。初の横浜開催となった2008（平成20）
年の第４回開催（ＴＩＣＡＤⅣ）を契機として茅ケ崎小学校（都筑
区）とベン・テマ小学校（ボツワナ共和国）との交流が始まり
ました。
　両校の３年生が、お互いに伝えあいたいこと、自分たちの日

常を絵画に描き、送りあう「都筑・ボツワナ交流児童画展」は
2014（平成26）年から始まっています。両国の大使館とＪＩＣ
Ａ、無償で輸送協力いただいている日本通運株式会社をはじめ
多くの関係者の協力のもと、児童画を通じた国際交流を続ける
ことができています。

児童画を通じた国際交流
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第
2
章

市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

市
内
の
高
校
に
通
う
学
生
は
約
17
万
人
、ま
た
、横
浜
で
暮
ら
す
大

学
生
や
20
代
の
市
民
は
約
50
万
人
。横
浜
市
内
で
暮
ら
す
学
生
は
も
ち

ろ
ん
、学
び
の
た
め
に
横
浜
に
通
う
大
学
生
、専
門
学
校
に
通
う
学
生
も

多
い
都
市
で
す
。

中
期
計
画
の
中
で
若
者
世
代
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
政
策
と
し
て
は
地

域
コ
ミュニ
テ
ィ
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
、政
策
９
の「
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ

の
活
性
化
」、政
策
10
の「
地
域
の
支
え
あ
い
の
推
進
」、政
策
11
の「
多

文
化
共
生
の
推
進
」な
ど
の
政
策
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。特

に
、多
文
化
共
生
の
推
進
は
、国
際
交
流
や
国
際
協
力
に
対
す
る
興
味

関
心
が
高
い
大
学
生
、20
代
の
ニ
ー
ズ
に
も
合
致
す
る
分
野
で
す
。

国
民
の
余
暇
意
識
や
余
暇
活
動
へ
の
参
加
実
態
を
調
査
し
た「
レ

ジ
ャ
ー
白
書
２
０
２
４
」に
よ
れ
ば
、20
代
男
性
の
潜
在
需
要（
希
望
は
あ

る
が
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
需
要
）で
は
、海
外
旅
行
や
登
山
、動
画
制

作
と
と
も
に
上
位
10
種
目
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

ま
す
。

同
じ
く「
大
学
生
の
意
識
調
査
結
果（
全
国
学
生
１
万
人
ア
ン
ケ
ー

ト
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
意
識
調
査
２
０
２
３
～
）」に
よ
れ
ば
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
関
心
の
あ
る
学
生
は
62
・
２
％
い
る
一
方
で
、

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
経
験
の
あ
る
大
学
生
は
、24
・

７
％
と
な
り
ま
し
た
。レ
ジ
ャ
ー
白
書
の
結
果
と
同
様
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
へ
の
潜
在
層
の
多
さ
が
デ
ー
タ
上
も
浮
か
び
上
が
って
き
ま
す
。過

去
１
年
間
に
参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
分
野
に
つ
い
て
は
、「
子

供
を
対
象
と
し
た
活
動
」、「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
学
術
に
関
係
し
た
活

動
」、「
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
」の
３
分
野
が
上
位
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。横
浜
市
が
注
力
し
て
い
る
子
育
て
支
援
の
文
脈
で
、大
学
生

が
役
割
を
果
た
せ
る
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

 

前
提

　

 

15
～
24
歳
の
意
識

全国学生1万人アンケート ～ボランティアに関する意識調査 2023～

キタボラ（北山田地域ボランティア）ご案内

２
０
２
５（
令
和
７
）年
度
に
実
施
し
た
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調

査
に
よ
れ
ば
、15
～
24
歳
の
市
民
が
答
え
た
横
浜
に
住
み
続
け
た
い
理

由
の
う
ち
、「
通
勤
・
通
学
に
便
利（
約
66
％
）」、「
街
に
に
ぎ
わ
い
や
活

気
が
あ
る（
約
25
％
）」の
項
目
は
い
ず
れ
も
全
体
平
均
値
を
上
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

横
浜
の
魅
力
に
関
す
る
質
問
に
対
し
て
は
、「
経
済
的
に
活
力
が
あ

り
、働
く
場
に
恵
ま
れ
て
い
る（
約
18
％
）」、「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
娯

楽
施
設
が
充
実
し
て
い
る（
約
17
％
）」「
海
や
港
が
身
近
に
あ
る（
約

39
％
）」が
全
体
平
均
値
を
上
回
る
な
ど
、横
浜
の
経
済
面
や
文
化
、ス

ポ
ー
ツ
施
設
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
傾
向
が
表
れ
ま
し
た
。

　

 

市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

(１)(2)

(3)
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横
浜
で
暮
ら
す
こ
の
世
代
に
は
、
横
浜
な
ら
で
は
の

豊
か
な
暮
ら
し
・
生
活
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
ま
い

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
趣
味
や
特
技
に
応
え
る
多
彩

な
文
化
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
就
職

先
の
多
様
性
な
ど
、
豊
か
な
選
択
肢
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
に
行
き
た
い
と
き
、
電
車
で
数

駅
の
距
離
、
バ
ス
で
数
十
分
の
距
離
に
ラ
イ
ブ
会
場
や
区

民
文
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
ロ
ッ
ク
ま

で
、
様
々
な
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
選
択
肢
も
豊
か

で
す
。
公
園
愛
護
会
や
市
民
活
動
団
体
、
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
土
日
や
祝
日
に
限
定
し
た
ス
ポ
ッ
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
情
報
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
が
主
催
す

る
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
、

自
治
会
町
内
会
で
は
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
た

夏
祭
り
な
ど
、
市
内
の
各
所
に
豊
富
な
選
択
肢
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

横浜アクションアワード

野外映画上映会（北山田町内会）

　横浜は、シングル男性世帯や夫婦＋子ども世帯（共働き）からの評
価を集め、「SUUMO住みたい街ランキング2026首都圏版」（株式
会社リクルート）にて９年連続１位を獲得しました。
　2025（令和７）年の街の住みここちランキング（大東建託株式会
社）の首都圏版では、都筑区から６つの駅、青葉区から１つの駅が
TOP100にランクインし、高い評価を得ています。センター北駅が
９位、センター南駅が16位、中川駅が32位など、港北ニュータウン
が高位にランクインしています。市営地下鉄グリーンラインの北山
田駅は、２０１９（令和元）年の同調査で広尾駅、市ヶ谷駅に次ぐ３位に

ランクインしたことがあり、大きな注目を集めました。
　港北ニュータウン事業は、１９６５（昭和40）年の飛鳥田市政下で打
ち出された六大事業の一つであり、住宅供給の視点に加えた乱開
発防止や都市農業の確立、住民参加など、千里ニュータウンや多摩
ニュータウンなどの他のニュータウンとは異なった基本理念を持つ
事業でした。戦後横浜の都市の骨格を創り上げた六大事業が礎と
なり、良質な住環境を生み出し、横浜のブランド力を高め続けてい
ます。

六大事業の礎と横浜のブランド力

港北ニュータウン開発対策協議会第６回総会（事業推進連絡協議会第１回総会）
出典：住宅・都市整備公団港北開発局「港北第一・第二地区 土地区画整理事業竣工記念 写真で見る港北ニュータウン」

山田富士公園

　

 
横
浜
で
暮
ら
す
15
～
24
歳
の「
豊
か
な
選
択
肢
」

市
民
協
働
推
進
委
員
会
に
よ
る
答
申
（
２
０
２
３

（
令
和
５
）
年
３
月
）
で
は
、
今
後
の
市
民
協
働
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
①
地
域
情
報
の
一
元
化
・
一
覧
化
、
②
し

な
や
か
な
組
織
運
営
、
③
つ
な
ぐ
力
の
強
化
の
３
つ
の
提

案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
世
代
が
参
加
す
る
地
域
運
営
、

担
い
手
不
足
に
関
す
る
意
見
に
加
え
、
「
中
高
生
・
大
学

生
や
現
役
世
代
な
ど
、
新
た
に
活
動
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
た
市
民
を
実
践
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、
中
間
支

援
組
織
の
人
材
育
成
機
能
や
つ
な
ぐ
力
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
力
）
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の
意

見
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
は
、
こ
の
世
代
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
わ
り
を
、
新
し
い
政
策
や
施
策
を
通

じ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
旺
盛
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
意
欲
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
発

信
や
提
供
の
面
で
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

　

 

15
～
24
歳
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

(5)

(4)
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第
2
章

市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

学生が自治会役員として活躍

横
浜
に
は
、
３
０
０
０
を
超
え
る
自
治
会
町
内
会
、

１
４
０
０
以
上
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
２
０
２
５
（
令
和
７
）

年
12
月
末
日
時
点
）
、
２
４
０
０
以
上
の
公
園
愛
護
会
な

ど
、
若
者
が
活
躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
フ
ィ
ー

ル
ド
が
豊
富
に
あ
り
ま
す
。
青
少
年
の
地
域
活
動
へ
の
参

加
を
支
援
し
、
居
場
所
を
提
供
す
る
青
少
年
の
地
域
活
動

拠
点
も
市
内
で
７
か
所
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

若
者
の
活
動
分
野
と
し
て
ニ
ー
ズ
の
高
い
子
育
て
分

野
で
は
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
や
プ
レ
イ
パ
ー
ク
な
ど

の
施
設
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
に
積
極
的
で
す
。

学
生
と
地
域
と
を
つ
な
ぐ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
は
、
子
育

て
支
援
や
障
害
者
支
援
、
商
店
街
活
性
化
、
外
国
人
支
援

な
ど
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
に
積
極
的
な
法
人

と
学
生
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
10
年
以
上

続
け
、
多
く
の
学
生
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
送
り
出
し

て
き
ま
し
た
。

都
筑
区
で
は
、
都
筑
多
文
化
・
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ

（
つ
づ
き
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
）
、
都
筑
区
青
少
年
指
導
員
連
絡

協
議
会
が
協
働
し
、
学
生
が
夏
休
み
に
参
加
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
験
を
提
供
。
毎
年
、
３
０
０
人
近
く
の
学
生

が
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
多

世
代
交
流
の
経
験
や
学
び
を
得
て
、
成
長
す
る
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
同
様
の
取
組
が
、
都
筑
区
だ
け
で
な
く
他
の

区
や
他
の
地
域
に
も
広
が
る
こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
若
者
世
代
が
地
域
情
報

を
手
に
入
れ
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
、
両
者
を
つ
な

ぐ
力
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
）
を
中
間
支
援
組
織
が
備
え

る
こ
と
な
ど
、
横
浜
の
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
や

す
い
土
壌
を
豊
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　1３棟のマンション群、1,230世帯、3,300人の市民で構成される
Brillia City横浜磯子自治会（２０２６（令和８）年１月時点）。自治会役
員の担い手不足や高齢化に苦労している自治会が多いなか、この
自治会では中学生や高校生、大学生といった若者世代６人が自治
会役員を務め、全国的な注目を集めています。
　学生が担当する自治会活動は、夏祭りやラジオ体操、マンション
敷地内の防犯パトロールなど。いずれの取組においても学生が表
舞台に立って活躍しており、そのイキイキとした姿が、同世代やこ

どもたちの自治会活動への関心を高めています。また、自分たちの
登下校時の経験を踏まえたあんしんカラーベルトの提案、幼稚園
児や保育園児が参加できるイベントの企画開催など、若者世代の
感覚が自治会活動の活性化につながっています。
　地域コミュニティへの学生参加の動きは、Brillia City横浜磯子
自治会以外にも、大学生の消防団への入団、高齢者向けのスマホ
教室の講師、大規模団地でのイベント出店など、様々な形で市内各
所に広がっています。

お祭りのボランティアは毎年増え続け2025年は288人に 「親子パンケーキづくり教室」を企画した学生役員たち

　

 

若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に

　

  

参
加
し
や
す
い
土
壌
づ
く
り

「横浜地域活動・ボランティア情報サイトよこむすび」サイト画面

す
。
若
者
世
代
の
手
元
に
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
で
も
、
自
治
会
町
内
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

の
市
民
活
動
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情

報
が
手
軽
に
入
手
で
き
る
よ
う
、
横
浜
地
域
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
情
報
サ
イ
ト
「
よ
こ
む
す
び
」
を
構
築
し
、
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
（
市
民
活
動
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
事

業
）
。

就
職
や
就
労
定
着
を
希
望
す
る
障
害
の
あ
る
方
に
は
、

市
内
９
カ
所
の
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
や
横
浜
市
障

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
、
公
共
職
業
安
定
所
等

に
お
い
て
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
６
（
令
和
８
）
年
６
月
か
ら
小
児
医

療
費
助
成
に
か
か
る
医
療
費
無
償
化
の
対
象
を
18
歳
年
度

末
ま
で
拡
大
し
、
安
心
し
て
医
療
機
関
を
受
診
で
き
る
環

境
を
整
え
ま
す
。

(6)
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自
分
自
身
の
成
長
や
可
能
性
を
見
据
え
、
社
会
の
中
で
の
自
分

自
身
の
立
ち
位
置
や
、
仕
事
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
充
実

も
考
え
始
め
る
世
代
と
い
え
ま
す
。

中
期
計
画
の
中
で
、
25
～
34
歳
を
意
識
し
た
政
策
に
は
、
市
内

の
求
職
者
の
支
援
や
ス
キ
ル
取
得
な
ど
を
主
な
施
策
と
す
る
政
策
20

「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
」
や
横
浜
市
立
大
学
に

よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
を
掲
げ
る
政
策
23
「
市
内
大
学
と
連
携

し
た
地
域
づ
く
り
」
な
ど
、
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
意
識
し
た

事
業
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査
に

よ
れ
ば
、
25
～
34
歳
の
心
配
ご
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
の
上
位
に

「
景
気
や
生
活
費
の
こ
と
（
約
53
％
）
」
、
「
こ
ど
も
の
保
育
や
教

育
の
こ
と
（
約
26
％
）
」
、
「
自
分
の
老
後
の
こ
と
（
約
26
％
）
」

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
に
魅
力
を
感
じ
る
点
に
つ
い
て
は
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
施
設
が
充
実
し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
（
約
63
％
）
」
、
「
経
済

的
活
力
が
あ
り
、
働
く
場
に
恵
ま
れ
て
い
る
（
約
18
％
）
」
「
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
娯
楽
施
設
が
充
実
し
て
い
る
（
約
16
％
）
」
と

い
っ
た
項
目
が
全
体
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
で
暮
ら
す
こ
の
世
代
に
は
、
働
く
場
所
や
楽
し
め
る
場
所
、

活
躍
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
多
く
溢
れ
て
い
ま
す
。

み
な
と
み
ら
い
地
区
に
は
、
自
動
車
や
重
工
業
、
鉄
道
な
ど
の

企
業
が
数
多
く
立
地
し
、
自
社
の
活
動
や
魅
力
を
伝
え
る
展
示
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
、
働
く
場
と
し
て
の
横
浜
の
魅
力
を
幅
広
く
P
R
し

て
い
ま
す
。

　

 

前
提

(１)
　

 

市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

(2)
　

 

横
浜
で
暮
ら
す
25
～
34
歳
の「
豊
か
な
選
択
肢
」

(3)

横
浜
市
南
部
の
L
I
N
K
A
I
横
浜
金
沢
は
、
横
浜
市
に
よ
る

根
岸
湾
埋
立
事
業
や
六
大
事
業
の
一
つ
で
あ
る
金
沢
地
先
埋
立
事
業

に
よ
り
造
成
さ
れ
た
臨
海
部
の
埋
立
地
。
卸
売
業
や
製
造
業
を
中

心
に
、
中
小
企
業
が
集
ま
る
市
内
随
一
の
大
規
模
産
業
団
地
で
す
。

同
エ
リ
ア
に
は
、
1
3
0
0
を
超
え
る
企
業
や
事
業
所
が
集
積
し
、

3
5
0
0
0
人
以
上
の
方
が
働
い
て
い
ま
す
。
郊
外
部
に
は
準
工
業

地
域
も
複
数
あ
り
、
企
業
活
動
が
活
発
で
、
働
く
場
も
あ
り
ま
す
。

魅
力
的
な
場
所
で
み
れ
ば
、
横
浜
に
は
世
界
に
誇
る
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
ほ
か
、
世
界
一
周
の
動
物
旅
行
が
楽
し
め
る
よ
こ

は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
、
多
彩
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

横
浜
美
術
館
な
ど
、
こ
の
世
代
の
潜
在
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
場
所
を
数
多
く
揃
え
て
い
ま
す
。

横浜美術館（撮影：新津保建秀）

LINKAI横浜金沢
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25
～
34
歳
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

(4)
こ
の
世
代
は
、
就
職
や
結
婚
の
選
択
肢
が
視
野
に
入
る
世
代
で
す
。

横
浜
市
で
は
、
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
望
む
市
民
が
、

そ
の
希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
切
れ
目
な
い
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
将
来
の
結
婚
、
結
婚
後
の
生
活
、
自
身
の
将
来
展
望
等
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
結
婚
を
希
望
す
る
未
婚
者
や
子
の
結
婚
を

望
む
支
援
者
（
親
・
家
族
）
を
対
象
に
し
た
結
婚
応
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
人
生
の
選
択
肢
の
広
が
り
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仕
事
に
つ
い
て
は
、
ハ
マ
ワ
ー
ク
（
横
浜
市
就
職
応
援

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）
を
通
じ
た
総
合
的
な
就
職
・
転
職
情
報
の
提
供

の
ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
神
奈
川
労
働
局
と
連
携
し
た
合
同
就
職

面
接
会
も
企
画
開
催
し
、
横
浜
市
内
で
の
就
職
や
転
職
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

若
年
無
業
者
や
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る
若
者
の
職
業

的
自
立
に
向
け
て
は
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
通
称
サ

ポ
ス
テ
）
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。
市
域
内
に
３
か
所
あ
る
サ

ポ
ス
テ
で
は
、
就
労
に
向
け
た
総
合
相
談
や
、
若
者
一
人
ひ
と
り
に

あ
っ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
他
の
就
労
支
援
機
関
と
も
連

携
し
た
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
音
楽
鑑
賞
を
楽
し
み
た
い
方
に
は
、
通
年
で

J
リ
ー
グ
や
日
本
代
表
の
サ
ッ
カ
ー
が
楽
し
め
る
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
。

２
０
０
２
年
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
決
勝
戦
の
記
憶
が
呼
び
起
こ

さ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
も
好
評
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
横
浜
ア
リ
ー
ナ
や
横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
、

区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
区
の
公
会
堂
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ
、
演
劇
な
ど
本
格
的
な
芸
術
コ
ン
テ
ン
ツ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
の
余
暇
意
識
や
余
暇
活
動
へ
の
参
加
実
態
を
示
し
た
「
レ

ジ
ャ
ー
白
書
2
0
2
4
」
に
よ
る
と
、
登
山
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
ハ
イ

キ
ン
グ
、
野
外
散
歩
は
、
こ
の
世
代
の
男
女
と
も
に
潜
在
需
要
の
上

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
項
目
で
す
。

横
浜
市
で
は
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
緑
地
を
対
象
に
、
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
散
策
路
等
を
整
備
し
た
市
民
の
森
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
1
9
7
1
年
（
昭
和
46
）
年
に
制
定
さ
れ
た
横
浜
市
独
自
の
制

度
で
あ
り
、
緑
に
親
し
み
た
い
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

ボッシュホール（都筑区民文化センター）古橋市民の森

結婚応援セミナー地域若者サポートステーション
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横浜アクションマップが伝える、若者×地域の実践例
　「横浜には、地域を愛し、地域の人々と協力している若者が
たくさんいます。」そんな力強いフレーズから始まる、横浜ア
クションマップ。大学生をはじめとした若者とＮＰＯをつない
で、まちを盛り上げる活動を行うＮＰＯ法人「アクションポー
ト横浜」が２０２４（令和６）年３月に発行しました。同マッ
プでは、横浜で活動する若者たちの現在地、多種多彩な地域活
動、協働の深い可能性が示されています。

　代表理事の高城芳之氏は、若者と地域の関係性を築くための
ポイントを次の３つで整理しています。①若者が参加する効果
は地域にとって大きい ②若者にとっても地域はかけがえのない
成長の場　③若者が地域で活躍できる場を増やす。地域コミュ
ニティの活性化のためには、“若者の参加”が大事なキーワード
になっています。

意見交換の様子 横浜アクションマップ

横
浜
は
、
港
町
や
観
光
都
市
と
し
て
の
全
国
的
な
知
名
度
の
高

さ
だ
け
で
な
く
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
職
住
近
接
の
環
境
、
音
楽
や

ス
ポ
ー
ツ
の
鑑
賞
、
手
軽
な
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
を
味
わ
え
る
緑
地
な

ど
、
市
内
の
各
所
で
楽
し
め
る
充
実
し
た
環
境
が
整
っ
て
い
る
都
市

で
す
。

25
～
34
歳
の
世
代
は
、
就
職
や
転
職
を
き
っ
か
け
に
生
活
環
境

が
大
き
く
変
わ
り
、
日
々
の
生
活
が
忙
し
く
な
り
始
め
る
世
代
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
興
味
関
心
や
好
奇
心
の
ア
ン
テ
ナ
も
広
が
り
や

す
く
、
暮
ら
し
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
三
者
三
様
で
す
。

当
節
で
は
、
こ
の
世
代
が
求
め
る
こ
と
を
、
レ
ジ
ャ
ー
白
書

2
0
2
4
や
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査
か
ら
掘
り
下
げ
、
豊
か

な
選
択
肢
に
つ
な
が
る
市
の
事
業
や
取
組
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
地
域
に
根
差
し
た
個
性
あ
る
文
化
の
創
造
を
目
的
に
整
備

さ
れ
た
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
は
市
内
に
13
か
所
あ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト

は
も
と
よ
り
、
演
劇
や
バ
レ
エ
、
落
語
な
ど
を
、
市
内
で
楽
し
め
る

機
会
が
あ
り
ま
す
。

横
浜
で
し
か
楽
し
め
な
い
生
活
、
横
浜
だ
か
ら
楽
し
め
る
生
活
、

な
に
よ
り
、
25
歳
～
34
歳
の
様
々
な
期
待
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、
そ

ん
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 
横
浜
で
の
暮
ら
し
を
よ
り
楽
し
く

(5)
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横
浜
に
暮
ら
す
現
役
世
代
の
う
ち
、
特
に
30
代
後
半
か
ら
40
代

は
、
育
児
や
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
割
合
が
最
も
高
く
、
時
間
に
余

裕
が
な
い
、
忙
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
人
の
多
い
世
代

で
す
。
「
令
和
３
年
社
会
生
活
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
仕
事
・

学
業
・
家
事
・
育
児
・
介
護
」
等
に
費
や
す
時
間
は
、
30
～
40
代
に

か
け
て
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
世
代
は
育
児
に
追

わ
れ
る
世
代
で
も
あ
り
、
こ
ど
も
の
成
長
に
応
じ
て
、
保
護
者
会
か

ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
町
内
会
へ
と
、
居
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
接
点

や
関
わ
り
方
も
常
に
変
化
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

中
期
計
画
の
中
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
た
な
担
い
手

と
し
て
、
政
策
９
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」
、
政
策
10

の
「
地
域
の
支
え
合
い
の
推
進
」
、
政
策
11
の
「
多
文
化
共
生
の
推

進
」
な
ど
の
政
策
指
標
へ
の
参
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
の
余
暇
意
識
及
び
余
暇
活
動
へ
の
参
加
実
態
を
調
査
し
た

「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
２
０
２
４
」
に
お
い
て
、
余
暇
と
仕
事
の
ど
ち
ら

を
重
視
す
る
か
を
尋
ね
た
問
い
で
は
「
仕
事
よ
り
も
余
暇
の
中
に
生

き
が
い
を
求
め
る
」
と
回
答
し
た
人
が
、
34
・
１
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
２
０
０
９
年
は
18
・
６
％
で
あ
り
、
仕
事
よ
り
も
余
暇
を
大
切

に
し
た
い
人
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

余
暇
の
時
間
を
充
実
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
る
30
代
、
40
代
の

現
在
の
余
暇
時
間
の
過
ご
し
方
を
示
す
参
加
率
に
よ
れ
ば
、
国
内
観

光
旅
行
や
動
画
鑑
賞
、
外
食
の
ほ
か
に
、
読
書
（
仕
事
、
勉
強
な
ど

を
除
く
娯
楽
と
し
て
の
）
が
当
該
世
代
の
男
女
、
い
ず
れ
に
も
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
（
特
に
40
代
女
性
で
は
２
位
）
。　

　

 

前
提

　

 

35
～
49
歳
の
意
識

(１)(2)

余
暇
活
動
参
加
率
と
希
望
率
の
差
、
い
わ
ゆ
る
余
暇
活
動
潜
在

需
要
に
つ
い
て
、
30
代
、
40
代
の
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

男
性
に
つ
い
て
、
潜
在
種
目
の
上
位
に
は
、
海
外
旅
行
や
国
内

観
光
旅
行
、
登
山
が
位
置
す
る
な
か
、
30
代
で
は
、
動
物
園
・
植
物

園
・
水
族
館
・
博
物
館
（
10
・
8
％
）
が
４
位
に
な
り
ま
し
た
。
40

代
で
は
、
動
物
園
・
植
物
園
・
水
族
館
・
博
物
館
が
３
位
（
10
・

７
％
）
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
７
位
の
9
.
1
％
と
な
り
ま
し
た
。

女
性
に
つ
い
て
、
30
代
で
は
動
物
園
・
植
物
園
・
水
族
館
・
博

物
館
が
８
位
（
12
・
４
％
）
に
な
り
ま
し
た
。
40
代
で
は
、
動
物

園
・
植
物
園
・
水
族
館
・
博
物
館
が
５
位
（
15
・
１
％
）
、
音
楽

会
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
位
（
11
・
２
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
に
実
施
し
た
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ

探
究
調
査
に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
代
の
約
８
割
が
、
横
浜
に
住
み
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
「
通
勤
・
通
学
の
便
利
さ
（
約
52
％
）
」
、
「
子

育
て
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
（
約
13
％
）
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
横
浜
に
魅
力
を
感
じ
る
点
は
、
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設
が
充
実

し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
（
約
61
％
）
」
、
「
道
路
鉄
道
網
が
充
実

し
て
お
り
買
い
物
が
便
利
（
約
43
％
）
」
、
「
海
や
港
が
身
近
に
あ

る
（
約
40
％
）
」
が
全
体
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 

市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

(3)

スポーツセンターのトレーニング室

横
浜
で
暮
ら
す
現
役
世
代
の
暮
ら
し
を
支
え
る
政
策
は
、
時
間

的
な
ゆ
と
り
や
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
就
職
・

転
職
、
国
際
交
流
、
更
に
は
地
域
貢
献
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
な
ど

多
種
多
彩
で
す
。

　

 

35
～
49
歳
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

(4)
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忙
し
い
現
役
世
代
に
時
間
的
な
ゆ
と
り
を
創
り
出
す
た
め
に
、

横
浜
市
で
は
様
々
な
手
続
き
や
情
報
発
信
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極

的
に
採
用
し
て
い
ま
す
。
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

の
各
種
証
明
書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
区
役
所
に
来
所
す
る
こ
と
な
く
、
自
宅
近
く
や
通
勤
途

中
で
も
、
手
軽
に
証
明
書
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
市
民
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
市
に
お
け
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
等
を
把
握
し
、

施
策
の
参
考
に
す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
開
設

し
、
市
民
を
対
象
と
し
た
意
見
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
時
間
に
制
約
が
あ
る
方
で
も
、
都
合
の
良
い
時
に
ど
こ
か
ら
で
も

意
見
を
述
べ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
方
に
は
、
各
区
に
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
本
格
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
か
ら
ヨ
ガ
等

の
教
室
ま
で
、
現
役
世
代
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

インドゾウ（金沢動物園）

オカピ（よこはま動物園ズーラシア）

そ
の
ほ
か
、
各
区
で
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の

市
民
に
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
毎
年
冬

に
開
催
さ
れ
て
い
る
旭
区
駅
伝
競
走
大
会
（
旭
ズ
ー
ラ
シ
ア
駅
伝
）

に
は
約
３
０
０
名
の
30
代
～
40
代
の
方
が
参
加
し
て
お
り
、
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
で
賑
わ
う
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旭区駅伝競走大会（旭ズーラシア駅伝）

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
特
に
30
代
、
40
代
か
ら
の
潜
在
需
要
の

高
い
動
物
園
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
は
、
よ
こ
は
ま
の
３
つ
の
動
物

園
。
横
浜
に
は
、
よ
こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
、
野
毛
山
動
物
園
、

金
沢
動
物
園
が
あ
り
、
ゾ
ウ
や
ラ
イ
オ
ン
、
オ
カ
ピ
な
ど
の
動
物
展

示
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
種
の
保
存
な
ど
、
世
界
基
準
で
野

生
動
物
を
守
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
や
機
会
の
増
加
の
た
め
、
野
菜
の
収
穫
な
ど
を
気
軽
に
体
験

で
き
る
収
穫
体
験
農
園
や
、
自
由
に
栽
培
・
収
穫
が
で
き
る
認
定
市

民
菜
園
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
農
園
の
開
設

の
支
援
や
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
が
余
暇
時
間
に
行
っ
て
い
る
読
書
活
動
。
横
浜
に
は
、

１
区
に
１
館
ず
つ
図
書
館
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
商
業
施
設
と
の
連

携
に
よ
る
図
書
取
次
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

更
に
は
、
居
心
地
向
上
を
目
指
し
た
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
再
整
備
な

ど
地
域
図
書
館
の
老
朽
化
対
策
、
図
書
取
次
拠
点
の
増
設
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
導
入
、
新
た
な
図
書
館
整
備
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

国
際
交
流
や
地
域
貢
献
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
な
ど
、

テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
活
動
へ
の
参
加
意
向
の
あ
る
方
に
は
、
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
や
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
活
動
団
体
の
紹
介

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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全国初のチョコレート工房
　障害のある人たちが働く障害福祉サービス事業所。多くの事
業所では、パンやクッキーなどを製造・販売していますが、横
浜には、全国で初めてチョコレートの製造販売を始めた事業所
があります。
　フランス語のチョコレートを意味するショコラのラボラト
リー（工房）と健常者・障害者・プロフェッショナルとのコラ
ボレーションという意味を掛け合わせた「ショコラボ」。販売先は
多岐にわたっており、有名百貨店、有名ホテルなど、これまで
障害福祉サービス事業所が販売してこなかった販路を積極的に

開拓し、障害者が活躍できる場を広げ続けています。２０１９
（令和元）年には、「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞
を受賞した実績があります。
　就労継続支援B型事業所としてスタートしたショコラボで
は、40名ほどの障害者手帳を持つ方々が働いており、スキル
を身につけた方の中には、ホテルのスイーツ部門や食品メー
カー、病院などの職場で社員として就労するようになった方も
います。

ショコラボのキャッチコピー スティックマンディアンチョコ

(5)
　

 
ジ
モ
ト（
地
元
）の
選
択
肢
を
よ
り
豊
か
に

横
浜
は
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
が
発
表
し
て
い
る

「
S
U
U
M
O
住
み
た
い
街
ラ
ン
キ
ン
グ
2
0
2
6
首
都
圏
版
」
に

て
９
年
連
続
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
年
代
別
で
は
男
性
40
代
や
20

代
、
女
性
40
代
か
ら
の
得
票
を
伸
ば
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
で
は

シ
ン
グ
ル
男
性
世
帯
や
夫
婦
＋
子
ど
も
世
帯
（
共
働
き
）
か
ら
得
票

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
横
浜
の
街
の
魅
力
項
目
に
つ
い
て
は
、
「
魅

力
的
な
働
く
場
や
企
業
が
あ
る
」
「
魅
力
的
な
文
化
・
娯
楽
施
設
が

充
実
し
て
い
る
（
映
画
館
、
劇
場
、
美
術
館
、
博
物
館
な
ど
）
」

「
魅
力
的
な
大
規
模
商
業
施
設
が
あ
る
」
が
上
位
項
目
に
連
な
り
ま

し
た
。

横
浜
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
旺
盛
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
ほ
か
、
生
活
圏
か
ら
程
よ
い
距
離
感
に
あ
る
観
光
施
設
や
娯
楽

施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の
各
種
施
設
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
や
も
の

づ
く
り
企
業
等
の
様
々
な
就
労
先
な
ど
、
豊
か
な
選
択
肢
に
溢
れ
て

い
ま
す
。
市
内
で
家
庭
菜
園
や
イ
チ
ゴ
収
穫
体
験
が
楽
し
め
る
、
同

世
代
の
子
育
て
世
代
と
一
緒
に
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
、
得
意
な

語
学
力
を
活
か
し
て
国
際
交
流
で
き
る
、
そ
ん
な
時
間
の
過
ご
し
方

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

余
暇
だ
け
で
な
く
、
就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
ジ
モ

ト
（
地
元
）
横
浜
の
選
択
肢
を
よ
り
豊
か
に
、
そ
ん
な
都
市
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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現役世代が多く参加する、おやじの会
　横浜市立の小学校や中学校には、こどもたちの保護者、特に
父親が中心となり組織された「おやじの会」があり、地域社会
や地元との距離が開きやすい現役世代が地域活動に参加するた
めの入口になっています。
　都筑区の北部、川崎市との境にあるすみれが丘地区では、一旦
終了しかけた盆踊り・夏祭りをおやじの会（同地区では、すみ
れが丘小学校おやじクラブ）が主導して『すみれ夏祭り』とし
て復活させた事例があります。同地区のおやじの会は、「自分
のこどもたちにこの地域（横浜）に住んで良かったと思っても
らいたい」、そんな思いを大切にしながら、参加の強制はしない、

打合せは家族に迷惑をかけない時間（土曜日の早朝）など、忙
しい現役世代に配慮した工夫も凝らし、18年続く息の長い地域
活動になりました。
　横浜市でも、横浜市立学校のおやじの会のウェブサイトや
SNSを市のウェブページで紹介しているほか、おやじの会が開
催しているこどもたちを対象にした伝統遊びや文化、スポーツ
体験等に関する取組、語学やITの学習機会の提供に関すること
などを支援する補助事業（おやじの会親子ふれあい事業）も実
施し、現役世代の地域活動への参加を後押ししています。

 学校に泊まろう、防災キャンプ体験 夏休み、深夜の昆虫観察会
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50
～
64
歳
の
人
は
、
横
浜
市
の
人
口
の
２
割
程
度
を
占
め
て
い

ま
す
。
仕
事
や
子
育
て
を
終
え
た
人
、
又
は
終
了
に
近
づ
く
人
が
多

く
な
り
ま
す
が
、
親
の
介
護
に
関
わ
る
人
が
増
え
て
く
る
世
代
で
も

あ
り
ま
す
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
の
横
浜
市
高
齢
者
実
態
調
査
に
よ
れ

ば
、
40
～
64
歳
の
結
果
と
な
り
ま
す
が
、
「
何
歳
ま
で
働
き
続
け
た

い
か
」
と
い
う
問
い
へ
の
回
答
は
、
「
働
き
続
け
ら
れ
る
う
ち
は
い

つ
ま
で
も
」
と
答
え
た
人
が
最
も
多
く
29
・
３
％
で
あ
り
、
次
い
で

「
65
歳
ま
で
」
が
20
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
家
族

の
介
護
を
し
て
い
る
人
の
割
合
は
９
・
６
％
で
あ
り
、
「
現
在
は
介

護
を
し
て
い
な
い
が
、
今
後
可
能
性
が
高
い
」
人
の
割
合
は
60
・

３
％
、
現
在
介
護
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
、
働
い
て
い
る
人
は
74
・

６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
現
在
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
人
の
割
合
は
28
・

0
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
自
治
会
町
内
会
活
動
・
行
事
に
参
加
し
て

い
る
人
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
参
加
し
て
み
た

い
地
域
活
動
と
し
て
、
「
地
域
貢
献
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
回

答
し
た
人
は
30
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
に
実
施
し
た
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ

探
究
調
査
に
よ
れ
ば
、
50
～
64
歳
の
市
民
の
９
割
近
く
が
横
浜
に
住

み
続
け
た
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

隣
近
所
と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
は
、
「
顔
も
良
く
知
ら
な

い
」
が
約
13
％
と
全
体
平
均
よ
り
も
低
く
、
ま
た
、
「
道
で
会
え
ば

挨
拶
く
ら
い
す
る
（
約
58
％
）
」
が
平
均
を
上
回
る
な
ど
、
こ
の
世
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代
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
距
離
感
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

50
～
64
歳
の
横
浜
市
民
は
、
横
浜
に
住
み
続
け
た
い
理
由
と

し
て
「
買
い
物
や
医
療
な
ど
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
る
（
約

63
％
）
」
「
普
段
の
生
活
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
（
約
36
％
）
」
「
街

に
に
ぎ
わ
い
や
活
気
が
あ
る
（
約
26
％
）
」
を
上
位
に
挙
げ
て
い
ま

す
。
第
二
の
人
生
を
見
据
え
、
横
浜
の
社
会
的
な
イ
ン
フ
ラ
に
も
魅

力
を
感
じ
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

30
代
後
半
～
40
代
と
比
べ
て
、
仕
事
や
育
児
の
時
間
が
減
り
、

社
会
的
な
活
動
や
自
己
実
現
に
向
け
た
活
動
を
行
う
人
、
行
い
た
い

人
が
多
く
な
る
世
代
で
す
。

自
己
実
現
に
向
け
た
活
動
と
し
て
は
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
場

と
し
て
、
各
区
に
あ
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
多
様
な
学
び

の
場
が
設
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
近
郊
を
含
め
30
の
大
学
が
あ
り
、

各
大
学
で
開
催
さ
れ
る
市
民
向
け
公
開
講
座
に
参
加
す
れ
ば
、
新
し

い
分
野
で
の
学
び
な
お
し
へ
の
ハ
ー
ド
ル
も
低
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
自
治
会
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
地
域

活
動
の
担
い
手
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
て
、

地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
市
民
農
園
を
借
り
た
家
庭
菜
園
、
公
園
愛
護
会
活
動
へ
の

参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
高
齢
者
や
子
育
て
の
支
援
、

豊
富
な
国
際
経
験
を
生
か
し
た
外
国
人
支
援
な
ど
、
横
浜
で
暮
ら
す

50
～
64
歳
に
は
豊
か
な
選
択
肢
が
多
く
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
自
己
実
現
の
た
め
の
地
域
活
動
の
場
と
し
て
、
自
治
会

町
内
会
活
動
が
あ
り
ま
す
。
自
治
会
町
内
会
の
加
入
率
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
等
の
影
響
に
よ
り
全
国
的
に
下
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
横
浜
市
は
都
市
部
と
し
て
は
自
治
会
町
内
会
の
加
入
率
が

高
く
、
地
域
の
お
祭
り
や
運
動
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
防

災
・
防
犯
を
意
識
し
た
活
動
、
公
園
や
緑
道
、
河
川
な
ど
の
清
掃
活

動
等
、
日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
く
さ
ん
の
活
動
が
、
自
治
会
町

内
会
に
よ
り
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
も
、
仕
事
を
し
な
が
ら
自
治
会
町
内
会
活
動
に
参
加

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
50
～
64
歳
の「
豊
か
な
選
択
肢
」

(3)

（出典）横浜市高齢者実態調査（R5年３月公表）

(4)
　

 

50
歳
～
64
歳
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組
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受
講
者
数
は
引
き
続
き
増
加
し
た
も
の
の
、
相
談
件
数
は
中
間
振
り

返
り
の
数
値
を
下
回
り
ま
し
た
。
中
間
振
り
返
り
に
お
け
る
有
識
者

か
ら
の
意
見
で
は
、
「
横
浜
市
は
都
市
部
で
あ
り
な
が
ら
自
治
会
加

入
率
が
高
い
こ
と
が
特
徴
。
一
方
で
、
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
伴
い
、
加
入
率
は
減
少
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
も
の
で
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し
て
い
る
背
景
を
踏
ま
え
、
地
域

に
お
い
て
自
治
会
町
内
会
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
地
域
＝
自
治
会
町

内
会
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要
。
地
域
に
自

治
会
町
内
会
以
外
の
団
体
が
で
き
、
加
入
率
は
下
が
っ
て
い
る
が
、

孤
立
問
題
は
解
決
し
て
い
る
な
ど
状
況
の
変
化
を
踏
ま
え
た
施
策
の

検
討
が
重
要
。
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
政
策
20
「
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
基
盤
強

化
」
で
は
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る
中
、
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
事
業
活
動
を
支
え
る
た
め
に
は
、
シ
ニ
ア
な
ど
の
人
材
の
活
躍

が
求
め
ら
れ
て
い
る
旨
が
課
題
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
策
７
「
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
安
心
確
保
」
で
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
、
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
継
続
し
て

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
環
境
や
健
康
を
支
え
る
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
高
齢
者
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
く
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

若
い
う
ち
か
ら
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
い
つ
ま
で
も
活
発
な
社
会
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
域
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
て
い
く
中
で
、
仕
事
や

家
事
で
忙
し
い
世
代
で
あ
っ
て
も
、
幅
広
い
層
が
自
治
会
町
内
会
等

の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
は
、
参
加
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

時
間
や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
動
の
実
現
に
寄
与
す
る
取
組
で
す
。

横
浜
に
は
、
活
動
の
門
戸
を
開
き
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
し
や

す
い
イ
ベ
ン
ト
や
過
ご
し
や
す
い
居
場
所
な
ど
、
多
く
の
方
々
や
団

体
が
地
域
社
会
を
持
続
可
能
と
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
開
か
れ
た
地
域
社
会
で
誰
も
が
担
い
手
と
な
れ
る
ま

ち
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

中
期
計
画
で
は
、
政
策
９
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

に
お
い
て
、
地
域
活
動
団
体
の
課
題
感
や
悩
み
に
丁
寧
に
寄
り
添
う

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型
行
政
を
推
進
す
る
こ
と
、
人
材
の
発
掘
・
育
成

に
よ
り
地
域
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
に
行
っ
た
同
計
画
の
中
間
振
り

返
り
で
は
、
各
種
地
域
人
材
育
成
講
座
の
受
講
者
数
の
増
加
や
、
市

民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
及
び
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

件
数
の
増
加
な
ど
、
施
策
が
着
実
に
推
進
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え

ま
し
た
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
９
月
の
第
３
期
振
り
返
り
で
は

す
る
こ
と
の
多
い
50
～
64
歳
の
市
民
層
を
念
頭
に
、
自
治
会
町
内
会

活
動
の
活
性
化
や
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
自
治
会
町
内
会
同

士
の
交
流
や
協
力
を
促
す
た
め
の
支
援
、
新
た
な
担
い
手
の
発
掘
・

育
成
に
向
け
た
取
組
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

自
治
会
町
内
会
運
営
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
電
子
回
覧
板
の
導

入
、
自
治
会
費
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
金
銭
授
受
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

な
ど
を
紹
介
す
る
冊
子
の
作
成
の
ほ
か
、
公
民
連
携
で
民
間
事
業
者

の
協
力
も
得
な
が
ら
、
自
治
会
町
内
会
の
Ｄ
Ｘ
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

自
治
会
に
よ
る
補
助
金
申
請
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
効
率
化
を
実
現

す
る
自
治
会
町
内
会
ポ
ー
タ
ル
の
構
築
に
も
取
り
組
み
、
令
和
８
年

度
か
ら
の
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
横
浜
を
よ
り
良
く
し
た
い
市
民
の
方
々
や
、
行
政
が
交

流
す
る
市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
開
催
や
協
働
の
た
め
の
相
談
・
提
案
へ
の
対
応
な
ど
、
社

会
課
題
解
決
に
取
り
組
む
方
々
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
身

近
な
地
域
に
お
け
る
市
民
活
動
を
支
援
す
る
各
区
市
民
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
地
域
人
材
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
・
活
動
先
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
地
域
づ
く
り
人
材
の
養
成
講
座
、
地
域
の
つ
な
が
り

づ
く
り
支
援
な
ど
、
各
区
の
特
色
あ
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
安
心
確
保
に
向
け
た
取
組

と
し
て
、
健
康
み
ち
づ
く
り
推
進
事
業
等
の
健
康
づ
く
り
の
場
を
創

出
す
る
ほ
か
、
従
業
員
等
の
健
康
保
持
・
増
進
の
取
組
が
、
将
来
的

に
企
業
の
収
益
性
等
を
高
め
る
投
資
で
あ
る
と
捉
え
、
従
業
員
の
健

(6)
　

 

開
か
れ
た
地
域
社
会
で
誰
も
が
担
い
手
と
な
れ
る
ま
ち

(5)
　

 

中
期
計
画
の
位
置
づ
け・振
り
返
り

令和７年度自治会町内会向けデジタルツール展示・相談会

デジタルツール紹介冊子「あれ？そのお悩み解決！
できるかも！～デジタル時代のお役立ちアプリ・
サービス集～」

康
づ
く
り
を
経
営
的
な
視
点
か
ら
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
「
健

康
経
営
」
に
取
り
組
む
事
業
所
を
、
横
浜
健
康
経
営
認
証
事
業
所
と

し
て
認
証
し
て
い
ま
す
。
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第
2
章

市
民
生
活
の
豊
か
な
選
択
肢

外国人と日本人の接点 コミュニティカフェ
　緑区には１５３４人のインド人が住んでおり（2025（令和７）
年12月時点）、その中でも霧が丘地区は、インド系インター
ナショナルスクールの開設をきっかけにインド人が多く居住す
るようになりました。外国人と日本人との接点、多世代・多文
化交流を深めるための新拠点として整備されたのが「ぷらっと
kiricafe」です。この施設整備を支援したのは、横浜市の事業
「ヨコハマ市民まち普請事業」。
　同エリアで活動している子育て世代、シニア世代、国際交流

グループの３つのグループが合流し、一つの法人「霧が丘ぷ
らっとほーむ」を立ち上げました。現在同法人が運営するぷ
らっとkiricafeでは、インド人が調理するスパイス料理の提供
や、こどもたちの学習支援、外国人（大人・こども）向けの日
本語教室、インド人の先生によるこども向けの英語教室など、
インド人コミュニティと日本人コミュニティの接点が日々紡が
れています。

「ぷらっとkiricafe」の様子 「ぷらっとkiricafe」の様子
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横
浜
市
の
人
口
は
、２
０
２
０（
令
和
２
）年
時
点
で
は
約
３
７
８
万
人

で
し
た
が
、２
０
２
５（
令
和
７
）年
に
は
約
３
７
７
万
人
、２
０
４
０（
令

和
22
）年
に
は
約
３
６
２
万
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。

一方
で
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、２
０
４
０
年
に
か
け
て
増
加

し
続
け
、令
和
２
年
の
高
齢
化
率
25・１
％
が
、２
０
４
０
年
に
は
33・２
％

と
な
り
、３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
る
見
込
み
と
な
って
い
ま
す
。

高
齢
者
数
の
増
加
と
あ
い
ま
って「
高
齢
夫
婦
世
帯
」及
び「
高
齢
単

独
世
帯
」も
増
加
し
て
い
ま
す
。２
０
０
０（
平
成
12
）年
と
比
較
し
て
、

令
和
２
年
で
は
、高
齢
夫
婦
世
帯
は
約
１・９
倍
、高
齢
単
独
世
帯
は
約

２・６
倍
と
な
っ
て
お
り
、総
世
帯
に
占
め
る
高
齢
夫
婦
世
帯
と
高
齢
単

独
世
帯
は
、平
成
12
年
に
は
12・４
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、令
和
２
年

に
は
21・７
％
と
な
って
い
ま
す
。

横
浜
市
の
認
知
症
高
齢
者
数
は
、２
０
２
２（
令
和
４
）年
は
約
11・８

万
人
で
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
占
め
る
割
合
は
12・３
％
で
し
た
。令

和
４
年
か
ら
の
18
年
間
で
約
１・５
倍
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、２
０
４
０
年
に
は
約
17・９
万
人
と
な
る
見
込
み
で
す
。高
齢
者
に

占
め
る
割
合
は
14・９
％
ま
で
増
加
し
、高
齢
者
の
６・７
人
に
１
人
が
認

知
症
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。（
な
お
、軽
度
認
知
障
害

（
M
C
I
）も
含
め
る
と
２
０
４
０
年
に
は
約
36・７
万
人
、高
齢
者
に
占

め
る
割
合
は
30・５
%（
高
齢
者
の
３
人
に
１
人
程
度
）に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。）要
支
援・要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
認
定
者
数
は
、令

和
２
年
で
17
万
人
を
超
え
て
お
り
、高
齢
者
数
の
増
加
に
伴
い
、今
後
も

増
加
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

高齢者人口
【出典】よこはまポジティブエイジング計画

高齢夫婦世帯と高齢単独世帯
【出典】よこはまポジティブエイジング計画

要支援・要介護認定者の状況
【出典】よこはまポジティブエイジング計画

　

 

前
提

(１)
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選
択
肢

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
意
識
に
つ
い
て
は
、
横
浜
市
高
齢
者

実
態
調
査
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
度
に
実
施
さ
れ
た
調
査
結
果
に
よ
れ

ば
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
一
般
の
う
ち
、
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
は

66
・
３
％
。
横
浜
で
暮
ら
す
多
く
の
高
齢
者
が
就
労
先
で
の
再
就
職

も
終
え
、
自
宅
や
そ
の
周
辺
で
過
ご
し
て
い
る
様
子
が
推
察
で
き
ま

す
。
退
職
し
た
と
は
い
え
、
引
き
続
き
働
き
続
け
た
い
、
働
き
続
け

ら
れ
る
う
ち
は
い
つ
で
も
働
き
た
い
と
思
う
高
齢
者
の
割
合
は
42
・

７
％
で
す
。

勤
務
先
を
離
れ
、
自
宅
周
辺
で
過
ご
し
て
い
る
高
齢
者
の
様
子

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
自
治
会
町
内
会
（
16
・
１
％
）
や
健
康
体
操

（
14
・
5
％
）
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
高
齢
者
が
い
る

一
方
で
、
こ
の
種
の
活
動
に
全
く
参
加
し
て
い
な
い
高
齢
者
は
57
・

７
％
。
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度
の
調
査
結
果
30
・
３
％
以
降
、

平
成
28
年
度
に
は
42
・
８
％
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
度
に
は

38
・
８
％
と
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

参
加
に
躊
躇
し
て
い
る
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
調
査
で
は
、
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
も
質
問
し
て
い
ま
す
。
健
康
で
い
た
い
（
34
・

５
％
）
に
つ
い
で
、
地
域
や
社
会
貢
献
を
理
由
に
あ
げ
て
い
る
高
齢

者
は
26
・
２
％
い
ま
し
た
。

長
寿
な
ま
ち
の
文
脈
で
は
、
市
内
の
各
所
で
長
寿
な
デ
ー
タ
が

出
て
い
ま
す
。
全
国
市
町
村
の
高
齢
者
の
平
均
寿
命
を
示
し
た
厚
生

労
働
省
の
令
和
２
年
市
町
村
別
生
命
表
に
よ
れ
ば
、
男
性
で
は
２
位

に
青
葉
区
、
８
位
に
都
筑
区
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
金
沢
区
（
28
位
）
、
港
北
区
（
30
位
）
、
栄
区
（
42
位
）
、
戸

塚
区
（
50
位
）
と
、
市
内
の
６
区
が
上
位
に
入
り
ま
し
た
。
女
性
で

は
、
青
葉
区
が
13
位
、
都
筑
区
が
16
位
と
な
る
な
ど
、
横
浜
で
暮
ら

す
高
齢
者
の
長
寿
な
様
子
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
の
高
齢
者
が
長
寿
で
あ
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
横
浜
市
民

の
健
康
意
識
の
高
さ
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
 

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
の
意
識

(2)

暮らしの保健室が秘める可能性
　都筑区川和町駅から徒歩８分ほどの距離にある川和団地。高
齢者が増え続けているこの団地では、毎月１度、高齢者やこど
もたちが集まる保健室が開かれています。名付けて、「多世代
交流サロン・暮らしの保健室だんちらんたん」。同団地に暮ら
す訪問看護師（佐藤智子氏）が、ランタンのように住民の心を
優しく照らす場を作りたいと思い、名づけた事業で、現在は自
治会の活動の一つになっています。
　佐藤氏が７年前に都筑区の地域づくり大学校を受講したこと

がきっかけになり、自治会町内会に暮らしの保健室の開設を提
案、以後開催回数70回を数える息の長い活動になっています。
住民がふらっと立ち寄り、身近な健康問題や暮らしの困りごと
を住民同士で話し合える。時には看護師に相談することもで
き、必要な時には地域ケアプラザや区役所に繋ぐ役割にもなっ
ています。高齢化が進む団地の一つの解が暮らしの保健室かも
しれません。

だんちらんたん 川和団地の様子



062

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
の
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

に
よ
れ
ば
、
こ
の
世
代
の
９
割
以
上
が
、
横
浜
に
住
み
続
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
「
治
安
が
良
い
（
約
27
％
）
」
、

「
防
災
面
で
安
心
（
約
13
％
）
」
は
、
い
ず
れ
も
全
体
平
均
を
上
回

り
、
65
歳
以
上
の
市
民
が
横
浜
で
の
暮
ら
し
に
安
心
・
安
全
を
実
感

し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
横
浜
の
魅
力
に
つ

い
て
「
国
際
的
な
雰
囲
気
が
あ
る
（
約
24
％
）
」
と
回
答
す
る
方
が

多
い
点
も
、
こ
の
世
代
の
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

隣
近
所
と
の
関
係
性
に
つい
て
は
、「
顔
も
良
く
知
ら
な
い
」が
約
７
％

と
す
べ
て
の
世
代
で
最
も
低
く
、ま
た
、「
た
ま
に
立
ち
話
を
す
る
」と
回

答
し
た
方
は
約
35
％
と
全
て
の
世
代
の
中
で
最
も
高
く
な
る
な
ど
、近

隣
住
民
と
の
近
し
い
距
離
感
が
調
査
結
果
に
表
れ
て
い
ま
す
。

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
に
は
、健
康
づ
く
り
や
就
労・就
業
、地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、生
涯
学
習
な
ど
、豊
か
な
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、定
年
退
職
を
迎
え
た
高
齢
者
が
何
を
し
た
い
か
考
え
る
際

に
は
、各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、近
所
で
募
集
さ
れ
て
い

る
地
域
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
紹
介
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。自
宅
か
ら
近
い
距
離
に
あ
る
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
も
、そ
の
地
域
に

し
か
な
い
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き
、参
加
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。現
役
時
代
に
は
あ
ま
り
知
る
機
会
の
な
か
っ
た
地
元
の
歴
史
や
魅

力
は
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座
や
活

動
な
ど
に
参
加
し
、深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に

は
調
理
室
も
備
え
ら
れ
て
お
り
、料
理
教
室
等
が
定
期
的
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、日
本
語
を
学
び
た
い
外
国
人
や
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
こ
ど
も

た
ち
に
、日
本
語
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま
す
。そ
の
ほ

か
、健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
と
思
え
ば
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
や
健
康
体
操
へ
の
参
加
の
み
な
ら
ず
、元
気

づ
く
り
ス
テ
ー
シ
ョン
の
取
組
も
あ
り
ま
す
。引
き
続
き
の
就
労
や
就
業

を
希
望
す
る
際
に
は
、横
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
居
住
区
で

働
け
る
就
職
先
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

　

 
市
民
目
線
の
ニ
ー
ズ
探
究
調
査

(3)

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
３
月
に
策
定
し
た
「
よ
こ
は
ま
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
エ
イ
ジ
ン
グ
計
画
～
歳
を
重
ね
て
も
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
～
（
第
９
期 

横
浜
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
・
認
知
症
施
策
推
進
計
画
）
」
で
は
、
心
身
の

状
態
が
変
化
し
た
と
し
て
も
、
地
域
の
助
け
合
い
や
専
門
職
に
よ
る

ケ
ア
に
よ
り
、
高
齢
者
が
自
ら
の
意
思
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
「
生
活
の
質（
Ｑｕａ
ｌ
ｉ
ｔｙ 

Ｏ
ｆ 

Ｌ
ｉ
ｆｅ
）の

向
上
」
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

概
ね
中
学
校
区
域
に
１
館
、
身
近
な
福
祉
・
保
健
の
拠
点
と
し

て
整
備
し
た
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
は
、
横
浜
独
自
の
施
設
で
あ
り
、
２

０
２
４
（
令
和
６
）
年
７
月
１
日
現
在
、
市
内
に
１
４
６
か
所
整
備

さ
れ
て
い
ま
す
。
体
操
教
室
や
食
事
会
、
健
康
講
座
な
ど
の
福
祉
や

保
健
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
加
え
、
専
門

員
に
よ
る
相
談
対
応
や
高
齢
者
の
生
活
支
援
、
居
宅
介
護
支
援
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
）
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

 

横
浜
で
暮
ら
す
高
齢
者
の「
豊
か
な
選
択
肢
」

(4)

事務補助業務（横浜市シルバー人材センター）スーパー内軽作業（横浜市シルバー人材センター）

　

 

高
齢
者
を
支
え
る
横
浜
市
の
事
業
・
取
組

(5)

敬老特別乗車証（敬老パス）
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高
齢
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
取
組
と
し
て
は
敬
老
特
別
乗

車
証
（
敬
老
パ
ス
）
や
濱
と
も
カ
ー
ド
（
高
齢
者
の
た
め
の
優
待
施

設
の
利
用
促
進
事
業
）
が
あ
り
、
高
齢
者
の
外
出
を
促
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
お
で
か
け
交
通
事
業
で
は
、
交
通
事
業
者
が
運
行
す

る
「
路
線
定
期
運
行
」
や
「
デ
マ
ン
ド
型
運
行
」
の
ほ
か
、
地
域
の

支
え
合
い
に
よ
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
」
や
施
設
の
送
迎
車
両
を

活
用
し
た
「
地
域
貢
献
送
迎
バ
ス
」
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

地
域
公
共
交
通
の
導
入
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
住
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
民
間

事
業
者
と
横
浜
市
が
協
働
し
て
生
活
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
掃
除
や
配
食
、
草
む
し
り
、
電
球
交
換
、
買
い
物
代

行
・
同
行
な
ど
、
高
齢
者
の
日
常
の
困
り
ご
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ボランティアバス（緑区「山下地区ささえあいバス」）

高
齢
者
の
地
域
活
動
や
社
会
活
動
を
後
押
し
す
る
取
組
も
様
々

で
す
。

よ
こ
は
ま
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
は
、
高
齢
者
が
、

介
護
施
設
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、
病
院
、
子
育
て
支
援
拠
点
等
で
事

業
の
手
伝
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
補
助
な
ど
の
活
動
を
行

う
と
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
寄
附
・

換
金
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

地域美化ボランティア（横浜市シルバー人材センター）

ちょこっとサポート（横浜市シルバー人材センター）

地域みんなでゆるやかな見守り
　戸塚区地域ネットワーク見守り事業「みまもりネット」は、地域の
方や民間事業者（見守り協力事業者）などが、「ちょっと気がかり」な
高齢の方などに気づいたら、地域ケアプラザや区役所へ連絡し、相
談や支援につなげる仕組みです。
　みまもりネットでは、高齢の方などの自宅へ定期的に訪問してい
る事業者（新聞販売店や郵便局、水道検針事業者、宅配事業者な
ど）や、高齢の方などがよく立ち寄り顔なじみがいる事業者（コンビ
ニエンスストアや美容室、理容店、クリーニング店、管工事事業者、
宅地建物取引業者など）の皆さまに「見守り協力事業者」として登
録していただき、普段の仕事の中で高齢の方などをゆるやかに見
守っていただいています。 みまもりネットパンフレット
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高
齢
者
と
地
域
団
体
、
企
業
の
活
動
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
高
齢

者
が
多
様
な
選
択
肢
の
中
か
ら
、
自
分
の
関
心
事
や
体
力
、
事
情
に

応
じ
て
自
由
に
選
択
し
た
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
シ
ニ
ア
×
生
き
が

い
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ
た
高
齢
者
が
、
中
高
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

青
少
年
の
支
援
に
取
り
組
む
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

政
策
15
「
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」
に
お
い

て
、
政
策
の
目
標
と
し
て
「
個
々
の
健
康
状
態
や
関
心
に
応
じ
て
参

加
で
き
る
場
や
知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備

を
進
め
、
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
役
割
を
持
ち
、
つ
な

が
り
支
え
あ
う
地
域
の
実
現
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

政
策
16
「
在
宅
医
療
や
介
護
の
推
進
」
で
は
、
「
医
療
、
介
護
、

保
健
・
福
祉
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
人
生
の
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
、

地
域
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
」
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

政
策
10
の
「
地
域
の
支
え
あ
い
の
推
進
」
で
は
、
政
策
目
標
と

し
て
、
地
域
住
民
が
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
地
域
で
つ
な
が
る
機
会
が
広
が
る
様
子
や
、
地
域
福
祉
保
健
計

画
の
推
進
に
よ
り
、
多
様
性
の
理
解
や
身
近
な
地
域
の
支
え
あ
い
の

仕
組
み
づ
く
り
が
進
む
様
子
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
９
月
に
行
っ
た
同
計
画
の
中
間
振
り

返
り
で
は
、
政
策
16
の
在
宅
看
取
り
率
が
34
・
１
％
と
早
く
も
目
標

値
の
32
・
４
％
を
達
成
し
、
令
和
７
年
に
実
施
し
た
第
三
期
振
り
返

り
で
は
数
値
を
更
に
伸
ば
し
ま
し
た
（
34
・
4
％
）
。
政
策
10
の
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
等
に
よ
る
地
域
福
祉
団
体
・
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
数
も
第
三
期
振
り
返
り
で
年
間
8
5
3
件
と
、
目
標
値
の
8
0
0

件
を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り
、
い
ず
れ
の
指
標
も
目
標
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
は
、
高
齢
者
が
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
日
常

生
活
圏
域
で
、
地
域
特
性
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
進
め
て
い
ま
す
。
住
ま
い
を
中
心
に
、
介
護
、
医
療
、
生
活
支

援
・
介
護
予
防
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
常
生
活
圏
域
の
レ
ベ
ル
で
政
策
や
施

策
を
構
成
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
概
ね
中
学
校
区
（
人
口
規
模
２

～
３
万
人
）
程
度
の
日
常
生
活
圏
域
の
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
を
中
心
に
、

高
齢
者
支
援
の
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
事
業
の
う
ち
、
敬
老
パ
ス
や
地
域
交

通
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
、
買
い
物
や
趣
味
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の

参
加
な
ど
、
高
齢
者
が
行
き
た
い
場
所
へ
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

も
の
で
あ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

同
じ
文
脈
か
ら
、
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
社
会
貢
献
活
動

を
支
援
す
る
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
、
シ
ニ
ア
×
生
き
が

い
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
な
ど
へ
の
参
加
も
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延

伸
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
ま
す
。

高
齢
者
の
在
宅
生
活
の
支
援
と
し
て
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
加

え
て
、
民
間
事
業
者
と
横
浜
市
が
協
働
し
て
「
生
活
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
在
宅
高
齢
者
の
毎
日
の
生
活
を

支
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
と
の
つ
な
が
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
自
治
会
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど

の
活
動
の
ほ
か
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
で
企
画
開
催
さ
れ
て
い
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
、
住
民
発
意
の
取
組
に
は
暮
ら
し
の
保
健
室
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
カ
フ
ェ
、
大
学
生
に
よ
る
ス
マ
ホ
講
座
な
ど
も
あ
り
、
多
世
代

交
流
や
継
続
性
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
も
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま

す
。自

分
が
住
み
慣
れ
た
地
域
、
地
元
で
の
暮
ら
し
が
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
重
層
的
な
高
齢
者
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 

中
期
計
画
の
位
置
づ
け
・
振
り
返
り

(６)

　

 

高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

(７)

シニア×⽣きがいマッチング事業
シニア×⽣きがいマッチング事業について
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神奈川大学サッカー部と高齢者の交流
　緑区にある竹山団地は昭和４０年代に建設され、約6000人の住
民が暮らす団地であり、高齢化率は45％を超えています。
　このような中、神奈川県住宅供給公社の賃貸住宅の上層階に、
神奈川大学サッカー部の学生が2020（令和２）年５月から入居して
います。約60名の学生たちは団地で生活するだけでなく、竹山連
合自治会と連携しながら、落ち葉清掃、小学生向け学習支援、防災
訓練、花火大会、高齢者向けスマホ相談、消防団活動など、団地の
活性化や課題解決に取り組んでいます。
　さらに、団地内の商店街空き店舗に整備した多世代交流拠点「竹
山セントラル」での健康体操教室や、サッカー部食堂「竹山キッチ

ン」を活用したカフェなど、地域の憩いの場づくりの運営にも携わっ
ています。健康体操教室は専門家監修のプログラムに基づき実施
され、毎回約30名の高齢者が参加する盛況ぶりで、科学的な効果
の検証も始まっています。
　こうした地域活動から生まれる交流は、学生にとって人間的な成
長の機会となり、個々の能力向上やサッカー部の戦績にも好影響
を与える相乗効果が生まれています。また、学生たちの姿に触れた
ことでファンとなり、試合の応援に足を運ぶなど”推し活”を楽しむ
住民も増えています。

Jリーグクラブ加入内定の学生と地域の方々 学生による健康体操教室
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Column

　横浜で暮らす外国人人口は増加傾向にあり、2019（令和元）年
に10万人を超えました。コロナ渦により流入に停滞はありました
が、2025（令和７）年年11月末時点では、13万７５０７人となってい
ます。横浜で生活する外国人の安心・安全な生活の確保と並行
して、地域コミュニティでの活躍を支援していく必要があります。

　横浜市では、おおむね５年ごとに横浜で暮らす外国人の意識を
調査する、外国人意識調査を実施しています。
　2024（令和６）年度の調査結果によれば、今の自分たちの暮ら
しへの満足度について、満足している、やや満足していると回答
した外国人は71.０％。前回調査（令和元年度64.1％）に比べ、７ポ
イント近く上昇した一方で、横浜の生活で困っていることや心配
していることについての回答は、生活費（36.2％）、税金・年金の手
続き（36.0％）、老後の生活（34.5％）に次いで、言語に関すること

（日本語でのコミュニケーションや多言語表示など）が30.2％と
なっています。
　そのため「多文化共生総合相談センター」による多言語による
相談対応や情報提供、行政窓口等への市民通訳ボランティア派
遣の実施のほか、外国にルーツのあるこどもを対象にした日本語
支援拠点「ひまわり（市内３か所）」など、外国人の日本語習得の支
援に力を入れています。また、市内13か所に設置している国際交
流ラウンジでは国際交流事業を実施し、外国人・日本人の相互理
解も進めています。
　また、災害時の外国人支援の取組にも力を入れています。2025

（令和７）年度は、日本語教室や外国人コミュニティが集まる会合

での防災講座の実施のほか、国際交流ラウンジでの普及啓発、地
域防災拠点運営を担う方々への出前講座や、ワークショップ等を
実施しています。
　発災時の担い手としても、外国人の活躍に期待が集まっていま
す。横浜市の外国人消防団員数は100人（令和８年１月末時点）で
あり、全国自治体の中でも最多の規模です。在住外国人が日本人
とともに地域社会の一員として支え合って暮らしていけるよう、地
域における活躍機会の創出に取り組んでいます。
　在住外国人の地域における活躍を促進するとともに、言語や習
慣、文化の異なる住民同士が、ルールやマナー等の共通認識を持
ち、地域コミュニティの中で共に暮らせるよう、相互理解を深める
ことが大切です。
　誰もが安全で快適に暮らせる「人にやさしいまち」を実現する
ためにも、自治会町内会・市民団体・企業の皆様等の協力をい
ただきながら、在住外国人との共生の取組を推進していく必要が
あります。

誰もが快適に
 暮らせるまちに向けて②

国籍 人数（人）

中国
ベトナム
韓国
ネパール
フィリピン

1位
2位
３位
４位
５位

48,567
14,863
12,413
10,507
9,800

インドネシア
ミャンマー
インド
台湾
米国
その他

5,099
4,227
3,682
3,367
2,994
22,293

６位
7位
8位
9位
10位

国籍 人数（人）

その他
16%

中国
35%

ベトナム
11%韓国

9%

ネパール
8%

フィリピン
7%

インドネシア
4%

ミャンマー
3%

インド
3%

台湾
2%

米国
2%

市内在住外国人の国籍別人数及び割合（令和７年12月末時点）

インドの伝統行事「ディワリ」にちなんだ文化交流イベント

タイのロイクラトン祭り（水の女神に感謝を捧げる祭り）の灯篭づくり

防災をテーマとした多文化共生セミナー
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横
浜
市
に
は
３
７
７
万
人
が
暮
ら
し
、
18
の
行
政

区
が
市
民
の
日
々
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
最
も

人
口
が
多
い
港
北
区
で
は
37
万
人
近
い
市
民
が
暮
ら

し
て
お
り
、
こ
の
規
模
は
、
中
核
市
の
横
須
賀
市
に

相
当
す
る
規
模
で
す
。
横
浜
市
民
の
生
活
や
実
態
を

よ
り
丁
寧
に
捉
え
る
た
め
に
は
、
市
域
や
区
域
で
捉

え
る
視
点
と
並
行
し
て
、
自
治
会
町
内
会
、
中
学
校

区
域
な
ど
、
よ
り
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
市
民
生
活
を
捕

捉
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　

中
期
計
画
で
は
、
政
策
９
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
謳
い
、
地
域
活
動
団
体
の
課
題
感
や
悩

み
に
丁
寧
に
寄
り
添
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
型
行
政
の

推
進
、
地
域
の
活
動
に
参
画
で
き
る
人
材
の
発
掘
・

育
成
、
企
業
や
大
学
等
の
多
様
な
主
体
と
の
協
働
、

地
域
活
動
団
体
・
個
人
が
つ
な
が
る
協
働
に
よ
る
地

域
づ
く
り
を
政
策
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
自
治
会
町

内
会
を
中
心
に
地
域
で
活
動
す
る
様
々
な
団
体
が
連

携
し
、
主
体
的
、
継
続
的
に
協
議
・
実
践
で
き
る
基

盤
「
地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
は
、
地
域
支
援

の
先
に
あ
る
一
つ
の
理
想
形
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。　

体
の
リ
ア
ル
な
声
を
、
後
世
に
語
り
継
ぐ
市
民
の
歴

史
（
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
※
２
）
と
し
て
記
録

し
、
政
策
効
果
の
検
証
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
団
体
は
、
区
域
に
特
化
し
た
活
動

を
通
じ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
、
市
域
レ
ベ
ル
や
広
域
レ
ベ
ル
で
の
活

動
・
中
間
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
の
ほ
か
、

高
齢
化
対
策
や
こ
ど
も
の
居
場
所
な
ど
、
横
浜
市
が

直
面
し
て
い
る
政
策
課
題
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
、

顕
著
な
成
果
を
残
し
て
い
る
団
体
な
ど
を
中
心
に
選

定
し
ま
し
た
。
中
期
計
画
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
社
会
課
題

な
ど
か
ら
読
み
取
っ
た
８
つ
の
視
座
（
後
述
）
を
念

頭
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
横
浜
の
色
彩
豊
か
な

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
真
価
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　  

※
１ 

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
社
会
や
地
域
に

お
け
る
人
々
の
信
頼
関
係
や
結
び
つ
き
を
表
す
概
念

の
こ
と
。

地
縁
団
体
や
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
こ
と
を
示
し
ま

す
。

※
２ 

オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
：
人
の
記
憶
を
呼

び
さ
ま
し
、
記
録
を
と
り
編
集
し
て
広
く
一
般
に
読

ん
で
も
ら
う
作
業
全
般
を
言
う
。
…
読
む
人
の
心
に

響
く
の
は
、
個
々
の
体
験
が
普
遍
性
を
帯
び
て
い
る

か
ど
う
か
だ
。
（
御
厨
貴
編
「
オ
ー
ラ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ー
に
何
が
で
き
る
か
」（
岩
波
書
店
）よ
り
引
用
抜

粋
）。

横
浜
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

協
働
の
地
域
づ
く
り

　

横
浜
で
は
、
市
域
に
設
け
た
市
民
協
働
推
進
セ
ン

タ
ー
と
横
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
区
域
に
は
各
区

役
所
の
地
域
と
向
き
合
う
体
制
や
各
区
社
会
福
祉
協

議
会
、
各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
中
学
校
区

域
に
は
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
の
行
政
イ
ン
フ
ラ
を

構
築
し
、
地
域
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
並
行
し
て
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
の

施
策
と
し
て
は
、
地
域
福
祉
保
健
計
画
地
区
別
計
画

の
策
定
・
推
進
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策

定
・
推
進
、
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
や
ま
ち

の
不
燃
化
推
進
事
業
、
地
域
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、

自
治
会
町
内
会
の
I
C
T
支
援
な
ど
、
時
勢
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
政
策
や
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

 　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
地
域
の
担
い
手
不
足

な
ど
に
向
き
合
う
横
浜
市
に
は
、
地
域
に
お
け
る
医

療
的
・
福
祉
的
な
機
能
と
は
別
に
、
社
会
や
地
域
に

お
け
る
人
と
人
と
の
信
頼
関
係
や
結
び
つ
き
を
示
す

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
※
１
」
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
第
３
章
で
は
、
市
民
生
活
白
書
の
創
刊
趣
旨

で
あ
る
「
市
民
生
活
や
市
政
の
決
算
書
」
に
鑑
み
、

市
政
運
営
を
市
民
目
線
か
ら
振
り
返
り
ま
す
。
子
育

て
や
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
福
祉
、
多
文
化
共
生
な
ど
、

様
々
な
政
策
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
縁
団

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
の

政
策
と
効
果

市
民
目
線
で
の
政
策
効
果
の
検
証
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地
域
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ニ
テ
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

言
行
録

「（
卒
業
し
た
大
学
生
に
）六
角
橋
が
良
か
っ
た
と

思
い
出
し
て
も
ら
え
る
の
が
住
み
や
す
い
、戻
っ

て
き
た
い
ま
ち
。卒
業
し
て
も
戻
っ
て
き
た
く

な
る
ま
ち
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
、ま
ち
づ
く

り
の
基
本
に
し
て
い
ま
す
」

（
ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
l
u
s
）

「
地
区
支
援
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の
活

動
を
支
援
し
て
く
れ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し

ろ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組
む
仲
間

と
し
て
身
近
で
心
強
い
存
在
で
す
」

（
西
区
第
４
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

「
南
消
防
署
と
南
消
防
団
は
、地
域
防
災
を
進
め

る
際
の
ま
さ
に
車
の
両
輪
の
よ
う
な
関
係
だ
と

思
い
ま
す
。両
方
が
揃
っ
て
初
め
て
、災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
の
で
す
」

（
南
消
防
団
）

「
ま
る
で
実
家
に
暮
ら
す
大
学
生
と
親
、祖
父
母

の
よ
う
な
、ま
さ
に〝
ふ
る
さ
と
左
近
山
〟の

言
葉
に
相
応
し
い
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
ま
し
た
」

（
オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
）

「
市
も
区
も
地
域
住
民
も
、み
ん
な
が
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
さ
く
ら
茶
屋
で
す
が
、わ
た
し
た

ち
は
地
域
住
民
と
わ
た
し
た
ち
の
協
働
作
業
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
さ
く
ら
茶
屋
に
し
し
ば
）

「
行
政
か
ら
の
30
万
円
の
補
助
金
か
ら
、新
し
い

活
動
の
芽
を
育
て
、多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。補
助
金
の
価
値
を
10

倍
、1
0
0
倍
に
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
）

「
外
国
人
に
よ
っ
て
滞
在
歴
や
日
本
語
の
学
習
歴

も
様
々
な
の
で
、支
援
す
る
際
に
も
一
律
で
は

な
い
、柔
軟
な
選
択
肢
を
意
識
し
た
政
策
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
」

（Sharing Caring Culture

）

「（
企
業
の
市
民
活
動
は
）直
接
本
業
の
売
上
げ

に
は
つ
な
が
ら
な
い
取
組
で
は
あ
り
ま
す
が
、企

業
と
し
て
の
信
頼
価
値
は
上
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
ス
リ
ー
ハ
イ
）

「
市
職
員
の
み
な
さ
ん
が
辛
抱
強
く
私
た
ち
に
本

当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
問
い
か
け
続
け
て

く
れ
た
こ
と
が
私
た
ち
に
と
っ
て
は
有
り
難
く
、

そ
の
後
の
活
動
の
広
が
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

（
こ
ま
ち
ぷ
ら
す
）
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〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している
活動そのものが

脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

00
11
22
33

44
55

インタビューを行った団体等に、５点を基準として自己評価をしていただきました。
特に、団体等が強み・特徴と捉えている視座は、５点を超えた評価となっています。

市民生活と政策効果のインタビュー団体

鶴見川流域
ネットワーキング

まち×学生
プロジェクトplus

西区第4地区
社会福祉協議会

南消防団

さくら茶屋
にししば

スリーハイ

オールさこんやま

こまちぷらす

〈コラム〉
いずみ野キッチン

Sharing Caring
Culture
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地域コミュニティを捉える8つの視座

■
活
動
例
■

　
自
治
会
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
た
地
域
づ
く
り

　
行
政
と
協
働
し
て
実
施
す
る
学
習
講
座

　
地
元
企
業
や
商
店
街
と
共
催
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
を
実
用
化

他
の
団
体
や
企
業
な
ど
、

多
様
な
主
体
と
協
働
・
共
創
し
て
い
る
。

1
■
活
動
例
■

　
活
動
の
一
環
と
し
て
の
環
境
教
育

　
地
元
野
菜
を
使
っ
た
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー

　
事
務
所
の
照
明
を
L
E
D
化
、
エ
ア
コ
ン
は
省
エ
ネ
商
品

　
廃
棄
物
を
減
ら
し
、
使
え
る
も
の
は
再
利
用(

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
活
動
を
推
進)

活
動
そ
の
も
の
が
脱
炭
素
社
会
の
形
成
や

適
応
策
に
対
応
し
て
い
る
。

2
■
活
動
例
■

　
外
国
人
向
け
の
情
報
誌
発
行

　
在
住
外
国
人
を
対
象
に
し
た
防
災
啓
発

　
外
国
人
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
ル
ビ
を
ふ
る
、表
現
を
変
え
る
な
ど
、や
さ
し
い
日
本
語
や
日
本
語
以
外
の
案
内
表
記

在
住
外
国
人
と
の
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

3
■
活
動
例
■

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
健
康
意
識
を
高
め
る

　
学
生
発
案
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

　
自
治
会
や
商
店
街
が
行
う
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
へ
の
協
力

　
地
域
を
巡
回
す
る
乗
合
自
動
車
の
運
行

福
祉
保
健
や
安
全
安
心
な
ど
、

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

4

■
活
動
例
■

　
多
文
化
親
子
交
流
会
の
実
施

　
多
世
代
が
く
つ
ろ
げ
る
居
場
所
の
提
供

　
気
軽
に
食
事
を
取
り
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
カ
フ
ェ
の
運
営

　
多
団
体
と
連
携
す
る
会
議
体
・
事
業
活
動
を
担
っ
て
い
る

多
様
な
主
体
が
集
い
、交
流
で
き
る

拠
点
・
居
場
所
を
運
営
し
て
い
る
。

5
■
活
動
例
■

　
地
域
の
特
産
品
販
売
を
通
じ
て
、
地
域
経
済
に
貢
献

　
「
若
者
が
ま
ち
で
活
躍
で
き
る
場
」
を
目
指
し
た
活
動

　
公
的
な
補
助
金
や
民
間
の
助
成
金
を
活
用

　
直
接
顔
を
合
わ
せ
、
人
と
の
交
流
が
深
ま
る
定
例
会
の
実
施

人
材(

担
い
手
づ
く
り)

や
資
金
な
ど
、活
動
の

継
続
性
を
意
識
し
て
い
る
。

6
■
活
動
例
■

　
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
や
料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
の
募
集
・
参
加

　
参
加
す
る
人
た
ち
が
、
相
談
し
な
が
ら
一
緒
に
作
る
サ
ロ
ン
の
開
設

　
活
動
の
理
解
者
を
増
や
す
仕
掛
け
づ
く
り

活
動
そ
の
も
の
の
門
戸
が
開
か
れ
、

住
民
参
加
を
意
識
し
て
い
る
。

7
■
活
動
例
■

　
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動

　
小
中
学
生
の
学
習
支
援

　
図
書
館
で
の
読
み
聞
か
せ

　
小
学
生
の
ま
ち
探
検
へ
の
協
力
、
居
場
所
を
増
や
す
支
援

子
育
て
し
た
い
ま
ち
の
形
成
を
意
識
し
て
い
る
。

8
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
l
u
s

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

p
l
u
s
は
、横
浜
を
中
心
に
自
治
会・地
区
社
会
福
祉

協
議
会
・
学
生（
若
者
）・
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
な
ど
、

各
主
体
が
対
等
に
集
い
、連
携
で
き
る
場
を
創
り
出
す

こ
と
や
、多
様
な
主
体
が
地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
機

会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
地

域
課
題
の
解
決
を
促
し
、多
様
な
文
化
・
属
性
を
も
つ

人
が
安
心
し
て
社
会
参
加
、地
域
参
加
が
で
き
る
共
生

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
世
代
を
超
え
て
想
い
を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」を
理

念
と
し
て
、若
者
と
地
域
の
連
携
事
例
を
生
み
出
す
た

め
の
活
動
の
ほ
か
、認
知
症
啓
発
活
動
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
開
催
な
ど
、

地
域
で
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
意
識
し
な
が
ら

活
動
し
て
い
ま
す
。

同
団
体
の
設
立
に
は
、身
近
な
福
祉
保
健
活
動
の
拠

点
で
あ
る「
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
」、そ
こ
に
配
置
さ
れ
た

「
地
域
活
動
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」が
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
l
u
s
は
、地

域
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
特
に
著
し
い
功
績
の
あ
っ
た

活
動
を
表
彰
す
る「
横
浜
・
人
・
ま
ち
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」

に
お
い
て
も
、２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
の
地
域
ま
ち
づ

く
り
部
門
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。 

キャンドルナイト2024集合写真

まちづくり講演会の様子

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉
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特定非営利活動法人まち×学生プロジェクトplusからのひとこと

　私たちは、多様な主体のコーディネートを
通じてまちづくりを行うことを活動の主軸に
据え、自治会町内会をはじめ、企業、福祉施
設、地元の幼稚園や商店街に至るまで、地域
の多様な団体と積極的に協働しています。
　なかでも、法人の一大イベントである

「キャンドルナイト」では、通常は廃棄される
牛乳パックや瓶など、誰もが手に入れやすい
資源を活用し、「誰もが参加できるまちづく
り」を体現する場として開催しています。今
後は、多文化共生を推進する施設等との連
携にも取り組み、より多様な方へ開かれた活
動を目指していきたいです。
　他には、町内会との連携事業には力を入
れており、地域行事や防災訓練を一過性の

活動にとどめず、継続的な関係を築くこと
で、地域に愛着を持つ学生の育成や、高齢化
といった地域課題へのひとつの解決策を提
示しています。
　活動拠点を持たない私たちは、地域のさ
まざまな場所をお借りすることで、その場ご
とに住民との交流を深め、まちづくりを実践
しています。また、イベントの運営資金とし
て、出展団体からの協力金やクラウドファン
ディング等の仕組みも導入し、持続可能な活
動を実現しています。さらに、「社会人への門
出式」や「ホームカミングデー」といった卒業
しても参加し続けられる取組も行っており、
愛着をもって再び活動に関わる若者が多い
ことも、私たちの大きな特徴のひとつです。

〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55
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―
最
初
に
、ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
l
u
s（
以
降
、「
ま
ち
か

け
」）と
な
る
前
に
、ど
の
よ
う
に
自
治
会
と
学
生
が
繋
が
っ
た
の
か
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森
：
六
角
橋
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
が
六
角
橋
連
合
自
治
会
館
の
近
く
に

開
所
し
た
（
２
０
１
１（
平
成
23
）年
11
月
）
こ
と
か
ら
、
自
治
会
定

例
会
の
開
催
場
所
と
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
会
議
室
を
使
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
４（
平
成
26
）年
に
、
地
域
活
動
交
流

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
原
島
君
が
着
任
。
彼
の
第
一
印
象
は
、

と
に
か
く
六
角
橋
の
こ
と
に
詳
し
い
。
自
治
会
が
開
催
し
て
い
る
お

祭
り
か
ら
始
ま
り
、
高
齢
者
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
子
育
て

支
援
拠
点
が
開
催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、
六
角
橋
エ
リ
ア
の
地

域
情
報
に
詳
し
い
こ
と
に
驚
い
た
し
、
感
動
す
ら
覚
え
ま
し
た
ね
。

原
島
：
着
任
時
の
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
所
長
か
ら
、
「
担
当
エ
リ
ア

全
て
の
連
合
単
位
町
内
会
に
電
話
を
入
れ
、
定
例
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
な
さ
い
。
地
域
活
動
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
事
務
所
に

座
っ
て
い
て
も
仕
事
に
な
ら
な
い
か
ら
、
外
に
出
て
、
多
く
の
時
間

を
地
域
で
過
ご
す
よ
う
に
。
」
と
言
わ
れ
、
一
年
か
け
て
様
々
な
会

合
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。
自
治
会
の
皆
さ
ん
と
話
す
と
、

大
学
生
に
対
す
る
印
象
は
様
々
。
大
学
生
が
暮
ら
す
こ
と
で
街
に
活

気
が
生
ま
れ
る
、
防
犯
に
も
有
効
と
い
っ
た
期
待
の
声
が
あ
が
る
一

方
で
、
騒
音
、
ご
み
の
分
別
を
し
な
い
な
ど
、
否
定
的
な
意
見
も
耳

に
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
言
い
分
を
別
々
に
聞
い
て
も
埒
が
明
か
な
い
と
思

い
、
連
合
会
長
だ
っ
た
森
さ
ん
と
神
奈
川
大
学
の
非
常
勤
講
師
の
先

生
と
３
人
で
、
地
域
団
体
の
代
表
者
と
学
生
が
意
見
交
換
す
る
場
を

設
け
、
２
０
１
５（
平
成
27
）年
10
月
に
は
、
ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
原
形
を
創
り
ま
し
た
。

岩
崎
：
私
は
学
生
の
頃
、
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
に
所
属
し

て
い
て
、
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
と
し
て
皆
が
参
加
し
や
す
い

「
ご
み
拾
い
」
を
考
え
ま
し
た
が
、
集
め
た
後
の
ご
み
の
処
理
方
法

が
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
相

談
す
る
と
大
学
の
あ
る
神
奈
川
区
の
社
会
福
祉
協
議
会
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
す
る
と
、
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、「
区
社
協
」）の
方

か
ら
「
今
す
ぐ
会
わ
せ
た
い
人
が
い
る
」
と
、
六
角
橋
地
域
ケ
ア
プ

ラ
ザ
で
働
く
、
地
域
活
動
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
原
島
さ
ん
を

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
原
島
さ
ん
に
ご
み
拾
い
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ

ろ
、
六
角
橋
に
暮
ら
す
多
く
の
人
た
ち
が
楽
し
め
て
、
大
学
生
だ
か

ら
こ
そ
出
来
る
こ
と
を
し
な
い
？
と
提
案
さ
れ
、
共
に
考
え
生
ま
れ

た
の
が
ま
ち
か
け
最
初
の
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
「
六
神
祭
（
ろ
く

じ
ん
さ
い
）
」
で
し
た
。

―
ま
ち
か
け
の
活
動
を
す
る
上
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
や
、気
を

付
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 森
：
１
０
０
回
以
上
開
催
し
続
け
て
い
る
定
例
会
で
す
。
月
一
回
、

定
期
的
に
集
ま
り
、
や
り
た
い
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
は
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
想
い
を
持
っ
た
人
た
ち
が
集
ま
る
こ
と
で
、
や
り
た
い

こ
と
が
し
っ
か
り
共
有
で
き
ま
す
。
た
と
え
夢
物
語
で
も
ま
ず
は
話

す
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
学
生
の
前
で
口
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
皆

で
一
生
懸
命
語
り
合
っ
た
こ
と
は
必
ず
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
、

ま
ち
か
け
の
ル
ー
ル
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
か
け
の
メ
ン
バ
ー
は
み
ん
な
人
が
好
き
で
、
社
会

人
や
学
生
と
い
っ
た
上
下
関
係
も
な
い
の
で
、
フ
ラ
ッ
ト
に
同
じ
価

値
観
を
共
有
で
き
て
い
ま
す
。
誰
か
が
こ
ん
な
こ
と
を
や
り
た
い
と

い
う
と
、
皆
で
真
剣
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
の
は
面
白
い
と
こ
ろ
で

す
。

原
島
：
定
例
会
の
30
分
前
に
は
大
学
生
と
打
合
せ
を
し
て
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
る
か
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
の
ネ
タ
集
め
。

定
例
会
の
際
に
は
、
学
生
が
話
せ
そ
う
な
話
題
を
積
極
的
に
振
り
に

行
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
と
に
か
く
聞
い
て
帰
る
だ
け
の
会
に
は
さ

せ
な
い
、
そ
れ
で
は
次
に
来
な
く
な
る
と
思
い
、
定
例
会
に
来
た
学

生
に
は
必
ず
発
言
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

小
倉
：
途
中
か
ら
は
学
生
も
原
島
さ
ん
と
一
緒
に
定
例
会
の
司
会
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
原
島
さ
ん
は
地
域
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
や
り
た
い
こ
と
を
先
回
り
し
て
把
握
し
て
い
た
の
で
、
ど
の
よ

う
に
話
を
振
り
、
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
を
考
え
ら
れ
る
。
ま
さ

に〝
段
取
り
〟で
す
よ
ね
。
学
生
団
体
の
打
合
せ
で
は
、
そ
う
し
た

会
議
の
運
び
方
を
考
え
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
衝
撃
的
で
し
た
。

特定非営利活動法人
まち×学生プロジェクトplus
後列左から：
岩崎理事、原島理事、森理事長、小倉事務局長
前列左から：
学生サポートスタッフ山下さん、
学生コーディネーター吉田さん、
学生サポートスタッフ小野さん

interview
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

―「
戻
っ
て
き
た
い
ま
ち
」を
テ
ー
マ
に
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。

森
：
大
学
生
は
４
年
か
６
年
く
ら
い
で
六
角
橋
を
離
れ
て
し
ま
う
。

将
来
結
婚
や
子
育
て
で
転
居
を
考
え
た
時
に
、
六
角
橋
が
良
か
っ
た

と
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
の
が
住
み
や
す
い
、
戻
っ
て
き
た
い
ま
ち
。

卒
業
し
て
も
戻
っ
て
き
た
く
な
る
ま
ち
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
に
し
て
い
ま
す
。

小
倉
：
団
体
発
足
当
時
か
ら
「
門
出
式
」
と
い
う
、
ま
ち
か
け
か
ら

の
卒
業
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
六
角
橋
に
戻
っ
て
来
い
よ
！
と
い
う

会
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
、
卒
業
証
書
（
感
謝
状
）
を
渡
し
て

い
ま
す
。
他
に
は
卒
業
後
も
つ
な
が
り
が
続
く
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
も
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

私
は
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
卒
業
し
て
就
職
し
ま
し

た
が
、
入
社
３
日
で
テ
レ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
し
ま
い
、
ま
ち
か
け
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
ご
く
救
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
、
学
生
は
卒

業
す
る
と
、
地
域
活
動
か
ら
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
責
任
の
あ
る

仕
事
を
任
さ
れ
づ
ら
い
若
手
社
会
人
に
こ
そ
、
こ
う
し
た
活
動
の
場
、

居
場
所
は
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
関
わ
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
他
に
は
な
か
な
か
無
い
、
ま
ち
か
け
の
大
き

な
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

 ―
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
は
大
変
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 原
島
：
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
止
ま
り
、
今
ま
で
継
続
し
て
き
た
つ
な

が
り
が
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
、
何
か
を
残
さ
な
い
と
こ
の
活
動
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
、
団

体
発
足
か
ら
５
年
と
い
う
節
目
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
活
動
実
績
を

ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
を
決
め
ま
し
た
。
他
団
体
の
冊
子
作
成
を
１

年
間
手
伝
わ
せ
て
も
ら
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
た
う
え
で
、
作
成
に
取

り
掛
か
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
で
の
打
合
せ
が
で
き
ず
、
学

生
と
の
や
り
取
り
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
駆
使
し
、
試
行
錯
誤
の
末
に
一

度
も
対
面
で
集
ま
ら
ず
に
冊
子
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

森
：
緊
急
事
態
宣
言
中
の
大
学
生
は
友
達
が
で
き
な
い
、
大
学
に
も

行
け
な
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い
、
お
金
も
な
く
食
事
に
困
っ

て
い
る
け
れ
ど
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
す
相
手
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
学
生
を
地
域
で
助
け
た
い
と
思
い
、
周
囲
に
協
力
を
求
め
、
食

事
支
援
の
実
施
に
向
け
て
動
き
出
し
、
始
動
か
ら
２
週
間
で
「
ま
ち

S
H
O
K
U
」
と
い
う
企
画
を
実
現
し
ま
し
た
。

原
島
：
当
時
は
自
治
体
や
大
学
単
位
で
の
食
支
援
は
あ
り
ま
し
た
が
、

町
内
会
単
位
で
の
支
援
は
全
国
で
も
初
め
て
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
５
年
間
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地
域

も
大
学
も
す
ぐ
に
協
力
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

 ―
２
０
１
８（
平
成
30
）年
か
ら
実
施
し
て
い
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

に
つ
い
て
、開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 原
島
：
ま
ち
か
け
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
事
業
で
関
わ
っ
て
き
た

相
手
方
は
、
「
六
神
祭
」
は
自
治
会
や
保
育
園
や
小
学
校
、
認
知
症

啓
発
活
動
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
商
店
街
、
「
神

大
マ
ル
シ
ェ
」
は
地
元
企
業
と
、
少
し
ず
つ
層
が
異
な
っ
て
い
て
、

せ
っ
か
く
な
ら
、
ま
ち
か
け
の
大
き
く
な
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
員

が
参
加
で
き
る
、
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
よ
う
と
考
え
た
企
画

が
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
で
し
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
の
材
料
は
、

牛
乳
パ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ム
の
空
き
瓶
。
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
近
所
の
保
育

園
の
給
食
セ
ン
タ
ー
や
カ
フ
ェ
、
各
ご
家
庭
か
ら
集
め
ま
し
た
。
空

き
瓶
は
、
地
域
に
幅
広
く
依
頼
し
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
お
持
ち
い

た
だ
く
こ
と
で
、
住
民
の
社
会
参
画
や
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
機

会
と
し
て
も
位
置
付
け
ま
し
た
。
地
域
の
集
ま
り
で
、
瓶
を
集
め
て

い
た
高
齢
の
方
が
「
点
灯
当
日
は
夜
で
伺
え
な
い
け
ど
、
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
に
私
は
ジ
ャ
ム
瓶
で
協
力
し
て
い
る
の
よ
」
と
話
す
な
ど
、

ま
ち
の
人
た
ち
全
員
で
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
創
り
上
げ
て
い
る
と

い
う
一
体
感
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

森
：
大
学
は
近
寄
り
づ
ら
い
場
所
だ
と
い
う
地
域
の
認
識
を
取
り
払

い
、
大
学
と
地
域
が
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も
が
参
加
で
き
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
裾
野

を
広
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 ―
ま
ち
か
け
で
は
、大
学
生
の
意
識
を
丁
寧
に
地
域
活
動
へ
と
つ
な
げ

て
い
ま
す
。い
わ
ゆ
る
若
年
層
を
地
域
が
受
け
入
れ
る
際
の
、意
識
の

持
ち
よ
う
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 森
：
学
生
が
お
手
伝
い
と
し
て
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
企
画
段
階
か
ら
ま
ち
と
学
生
と
が
一
緒
に
取
り
組
み
、
と
も
に

成
長
で
き
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
若
い
人
の
意

見
を
進
ん
で
取
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
ち
か
け
の
活
動
に
お

い
て
、
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

小
倉
：
地
域
の
皆
さ
ん
の
想
い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
対
等
に
想
い

や
熱
意
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
は
、
ま
ち
か
け
に
参
加
す
る
学
生

が
大
事
に
し
て
い
る
価
値
観
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
ち
と
学
生
が
と
も

に
行
う
取
組
は
、
学
生
へ
の
支
援
が
目
的
だ
っ
た
り
、
ま
ち
の
た
め

に
学
生
が
労
働
力
と
し
て〝
使
わ
れ
る
〟だ
け
に
な
っ
て
い
た
り
と
、

目
的
が
ど
ち
ら
か
に
偏
っ
て
し
ま
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
、

コ
ロ
ナ
禍
や
様
々
な
こ
と
を
乗
り
越
え
て
発
足
か
ら
10
周
年
を
迎
え

定例会の様子
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ら
れ
た
の
は
、
目
的
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
し
、
「
み
ん
な
で
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
」
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
で
き
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
が
偏
り
か
け
た
ら
、
そ
の
都
度
よ
く
話
し
合

う
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
と
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
原
島
さ
ん
の
よ
う
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
存
在
も
重
要
で
す
。
学
生
は
限
ら
れ
た
時
間

で
、
ま
ち
で
の
実
践
的
な
活
動
や
就
職
活
動
に
向
け
た
自
身
の
経
験

と
な
る
活
動
を
し
た
い
と
い
う
思
惑
が
あ
り
、
地
域
は
長
い
目
で
見

て
、
自
分
た
ち
が
住
む
ま
ち
を
よ
り
良
く
し
た
い
と
い
う
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
か
ら
、
学
生
の
持
つ
知
見
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
入
れ
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
中
で
、
双
方
の
想
い
を
受

け
止
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
指
す
も
の
が
1
つ
に
な
る
よ
う
に
上
手
く

導
い
て
く
れ
る
存
在
で
す
。

　―
学
生
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
か
け
に
参
加
し
た
経
緯
や
印
象
的
な
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 吉
田
：
私
は
、
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
で
講
師
を
し
て
い
た
原

島
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
昨
年
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ

イ
ト
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
リ
ー
ダ
ー
を
し
た
際
、
活
動

の
目
的
や
伝
え
方
を
原
島
さ
ん
が
一
緒
に
考
え
て
く
れ
、
普
段
の
大

学
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
が
で
き
て
、
自
分
の
成
長
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
の
人
が
自
分
の
名
前
を
覚
え
て
く
れ
た
り
、

昔
の
ま
ち
の
様
子
を
教
え
て
く
れ
た
り
と
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
、
ま
ち
か
け
の
魅
力
で
す
。

山
下
：
私
は
、
ま
ち
か
け
メ
ン
バ
ー
の
門
出
式
に
誘
わ
れ
て
参
加
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
入
学
し
て
か
ら
、
２
年
生
ま

で
地
元
の
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
門

出
式
で
当
時
の
卒
業
生
が
地
域
活
動
と
仲
間
へ
の
感
謝
か
ら
号
泣
し

て
い
る
姿
を
見
て
、
こ
ん
な
に
も
地
域
活
動
へ
打
ち
込
み
、
気
持
ち

を
込
め
ら
れ
る
先
輩
が
い
る
の
か
と
感
銘
を
受
け
、
自
分
も
ま
ち
か

け
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
去
年
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
の
お
礼
で
色
々
な
団
体
に
ご
挨
拶
に
伺
っ
た
時
、
顔
を
覚
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

小
野
：
私
は
、
昨
年
度
受
講
し
た
神
奈
川
区
の
「
地
域
づ
く
り
大
学

校
」
で
、
講
師
を
し
て
い
た
原
島
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
始
め
は
原
島
さ
ん
が
主
導
で
学
生
を
引
っ
張
る
団
体
な
の
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
N
P
O
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
去

年
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
に
参
加
し
た
際
、
小
倉
さ
ん
や
岩
崎
さ
ん

が
当
日
の
運
営
や
片
づ
け
を
仕
切
る
様
子
や
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
す
る
先
輩
学
生
が
自
主
的
に
動
く
と
こ
ろ
が
印

象
的
で
、
す
ご
く
し
っ
か
り
し
て
い
る
団
体
だ
と
思
い
ま
し
た
。

正
式
に
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ま
ち
か
け
は
他
に
は
な
い

団
体
だ
と
い
う
こ
と
。
私
の
大
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
は
、

学
生
を
集
め
て
当
日
お
手
伝
い
だ
け
を
し
て
終
わ
り
、
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
多
く
、
ま
ち
か
け
の
よ
う
に
学
生
も
主
体
的
に
動
い
て

い
る
組
織
は
、
地
域
活
動
に
お
い
て
は
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
原
島
さ
ん
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
働
く
上
で
大
切
に
し
て

き
た
価
値
観
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　原
島
：
市
内
１
４
６
か
所
に
整
備
さ
れ
た
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
は
横
浜

市
の
宝
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
自
由
度
が
高
く
、
裁
量
の
大

き
い
地
域
活
動
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配
属
さ
れ
た
か
ら

こ
そ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
手
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
見
守
っ
た
り
立
ち
会
っ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
や

る
気
が
出
る
ま
で
は
火
を
灯
し
続
け
、
み
ん
な
が
同
じ
方
向
を
向

い
て
走
り
出
し
た
ら
す
っ
と
引
く
。〝
地
域
主
体
〟の
名
の
と
お
り
、

地
域
が
主
体
的
に
動
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
学
生
が
忙
し
い
時
期
、
地
域
が
忙
し
い
時
期
な
ど
は
、

地
域
の
最
前
線
で
動
い
て
い
る
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
把
握
で
き
る
。
数
年
で
代
替
わ
り
す
る
学
生
は
、

代
に
よ
っ
て
は
、
昨
年
の
体
制
と
今
年
の
体
制
と
で
や
る
こ
と
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
地
域
が
困
る
、
と
い
う
の
は
よ
く

あ
る
話
だ
と
思
い
ま
す
。
先
を
見
据
え
て
次
の
世
代
を
担
っ
て
く
れ

そ
う
な
学
生
に
は
あ
ら
か
じ
め
声
を
か
け
て
、
ま
ち
か
け
に
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
学
生
が
や

り
た
い
こ
と
が
今
の
活
動
に
無
い
場
合
、
現
在
の
活
動
に
新
し
い
要

素
を
足
し
て
気
持
ち
に
火
を
付
け
た
り
、
活
動
を
組
み
替
え
な
が
ら
、

若
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
と
学
生
を
つ
な
ぐ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
「
×
（
か
け
る
）
」
と
い
う
機
能
は
、
持
続
可
能
な
団
体
と
な
る

上
で
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 ―
ま
ち
か
け
の
活
動
を
続
け
る
中
で
、ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
感
じ

ら
れ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 森
：
任
意
団
体
の
頃
は
、
六
角
橋
に
住
む
人
た
ち
や
神
奈
川
大
学
の

学
生
と
活
動
し
て
い
れ
ば
十
分
で
し
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
こ

と
で
、
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
は
六
角
橋
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
の

活
動
で
は
な
く
、
同
じ
価
値
観
を
持
ち
、
誰
が
見
て
も
認
め
ら
れ
る

活
動
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
学
生
も
神
奈
川

大
学
に
限
定
せ
ず
、
色
々
な
大
学
の
学
生
が
一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て

キャンドルナイトの様子
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
健
康
福
祉
局「
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
・

　
地
域
活
動
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」■

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
は
、誰
も
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、身
近
な
福
祉
保
健
の
拠
点
と
し
て
様
々
な
取
組
を
行
う

横
浜
市
独
自
の
施
設
で
す
。日
常
生
活
圏
域
ご
と（
主
に
中
学
校

区
域
に
１
施
設
）に
設
置
さ
れ
て
い
る
同
プ
ラ
ザ
は
、福
祉・保
健

の
活
動
や
交
流
の
場
と
し
て
の
部
屋
の
貸
出
や
活
動
の
支
援
、福

祉・保
健
に
関
す
る
相
談
や
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
l
us
の
設
立
や
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
職
員
で
あ
る
地
域
活
動
交

流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
関
わ
っ
て
お
り
、神
奈
川
区
六
角
橋
地

区
を
中
心
に
し
た
自
治
会
町
内
会
や
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、大
学

生
が
協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　
■
都
市
整
備
局「
横
浜
・
人
・
ま
ち
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」■

横
浜
市
で
は
、市
内
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
関
し
て
特
に
著

し
い
功
績
の
あ
っ
た
活
動
や
、都
市
景
観
の
創
造
や
保
全
に
寄
与

し
た
ま
ち
な
み
を
構
成
す
る
建
築
物
等
を
表
彰
し
て
、魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
広
く
進
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、「
横

浜
・
人
・
ま
ち
・
デ
ザ
イ
ン
賞
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。同
賞
に

は
、地
域
ま
ち
づ
く
り
部
門
と
ま
ち
な
み
景
観
部
門
の
２
部
門
が

あ
り
、隔
年
で
表
彰
し
て
い
ま
す
。

地
域
ま
ち
づ
く
り
部
門
は
、市
民
が
主
体
と
な
っ
て
創
意
工

夫
し
、地
域
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
、活

動
の
主
体
と
な
る
団
体
を
表
彰（
本
賞
）す
る
と
と
も
に
、そ
の
取

組
を
支
援
し
て
い
る
個
人
・
団
体
を
表
彰（
支
援
賞
）し
て
い
ま

す
。ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
l
us
が
２
０
２
４（
令
和
６
）

年
度
に
支
援
賞
を
受
賞
し
た
活
動（
日
本
一
小
さ
い
！？
ロ
ー
カ
ル

メ
デ
ィ
ア「
か
ん
だ
い
じ
ナ
ビ
」）で
は
、神
奈
川
区
神
大
寺
周
辺

に
暮
ら
す
人
に
役
立
つ
地
域
情
報
が
発
信
で
き
る
ポ
ー
タ
ル
サ

く
れ
る
の
で
、
多
様
性
と
い
う
も
の
も
し
っ
か
り
考
え
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
学
生
が
将
来
の
自
分
の
仕
事
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
時
、
原
島

君
を
通
し
て
地
域
活
動
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
仕
事
の
魅

力
を
知
り
、
一
つ
の
選
択
肢
に
考
え
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

岩
崎
：
僕
は
原
島
さ
ん
の
よ
う
な
仕
事
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た

学
生
第
一
号
で
す
。
僕
は
元
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
あ
ま
り
興
味
が
無

く
友
達
同
士
で
単
発
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
、
「
何
と

な
く
良
い
こ
と
を
し
た
」
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
程
度

の
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
原
島
さ
ん
が
僕
を
地
域
活

動
に
呼
ん
で
く
れ
る
際
は
、
地
域
の
人
と
対
等
に
話
せ
る
工
夫
を
し
、

話
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
原
島
さ
ん
が
僕
に
し

て
く
れ
た
こ
と
を
、
今
度
は
僕
が
学
生
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い
、

原
島
さ
ん
と
同
じ
社
会
福
祉
法
人
に
入
り
ま
し
た
。

森
：
若
い
人
が
職
業
を
決
め
る
時
、
や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に
で
き

る
人
は
そ
う
多
く
な
い
。
岩
崎
君
の
よ
う
に
、
自
分
が
こ
う
い
う
こ

と
を
や
り
た
い
と
い
う
熱
意
を
持
っ
て
、
自
分
の
職
業
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
。
彼
以
外
に
も
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
学
生
が
何
人
も
い
る
。
第
二
、
第
三
の

原
島
君
が
増
え
て
い
く
と
、
横
浜
市
の
ま
ち
づ
く
り
が
変
わ
っ
て
い

く
と
信
じ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
も
ち
ろ
ん
ま
ち
の
人
で
あ
り
、
自
分
た

ち
が
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か
と
い
う
想
い
が
不
可
欠
。
地
域
ケ
ア

プ
ラ
ザ
に
原
島
君
の
よ
う
な
人
が
い
る
と
、
そ
の
思
い
を
具
体
化
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
最
近
は
町
内
会
で
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
と

い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
を
持
っ
た
若
い

人
が
増
え
れ
ば
、
将
来
子
育
て
が
終
わ
っ
た
と
き
に
き
っ
と
協
力
し

て
く
れ
る
。
そ
の
循
環
が
ま
ち
づ
く
り
の
ベ
ー
ス
に
な
る
と
信
じ
、

つ
な
が
り
の
あ
る
学
生
に
は
六
角
橋
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う

に
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。
若
い
人
が
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
ま

ち
が
継
続
性
の
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
６
月
18
日
）

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

イ
ト
を
設
け
、住
民
が
地
域
ラ
イ
タ
ー
に
も
な
れ
る
点
や
、自
治

会
町
内
会
や
大
学
生
、農
家
が
連
携
す
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
、

転
入
者
も
含
め
た
住
民
同
士
の
繋
が
り
や
ま
ち
の
賑
わ
い
促
進

な
ど
、ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
域
を
超
え
て
い
る
点
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

■
市
民
局「
協
働
の『
地
域
づ
く
り
大
学
校
』事
業
」■

協
働
の「
地
域
づ
く
り
大
学
校
」事
業
は
、自
治
会
町
内
会
や

各
種
委
嘱
委
員
な
ど
、地
域
で
既
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
や
、こ

れ
か
ら
地
域
で
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
る
市
民
の
方
が
、活
動

事
例
の
見
学
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、地
域
の
課
題
解
決

の
手
法
や
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
を
学
び
合
う
講
座
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。学
び
を
通
じ
て
、地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い

る
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
新
た
な
人
材
の
発
掘
・
育
成
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、各
区
で
企
画
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
協
働
の「
地
域
づ
く
り
大
学
校
」事
業
は
、２
０
２
４（
令
和
６
）

年
度
で
終
了
）

ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
lu
s
で
は
、学
生
の
協
働
の

地
域
づ
く
り
大
学
校
受
講
を
後
押
し
し
て
お
り
、団
体
内
の
人

材
育
成
や
組
織
運
営
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

■
神
奈
川
区「
自
治
会
町
内
会
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
支
援
」■

神
奈
川
区
で
は
、地
域
の
担
い
手
の
発
掘
に
向
け
た
情
報
発

信
の
支
援
と
し
て
、自
治
会
町
内
会
が
使
い
や
す
い
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
や
実
際
に
取
り
組
ん
で
い
る
区
内
の
事
例
紹
介
な
ど
、自

治
会
町
内
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
×
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
p
lus
は
、２
０
２
３（
令
和
５
）

年
度
の
交
流
勉
強
会
や
２
０
２
４（
令
和
６
）年
度
の
L
I
N
E
活

用
講
座
に
お
い
て
、参
加
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
参
加
す
る
な
ど
、本
事
業
の
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。
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西
区
第
４
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

毎回行列ができるみんなの食堂

ふれあいクリスマスコンサート

西
区
第
4
地
区
は
西
区
南
東
部
に
あ
る
起
伏
の
多
い

地
域
で
あ
り
、野
毛
山
動
物
園
、横
浜
市
中
央
図
書
館
に

よ
る
賑
わ
い
と
、閑
静
な
住
宅
街
の
両
面
を
持
つ
地
域
で

す
。一人

ひ
と
り
の
困
り
ご
と
を
解
決
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
む
西
区
第
４
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、自

治
会
町
内
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、こ
ど
も
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
地
域
づ
く
り
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
長
期
休
業
期
間
中
の
こ
ど
も
の
食
の
支
援
と
孤

食
に
配
慮
し
た「
み
ん
な
の
食
堂
」、多
世
代
が
く
つ
ろ
げ

る
居
場
所「
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
カ
フ
ェ
」、高
齢
者
に
良
質
な

音
楽
を
届
け
る「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」、

地
区
内
の
自
治
会
や
団
体
が一堂
に
会
す
る「
み
ん
な
の

ま
つ
り
」な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

同
地
区
で
は
、２
０
０
６（
平
成
18
）年
度
に「
ヨ
コ
ハ

マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」の
採
択
を
受
け
、消
防
団
小
屋

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
や
地
下
水
を
活
用

す
る
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
な
ど
を
行
い
、ま
た
災
害
時
に

役
立
つ
施
設
整
備
と
人
の
輪
づ
く
り
も
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
３（
令
和
５
）年
度
に
は「
市
民
主
体
の
身
近
な
施

設
整
備
支
援
」の
制
度
を
活
用
し
、第
４
地
区
会
館
の
修

繕
も
行
い
ま
し
た
。

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉
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西区第４地区社会福祉協議会からのひとこと

　私たち地区社会福祉協議会は、地区の自
治会町内会が縦割活動の中、地区内すべて
を網羅し横のつながりを育む活動を目指し
ています。活動の中で、地区自治会連合会と
地区社協は車の両輪的存在という事を意識
しています。両輪であれば輪の大きさ、回転
力が釣り合っている事、お互いを信頼し思い
やり、補いながら協働する事が必要です。
　地区社協の催事は、自治会町内会、地域
活動団体にスタッフとして参加してもらい我
が事として活動してもらう事を意識していま

す。社協主催のクリスマスコンサートに自治
会町内会長がサンタさん姿で会場整理、ふ
れあい会担当者が接待し、参加者の会費を
自治会が助成する。あるいはみんなの食堂
を自治会が担当し、費用の助成、こども会、
シニア会が団体で注文するなど、地区社協
と自治会町内会が協働することで、住民の
方々に自治会町内会の活動を意識してもら
う良い機会になることを、自治会町内会の役
員の方々に理解してもらうことも目標の一
つです。

〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55
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―
最
初
に
、西
区
第
４
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、「
第
４
地
区
社

協
」）の
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

米
岡
：
主
に
「
み
ん
な
の
食
堂
」
、
「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
」
、
「
み
ん
な
の
ま
つ
り
」
と
い
っ
た
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。「

み
ん
な
の
食
堂
」
は
、
夏
休
み
や
冬
休
み
の
よ
う
な
小
学
校
の

長
期
休
校
の
間
、
学
校
給
食
が
な
く
な
っ
た
こ
ど
も
た
ち
に
昼
食
を

提
供
す
る
た
め
に
10
年
前
に
始
め
た
取
組
で
す
。
地
域
で
活
動
し
て

い
る
我
々
第
４
地
区
社
協
だ
け
で
は
な
く
、
自
治
会
町
内
会
の
存
在

を
保
護
者
の
み
な
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
意
識
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

み
ん
な
の
食
堂
で
は
、
地
区
社
協
や
自
治
会
町
内
会
、
民
生
委

員
児
童
委
員
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
第
４
地
区
で
活
動

し
て
い
る
様
々
な
団
体
が
協
力
し
な
が
ら
各
開
催
日
を
担
当
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
定
の
団
体
、
一
つ
の
地
域
だ
け
で
は
開
催
で

き
る
回
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
し
、
個
々
の
団
体
が
少
し
ず
つ
協
力

し
な
が
ら
参
加
し
、
大
人
数
の
食
事
を
作
る
こ
と
は
災
害
時
の
炊
き

出
し
の
予
行
練
習
に
も
な
る
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
地
域
内
の
団
体

の
皆
さ
ん
に
声
掛
け
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

開
催
当
初
の
２
０
１
５（
平
成
27
）年
度
は
会
食
方
式
で
、
各
回
30

～
50
人
く
ら
い
の
規
模
で
行
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、
親
子
が
笑
顔
で
ご
飯
を
食
べ
る
様
子
が
見
ら

れ
た
り
、
利
用
者
と
直
接
お
話
し
た
り
し
な
が
ら
食
堂
を
運
営
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

を
受
け
、
１
年
ほ
ど
実
施
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
開
催
方

法
に
つ
い
て
見
直
し
、
会
食
か
ら
お
弁
当
を
配
布
す
る
方
法
に
切
り

替
え
、
み
ん
な
の
食
堂
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
再
開
後
は
、

こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、
会
食
が
苦
手
な
高
齢
者
に
も
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
、
販
売
食
数
は
３
０
０
食
以
上
、
飛
躍
的
に
伸
び
ま

し
た
。
こ
の
販
売
数
は
、
地
域
内
の
様
々
な
団
体
が
連
携
し
た
こ
と

で
実
現
で
き
た
数
字
だ
と
思
い
ま
す
し
、
団
体
間
の
横
の
つ
な
が
り

を
後
押
し
し
ま
し
た
。

―
高
齢
者
向
け
の
イ
ベ
ン
ト「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」、

多
く
の
地
域
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
が
出
展
す
る「
み
ん
な
の
ま
つ
り
」

の
取
組
に
つ
い
て
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

米
岡
：
「
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
遠
出
す
る
こ

と
が
難
し
い
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
に
、
よ
り
良
い
音
楽
を
届
け
る
た

め
、
毎
冬
、
一
本
松
小
学
校
の
体
育
館
で
開
催
し
て
い
る
音
楽
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
会
場
設
営
だ
け
で
な
く
、
階
段
の
上

り
下
り
が
大
変
な
高
齢
者
の
方
の
移
動
支
援
も
あ
り
、
全
体
で
70
～

80
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
運
営
に
携
わ
る
、
第
４
地
区
の
総
力
を
挙
げ
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

小
林
：
昨
年
初
め
て
、
西
区
の
地
区
支
援
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
ス

テ
ー
ジ
発
表
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
区
役
所
の
職
員
の
皆
さ
ん

だ
け
で
は
な
く
、
西
区
社
会
福
祉
協
議
会
や
藤
棚
と
宮
崎
、
２
つ
の

地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
出
演
し
て
く
れ
た
様
子
を
見

米岡美智枝 会長（右から２番目）
小林直人 副会長（一番右）
(事務局)
酒井保子さん（左から２番目）
西田千寿子さん（一番左）

西区第４地区社会福祉協議会

interview

みんなのまつり
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り
付
け
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
寄
り
添
っ
て
力
に
な
っ
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

―
都
市
整
備
局
で
は
、２
０
２
３（
令
和
５
）年
度
よ
り
地
域
が
考
え

る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
や
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
制
度「
市
民
主

体
の
身
近
な
施
設
整
備
支
援
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。第
４
地
区
社
協

で
は
い
ち
早
く
制
度
を
活
用
い
た
だ
き
、会
館
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
制
度
を
利
用
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

米
岡
：
は
じ
め
に
区
役
所
か
ら
第
４
地
区
自
治
会
連
合
会
に
補
助
金

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
第
４
地
区
自
治
会
連
合
会
は
、
第
４
地
区
社

協
と
密
に
や
り
取
り
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
私
た
ち
が
話
し
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
れ
、
こ
の
補
助
金
を
私
た
ち
の
活
動
に
活

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、

み
ん
な
の
食
堂
か
ら
も
会
館
改
修
の
要
望
が
出
て
い
ま
し
た
の
で
、

早
速
申
請
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

西
田
：
お
弁
当
を
２
０
０
～
３
０
０
食
作
る
上
で
、
シ
ン
ク
が
狭
く

て
鍋
が
洗
い
づ
ら
か
っ
た
り
、
小
さ
い
コ
ン
ロ
が
一
つ
だ
け
で
同
時

に
調
理
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
、
と
て
も
不
便
な
状
況
で
し
た
。
今

で
は
蛇
口
と
コ
ン
ロ
が
２
つ
ず
つ
あ
り
、
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は

炊
飯
用
の
ガ
ス
栓
も
３
つ
用
意
し
て
も
ら
え
て
、
と
て
も
助
か
っ
て

い
ま
す
。

米
岡
：
他
に
は
階
段
の
手
す
り
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
み
ん
な
の

サ
ロ
ン
に
は
小
さ
な
こ
ど
も
た
ち
も
来
る
の
で
す
が
、
階
段
の
柵
の

間
隔
が
広
く
危
険
性
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
、
柵
の
間
を
す

り
抜
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
改
修
し
ま
し
た
。

―「
み
ん
な
の
食
堂
」の
よ
う
な
こ
ど
も
食
堂
等
の
取
組
に
対
し
て
は
、

行
政
や
企
業
問
わ
ず
、様
々
な
補
助
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。取

組
を
続
け
て
い
く
中
で
、困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。

米
岡
：
み
ん
な
の
食
堂
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、
こ
ど
も
青
少
年
局
の

「
こ
ど
も
食
堂
等
活
動
支
援
補
助
金
」
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
事
業

内
容
に
つ
い
て
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
食

堂
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
前
ま
で
は
会
食
方
式
で
行
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

行
動
制
限
が
か
か
り
ま
し
た
の
で
お
弁
当
を
配
布
す
る
方
式
に
変
更

し
た
の
で
す
。
弁
当
配
布
に
変
更
し
た
こ
と
で
、
食
数
は
大
幅
に
増

え
、
そ
こ
に
は
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

た
だ
、
補
助
金
の
趣
旨
が
、
自
主
的
な
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支

援
に
あ
る
の
で
、
こ
ど
も
青
少
年
局
か
ら
は
指
摘
を
受
け
る
形
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
指
摘
に
従
っ
て
会
食
方
式
に
戻
せ
ば
、
食

に
困
っ
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
を
広
く
支
援
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
の
時
に
も
、
地
区
支
援
チ
ー
ム
が
こ
ど
も
青
少
年
局

に
弁
当
方
式
の
意
義
や
必
要
性
、
こ
の
活
動
が
地
域
に
ど
う
い
う
影

響
を
与
え
て
い
る
か
を
説
明
し
て
く
れ
、
引
き
続
き
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
最
近
で
は
全
国
的
に
も
こ
ど
も
食
堂
が
増
え
て
い
ま
す
が
、第
４

地
区
社
協
で
は「
み
ん
な
の
食
堂
」を
10
年
以
上
前
か
ら
続
け
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。始
め
た
当
時
か
ら
の
環
境
の
変
化
、こ
ど
も
た
ち
の
変
化

な
ど
は
感
じ
ま
す
か
。

米
岡
：
最
近
は
外
国
籍
の
こ
ど
も
も
増
え
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

家
族
は
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
か
ら
か
、
こ

ど
も
だ
け
で
来
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
族
の
分
も
カ
タ
カ
ナ
で
名

簿
を
書
き
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
、
大
事
そ
う
に
抱
え
て
持
っ
て

帰
っ
て
く
れ
ま
す
。
弁
当
配
布
に
し
て
か
ら
の
変
化
で
す
。

他
に
も
、
最
近
は
大
学
生
や
近
隣
の
専
門
学
校
の
留
学
生
な
ど

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

士
の
交
流
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
０
歳
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
の
多
世
代
の
方
が
集
ま
る「
み
ん
な
の
サ

ロ
ン
」に
つ
い
て
。こ
ち
ら
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
始
ま
っ
た
取
組
で

す
か
。

酒
井
：
私
は
、
第
４
地
区
会
館
と
は
別
の
場
所
で
10
年
以
上
に
わ
た

り
子
育
て
支
援
の
取
組
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
担
い
手
不
足
で
そ
の

団
体
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
の
居
場
所
が
無
く
な
っ

た
よ
う
で
、
寂
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
米
岡
会
長
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
第
４
地
区
会
館
で
サ
ロ
ン
を
開
い
て
は
ど
う
か
と
提
案

て
、
地
域
は
行
政
関
係
の
皆
さ
ん
に
も
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
、
そ

ん
な
こ
と
を
感
じ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
み
ん

な
の
力
、
助
け
が
あ
っ
て
地
域
は
成
り
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま

す
。

米
岡
：
「
み
ん
な
の
ま
つ
り
」
は
、
地
区
内
の
団
体
が
自
分
た
ち
の

活
動
や
取
組
を
発
表
す
る
場
で
、
地
区
内
で
一
番
大
き
い
イ
ベ
ン
ト
。

第
４
地
区
の
15
の
自
治
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を
パ
ネ
ル
で
紹
介
。

お
互
い
に
展
示
内
容
を
見
て
刺
激
し
あ
う
こ
と
で
、
年
々
パ
ネ
ル
の

ク
オ
リ
テ
ィ
も
上
が
っ
て
い
ま
す
。
第
４
地
区
内
で
活
動
し
て
い
る

団
体
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
も
展
示
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

一
番
多
い
時
に
は
40
～
50
く
ら
い
の
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

―
先
ほ
ど
地
区
支
援
チ
ー
ム
の
お
話
が
出
ま
し
た
。地
区
支
援
チ
ー

ム
は
、防
災
や
防
犯
、高
齢
者
の
見
守
り
、子
育
て
支
援
な
ど
、地
域
の

課
題
に
応
じ
て
、区
役
所
の
各
部
門
の
職
員
等
が
連
携
し
て
、地
域
の

主
体
的
な
活
動
を
支
援
す
る
体
制
の
一
つ
で
す
。西
区
で
は
、区
役
所

職
員
に
加
え
、西
区
社
会
福
祉
協
議
会
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
も
体
制
に

参
加
し
て
い
ま
す
。地
区
支
援
チ
ー
ム
の
日
頃
の
取
組
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

米
岡
：
地
区
支
援
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
の
活
動
を
支
援
し
て

く
れ
る
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
に
取
り
組

む
仲
間
と
し
て
身
近
で
心
強
い
存
在
で
す
。
地
域
の
会
議
や
会
合
、

打
合
せ
に
も
参
加
し
て
く
れ
ま
す
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
域
の
様
子
を
直
に
感
じ
取
っ
て
く

れ
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
と
同
じ
く
ら
い
地
域
の
こ
と
を
知
っ
て
く

れ
て
い
て
あ
り
が
た
い
で
す
し
、
行
政
の
立
場
で
も
住
民
目
線
で
地

域
の
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
と

思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
だ
け
で
は
ど
う
し
た
も
の
か
と
悩
ん
だ
り
、
困
っ
て
し

ま
っ
た
り
し
た
と
き
、
ま
ず
は
地
区
支
援
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
に
相
談

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
対
応
や
補
助
金
手
続
な
ど
が
苦
手
な
の
で
、
そ
ん
な
と
き

は
地
区
支
援
チ
ー
ム
に
相
談
。
補
助
金
申
請
に
必
要
な
書
類
の
書
き

方
、
提
出
先
の
部
署
へ
の
助
言
、
チ
ラ
シ
へ
の
二
次
元
コ
ー
ド
の
貼
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を
い
た
だ
き
、
２
０
１
８（
平
成
30
）年
に
始
め
た
の
が
「
み
ん
な
の

サ
ロ
ン
」
で
す
。

更
生
保
護
女
性
会
や
近
所
の
方
の
協
力
の
も
と
、利
用
さ
れ
る
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、サ
ロ
ン
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
を
話
し
合
って
、健
康

体
操
や
脳
ト
レ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
決
め
て
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
際
し
て
は
、区
役
所
等
で
実
施
し
て
い
る
勉
強
会
に

も
参
加
し
、ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
で
い
る
方
が
中
心
に
な
って
く
れ
て
い
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ザ
の
方
も
サ
ロ
ン
に
来
て
く
れ
て
、イ
ベン
ト
の
情
報
共
有
や
、

困
り
ご
と
の
相
談
が
で
き
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
と
て
も
助
か
って
い
ま

す
し
、ケ
ア
プ
ラ
ザ
が
身
近
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

３
年
前
に
は
、第
４
地
区
に
あ
る
唯
一の
保
育
園
の
園
長
と
知
り
合
い

に
な
り
、月
２
回
の
サ
ロ
ン
の
う
ち
、１
回
は
保
育
園
児
が
サ
ロ
ン
を
訪
れ
、

高
齢
者
と一緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
り
、歌
や
ダ
ン
ス
を
披
露
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
こ
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら

え
る
と
喜
ん
で
く
れ
ま
す
し
、保
育
園
の
先
生
も
、こ
ど
も
た
ち
が
上
手

に
高
齢
者
の
マ
ネ
を
し
、成
長
に
つ
な
が
って
い
る
と
好
評
で
す
。

―
横
浜
市
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
た
市
民
団

体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、令
和
２
年
度
に
は「
市
民
公
益
活
動
緊

急
支
援
事
業
」を
制
度
化
し
ま
し
た
。第
４
地
区
社
協
で
は
こ
の
事
業

を
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
か
。

米
岡
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
、会
議
や
イ
ベン

ト
は
全
て
で
き
な
く
な
って
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
で
も
、活
動

だ
け
は
継
続
さ
せ
よ
う
と
、リ
モ
ー
ト
会
議
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
や
超
大
型

テ
レ
ビ
、ス
ピ
ー
カ
ー
フ
ォ
ン
な
ど
の
機
材
を
購
入
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
取

組
に
挑
戦
し
ま
し
た
。今
で
も
会
議
資
料
を
映
し
た
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
や
み
ん
な
の
サ
ロン
に
使
った
り
と
、様
々
な
活
動
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
の
国
際
協
力
の
位
置
づ
け
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら

の
視
察
団
受
入
れ
の
ほ
か
、ア
ジ
ア
圏
や
南
米
圏
か
ら
の
視
察
対
応

に
も
積
極
的
に
応
じ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。地
域
活
動
の
文
脈
で
の

国
際
協
力
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

米
岡
：
地
区
内
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
働
い
て
い
た
方
が
居
住
し
て
い
て
、そ
の

方
の
紹
介
で
、ア
ジ
ア
圏
だ
け
で
な
く
、ア
フ
リ
カ
な
ど
様
々
な
国
の
方
が

視
察
に
来
ま
す
。先
日
は
、チ
リ
の
大
臣
が
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
の
参

考
に
し
た
い
と
、第
４
地
区
社
協
に
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。社
会

福
祉
協
議
会
の
よ
う
な
団
体
が
チ
リ
に
は
無
い
よ
う
で
、私
た
ち
の
取
組

を
見
て
感
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。新
興
国
か
ら
の
視
察
は
女
性

が
多
く
、チ
リ
か
ら
の
視
察
も
ほ
ぼ
全
員
女
性
で
し
た
。海
外
か
ら
の
視

察
対
応
は
、他
の
国
々
の
み
な
さ
ん
が
ど
う
いっ
た
こ
と
に
課
題
を
感
じ
て

い
る
か
を
知
れ
る
だ
け
で
な
く
、私
た
ち
の
活
動
を
再
確
認
す
る
こ
と

も
で
き
る
好
機
に
な
り
ま
す
の
で
、積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

―
第
４
地
区
社
協
の
活
動
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、今
後
の
抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

西
田
：
第
４
地
区
の
活
動
に
は「
み
ん
な
の
」と
い
う
言
葉
を
付
け
て
い

ま
す
が
、と
て
も
温
か
く
て
良
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
ど
も
食

堂
は
対
象
が
こ
ど
も
だ
け
で
す
が
、「
み
ん
な
の
食
堂
」な
ら
誰
で
も
来

て
く
だ
さ
い
と
呼
び
か
け
ら
れ
る
。こ
ど
も
だ
け
で
な
く
、一
人
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
や
、子
育
て
に
悩
み
外
出
し
づ
ら
い
お
母
さ
ん
な
ど
が
出
か

け
る
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。今
は
お
弁
当
の
ス
タ

イ
ル
に
な
り
ま
し
た
が
、仲
間
で
一
緒
に
食
べ
て
も
良
い
し
、家
で
家
族

と
食
べ
て
も
良
い
。そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
る
の
で
、み
ん
な
が
気
軽

に
集
ま
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
は
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

小
林
：
第
４
地
区
で
は
現
在
、障
害
に
つい
て
理
解
を
深
め
る
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。「
誰
も
が
」と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
て
も
、障
害
の
あ

る
方
を
想
定
で
き
て
い
な
い
の
で
は
と
感
じ
る
時
が
あ
る
の
で
す
。障
害

に
つい
て
み
ん
な
が
知
り
、「
障
害
の
あ
る
人
も
無
い
人
も
ご
一
緒
に
」と

い
う
想
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

米
岡
：
み
ん
な
の
食
堂
で 

２
０
０
～
３
０
０
食
を
用
意
す
る
に
は
ノ
ウ
ハ

ウ
が
必
要
で
す
。そ
う
し
た
意
味
で
も
、地
区
社
協
や
自
治
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
、様
々
な
団
体
が
協
力
し
て
、み
ん
な
の
食
堂
を
行
う
こ
と
は
意
義

の
あ
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
０
２
８（
令
和
10
）年
に
は
西
区
の
第
４
地
区
内
に
、多
機
能
型
拠

点（
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身
障
害
児
者
等
や
そ
の
家
族
の
地

域
で
の
生
活
を
支
援
す
る
施
設
）の
新
設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。の
げ

や
ま
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
構
想
で
は
、こ
れ
ま
で
野
毛
山
動
物
園
や
中
央
図

書
館
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、多
機
能
型
拠
点
の

開
所
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、交
流

会
や
中
学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、地
区
全
体
で
も
障
害
の

あ
る
方
への
理
解
が
よ
り
一
層
進
む
よ
う
な
機
会
を
作
って
い
き
た
い
で

す
。地
域
で
一
緒
に
や
って
い
け
る
と
親
御
さ
ん
も
少
し
楽
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
に
来
て
い
た
だ
け
る
場
所
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

 （
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
７
月
11
日
）

チリの大臣が視察に来訪
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 
■
こ
ど
も
青
少
年
局

　
「
横
浜
市
こ
ど
も
食
堂
等
活
動
支
援
補
助
金
」■

い
わ
ゆ
る「
こ
ど
も
食
堂
」等
が
、こ
ど
も
に
と
っ
て
安
心
で
き

る
居
場
所
と
な
り
、困
難
を
抱
え
る
こ
ど
も
へ
の
気
づ
き
や
見
守

り
等
に
つ
な
が
る
よ
う
、地
域
の
自
主
的
な
こ
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。

月
１
回
以
上
の
開
催
や
参
加
費
が
無
料
又
は
低
廉
で
あ
る
こ

と
、活
動
内
容
を
事
前
に
周
知
・
公
表
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

要
件
に
、年
間
24
万
円
を
上
限
と
し
て
、最
長
３
年
間
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
局
・
各
区

　
「
地
域
と
向
き
合
う
体
制（
地
域
支
援
チ
ー
ム
※
）」■

地
域
の
課
題（
防
災
・
防
犯
・
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
）に
応

じ
て
、区
役
所
の
各
部
門
の
職
員
等
が
連
携
し
て
、地
域
の
主
体

的
な
活
動
を
支
援
す
る「
地
域
と
向
き
合
う
体
制
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。

西
区
で
は
、地
域
福
祉
保
健
計
画
地
区
別
計
画
を
策
定
・
推

進
す
る
組
織
を
支
援
す
る
た
め
の
チ
ー
ム
と
し
て
、区
役
所
や
区

社
会
福
祉
協
議
会
、地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
職
員
等
に
よ
っ
て
チ
ー
ム

が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
西
区
で
は「
地
域
支
援
チ
ー
ム
」を「
地
区
支
援
チ
ー
ム
」と

い
う■

都
市
整
備
局「
市
民
主
体
の
身
近
な
施
設
整
備
支
援
」■

地
域
が
考
え
る
地
域
の
魅
力
づ
く
り
や
課
題
を
解
決
し
て
い

く
た
め
、地
域
課
題
や
具
体
的
取
組
が
ま
と
め
ら
れ
た
地
域
福

祉
保
健
計
画（
地
福
計
画
）等
、区
と
地
域
で
策
定
さ
れ
た
プ
ラ
ン

に
基
づ
く
市
民
主
体
の
身
近
な
施
設
整
備
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
第
４
地
区
社
協
が
実
施
し
て
い
る「
み
ん
な
の
食
堂
」を
支
え

て
い
る
第
４
地
区
会
館
は
、市
民
主
体
の
身
近
な
施
設
整
備
支

援
を
受
け
、キ
ッ
チ
ン
等
の
設
備
を
改
修
し
ま
し
た
。

■
市
民
局「
市
民
公
益
活
動
緊
急
支
援
助
成
金
」■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
市
民
公
益

活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
の
居
場

所
づ
く
り
や
高
齢
者
の
見
守
り
、こ
ど
も
食
堂
や
親
子
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
活
動
継
続
及
び
事
業
展
開
を
支
援
す
る
助
成
金
を
交

付
し
ま
し
た
。

助
成
に
よ
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の

導
入
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
に
配
置

さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
し
た

（
２
０
２
０（
令
和
２
）年
度
の
み
の
限
定
事
業
）。

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】
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南
消
防
団

夏季訓練会の様子

地域の防災訓練の様子

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
4
月
1
日
、
南
区
内
の

寿
消
防
団
と
大
岡
消
防
団
の
二
つ
の
消
防
団
が
統
合
し
、

南
消
防
団
が
誕
生
し
ま
し
た
。

寿
消
防
団
は
１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
に
寿
消
防

組
と
し
て
、
大
岡
消
防
団
は
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年

に
大
岡
警
防
団
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
、
１
９
４
８

（
昭
和
23
）
年
3
月
7
日
消
防
組
織
法
の
施
行
に
よ
る

自
治
体
消
防
の
発
足
に
伴
い
、
横
浜
市
の
機
関
と
し
て

南
区
に
寿
消
防
団
・
大
岡
消
防
団
の
2
団
が
組
織
さ
れ

ま
し
た
。

2
つ
の
消
防
団
を
統
合
し
た
こ
と
で
、
区
民
に
分

か
り
や
す
い
消
防
団
組
織
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
指

揮
命
令
系
統
も
一
本
化
さ
れ
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

横
浜
市
で
は
、
消
防
局
に
消
防
団
課
を
設
け
、
消

防
団
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉
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南消防団からのひとこと

〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55

　消防団は地域の防災活動の中核となりま
すので、自治会町内会と連携して防災訓練
等を行い、行政と連携して災害活動や防災
啓発活動に取り組んでいます。
　消防団員は自営業、サラリーマン、主婦、
学生、外国籍の方など様々な立場、世代の人
たちが集まっています。南消防団は外国人
防災指導チームによる外国籍区民向けの防
災指導や声楽隊による広報活動など多様な
活動に取り組んでおり、団員間の交流も活

発です。一方で、団員数の確保と若い世代の
育成は課題であるため消防団の魅力をPRし
ていく必要があります。
　「自分たちの街は自分たちで守る」という
想いで消防団活動をしています。大規模災
害時には消防団を含めた地域のつながりに
よる助け合いが不可欠です。同じような想い
を持ったメンバーを増やして、いざというと
きにしっかりと活動できるように訓練や啓発
活動を充実させたいです。



086

―
最
初
に
、南
消
防
団
の
活
動
の
様
子
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
本
：
南
消
防
団
に
は
６
つ
の
分
団
が
あ
り
、
定
数
は
３
９
５
名

で
す
。
現
在
の
団
員
は
３
６
７
名
で
、
そ
の
う
ち
95
名
が
女
性
、

そ
れ
と
、
今
日
同
席
し
て
い
る
趙
さ
ん
の
よ
う
な
外
国
人
消
防
団

員
が
14
名
い
ま
す
。
消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
、
消
防
署

と
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
「
地
域
と
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
」
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
、
週
末
の
休
日
や
平
日
夜
間
に
行
っ
て
い
る
放
水
訓
練
、
救
助

資
機
材
の
取
扱
訓
練
、
地
域
へ
の
防
災
指
導
、
応
急
手
当
の
普
及

指
導
、
熱
中
症
対
策
の
広
報
活
動
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

消
防
団
は
、
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
、
大
規
模
災
害
時
の
救

助
・
救
出
活
動
な
ど
を
行
う
消
防
機
関
の
一
つ
で
、
消
防
団
員
は
、

普
段
は
本
業
を
持
ち
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
元
や
地
域
を
守
り
た
い
と
い
う
熱
意
を
持
っ
て
、
消
防
団
活

動
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
団
員
が
大
勢
い
ま
す
。

―
横
浜
に
暮
ら
す
外
国
人
は
13
万
人
を
超
え
、
こ
の
規
模
は
一
つ
の

行
政
区
に
相
当
し
ま
す
。
南
消
防
団
で
は
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）

年
に
多
言
語
に
対
応
す
る
外
国
人
防
災
指
導
チ
ー
ム
を
発
足
さ
せ
、

在
住
の
外
国
籍
の
方
に
対
す
る
防
災
指
導
や
災
害
時
の
避
難
誘
導
な

ど
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。
日
頃
の
外
国
人
消
防
団
員
の
活
動

の
様
子
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
本
：
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
外
国

人
の
み
な
さ
ん
も
消
防
団
に
入
団
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

横
浜
の
南
消
防
団
に
外
国
人
が
入
団
し
た
の
は
２
０
２
０
（
令
和

２
）
年
か
ら
の
こ
と
で
す
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
７
月
現
在
、

中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
方
が
在
籍
し
て
い
ま
す

が
、
友
達
か
ら
紹
介
さ
れ
た
方
や
、
普
段
の
訓
練
を
た
ま
た
ま
見

か
け
た
方
、
商
店
街
で
の
広
報
活
動
の
際
に
声
を
か
け
て
く
れ

た
方
な
ど
、
き
っ
か
け
は
様
々
で
す
。
南
消
防
団
は
18
区
で
唯
一
、

外
国
人
防
災
指
導
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
い
ま
す
。
団
員
の
母
語
を

活
用
し
た
、
地
域
で
暮
ら
す
外
国
籍
の
方
々
へ
の
防
災
指
導
、
広

報
啓
発
は
、
外
国
人
防
災
指
導
チ
ー
ム
な
ら
で
は
の
活
動
で
す
。

―
中
国
籍
の
趙
さ
ん
が
、
南
消
防
団
に
入
団
す
る
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

趙
：
私
が
来
日
し
た
の
は
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年
で
す
の
で
、
日

本
で
の
生
活
は
今
年
で
23
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、
消

防
団
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
外
国
籍
の
自
分
が
入
団
で
き

る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
た
ち
も
消
防
団
に
入
団
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
き
、
横
浜
で
長
年
暮
ら
し
、
ご
近
所
の
み

な
さ
ん
に
も
と
て
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
地
域

の
力
に
な
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
、
入
団
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

消
防
団
活
動
と
い
う
舞
台
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
普
段
は
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
、
例
え
ば
、
消
防
団
員
の
募
集
活
動
や
熱
中
症

予
防
の
啓
発
活
動
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
地
震
が
多
い
国
と
い
う
こ
と
は
、
外
国
人
も
知
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
本
当
に
発
災
し
た
と
き
に
、
通
訳
な
ど
含
め
外
国

人
消
防
団
員
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
２
年
前
に
は
夏
季
訓
練
会
の
ポ
ン
プ
操
法
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮本康明 団長（左）
趙　春梁 団員（右）

南消防団

interview

外国籍居住者に防災指導する様子
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―
横
浜
市
で
は
在
住
外
国
人
の
皆
さ
ん
に
向
け
た
生
活
情
報
の
提
供
、

多
言
語
で
の
相
談
対
応
、
日
本
語
教
室
の
開
催
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
派
遣
、
日
本
人
と
の
交
流
活
動
な
ど
を
行
う
「
国
際
交
流
ラ
ウ

ン
ジ
」
を
13
施
設
運
営
し
て
い
ま
す
。
南
消
防
団
は
南
区
の
国
際
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
（
み
な
み
市
民
活
動
・
多
文
化
共
生
ラ
ウ
ン
ジ
）
と
の

関
わ
り
が
深
い
と
聞
き
ま
し
た
。
連
携
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

趙
：
私
が
２
年
前
ま
で
、
み
な
み
市
民
活
動
・
多
文
化
共
生
ラ
ウ

ン
ジ
（
以
下
、
ラ
ウ
ン
ジ
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
勤
め

て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
は
中
国

だ
け
で
な
く
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ネ
パ
ー
ル
と

い
っ
た
国
々
の
方
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
日
本
に
来
た
ば
か
り
の

頃
は
日
本
な
ら
で
は
の
ル
ー
ル
や
習
慣
が
分
か
ら
ず
、
苦
労
し
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
日
本
の
生
活
に
早
く
な
じ
ん
だ
り
、

日
本
人
と
交
流
を
深
め
た
り
で
き
る
よ
う
な
企
画
、
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
南
消
防
団
に
入
っ
て
か
ら
は
、
防
災
訓
練

の
際
に
、
ラ
ウ
ン
ジ
と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
趙
さ
ん
は
じ
め
、
多
く
の
外
国
人
が
南
消
防
団
で
活
躍
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
南
消
防
団
長
と
し
て
、
外
国
人
防
災
指
導
チ
ー

ム
の
日
頃
の
活
動
や
活
躍
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

宮
本
：
消
防
団
活
動
に
外
国
籍
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
い
て
い

る
こ
と
は
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
約

40
年
前
、
全
国
に
１
０
０
万
人
い
た
消
防
団
員
は
現
在
74
万
人
と

な
り
、
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
い

使
命
感
を
持
っ
て
消
防
団
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
団
員

不
足
で
人
手
が
足
り
な
い
と
、
ど
う
し
て
も
活
動
そ
の
も
の
の
継

続
性
に
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
外
国
籍

の
み
な
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
南
区
の
企
業
に
お
勤
め
の
方
、
南
区

に
暮
ら
し
て
い
る
学
生
の
み
な
さ
ん
も
、
地
域
を
守
る
と
い
う
思

い
に
共
感
し
、
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外国人防災指導チームの活動

た
だ
、
外
国
籍
の
消
防
団
員
に
は
公
権
力
の
行
使
の
制
約
と
い

う
課
題
も
あ
り
ま
す
。
消
防
車
の
運
転
手
と
し
て
の
緊
急
走
行
は

で
き
な
い
、
火
災
発
生
時
に
消
防
警
戒
区
域
を
設
定
で
き
な
い
な

ど
の
制
約
が
あ
り
、
日
本
人
と
同
じ
よ
う
に
災
害
活
動
を
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

先
ほ
ど
、趙
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
た
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
の
際
、彼
か
ら

「
宮
本
団
長
、私
た
ち
は
ど
れ
だ
け
訓
練
を
積
ん
で
も
、実
際
の
火
災

現
場
で
皆
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
活
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
よ

ね
。」と
言
わ
れ
、そ
の
言
葉
は
今
で
も
心
に
重
く
響
い
て
い
ま
す
。外
国

籍
の
皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
み
、一

生
懸
命
汗
を
か
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。そ
の
姿
勢
に
は
本
当
に

頭
が
下
が
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

外
国
籍
の
消
防
団
員
は
こ
う
い
っ
た
制
約
を
承
知
の
上
で
入

団
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
外
国
籍
の
消
防
団
員
の
活
躍
の
場
を

も
っ
と
広
げ
て
い
け
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
防
災
備
蓄
庫
の
設
置
、
防
災
資
機
材
・
食
料
等
の
備
蓄
が
進
め
ら

れ
て
い
る
地
域
防
災
拠
点
（
指
定
避
難
所
）
で
は
、
発
災
時
に
は
被

害
情
報
等
も
集
ま
る
重
要
な
施
設
で
す
。
こ
の
地
域
防
災
拠
点
が
外

国
籍
の
皆
さ
ん
に
は
馴
染
み
が
な
く
、
防
災
訓
練
に
も
参
加
し
づ
ら

い
と
い
っ
た
話
を
聞
き
ま
す
。

宮
本
：
外
国
籍
の
方
も
地
域
防
災
拠
点
の
存
在
は
知
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
言
葉
の
壁
が
あ
り
、
避
難
し
づ
ら
い
と
聞
き
ま
す
。
自

分
が
被
災
し
た
場
合
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
て
も
、
日
本
語
が
伝
わ

ら
な
い
地
域
防
災
拠
点
に
向
か
う
こ
と
は
、
躊
躇
し
て
し
ま
い
ま

す
。で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
に
母
語
で
会
話
が
で
き
る
外
国
人
防

災
指
導
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が
地
域
防
災
拠
点
に
い
て
、
通
訳
を
引

き
受
け
て
く
れ
る
と
し
た
ら
、
外
国
籍
の
方
た
ち
は
地
域
防
災
拠

点
に
行
き
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
外
国
人
防

災
指
導
チ
ー
ム
と
地
域
防
災
拠
点
運
営
委
員
会
と
の
連
携
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

趙
：
南
区
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
外
国
人
に
は
若
い

世
代
も
多
く
、
活
躍
が
期
待
で
き
ま
す
。
私
た
ち
外
国
籍
の
消
防

団
員
が
懸
け
橋
と
し
て
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
伝
え
る
こ
と
で
、

発
災
時
に
み
な
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
各
区
の
消
防
署
に
は
、
総
務
・
予
防
課
に
消
防
団
係
が
設
け
ら
れ
、

消
防
団
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
南
消
防
団
と
南
消

防
署
の
日
頃
の
連
携
や
協
力
体
制
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
本
：
消
防
団
の
訓
練
や
相
談
事
な
ど
の
窓
口
は
消
防
署
で
す
し
、

常
に
連
携
や
協
力
を
意
識
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

消
防
団
に
は
地
域
を
守
る
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
機
材

を
使
う
ノ
ウ
ハ
ウ
、
消
火
・
救
出
活
動
な
ど
は
消
防
署
の
指
導
が

あ
っ
て
初
め
て
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
南
消
防

署
と
南
消
防
団
は
、
地
域
防
災
を
進
め
る
際
の
ま
さ
に
車
の
両
輪

の
よ
う
な
関
係
だ
と
思
い
ま
す
。
両
方
が
揃
っ
て
初
め
て
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
の
で
す
。
我
々
消
防
団
は
有

事
に
向
け
て
訓
練
を
し
て
い
ま
す
が
、
実
災
害
に
お
け
る
経
験
が



088

不
足
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
は
、
日
ご
ろ
か
ら
火
災
現
場
で
の

消
火
活
動
や
救
助
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
南
消
防
署
の
署
員
で

な
い
と
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る

際
に
消
防
署
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
ア
ド
バ
イ
ス
は
経
験
不
足

を
補
う
た
め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

先
日
は
、
南
消
防
署
の
協
力
に
よ
り
、
取
り
壊
し
が
決
ま
っ

た
建
物
の
扉
の
施
錠
を
実
際
に
切
断
す
る
訓
練
（
破
壊
訓
練
）
を

行
い
ま
し
た
し
、
来
月
に
は
プ
ー
ル
を
借
り
て
救
助
訓
練
を
行
い

ま
す
。
南
区
に
は
３
本
の
川
が
流
れ
て
お
り
、
水
難
事
故
も
多
い
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
漕
艇
す
る
訓
練

な
ど
を
消
防
署
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
う
予
定
で
す
。
有
事
の

際
に
適
切
に
行
動
す
る
た
め
に
は
、
消
防
署
と
の
連
携
が
不
可
欠
。

地
域
だ
け
で
は
な
く
、
消
防
署
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
、

信
頼
関
係
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

―
外
国
人
や
女
性
、
大
学
生
な
ど
、
南
消
防
団
に
は
様
々
な
方
が
団

員
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
団
長
と
し
て
団
を
取
り
ま
と
め

て
い
く
た
め
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

宮
本
：
国
籍
や
性
別
、
年
齢
問
わ
ず
、
消
防
団
で
は
全
員
が
同
じ

条
件
下
で
、
同
じ
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
の
で
、
団
員
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
を
最
も
重
視
し
な
が
ら
指
導
、
接
す
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。
出
動
し
た
現
場
で
団
員
が
怪
我
を
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
訓
練
時
に
は
安
全
を
最
優
先
に
真
剣
に
取
り

組
む
姿
勢
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
は
、
ど
の
団
員
に

対
し
て
も
平
等
に
接
す
る
こ
と
、
言
葉
づ
か
い
に
気
を
付
け
謙
虚

に
ふ
る
ま
う
こ
と
、
一
人
ひ
と
り
の
団
員
の
自
主
性
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

―
消
防
団
と
い
え
ば
、
上
か
ら
の
命
令
は
絶
対
、
上
意
下
達
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
印
象
で
す
が
、
団
長
か
ら
自
主
性
と
い
っ
た
言
葉
が
出

た
こ
と
は
意
外
で
し
た
。

宮
本
：
消
防
団
へ
の
入
団
は
義
務
や
強
制
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
本
人
の
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
で
、
市
長
の
承
認
を
得
て
消
防

団
長
が
任
命
し
て
い
ま
す
。
大
事
に
し
た
い
の
は
消
防
団
に
入
ろ

う
と
思
っ
て
く
れ
た
団
員
の
地
域
を
守
る
こ
と
へ
の
熱
い
思
い
で

す
。積

極
的
に
地
域
に
貢
献
し
た
い
、
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
に
恩

返
し
し
た
い
、
発
災
時
に
困
っ
た
誰
か
の
力
に
な
り
た
い
、
そ
う

い
う
前
向
き
な
動
機
を
持
っ
た
団
員
が
多
い
の
で
、
自
主
性
や
主

体
性
が
表
れ
る
団
員
の
意
見
や
提
言
に
は
で
き
る
だ
け
耳
を
傾
け
、

き
ち
ん
と
答
え
て
、
活
動
の
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
意
識

し
て
い
ま
す
。

南消防署と連携した水難訓練

―
在
住
外
国
人
の
地
域
活
動
へ
の
参
画
や
活
躍
促
進
が
、
多
文
化
共

生
社
会
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
外
国
人
消
防
団

員
の
活
躍
の
た
め
に
ご
自
身
が
や
り
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

趙
：
私
以
外
に
も
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
、
誰
か
の
役
に
立
ち
た

い
、
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
外
国
人
は
多
く
い
て
、
横
浜
で

暮
ら
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

外
国
籍
の
消
防
団
員
と
し
て
、
入
団
し
た
当
初
、
何
を
す
れ
ば

い
い
の
か
全
く
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
先
輩
方
が
色
々
と

気
配
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。
仕
事
が
忙
し
く
て
あ
ま
り
活
動
に
参

加
で
き
ず
に
在
籍
し
て
い
て
よ
い
の
か
悩
ん
で
い
た
時
も
、
仕
事

優
先
で
時
間
が
あ
る
時
に
来
て
く
れ
れ
ば
構
わ
な
い
と
声
を
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
そ
う
し
た
声
掛
け
や
気
遣
い
の
お
か

げ
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
新
し
く
入
団
し
た
外
国
人

に
は
長
く
続
け
て
ほ
し
い
と
思
う
の
で
、
消
防
団
と
し
て
大
事
に

し
て
ほ
し
い
こ
と
を
伝
え
た
り
、
お
互
い
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し

合
っ
て
、
外
国
人
防
災
指
導
チ
ー
ム
と
し
て
ど
う
活
動
し
て
い
く

か
を
一
緒
に
考
え
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

―
南
消
防
団
の
今
後
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宮
本
：
他
の
区
の
消
防
団
か
ら
は
、
外
国
籍
の
消
防
団
員
が
い
て
、

分
団
長
な
ど
の
役
職
者
含
め
女
性
団
員
も
多
い
南
消
防
団
は
、
多

様
性
が
あ
り
多
文
化
共
生
が
進
ん
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

団
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
救
命
講
習
な
ど
皆
さ
ん

が
や
り
た
い
訓
練
な
ど
を
や
っ
た
り
、
新
し
い
取
組
を
働
き
か
け

た
り
す
る
こ
と
で
、
皆
さ
ん
の
意
識
や
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
「
訓
練
を
や
っ
て
良
か
っ
た
」
「
新
し
い
発

見
を
し
た
」
と
い
う
言
葉
を
分
団
長
や
団
員
か
ら
聞
か
せ
て
も
ら

う
と
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
籍
や
性
別

に
関
係
な
く
、
消
防
団
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
考
え
を
も
っ
て

主
体
的
に
活
動
し
、
地
域
を
守
る
と
い
う
思
い
で
活
動
を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
た
ち
で
考
え
て
自
発
的
に
動
け
る
団
と
い
う
の
が
今
の
消
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
消
防
局「
消
防
団
費
」■

地
域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、

「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す
る

法
律
」に
定
め
る
本
市
の
責
務
を
果
た
す
予
算
事
業
で
す
。消
防

団
の
器
具
置
場
、車
両
及
び
資
機
材
の
整
備
や
団
員
へ
の
年
額
報

酬
・
出
動
報
酬
の
支
払
い
、消
防
団
広
報
の
促
進
を
行
っ
て
お
り
、

近
年
は
消
防
団
員
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
D
X
化
の
推
進

も
消
防
団
費
の
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
が
将
来
に
わ
た
り
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、地
域
特
性
に
応
じ

た
資
機
材
整
備
や
環
境
整
備
等
の
様
々
な
取
組
を
行
い
、消
防

団
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
魅
力
あ
る
消
防
団
づ
く
り
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

横
浜
の
消
防
団
員
の
充
足
率
は
、93
・
０
％
。全
国
の
主
要
都

市
の
中
で
も
、横
浜
の
充
足
率
は
高
く
、１
０
０
％
の
達
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。（
さ
い
た
ま
市
：
84
・
５
％
、千
葉
市
：
84
・

８
％
、東
京（
23
区
）：
82
・
５
％
、川
崎
市
：
79
・
6
％
、相
模

原
市
：
73
・
6
％
、名
古
屋
市
：
73
・
0
％
、福
岡
市
：
88
・

4
％
）※

各
都
市
の
充
足
率
は
全
て
２
０
２
５（
令
和
７
）年
４
月
１

日
時
点

 

■
消
防
局「
消
防
団
の
報
告
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
」■

消
防
団
の
報
告
事
務
は
、年
間
４
１
０
０
０
件
の
報
告
書
作

成
、団
内
で
の
承
認
作
業
、消
防
署
へ
の
来
所
な
ど
、団
員
の
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。実
証
実
験
を
経
て
、２
０
２
３（
令

和
５
）年
４
月
か
ら
全
消
防
団
で
、報
告
事
務
を
ア
プ
リ
に
よ
り

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
こ
と
で
、消
防
団
員
の
大
幅
な
負
担
軽
減
及
び

活
動
の
充
実
強
化
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。当
該
ア
プ
リ
で
は
、活

動
報
告
の
ほ
か
、資
機
材
点
検
報
告
、車
両
点
検
報
告
、各
種
情

報
共
有
な
ど
も
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
ま
し
た
。

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

防
団
の
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
に
密

着
し
、
ど
こ
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
か
を
知
っ
て
い
る
の
は

私
た
ち
消
防
団
。
消
防
署
と
地
域
の
方
々
を
繋
ぐ
役
割
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
７
月
22
日
）
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま

オール左近山メンバーの集合写真

左近山団地のロゴマーク

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉

オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
は
、左
近
山
連
合
自
治
会
地
区

の
住
民
を
対
象
と
し
て
、健
康
で
安
心
・
安
全
な
生
活

の
実
現
を
目
標
に
、全
住
民
参
加
型
の
相
互
扶
助
的
事

業
や
生
活
支
援
事
業
を
行
い
、同
時
に
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
全
世
代
を
対
象
と
す
る
福
祉
保
健
活
動
を
推

進
し
、広
く
公
益
及
び
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
団
体
で
す
。

左
近
山
団
地
で
は
、団
地
活
性
化
の
取
組
の一環
と
し

て
、横
浜
国
立
大
学
、旭
区
と
協
定
を
締
結
し
、大
学
生

へ
の
住
居
あ
っ
せ
ん
、地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
大
学
生

と
協
働
し
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、自

治
会
や
商
店
街
と
連
携
し
て
行
う
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
イ
ベ

ン
ト
や
流
し
そ
う
め
ん
、料
理
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
実
施
に
、大
学
生
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

な
お
、当
法
人
は
、建
築
局
や
旭
区
と
連
携
・
協
働
し

た「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
未
来
都
市
の
実
現
に
向
け
た
大
規
模
団
地

再
生
事
業
」の
取
組
の
ほ
か
、「
よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ
ン
ド
事

業
」「
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B
等
補
助
事
業
」な
ど
の
事
業

を
活
用
し
な
が
ら
団
地
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
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特定非営利活動法人オールさこんやまからのひとこと

〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55

　ほとんどの視座で3つは実施していま
す。行政はもとより、地区社協、ケアプラ
ザ、小・中学校、商店街、福祉施設、医療
機関等との協力を得ながら、各種取組を
１０年以上続けています。
　例えば、地域交通の運行による高齢者の
移動支援、大学生居住活動支援、小・中学
生への学習支援、高齢者の居場所づくり、
カフェ事業（本格自家焙煎のコーヒー、トー
ストセット、ランチに提供している、旭の逸

品「お刺身定食」、ハンバーグ、カレー、スパ
ゲッティをご賞味ください。）、警察や消防と
の連携講話、緑のまちづくり事業等を実施
しています。
　新たな担い手の発掘をしながら運営の安
定に努めたいと考えています。
　旭区にお出かけの際には、ぜひ左近山団
地中央にある「ほっとさこんやま」をご利
用ください。みなさまのご利用をお待ちし
ています。
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―
最
初
に
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
（
以
下
、

オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
）
を
設
立
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

 林
：
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
入
居
が
開
始
さ
れ
た
左
近
山
団
地

は
、
賃
貸
と
分
譲
を
合
わ
せ
て
約
４
８
０
０
戸
の
大
規
模
団
地
で
す
。

最
寄
り
駅
は
二
俣
川
で
公
園
や
広
場
、
花
壇
な
ど
の
緑
溢
れ
る
風
景

が
広
が
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
郵
便
局
な

ど
も
あ
り
、
利
便
性
と
快
適
性
を
合
わ
せ
持
っ
た
ま
ち
で
す
。

こ
の
大
き
な
団
地
に
暮
ら
す
住
民
の
福
祉
・
交
流
の
拠
点
と
し

て
「
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
」
を
設
置
、
運
営
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
し
て
の
認
証
を
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
度
に
受
け
ま
し
た
。

「
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
」
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
カ
フ
ェ
事
業

を
行
っ
て
い
て
、
ラ
ン
チ
も
提
供
し
て
い
ま
す
。
左
近
山
の
住
民
の

ほ
か
、
自
家
焙
煎
の
コ
ー
ヒ
ー
を
目
当
て
に
相
鉄
沿
線
の
方
も
や
っ

て
来
ま
す
。

 ―
オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
で
は
、
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
以
外
に
も
、
住

民
の
福
祉
に
つ
な
が
る
よ
う
な
活
動
、
多
世
代
を
意
識
し
た
取
組
、

大
学
生
と
の
協
働
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
手
が
け
て
い
ま
す
ね
。

 林
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
当
初
は
、
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
の
運

営
の
み
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
横
浜
国
立
大
学
の
学
生

の
左
近
山
団
地
で
の
入
居
と
交
流
を
目
的
と
し
た
「
大
学
生
入
居
事

業
」
、
団
地
内
を
走
る
「
左
近
山
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
、
小
・
中
学

生
の
学
習
を
支
援
す
る
「
さ
く
ら
教
室
」
、
こ
ど
も
の
居
場
所
「
日

曜
ほ
っ
と
」
、
介
護
予
防
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
し
ゃ
べ
り

ほ
っ
と
」
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
自
分
た
ち
の
発
想
だ
け
で
実
現
し
た
も
の
で
は
な
く
、

様
々
な
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
提
案
や
ご
相
談
を
受
け
て
検
討

や
試
行
を
重
ね
、
実
現
さ
せ
て
き
た
取
組
で
す
。　

 ―
林
会
長
は
自
治
会
長
と
し
て
の
立
場
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
代
表
と

し
て
の
立
場
、
二
つ
の
顔
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
自
治
会

町
内
会
の
活
動
と
並
行
し
て
「
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
」
の
活
動
を
始

め
る
こ
と
に
至
っ
た
背
景
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

林
：
２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
の
前
後
は
、
全
国
的
に
も
団
地
の
老

朽
化
や
団
地
住
民
の
高
齢
化
を
背
景
に
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等

の
視
点
の
導
入
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
な
ど
団
地
再
生
が
テ
ー
マ

と
な
っ
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
国
や
神
奈
川
県
、
横
浜
市
か
ら
、

左
近
山
団
地
の
活
性
化
に
向
け
た
提
案
や
情
報
共
有
な
ど
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
団
地
内
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ
た
店
舗
の
一
つ
に
空
き
が
出
た
た
め
、
住
民

同
士
の
交
流
や
団
地
の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
な
取
組
が
で
き
な
い

か
と
思
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
福
祉
・
交
流
の
拠
点
「
ほ
っ
と
さ

こ
ん
や
ま
」
の
開
所
に
向
け
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
任
意
団
体
よ

り
も
法
人
格
の
あ
る
団
体
の
ほ
う
が
様
々
な
支
援
を
受
け
や
す
い
た

め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
先
ほ
ど
の
説
明
の

と
お
り
で
す
。

―
自
治
会
で
は
な
い
地
域
活
動
と
し
て
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
、
特
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
い
う
新
し
い
取
組
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
意

識
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 林
：
オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
の
、
オ
ー
ル
と
い
う
言
葉
。
左
近
山
に
関

わ
る
多
く
の
関
係
者
と
一
緒
に
取
り
組
め
る
よ
う
と
い
う
思
い
を
込

め
て
、
オ
ー
ル
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
法
人
の
理
事
に
は
、

自
治
会
町
内
会
や
地
区
社
協
だ
け
で
な
く
、
老
人
会
、
商
店
連
合
会
、

左
近
山
団
地
管
理
組
合
協
議
会
、
医
療
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン

バ
ー
な
ど
も
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
が
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

市
民
公
益
活
動
を
実
施
す
る
の
で
す
か
ら
、
一
部
の
関
係
者
だ
け
で

は
実
現
で
き
な
い
取
組
や
目
標
に
、
協
力
し
な
が
ら
一
緒
に
挑
戦
し

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
事
業
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
声
、

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
左
近
山
の
未
来

を
テ
ー
マ
に
、
住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
左
近
山
中
学
校
で

３
回
開
催
し
、
２
０
０
人
の
方
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
「
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
」
に
期
待
す
る

interview
特定非営利活動法人
オールさこんやま
林　重克 理事長（左）
矢野森　稔 理事（右）



093

第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

こ
と
や
ご
要
望
、
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
事
業
内
容
な
ど
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
話
し
合
い
ま
し
た
。
高
齢
者
や
子
育
て
支
援
へ
の
要
望
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
居
場
所
を
求
め
る
声
も
数
多
く
聞

き
取
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
と
き
の
ニ
ー
ズ
は
、
現
在
の
「
ほ
っ
と

さ
こ
ん
や
ま
」
の
取
組
の
ベ
ー
ス
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
地
区
で
の
取
組
や
事
例
を
丁
寧
に
リ
サ
ー
チ
す
る
こ
と
も

意
識
し
ま
し
た
。
港
北
区
や
戸
塚
区
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

を
実
際
に
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
う
か
が
い
ま
し

た
。
こ
の
リ
サ
ー
チ
に
一
年
近
く
の
時
間
を
か
け
ま
し
た
の
で
、
自

分
た
ち
が
運
営
す
る
「
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り

具
体
的
に
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 ―
「
ほ
っ
と
さ
こ
ん
や
ま
」
は
高
齢
者
の
居
場
所
と
し
て
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
印
象
で
す
が
、
他
の
機
能
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

 林
：
建
物
の
１
階
は
主
に
高
齢
者
を
含
む
住
民
の
居
場
所
と
し
て
の

活
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
２
階
は
未
就
学
児
や
小
・
中
学
生
の

居
場
所
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
意
識
し
、
靴
を
ぬ
い
で
直
に
座

れ
る
よ
う
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
い
て
あ
り
ま
す
。
建
物
全
体
を
通
じ
て
、

多
世
代
が
自
然
に
交
流
で
き
、
一
緒
に
過
ご
せ
る
居
場
所
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

こ
の
多
世
代
交
流
を
象
徴
す
る
取
組
と
も
い
え
る
の
が
、
月
に

一
度
開
催
し
て
い
る
「
日
曜
ほ
っ
と
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
こ
ど
も

た
ち
と
高
齢
者
が
め
ん
こ
や
独
楽
回
し
、
オ
セ
ロ
な
ど
、
昔
な
が
ら

の
遊
び
を
通
じ
て
、
自
然
と
交
流
で
き
ま
す
。
ス
マ
ホ
も
デ
ジ
タ
ル

ゲ
ー
ム
も
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
30
～
40
人
ほ
ど
の
こ
ど
も
や
小
さ

い
子
の
保
護
者
が
集
ま
る
大
盛
況
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

 ―
左
近
山
団
地
と
い
え
ば
、
大
学
生
が
、
入
居
す
る
だ
け
で
な
く
夏

祭
り
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
地
域
活
動
に
参
加
す
る
点
も

特
徴
的
で
す
。
大
学
生
の
地
域
活
動
参
加
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
経
過
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

 林
：
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
に
、
横
浜
国
立
大
学
と
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
、
旭
区
が
締
結
し
た
「
左
近
山
団
地
に
お
け
る
大
学
生
に
よ
る

地
域
支
援
活
動
事
業
に
係
る
連
携
協
定
」
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
横

浜
国
立
大
学
の
学
生
が
左
近
山
団
地
に
入
居
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
際
に
も
、
住
民
に
は
大
学
生
に
期
待
す
る
こ
と
、
求
め
る

こ
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
「
大
学
生
が
左
近

山
団
地
に
暮
ら
し
て
く
れ
る
だ
け
で
嬉
し
い
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
、

大
学
生
の
入
居
を
好
意
的
に
捉
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大
学
生
に
と
っ

て
も
社
会
に
出
る
前
に
、
大
人
や
多
世
代
と
の
交
流
や
接
し
方
、
地

域
貢
献
の
価
値
な
ど
を
学
ぶ
尊
い
活
動
に
な
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
、

住
民
と
仲
良
く
な
っ
た
大
学
生
が
夕
食
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
、

こ
た
つ
を
借
り
た
り
、
住
民
か
ら
借
り
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
保
土
ケ
谷

区
の
大
学
研
究
室
に
研
究
資
材
を
運
ん
だ
り
と
、
ま
る
で
実
家
に
暮

ら
す
大
学
生
と
親
、
祖
父
母
の
よ
う
な
、
ま
さ
に
〝
ふ
る
さ
と
左
近

山
〟
の
言
葉
に
相
応
し
い
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
生
ま
れ

ま
し
た
。

大
学
生
と
住
民
と
の
交
流
は
、
高
齢
者
だ
け
に
留
ま
り
ま
せ
ん
。

小
・
中
学
生
の
学
習
を
支
援
す
る
「
さ
く
ら
教
室
」
に
は
、
横
浜
国

立
大
学
の
学
生
た
ち
が
勉
強
を
教
え
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

 ―
左
近
山
で
は
入
居
し
て
い
る
大
学
生
以
外
に
も
、
多
く
の
大
学
生

が
地
域
活
動
に
参
加
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
大
学
生
が
活
動
に

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

ま
す
か
。

矢
野
森
：
横
浜
国
立
大
学
に
限
定
し
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
左

近
山
団
地
で
の
地
域
活
動
に
参
加
し
た
大
学
生
に
は
単
位
取
得
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
サ
コ
ラ
ボ
）
。
こ
の
、
大
学
生
と
住
民
と
が
協

働
し
て
、
左
近
山
団
地
を
も
っ
と
魅
力
あ
る
場
所
に
し
た
い
、
左
近

山
団
地
で
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
地
域
活
動

を
行
う
サ
コ
ラ
ボ
に
は
、
30
人
以
上
の
大
学
生
が
参
加
し
、
自
治
会

イ
ベ
ン
ト
や
小
・
中
学
生
の
学
習
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
先

日
の
夏
祭
り
に
も
、
20
人
近
く
の
大
学
生
が
手
伝
い
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
て
、
焼
き
そ
ば
の
調
理
や
販
売
に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
学
生
の
柔
軟
で
自
由
な
発
想
に
は
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り
で
す
。

学
生
の
何
人
か
が
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
の
一
つ
と
し
て
ピ
ザ
を
販
売
し

た
い
、
そ
の
た
め
の
ピ
ザ
窯
を
自
分
た
ち
で
作
成
し
た
い
と
言
い
出

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
費
用
を
工
面
し
、
左
近
山
の
各
所
で
活
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
移
動
可
能
な
ピ
ザ
窯
を
大
学
生
た
ち
に
手
作

り
で
制
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

６
０
０
㎏
を
超
え
る
重
さ
の
窯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
移

動
エ
リ
ア
は
限
ら
れ
ま
す
が
(笑
)、
度
々
イ
ベ
ン
ト
時
に
活
躍
し
て

お
り
、
大
人
気
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
ピ
ザ
を
ふ
る
ま
う
、
そ
の
た
め

に
ピ
ザ
窯
も
自
分
た
ち
で
作
る
な
ん
て
、
我
々
に
は
出
せ
な
い
よ
う

な
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
し
た
。

大学生とピザ窯
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―
横
浜
市
の
基
金
を
通
じ
て
活
動
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ
ン
ド
（
以
下
、
夢
フ
ァ
ン
ド
）
と
い
う
制
度
を
、

オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
で
は
ご
活
用
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

 林
：
大
学
生
入
居
事
業
の
自
主
事
業
化
を
視
野
に
入
れ
て
、
３
年
ほ

ど
前
か
ら
、
夢
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
夢
フ
ァ
ン
ド
で
は
、

自
分
た
ち
で
寄
付
を
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
遠
方
に
住
む
大

学
生
の
親
御
さ
ん
か
ら
、
息
子
さ
ん
へ
の
エ
ー
ル
も
兼
ね
た
寄
付
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
親
御
さ
ん
に
と
っ
て
は
お
子
さ

ん
が
下
宿
し
て
い
る
地
域
の
活
動
や
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
我
々
に
と
っ
て
は
活
動
資
金
を
い
た
だ
け
る
機
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。
寄
付
を
通
じ
て
、
他
県
や
他
都
市
と
左
近
山
が
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

 ―
高
齢
者
の
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
し
ゃ
べ
り
ほ
っ
と
」
は
、

２
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
取
組
で
す
ね
。
今
日
も
30
名
近
く
の
方
が
集

ま
り
、
賑
や
か
で
し
た
。

 林
：
お
し
ゃ
べ
り
ほ
っ
と
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
、
仲
間
づ
く
り

の
た
め
に
始
め
た
取
組
で
す
。
脳
ト
レ
や
近
所
の
医
療
機
関
か
ら
の

健
康
に
関
す
る
お
話
、
健
康
体
操
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
や
お
し
ゃ
べ
り

の
時
間
な
ど
、
約
半
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
し
、
毎
週
工
夫
し
な

が
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
健
康
福
祉
局
の
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B
等

補
助
事
業
を
活
用
し
て
お
り
、
補
助
を
活
用
で
き
る
事
項
が
幅
広
く
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
何
か
や
ろ
う
と
し
て
も
資

金
面
で
難
し
い
時
が
あ
り
、
そ
う
い
う
時
は
補
助
金
が
あ
り
が
た
い

と
感
じ
ま
す
。

―
左
近
山
団
地
で
は
い
ち
早
く
、
団
地
に
暮
ら
す
住
民
の
み
な
さ
ん

が
利
用
で
き
る
地
域
交
通
「
左
近
山
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
内
容
と
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

 林
：
近
隣
に
あ
る
福
祉
施
設
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
で
使
用
し
て

き
た
ワ
ゴ
ン
車
が
、
サ
ー
ビ
ス
終
了
に
伴
い
不
要
に
な
る
と
い
う
話

が
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
、
左
近
山
で
う
ま
く
活
用
で

き
な
い
か
と
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
出
て
き
た

の
が
、
左
近
山
地
区
の
高
齢
者
を
中
心
に
し
た
移
動
支
援
事
業
の
左

近
山
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
で
す
。
毎
週
木
曜
日
に
一
日
６
便
、
団
地
内

を
運
行
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
取

組
で
、
左
近
山
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
左
近
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
な
ど
で
構
成
す
る
「
左
近
山
お
出
か
け
ワ
ゴ
ン
協
議

会
」
の
も
と
で
推
進
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
務
め
て

い
ま
す
。

当
初
は
団
地
エ
リ
ア
の
み
で
は
な
く
、
二
俣
川
駅
や
警
察
署
、

旭
区
役
所
な
ど
を
周
遊
す
る
ル
ー
ト
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
こ

こ
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
。
実
際
に
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
か
ら
は
、
団
地

内
の
公
共
交
通
が
通
っ
て
い
な
い
箇
所
、
店
舗
前
に
行
き
た
い
と
の

ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
の
で
、
ル
ー
ト
を
大
幅
に
変
更
し
ま
し
た
。

開
始
し
て
８
年
が
経
過
し
、
車
両
の
更
新
な
ど
、
費
用
負
担
の

面
な
ど
も
問
題
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度

か
ら
の
市
の
新
規
事
業
で
あ
る
「
み
ん
な
の
お
で
か
け
交
通
事
業
」

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま
す
。

 ―
お
話
を
伺
っ
て
い
る
と
、
事
業
に
協
力
し
て
く
れ
る
仲
間
を
増
や

す
こ
と
、
利
用
者
の
声
を
丁
寧
に
聞
く
こ
と
、
事
業
開
始
に
あ
た
っ

て
は
リ
サ
ー
チ
に
時
間
を
じ
っ
く
り
か
け
る
こ
と
な
ど
、
オ
ー
ル
さ

こ
ん
や
ま
な
ら
で
は
の
工
夫
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

 林
：
団
体
を
立
ち
上
げ
る
時
点
か
ら
、
地
域
に
関
わ
る
各
種
団
体
み

ん
な
、
オ
ー
ル
で
取
り
組
む
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
オ
ー
ル
は
、
何
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
に
限
り
ま
せ
ん
。

以
前
、
旭
区
役
所
に
在
籍
し
て
い
た
職
員
は
、
所
属
が
変
わ
っ

た
今
で
も
時
間
を
見
つ
け
て
は
左
近
山
団
地
を
訪
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
、
市
政
情
報
の
共
有
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
に
執
り
行
っ
た
オ
ー
ル
さ
こ

ん
や
ま
の
10
周
年
記
念
式
典
に
は
、
現
在
の
区
長
に
加
え
、
歴
代
の

旭
区
長
の
み
な
さ
ん
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

近
隣
の
小
学
校
や
中
学
校
の
教
員
の
み
な
さ
ん
、
団
地
を
巣

立
っ
て
い
っ
た
大
学
生
な
ど
、
左
近
山
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
る
人

す
べ
て
が
、
こ
の
「
オ
ー
ル
」
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
多
く
の
関
係
者
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
は
、
オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
の

皆
さ
ん
の
温
か
な
人
柄
や
人
間
性
に
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
今
後
の
抱

負
や
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 林
：
左
近
山
で
育
っ
た
人
、
少
し
で
も
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
、
関

わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
が
、
こ
の
場
所
を
〝
ふ
る
さ
と
〟
だ
と
思
っ

て
く
れ
る
よ
う
な
地
域
に
し
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
紹
介

し
て
き
た
取
組
は
す
べ
て
、
こ
の
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
ね
。
ま

た
、
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
「
ト
リ
オ
さ
こ

ん
や
ま
」
な
ど
の
新
し
い
取
組
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
我
々
も
歳

を
重
ね
て
き
て
い
る
の
で
、
次
の
世
代
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
は
課
題

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
左
近
山
で
は
20
代
30
代
の
方
が
増
え
て
い
る

と
の
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
よ
う
に
、

や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
に
対
し
て
全
体
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
て
、

丁
寧
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 （
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
７
月
10
日
）
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
市
民
局
「
よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ
ン
ド
事
業
」
■

市
民
局
で
は
、市
民
や
企
業
等
か
ら
寄
附
を
募
り
、市
民
活
動

推
進
基
金（
よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ
ン
ド
）に
積
み
立
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
公
益
的
な
活
動
に
か
か
る
事
業
費
や
組
織
基
盤
強
化
に
か
か

る
費
用
の
助
成
を
通
じ
て
、団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
ル
さ
こ
ん
や
ま
は
、
よ
こ
は
ま
夢
フ
ァ

ン
ド
の
登
録
団
体
と
な
り
、
費
用
助
成
を
受
け
る
こ
と
で
、
左

近
山
団
地
居
住
者
の
高
齢
化
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
低

下
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
団
地
内
に
入
居
を
希
望
す

る
大
学
生
の
家
賃
を
補
助
し
、
積
極
的
に
地
域
の
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
う
、
団
地
と
大
学
生
の
地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

 

■
健
康
福
祉
局「
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B
等
補
助
事
業
」■

健
康
福
祉
局
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
と
し
た
地
域

住
民
が
、
要
支
援
者
等
※
を
対
象
と
す
る
介
護
予
防
・
生
活
支

援
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
活
動
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
活
動

に
係
る
費
用
に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
体
操
・
運
動
等
の
活
動
、
趣
味
活
動
等
介
護
予
防
に
資

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
の
ほ
か
、
買
物
代
行
、
調
理
等
の
生

活
支
援
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
提
供
、
定
期
的
な

訪
問
に
よ
る
見
守
り
が
補
助
対
象
と
な
る
活
動
に
な
り
ま
す
。

※（
１
）①
要
支
援
１
・
２
の
要
介
護
認
定
が
あ
る
方
及
び
、

要
支
援
相
当
で
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
事
業
の
対
象

と
な
っ
た
方（
事
業
対
象
者
）で
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に

よ
る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
で
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B

等
の
活
動
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
方

　
（
２
）（
１
）と
し
て
活
動
を
利
用
し
て
い
た
方
で
、要
介
護

１
〜
５
に
認
定
区
分
が
変
更
と
な
っ
た
後
も
、継
続
的
に
活
動
を

利
用
す
る
方

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

 

■
都
市
整
備
局「
み
ん
な
の
お
で
か
け
交
通
事
業
」■

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
、
地
域

公
共
交
通
を
増
や
す
取
組
と
し
て
、
地
域
交
通
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
代
わ
る
新
た
な
制
度
と
し
て
、
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度

か
ら
開
始
し
た
事
業
で
す
。
地
域
へ
の
意
向
確
認
や
運
行
計
画

の
提
案
等
の
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
を
は
じ
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
や
関
係
者
と
の
調
整
支
援
等
、
地
域
等
の
取
組
に
対
す

る
様
々
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
運
行
経
費
、
車
両
導
入
等

の
環
境
整
備
費
、
そ
の
ほ
か
地
域
公
共
交
通
の
運
行
に
必
要
と

な
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

左
近
山
団
地
を
走
る
「
左
近
山
お
で
か
け
ワ
ゴ
ン
」
は
、

２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
７
月
よ
り
、
み
ん
な
の
お
で
か
け
交

通
事
業
の
お
で
か
け
シ
ャ
ト
ル
（
ワ
ゴ
ン
型
バ
ス
）
と
し
て
運

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
旭
区「
N
P
O
法
人
オ
ー
ル
こ
ん
や
ま
の
機
能
強
化
」■

旭
区
・
左
近
山
団
地
の
再
生
に
向
け
、
N
P
O
法
人
オ
ー

ル
さ
こ
ん
や
ま
・
N
P
O
法
人
横
浜
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
・
旭
区
の
３
者
が
協
働
し
、
活
動
の
担
い
手
や
資
金
確

保
、
地
域
で
自
立
し
て
運
営
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
ま
し
た
。

横
浜
市
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B
等
補
助
事
業
の
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
や
経
営
基
盤
の
強
化
、
大
学
生
入
居
事
業
を
運
営
す

る
体
制
構
築
な
ど
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
事
業
の
推
進

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
（
２
０
２
０
～
２
０
２
２
（
令
和
２
～

４
）
年
度
事
業
）
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

さ
く
ら
茶
屋
に
し
し
ば

さくら茶屋の店頭風景

こどもは地域の宝、Ｘmasイベント

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉

特
定
非
営
利
活
動
法
人
さ
く
ら
茶
屋
に
し
し
ば
は
、

活
動
に
賛
同
す
る
団
体
や
個
人
と
の
協
力
に
よ
り
、地

域
住
民
を
対
象
に
、世
代
を
超
え
た
交
流
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
団
体
で
す
。安
心
・
安
全
・

や
さ
し
さ
と
楽
し
さ
溢
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る

活
動
を
通
じ
、生
き
生
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

ラ
ン
チ
や
惣
菜
、コ
ー
ヒ
ー
の
提
供
、小
物
販
売
を
中

心
に
し
て
い
る
さ
く
ら
茶
屋
、こ
ど
も
＆
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
も
併
設
し
て
い
る
さ
く
ら
カ
フ
ェ
、高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
や
認
知
症
カ
フ
ェ
、お
し
ゃ
べ
り
会
を
企
画
開
催

す
る
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
事
業
と
、当
法
人
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
を
多
種
開
催
し
て
い

ま
す
。

さ
く
ら
茶
屋
は
、「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」の

整
備
助
成
金
の
交
付
を
受
け
、２
０
０
９（
平
成
21
）年

度
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
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〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55

　ほとんどの視座で２つ以上の活動をして
います。
　さくら茶屋は、地域住民の交流、支え合い
活動には「食」を囲んでの居場所が最適と考
え、カフェを立ち上げました。以後１５年，２０
を超すイベントにも「食」を絡めながら多世
代交流に力を入れています。同じ商店街に
茶屋（和食中心）とカフェ（洋食中心）の２店舗
を構えたことで、多世代の方々に来ていただ
くこととなり効果的でした。コロナ以降はイ
ベント開催に制約が多くなりましたが、地域

の実情にマッチした内容を重視し、取り組ん
でいます。
　地域に根付いた居場所を絶やさぬよう息
の長い活動をめざしますが、課題としては、
現役世代をはじめとする新しい力が活躍で
きる環境や体制づくりです。地域の活性化
も大切な視点で、現在、自治会経験者や学童
の方々とも連携した取組も行なっています
が、地域で活躍する個人や団体とのつなが
りを広げる活動も重視していきたいと思っ
ています。

特定非営利活動法人さくら茶屋にししばからのひとこと
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―
さ
く
ら
茶
屋
の
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
経
緯
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

 岡
本
：
き
っ
か
け
は
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
地
域
に
恩
返
し

を
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。
小
学
校
教
員
を
退
職
し
た
20

年
ほ
ど
前
、
西
柴
団
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
西
柴
団
地
福
祉

サ
ー
ビ
ス
」
に
参
加
し
て
、
月
２
回
の
お
茶
会
や
２
か
月
に
１
回
の

食
事
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
な
か
な
か
参
加
者
が

増
え
て
い
か
な
い
、
来
て
ほ
し
い
人
が
来
て
く
れ
な
い
の
で
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
気
兼
ね
な
く
来
て
も
ら
い
た
い
、
そ
ん
な
思
い
が
強

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
地
域
の
み
ん
な
が
気
軽
に
来
ら
れ
る
居
場

所
、
そ
う
思
っ
た
時
に
、
お
店
を
作
る
と
い
う
目
標
に
辿
り
つ
き
ま

し
た
。

 ―
最
初
か
ら
、
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
（
以
下
「
ま
ち
普

請
」
と
い
う
。
）
の
利
用
を
決
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

 岡
本
：
い
い
え
。
お
店
を
作
ろ
う
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
資
金
を
ど

う
す
る
か
が
問
題
で
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
悩
ん
で
い
る
と
き
に
、

偶
然
、
ま
ち
普
請
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
０
０
９
（
平

成
21
）
年
２
月
の
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
一
緒
に
活
動
し
て
き
た

仲
間
に
声
を
か
け
て
団
体
を
結
成
し
て
、
１
次
コ
ン
テ
ス
ト
が
６
月

の
初
め
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
も
う
一
生
懸
命
準
備
し
て
申
請
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。
審
査
を
通
過
し
た
要
因
は
、
わ
た
し
た
ち
の
情
熱

が
審
査
員
に
伝
わ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 ―
２
次
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
の
８
か
月
間
は
、
ど
の
よ
う
に
準
備
さ
れ

た
の
で
す
か
。

 岡
本
：
い
ろ
い
ろ
話
し
合
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
よ
う
、
地

域
の
方
の
意
見
を
聞
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
全
世
帯

（
１
６
０
０
世
帯
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
封

筒
に
は
、
相
手
の
お
名
前
を
一
人
ひ
と
り
手
書
き
し
て
、
思
い
を
乗

せ
な
が
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
回
答

率
は
、
約
20
％
。
回
答
者
の
中
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
と
申

し
出
て
く
れ
た
方
が
24
名
も
い
て
、
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。
事
務
局

長
の
阿
部
さ
ん
は
そ
の
中
の
一
人
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
の
資
料
づ
く

り
に
長
け
て
い
て
、
数
字
に
も
強
い
阿
部
さ
ん
の
存
在
は
本
当
に
心

強
か
っ
た
で
す
。

２
次
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
家
賃
支
払
い
へ
の
対
応
、
売
上
げ
の

確
保
と
い
っ
た
実
現
性
が
問
わ
れ
ま
す
。
ど
う
や
っ
た
ら
収
入
を
得

ら
れ
る
か
考
え
、
「
朝
塾
」
と
い
う
も
の
が
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
お
惣
菜
や
お
弁
当
の
販
売
収
入
な
ど
を
見
込
ん
で
、

収
支
が
合
う
よ
う
に
計
画
書
を
整
え
ま
し
た
。
２
０
１
０
（
平
成

22
）
年
２
月
に
無
事
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
良
か
っ
た
と
息
つ
く
間
も

な
く
、
少
し
で
も
早
く
開
店
で
き
る
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
頑
張
っ
て

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
５
月
17
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

 ―
さ
く
ら
茶
屋
は
、
近
隣
の
人
た
ち
を
巻
き
込
む
こ
と
、
仲
間
を
増

や
す
こ
と
が
上
手
と
聞
き
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
の
極
意
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 岡
本
：
地
域
の
人
た
ち
が
応
援
し
て
く
れ
て
、
お
客
さ
ん
に
も
な
っ

て
く
れ
た
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
最
初
は
24
人
で
し
た
が
、
さ
く
ら
茶
屋
に
来
る
人
た
ち

み
ん
な
に
声
を
か
け
て
、
多
い
時
に
は
80
人
く
ら
い
い
ま
し
た
ね
。

人
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
し
た
ん
で
す
。
そ
の
人
の

良
さ
を
認
め
て
、
そ
の
人
が
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
も
ら
う
、
と
い

う
感
じ
な
の
で
、
あ
ま
り
辞
め
る
人
は
い
な
い
で
す
。
最
近
は
共
働

き
の
方
が
増
え
、
定
年
引
上
げ
な
ど
、
時
代
の
変
化
も
感
じ
て
い
ま

す
。 

―
今
で
こ
そ
市
域
全
体
に
広
ま
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
で

す
が
、
さ
く
ら
茶
屋
が
提
案
申
請
し
た
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
度

は
、
ま
だ
創
成
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
前
例
も
な
い
中
で
の
ま
ち

普
請
へ
の
申
請
。
相
当
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

岡
本
：
確
か
に
ま
ち
普
請
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
し
て
選
定
さ

れ
た
の
は
、
さ
く
ら
茶
屋
が
第
１
号
で
し
た
が
、
実
現
で
き
た
の
は
、

interview
特定非営利活動法人
さくら茶屋にししば
岡本溢子 理事長（右）
阿部茂男 事務局長（左）
※役職はインタビュー時点のもの
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―
さ
く
ら
茶
屋
が
先
駆
け
と
な
っ
て
、
現
在
、
金
沢
区
内
に
は
、
地

域
に
よ
る
皆
さ
ん
の
居
場
所
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
が
10

か
所
あ
り
ま
す
。
金
沢
区
内
へ
の
広
が
り
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
か
。

 岡
本
：
ま
ち
普
請
だ
け
で
な
く
、
金
沢
区
に
は
独
自
の
補
助
事
業

（
金
沢
区
空
き
家
等
を
活
用
し
た
地
域
の
「
茶
の
間
」
支
援
事
業
。

以
下
「
茶
の
間
事
業
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は

さ
く
ら
茶
屋
の
活
動
が
評
価
さ
れ
た
か
ら
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
に
必
要
な
活
動
に
対
す
る
補
助
を
役
所
が
用
意
し
て
く
れ
る
の

は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
さ
く
ら
茶
屋
で
も
茶
の
間
事
業
を
利
用
し

ま
し
た
。

ま
た
、
区
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
運
営
者
を
集
め
て
情

報
交
換
を
行
う
「
つ
な
が
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
も
の
も
区
役

所
主
導
で
行
っ
て
い
て
、
も
う
10
年
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

行
政
や
役
所
と
い
う
も
の
に
あ
ま
り
良
い
印
象
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
人
が
替
わ
っ
て
も
仕
組
み
と
し
て
あ
れ
ば
継
続
す
る
、

役
所
に
は
こ
う
い
う
良
い
面
も
あ
る
の
か
と
少
し
見
方
が
変
わ
り
ま

し
た
。

 ―
先
ほ
ど
、
地
域
の
全
世
帯
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
た
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

 
コーディネーターの伴走支援の様子

阿
部
：
西
柴
団
地
に
暮
ら
す
み
な
さ
ん
の
声
・
ニ
ー
ズ
を
き
ち
ん
と

聞
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
思
い
が
け
ず
多

く
の
回
答
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
回
答
の
半
分
く

ら
い
に
は
具
体
的
な
意
見
も
記
述
さ
れ
て
い
て
、
「
ま
ち
の
居
場

所
」
と
い
う
も
の
へ
の
関
心
の
高
さ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
に
応
え
て
い
け

ば
、
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
手
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
中
に
は

賛
同
と
は
言
い
難
い
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
や
る
気

は
、
そ
れ
を
も
の
と
も
し
な
い
ぐ
ら
い
す
ご
か
っ
た
で
す
。

 ―
ア
ン
ケ
ー
ト
に
表
現
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
受
け
、
具
体

的
に
取
り
入
れ
た
も
の
、
実
践
し
た
も
の
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 阿
部
：
み
な
さ
ん
の
意
見
を
採
り
入
れ
て
い
た
ら
、
体
操
教
室
や
英

会
話
教
室
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
活
動
メ
ニ
ュ
ー
が
25
も
の
事

業
に
な
り
ま
し
た
。
や
り
始
め
る
と
そ
の
活
動
に
長
け
た
方
が
現
れ

て
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
が
増
え
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
。当

初
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
手
法
を
取
り
ま
し
た
が
、
さ
く
ら

茶
屋
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
、
地
域
の
方
の
声
を
聴
く
こ
と
、

対
話
を
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

の
積
み
重
ね
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 ―
食
事
や
飲
料
の
提
供
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
に

加
え
、
運
営
を
長
く
続
け
る
た
め
に
、
市
の
補
助
制
度
も
上
手
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ち
普
請
や
茶
の
間
事
業
の
ほ
か
、
利
用
し
て

い
る
市
の
支
援
制
度
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

 阿
部
：
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
労
し
て
い
た
市
民
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、

市
民
局
が
募
集
し
て
い
た
市
民
公
益
活
動
緊
急
支
援
助
成
金
を
利
用

し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
の
費
用
が
支
援
さ
れ
る
助
成
金
を
活
用
し

て
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
購
入
。
こ
れ
ま
で
さ
く
ら
茶
屋
に
来
て
い
な

か
っ
た
方
た
ち
と
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
機
会
が
あ
っ

て
ル
ー
マ
ニ
ア
の
こ
ど
も
た
ち
と
西
柴
小
学
校
の
こ
ど
も
た
ち
が
オ

アンケート結果を知らせる広報創刊号

横
浜
市
の
伴
走
支
援
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
建
築

家
の
櫻
井
淳
氏
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
ま
し
た
し
、
都
市
整
備
局
の
職
員
も
１
人
、
付
き
っ
き
り
で
対
応

し
て
く
れ
ま
し
た
。
何
も
分
か
ら
な
い
中
で
し
た
の
で
、
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
ね
。
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ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る

ご
家
族
が
参
加
す
る
学
習
会
を
企
画
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

岡
本
：
今
で
も
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
の
反
省
会
や
保
育
園
の
卒
園
式
後

の
懇
親
会
な
ど
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
は
活
躍
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

新
し
い
発
想
で
活
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
使
い
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
だ
な
と
感
心
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
（
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B
等
補
助
事
業
）
で

す
ね
。
さ
く
ら
茶
屋
や
さ
く
ら
カ
フ
ェ
と
い
う
場
所
を
維
持
す
る
た

め
の
家
賃
に
補
填
で
き
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

岡
本
：
チ
ラ
シ
や
掲
示
板
を
通
じ
て
募
集
も
し
て
い
ま
す
が
、
何
よ

り
も
、
直
接
声
を
か
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
が
自
分
の
友
達
を
誘
っ
た
り
、
さ
く
ら
茶
屋
に
来
店
い

た
だ
い
た
お
客
さ
ん
に
直
接
声
を
か
け
た
り
し
て
、
仲
間
を
増
や
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
断
ら
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
。
店
舗

を
持
つ
活
動
の
強
み
で
し
ょ
う
か
、
開
店
し
て
い
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と

覗
い
て
行
っ
て
も
ら
え
ま
す
か
ら
。
ま
た
、
募
集
す
る
だ
け
で
は
な

か
な
か
来
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
日
付
を
設
定
し
て
説
明
会
も
行
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

阿
部
：
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
実
際
に
見
て
も
ら
う
こ
と
、

見
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
や
っ

て
い
る
な
ら
自
分
も
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
も
ら
え
ま
す
し
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
地
道
な
広
報
活
動
は
重
要
で
す
ね
。
口
コ
ミ
や
宣
伝

で
、
「
素
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
で
こ
れ
だ
け
の
人
が
集
ま
っ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
を
見
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
本
：
た
だ
最
近
は
、
さ
く
ら
茶
屋
で
も
新
し
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
く
れ
る
人
を
見
つ
け
る
の
が
ほ
ん
と
う
に
難
し
く
な
り
ま

し
た
。
要
因
に
は
定
年
の
延
長
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
も
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
隣
近
所
や
ご
友
人
と
の
お
付
き
合
い
、
考
え
方
の

変
化
な
ど
も
関
係
し
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

 ―
15
年
以
上
に
わ
た
り
、
さ
く
ら
茶
屋
の
運
営
を
継
続
さ
れ
て
き
た

今
だ
か
ら
こ
そ
見
え
る
、
今
後
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

岡
本
：
市
も
区
も
地
域
住
民
も
、
み
ん
な
が
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

さ
く
ら
茶
屋
で
す
が
、
わ
た
し
た
ち
は
地
域
住
民
と
わ
た
し
た
ち
の

協
働
作
業
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
協
力
な
し
で
は
、
こ

こ
ま
で
の
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

阿
部
：
ア
ン
ケ
ー
ト
一
つ
と
っ
て
も
、
非
常
に
協
力
的
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
地
域
の
方
の
要
求
を
一
つ
一
つ
実

現
し
て
、
叶
え
て
い
け
ば
失
敗
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

岡
本
：
ど
こ
ま
で
続
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
と
、
正
直
不
安
な
面
は

あ
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
は
否
め
な
い
。

た
だ
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方
が

多
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
長
く
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
近
日

開
催
の
総
会
（
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
６
月
15
日
開
催
）
で
、
わ

た
し
は
理
事
長
を
交
代
す
る
の
で
す
が
、
活
動
を
辞
め
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
が
で
き
る
範
囲
の
中
で
活
動
す
る
と
い
う
形
で

今
後
も
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

阿
部
：
高
齢
の
ス
タ
ッ
フ
に
し
て
も
、
地
域
の
た
め
に
や
っ
て
い
る

こ
と
が
地
域
か
ら
喜
ば
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
や
り
が
い
を
感
じ

て
生
涯
現
役
の
よ
う
に
続
け
る
と
い
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
に
若
い
人
た
ち
を
ど
う
巻
き
込
ん
で
い
く
か
、
と
い
う
の
が
今
後

ハイブリッド開催での歌の集い

横浜港でのスタッフ交流会

―
自
治
会
町
内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
活
動
団
体
、
公
園
愛
護
会
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
団
体
は
一
様
に
、
担

い
手
不
足
、
世
代
交
代
に
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
担
い
手

を
増
や
す
た
め
の
工
夫
や
活
動
の
継
続
性
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
な

ど
も
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
都
市
整
備
局「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」■

都
市
整
備
局
が
所
管
す
る「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」

は
、市
民
が
自
ら
行
う
身
近
な
ハ
ー
ド
整
備
の
提
案
に
対
し
、コ

ン
テ
ス
ト
形
式
で
の
選
考
を
経
た
も
の
を
対
象
に
、最
高
５
０
０

万
円
の
整
備
費
用
を
助
成
す
る
横
浜
市
独
自
の
制
度
で
す
。２

０
０
５（
平
成
17
）年
開
始（
当
時
は
、職
員
提
案
の
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
）。市
民
が
共
に
汗
を
か

い
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
意
味
を
込
め
て「
普
請
」と
い
う
言
葉

が
用
い
ら
れ
、事
業
の
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
私
た
ち
の
ま
ち
を

　
私
た
ち
が
つ
く
る　
き
っ
と
ま
ち
が
好
き
に
な
る
。」。

二
段
階
の
公
開
コ
ン
テ
ス
ト
、市
職
員
に
よ
る
伴
走
支
援
、整

備
事
例
集
等
の
発
行
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
事
務
局
と
い
っ
た
大

き
な
特
徴
を
持
ち
、創
設
10
年
を
迎
え
た
２
０
１
５（
平
成
27
）年

に
は「
新
た
な
公
共
事
業
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
独
創
的
・
画

期
的
な
も
の
」と
評
さ
れ
、日
本
都
市
計
画
学
会
の
石
川
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

さ
く
ら
茶
屋
の
提
案
内
容
は
、２
０
０
９（
平
成
21
）年
度
に

当
事
業
に
選
考
さ
れ
ま
し
た
。当
時
の
提
案
事
業「
西
柴
団
地
商

店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
地
域
活
性
化
プ
ラ
ン（
金
沢
区
）」

で
は
、店
舗
設
備
の
撤
去・改
修
の
ほ
か
、全
世
帯
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
通
じ
た
ニ
ー
ズ
把
握
、趣
味
の
教
室
の
開
催
、多

機
能
型
の
タ
ウ
ン
カ
フ
ェ
を
維
持
運
営
し
て
い
ま
す
。

 

■
健
康
福
祉
局「
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B
等
補
助
事
業
」■

健
康
福
祉
局
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
と
し
た
地
域
住

民
が
、要
支
援
者
※
を
対
象
と
す
る
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の

活
動
を
行
う
場
合
に
、そ
の
活
動
に
係
る
費
用
に
対
す
る
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、体
操
・
運
動
等
の
活
動
、

趣
味
活
動
等
を
通
じ
た
日
中
の
居
場
所
づ
く
り
、定
期
的
な
交

流
、サ
ロ
ン
、会
食
の
ほ
か
、買
物
代
行
、調
理
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
の
提
供
、定
期
的
な
訪
問
に
よ
る
見
守
り
が
補
助

対
象
と
な
る
活
動
に
な
り
ま
す
。

の
大
き
な
課
題
で
す
。
現
役
世
代
の
若
い
方
に
い
き
な
り
こ
の
活
動

に
入
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で

も
、
例
え
ば
こ
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
一
緒
に
参
加

し
て
い
る
保
護
者
と
私
た
ち
が
結
び
付
け
ば
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
つ

な
が
り
が
で
き
て
い
く
。
ま
ず
は
、
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
で
す
。
活

動
を
始
め
て
み
れ
ば
考
え
方
が
変
わ
る
人
も
い
る
の
で
、
そ
こ
は
あ

き
ら
め
ず
に
根
気
強
く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
本
：
さ
く
ら
茶
屋
を
始
め
た
当
初
は
、
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
開

店
す
る
も
の
か
分
か
っ
て
い
な
く
て
、
休
ま
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
祝
日
も
含
め
て
ず
っ
と
開
け

て
い
た
ら
、
自
分
自
身
が
疲
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今
は
自
分
が
無

理
な
く
で
き
る
ペ
ー
ス
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

お
店
と
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
前
は
店
内
飲
食
が
中
心
で
パ
ー

テ
ィ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
店
内
飲
食
に
戻
っ
て
い
ま

せ
ん
。
準
備
を
す
る
側
も
無
理
な
く
続
け
る
に
は
、
状
況
に
応
じ
て

少
し
ず
つ
形
態
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
今
後
は
、
利

用
者
が
自
分
た
ち
で
必
要
な
も
の
を
準
備
す
る
場
所
貸
し
な
ど
も
考

え
て
い
き
ま
す
。

  

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
６
月
10
日
） 

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

※（
１
）要
支
援
１
・
２
の
要
介
護
認
定
が
あ
る
方
及
び
、要

支
援
相
当
で
基
本
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
事
業
の
対
象
と

な
っ
た
方（
事
業
対
象
者
）で
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に
よ

る
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
で
サ
ー
ビ
ス
・
活
動
B
等

の
活
動
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
方

（
２
）（
１
）と
し
て
活
動
を
利
用
し
て
い
た
方
で
、要
介
護
１
〜

５
に
認
定
区
分
が
変
更
と
な
っ
た
後
も
、継
続
的
に
活
動
を
利
用

す
る
方

 

■
市
民
局「
市
民
公
益
活
動
緊
急
支
援
助
成
金
」■

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
市
民
公
益

活
動
へ
の
支
援
と
し
て
、市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
地
域
の
居
場

所
づ
く
り
や
高
齢
者
の
見
守
り
、こ
ど
も
食
堂
や
親
子
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
活
動
継
続
及
び
事
業
展
開
を
支
援
す
る
助
成
金
を
交

付
し
ま
し
た
。

助
成
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の
導

入
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
に
配
置

さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
し
た

（
２
０
２
０（
令
和
２
）年
度
の
み
の
限
定
事
業
）。

 

■
金
沢
区「
金
沢
区
空
き
家
等
を
活
用
し
た
地
域
の

　
「
茶
の
間
」支
援
事
業
補
助
金
」■

金
沢
区
内
の
空
き
家
や
空
き
室
、空
き
店
舗
等
を
活
用
す
る

こ
と
で
、多
世
代
の
交
流
や
子
育
て
支
援
、高
齢
者
の
生
活
支
援

等
、身
近
な
地
域
の
課
題
解
決
や
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取

組
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
、自
治
会
町
内
会
等
が
利
用
で
き
る
制
度
で
す
。

 

■
金
沢
区「
金
沢
区
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
」■

金
沢
区
で
は
、地
域
の
活
性
化
や
豊
か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
な
ど
を
目
指
す
、区
民
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
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鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ

生きもの採取

生きもの観察

鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ（
以
下
、「
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
」）は
、

バ
ク
の
姿
の
鶴
見
川
流
域
地
図
を
共
有
し
な
が
ら《
安
全
・
安

ら
ぎ
・
自
然
環
境
・
福
祉
重
視
の
川
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
》

を
目
標
に
、１
９
９
１（
平
成
３
）年
か
ら
市
民
団
体
と
し
て
の

連
携
を
始
め
ま
し
た
。２
０
０
３（
平
成
15
）年
に
は
持
続
可
能

な
活
動
を
目
指
し
、連
携
鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ（
略

称
：
連
携
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
）と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
鶴
見
川
流

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ（
略
称
：
n
p
o
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
）を
再
構

築
し
、二
つ
の
組
織
の
協
働
で
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。現
在
、

鶴
見
川
流
域
で
活
動
す
る
連
携
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
の
参
加
団
体
は
40

団
体
、そ
の
う
ち
、横
浜
市
内
で
は
23
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

流
域
視
野
の
交
流
・
学
習
・
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
日
常
活

動
を
通
じ
て
、河
川
環
境
の
整
備・保
全
、流
域
の
健
全
な
水
循

環
の
回
復
、水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
全
・
再
生
等
に
貢

献
し
、水
と
緑
・
歴
史
・
文
化
を
軸
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
及
び

水
辺
等
を
利
用
し
た
環
境
教
育
、市
民
・
行
政
・
企
業
間
の
多

彩
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
協
働
）を
工
夫
・
促
進
し
て
い
ま
す
。

環
境
活
動
が
地
域
で
継
続
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た

環
境
防
災
学
習
講
座「
港
北
水
と
緑
の
学
校
」は
、20
年
以
上
に

わ
た
り
n
p
o
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
と
港
北
区
と
の
協
働
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。２
０
２
６（
令
和
８
）年
１
月
に
は
、流
域
の
治

水
や
生
物
多
様
性
に
貢
献
す
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、国
土
交
通

省
よ
り「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
大
賞『
G
R
E
E
N
×
E
X
P
O

賞
』」を
受
賞
し
ま
し
た（
鶴
見
川
源
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
町
田

市
と
の
共
同
受
賞
）。

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉
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　未来を開く新しい流域文化の育成を推進
し、流域市民団体の交流・連携活動（ネット
ワーク活動）を持続可能としてきました。
　この連携はTRネット内だけに留まらず、地
域団体、学校、行政や企業へと連携を広げ、
新しい活動や事業も創出してきました。例え
ば、港北区区政70周年記念事業として作成
した学習冊子は、TRネットのサポートでより
充実した学習資料に仕上がり、水と緑の学校
事業に提供したり、公共施設での配布へと有
効に発展させました。さらに、応援企業を探
し増刷の支援を受け、持続可能な活動へと

道を開きました。
　市民団体との連携の30年以上の歳月は、
多様な主体との連携を有効に発展させ、持
続可能な活動へと育て、社会に貢献する流
域文化を創出してきたと実感します。
　事業予算（収入）の減少・労務環境の変化
などは、TRネットの事業継承を難しくもして
います。この大きな分岐点を乗り越える知恵
は、多様な主体との率直な意見交換と未来
への柔軟な視点から見出されると信じます。
これからも時代をけん引できる、主体であり
たいと願っています。

〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55

鶴見川流域ネットワーキングからのひとこと
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―
最
初
に
、鶴
見
川
流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ（
以
下
、「
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ

ト
」）の
団
体
の
概
要
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 亀
田
：
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
は
１
９
９
１
年
に
鶴
見
川
の
流
域
で
つ
な
が
る

市
民
団
体
が
連
携
し
た
任
意
団
体
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
の
ち
に
、

２
０
０
３
（
平
成
15
）
年
に
事
務
局
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
し
て

独
立
し
、
n
p
o
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
と
連
携
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
の
協
働
活
動
と

し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
場
所
で
あ
る
鶴
見
川
は
、
東
京
都
町
田
市
北
部

に
源
流
を
持
ち
、
多
摩
丘
陵
や
下
末
吉
台
地
を
流
れ
下
り
、
横
浜
市

の
鶴
見
区
生
麦
か
ら
東
京
湾
に
注
ぐ
一
級
河
川
で
す
。
長
さ
は
フ
ル

マ
ラ
ソ
ン
の
長
さ
と
ほ
ぼ
同
じ
の
42
・
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
流

域
は
市
街
地
率
90
％
、
２
０
０
万
人
の
市
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

降
っ
た
雨
が
鶴
見
川
に
流
れ
込
む
大
地
の
広
が
り
「
流
域
」
の
形
が
、

動
物
の
バ
ク
の
形
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
鶴
見
川
流
域
を
象
徴
す

る
の
に
バ
ク
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用
い
、
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
際
に

も
「
鶴
見
川
流
域
は
バ
ク
の
形
！
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、
国
土
交
通
省
京
浜
河
川
事
務
所
と
の
協
働

に
よ
り
鶴
見
川
流
域
の
水
辺
や
緑
地
の
多
自
然
川
づ
く
り
、
市
民
参

加
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
、
企
業
と
連
携
し
た
工
場
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整

備
活
用
、
鶴
見
川
流
域
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
、
鶴
見
川
の
自
然
や

環
境
の
基
礎
調
査
、
鶴
見
川
流
域
の
各
施
設
と
連
携
し
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
、
学
校
や
こ
ど
も
の
環
境
・
防
災
学
習
支
援
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

　―
鶴
見
川
が
持
つ
自
然
環
境
、生
き
も
の
の
多
様
性
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
に
加
え
、Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
で
は
、河
川
対
策
や
下
水
道
対
策
、流

域
対
策
で
構
成
さ
れ
る
鶴
見
川
流
域
総
合
治
水
に
つ
い
て
も
広
く
市

民
に
伝
え
て
い
ま
す
。市
民
向
け
の
広
報
活
動
を
展
開
す
る
際
に
重

視
し
て
い
る
視
点
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 亀
田
：
団
体
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
当
初
は
、
大
人
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
広
報
活
動
を
手
掛
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
洪
水
や

汚
染
な
ど
、
鶴
見
川
に
し
み
つ
い
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
こ

と
は
簡
単
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
港
北

区
役
所
か
ら
「
港
北
水
と
緑
の
学
校
」
へ
の
協
力
要
請
が
私
た
ち
に

あ
り
、
太
尾
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
。
ま
ず
は
年
４
回
の
講
座

を
鶴
見
川
探
検
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

港
北
水
と
緑
の
学
校
で
は
、
鶴
見
川
や
早
淵
川
、
矢
上
川
に
児

童
た
ち
が
入
っ
て
生
き
も
の
を
採
取
。
採
取
し
た
生
き
も
の
の
解
説

を
聞
く
、
と
い
っ
た
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち
の
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
や
感
動
の
声
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
頃
か
ら
、

私
た
ち
の
広
報
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
こ
ど
も
た
ち
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
活
動
は
、
直
接
、
自
然
環

境
の
魅
力
や
感
動
を
こ
ど
も
た
ち
が
感
じ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
ど
も

を
介
し
て
そ
の
感
動
が
親
御
さ
ん
や
祖
父
母
の
皆
さ
ん
に
も
伝
わ
り
、

結
果
と
し
て
大
人
の
意
識
を
変
え
て
い
き
ま
す
。
こ
ど
も
ひ
と
り
か

ら
、
２
人
の
親
、
４
人
の
祖
父
母
へ
と
広
が
り
、
と
て
も
効
果
が
高

い
の
で
す
。

こ
の
際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
安
全
性
の
確
保

で
す
。
河
川
管
理
者
で
あ
る
行
政
が
水
辺
に
安
全
に
近
づ
け
る
親
水

ス
ペ
ー
ス
を
整
え
、
そ
こ
に
私
た
ち
市
民
団
体
に
よ
る
自
然
資
源
の

管
理
や
サ
ポ
ー
ト
が
加
わ
る
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
が
鶴
見
川
の
生

き
も
の
と
触
れ
合
え
る
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
れ
を

「
水
辺
・
緑
の
感
動
の
三
角
錐
の
考
え
方
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

亀田佳子 理事（左）
(事務局)
阿部裕治 さん（右）

鶴見川流域ネットワーキング

interview

鶴見川流域はバクの形
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―
港
北
区
が
区
の
事
業
と
し
て「
港
北
水
と
緑
の
学
校
」を
開
始
し
た

の
は
２
０
０
４（
平
成
16
）年
度
。n
p
o
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
と
は
、２
０
１
５

（
平
成
27
）年
度
ま
で
委
託
契
約
、２
０
１
６（
平
成
28
）年
度
か
ら
協

働
契
約
に
な
り
、以
後
20
年
近
く
に
わ
た
り
、継
続
し
て
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
間
、水
と
緑
の
学
校
に
参
加
し
た
生
徒
は
約
２
６
０

０
０
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。開
催
さ
れ
た
講
座
は
３
０
６
回
、参
加
し
た

小
学
校
は
累
計
で
２
６
６
校
と
な
り
、多
く
の
小
学
生
が
水
と
緑
の

学
校
に
参
加
し
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。こ
の
積
み
重
ね
た
実

績
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。 

亀
田
：
正
直
な
と
こ
ろ
、
水
と
緑
の
学
校
を
始
め
た
当
初
は
、
こ
れ

ほ
ど
長
い
期
間
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
る
事
業
に
な
る
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
参
加
し
た
こ
ど
も
た
ち
や
小
学
校
か
ら
の
高
い
評

価
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
何
よ
り
、
港
北
区
区
政
推

進
課
の
職
員
の
み
な
さ
ん
が
、
水
と
緑
の
学
校
の
狙
い
や
意
義
を
よ

く
理
解
し
、
賛
同
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
担
当
職
員
の
中
に
は
、
事

業
に
立
ち
会
う
だ
け
で
な
く
、
こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
鶴
見
川
に
入

り
、
魚
と
り
や
生
き
も
の
観
察
に
参
加
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。

区
役
所
職
員
が
、
私
た
ち
と
目
線
を
合
わ
せ
、
事
業
を
体
感
し
、
そ

の
感
覚
を
区
役
所
に
持
ち
帰
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

阿
部
：
２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
度
か
ら
事
業
に
関
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
当
初
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
鶴
見
川
の
イ
メ
ー
ジ
を
訊
ね
る
と
、

「
生
き
も
の
が
少
な
い
、
汚
い
、
ご
み
が
多
い
」
と
い
っ
た
意
見
が

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
で
す
。
最
近
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
魚
が

い
っ
ぱ
い
い
る
、
綺
麗
な
川
」
と
い
っ
た
回
答
が
多
く
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
港
北
区
で
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ
ん
の
鶴
見
川

の
印
象
は
、
こ
の
20
年
で
相
当
変
わ
り
ま
し
た
。

毎
年
水
と
緑
の
学
校
に
参
加
す
る
小
学
生
は
１
０
０
０
～
２
０

０
０
名
ほ
ど
い
て
、
昔
参
加
し
た
小
学
生
が
中
学
生
に
な
り
、
鶴
見

川
の
活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
鶴
見
川
へ
の
愛

着
は
地
域
に
着
実
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
に
自
然
体
験
を
さ
せ
る
た
め
に
は
、
遠
く
の
自
然
度
の

高
い
森
や
透
き
通
る
よ
う
な
川
ま
で
連
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
大
人

は
思
い
が
ち
で
す
が
、
足
元
の
自
然
も
十
分
豊
か
で
あ
り
、
そ
こ
か

―「
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
」や「
地
域
の
チ
カ
ラ
応
援
事
業
」な
ど
、

行
政
の
支
援
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
続
け
て
い
る
印
象
で

す
。行
政
、特
に
港
北
区
役
所
か
ら
の
支
援
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
ま
す
か
。

 亀
田
：
補
助
金
自
体
が
団
体
の
活
動
に
大
き
な
プ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
政
の
支
援
に
は
金
額
以
上
の
効
果
、

価
値
が
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

市
民
団
体
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
注
力
し

す
ぎ
て
、
他
団
体
と
の
つ
な
が
り
や
関
係
づ
く
り
に
ま
で
意
識
が
回

ら
な
い
の
で
す
が
、
補
助
金
審
査
に
絡
め
て
開
催
さ
れ
る
交
流
会
や

報
告
会
に
参
加
す
れ
ば
、
他
の
団
体
と
も
知
り
合
い
、
つ
な
が
る
こ

と
が
で
き
る
。
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
は
環
境
学
習
や
環
境
保
全
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
で
す
が
、
他
の
分
野
、
例
え
ば
、
地
域
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
る
団
体
や
映
像
編
集
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
と
つ
な
が

り
、
協
働
や
連
携
に
結
び
つ
い
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
行
政
か
ら
の

30
万
円
の
補
助
金
か
ら
、
新
し
い
活
動
の
芽
を
育
て
、
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
補
助
金
の
価
値
を
10
倍
、

１
０
０
倍
に
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
補
助
金
の
申
請
書
類
の
書
き
方
や
コ
ツ
を
職
員
の

方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
た
め
、
企
業
補
助
金
へ
の
応
募
書
類
が

ス
ラ
ス
ラ
と
書
け
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

 ―
鶴
見
川
で
暮
ら
す
魚
や
カ
ニ
、鳥
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
冊
子「
生

き
も
の
図
鑑
」は
、企
業
と
連
携
し
な
が
ら
発
行
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
図
鑑
の
発
行
に
港
北
区
役
所
が
一
役
買
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

亀
田
：
生
き
も
の
図
鑑
の
発
刊
は
、
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
の
港

北
区
制
70
周
年
事
業
と
し
て
n
p
o
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
が
港
北
区
役
所
か

ら
受
託
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
が
初
め
て

鶴
見
川
の
生
き
も
の
を
紹
介
し
た
図
鑑
で
す
。
こ
の
図
鑑
は
、
配
布

し
た
小
学
校
や
児
童
た
ち
に
も
大
変
好
評
で
し
た
。

初
版
を
行
政
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
発
行
で
き
た
の
で
、
図

鑑
そ
の
も
の
へ
の
信
頼
度
が

高
ま
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

独
自
に
図
鑑
を
作
成
し
て
も
、

小
学
生
へ
の
配
布
に
ま
で
協

力
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
の

で
す
が
、
区
役
所
と
協
働
の

環
境
教
育
の
取
組
と
し
て
な

ら
配
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

企
業
協
賛
を
お
願
い
し

に
回
っ
た
と
き
も
、
港
北
区

役
所
の
信
頼
度
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
鶴
見
川
と
い
っ

て
も
42
キ
ロ
あ
る
の
で
、
エ

リ
ア
に
よ
っ
て
暮
ら
す
生
き

鶴見川中下流の生きもの図鑑

港北水と緑の学校

ら
感
動
も
得
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

亀
田
：
親
水
広
場
や
整
備
さ
れ
た
護
岸
な
ど
、
港
北
区
に
は
、
こ
ど

も
た
ち
が
鶴
見
川
に
入
り
や
す
い
条
件
が
揃
っ
て
い
て
、
新
横
浜
に

は
多
目
的
遊
水
地
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
環
境

を
生
か
し
た
環
境
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。 
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も
の
は
変
わ
り
ま
す
。
協
賛
い
た
だ
く
企
業
の
所
在
地
に
応
じ
て
掲

載
す
る
生
き
も
の
を
変
え
る
、
企
業
紹
介
の
仕
方
に
も
工
夫
を
加
え

る
、
そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
発
行
を
続
け
て
い
ま
す
。
最

初
か
ら
こ
こ
ま
で
を
意
図
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
事
業
を
進
め

る
中
で
、
私
た
ち
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る
、
様
々
な
団
体
や
企

業
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

 ―
２
０
１
０
年
代
に
は
、国
際
技
術
協
力
と
し
て
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
イ

ロ
イ
ロ
市
を
対
象
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
事
業
、ス
リ
ラ
ン
カ
の

コ
ロ
ン
ボ
市
・
ゴ
ー
ル
市
を
対
象
に
し
た
生
物
多
様
性
の
環
境
学
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。国
際
協
力
で
得
ら
れ

た
経
験
や
財
産
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 阿
部
：
イ
ロ
イ
ロ
市
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
の
技
術
協
力
で
活

動
に
参
加
し
ま
し
た
。
横
浜
を
流
れ
る
鶴
見
川
と
洪
水
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
イ
ロ
イ
ロ
市
の
河
川
と
、
河
川
つ
な
が
り
か
ら
参
加
し
た
技

術
協
力
で
し
た
が
、
現
地
の
川
に
は
衛
生
環
境
や
感
染
症
の
リ
ス
ク

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
取
組
内
容
を
変
更
。
水
害
の
痕
跡
を
マ
ッ

プ
に
ま
と
め
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ

の
コ
ロ
ン
ボ
市
、
ゴ
ー
ル
市
も
同
様
で
、
河
川
に
入
っ
て
の
活
動
は

難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。
現

地
校
か
ら
は
、
地
球
温
暖
化
や
環
境
汚
染
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
内
容
で

は
、
こ
ど
も
た
ち
の
地
球
環
境
へ
の
危
惧
や
恐
怖
心
を
煽
る
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
テ
ー
マ
を
生
物
多
様
性
に
変
更
し
、
小

学
校
の
校
庭
や
近
隣
に
い
る
生
き
も
の
を
こ
ど
も
た
ち
が
自
分
で
探

し
、
特
徴
や
社
会
的
な
効
用
を
調
べ
、
生
き
も
の
図
鑑
に
ま
と
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
、
コ
ロ
ン
ボ
や
ゴ
ー
ル
の

よ
う
な
都
市
部
に
暮
ら
す
こ
ど
も
た
ち
は
座
学
中
心
の
知
識
を
詰
め

こ
む
学
習
に
忙
し
く
、
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る
自
然
環
境
に
目
を

向
け
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
。
こ
の
機
会
の
提
供
を
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
が

担
わ
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。

我
々
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
い
る
昆
虫
や
生
き
も
の
の
こ
と
は
教

え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
環
境
学
習
へ
の
取
り
組
み
方
は
伝
え
ら
れ
る
。

こ
ど
も
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
身
近
な
自
然
環
境
か
ら
環
境
問
題
の
こ

と
を
考
え
る
方
法
を
ス
リ
ラ
ン
カ
の
学
校
に
紹
介
で
き
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
水
と
緑
の
学
校
が
大
事
に
し
て
い

る
足
元
の
自
然
環
境
の
豊
か
さ
を
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
と
い
う

活
動
の
意
義
を
海
外
の
諸
都
市
に
も
示
せ
た
こ
と
で
、
鶴
見
川
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
私
た
ち
の
日
頃
の
活
動
の
価
値
の
再
認
識
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

―
着
実
な
活
動
、数
十
年
に
わ
た
る
活
動
、行
政
や
企
業
と
の
連
携
や

協
働
が
積
み
上
が
っ
た
こ
と
が
、現
在
の
鶴
見
川
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。か
つ
て
は
洪
水
や
浸
水
が
発
生
し
て
い
た

鶴
見
川
も
、総
合
治
水（
現
在
の
流
域
治
水
）の
成
果
か
ら
、１
９
８
２

（
昭
和
57
）年
の
大
水
害
以
降
、大
き
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。水
質
も
良
く
な
り
、現
在
で
は
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ
も
生
息
し
て
い
ま

す
。今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 阿
部
：
環
境
学
習
で
は
こ
ど
も
の
年
齢
や
成
長
段
階
に
応
じ
て
、
伝

え
る
内
容
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
水
と
緑
の

学
校
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
小
学
校
４
年
生
で
あ
れ
ば
、
テ
キ
ス
ト

や
資
料
を
通
じ
て
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
や
自
然
環
境
保
全
の
必

要
性
を
覚
え
て
も
ら
う
よ
り
も
、
地
元
に
流
れ
て
い
る
鶴
見
川
に
は

魚
や
カ
ニ
が
暮
ら
し
て
い
る
、
そ
の
こ
と
を
体
感
で
覚
え
て
い
る
こ

と
の
ほ
う
が
重
要
で
す
。

鶴
見
川
で
楽
し
い
体
験
を
し
た
こ
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
に
、
河
川
を
流
域
で
捉
え
ら
れ
る
人
に
な
っ
て
い
る
、
風
水
害

の
こ
と
も
考
え
て
備
え
、
行
動
で
き
る
人
に
な
っ
て
い
る
、
生
き
も

の
が
暮
ら
し
て
い
る
環
境
の
大
切
さ
を
こ
ど
も
に
伝
え
ら
れ
る
、
そ

ん
な
文
化
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
水
と

緑
の
学
校
の
よ
う
な
取
組
を
地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

亀
田
：
こ
れ
ま
で
30
年
以
上
に
わ
た
り
団
体
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
連
携
し
て
い
る
団
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
地
道
な
活
動
を
続
け
て
き
た

こ
と
と
、
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
し
た
役
員
が
い
た
お

か
げ
で
す
。
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
の
役
員
も
年
齢
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
共
感
し
、
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
よ
う

な
方
を
見
つ
け
た
い
で
す
。

私
た
ち
は
「
足
元
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
こ
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
」
「
こ
ど
も
を
地
球
と
つ
な
げ
る
」
と
い
っ
た
理
念
を
大
切
に

し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
活
動
や
行
政
や

企
業
と
連
携
し
た
取
組
を
続
け
て
き
た
こ
と
で
、
鶴
見
川
の
イ
メ
ー

ジ
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
私
た
ち
の
目
標
は
お
お
む
ね
達
成
で

き
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
で
も
出
来
過
ぎ
な
ぐ
ら
い
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

日
々
、
目
の
前
の
活
動
に
集
中
し
て
い
る
と
気
づ
き
ま
せ
ん
が
、

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
受
け
し
た
こ
と
で
、
改
め
て
、
私
た
ち

の
活
動
が
成
果
と
し
て
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
ま

し
た
。
流
域
治
水
の
優
れ
た
成
功
事
例
が
全
国
に
、
更
に
は
世
界
へ

と
広
ま
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

 （
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
７
月
31
日
）

スリランカ国での環境教育
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
港
北
区「
港
北
水
と
緑
の
学
校
事
業
」■

港
北
区
内
の
市
立
小
学
校
を
対
象
に
、授
業
の
中
で
、鶴
見
川

流
域
の
自
然
環
境
と
防
災
等
に
つ
い
て
学
習
す
る
体
験
型
の
環

境
防
災
学
習
講
座
で
、お
お
む
ね
５
月
か
ら
10
月
に
実
施
し
て
い

ま
す
。講
座
で
は
鶴
見
川
で
の
魚
と
り
や
生
き
も
の
観
察
等
を
行

う
こ
と
で
、自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
心
を
養
い
ま
す
。ま
た
、か

つ
て
暴
れ
川
と
呼
ば
れ
た
鶴
見
川
の
流
域
に
お
け
る
治
水
対
策

も
学
び
、児
童
が
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。毎
年
１
０
０
０
人
ほ
ど
の
児
童
が
参
加
す
る
環

境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、多
く
の
こ
ど
も
た
ち
に
、身
近
な
自
然

環
境
の
素
晴
ら
し
さ
や
価
値
を
伝
え
て
い
ま
す
。

 

■
港
北
区「
港
北
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
」■

港
北
区
で
は
、こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ふ
る

さ
と
港
北
づ
く
り
の
た
め
に
、地
域
の
課
題
解
決
や
魅
力
づ
く
り

を
行
う
活
動
グ
ル
ー
プ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組
み「
港
北
ふ
る

さ
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

連
携
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
に
参
加
し
て
い
る
綱
島
バ
リ
ケ
ン
島
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、当
該
事
業
の
支
援
を
受
け
、実
施
し
て
い
ま
し
た

（
当
該
事
業
は
、既
に
終
了
し
て
い
ま
す
）。

 

■
港
北
区「
地
域
の
チ
カ
ラ
応
援
事
業
」■

港
北
区
で
は
、地
域
の
課
題
解
決
や
港
北
区
の
魅
力
を
高
め

る
た
め
に「
地
域
の
チ
カ
ラ
応
援
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。市

民
活
動
団
体
が
自
治
会
町
内
会
と
連
携
し
て
実
施
す
る
事
業
に

補
助
金
を
交
付
す
る「
連
携
コ
ー
ス
」、港
北
区
役
所
の
後
援
名

義
の
使
用
が
で
き
る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
」が
あ
り
ま
す
。

綱
島
バ
リ
ケ
ン
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
n
p
o
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
つ
つ
、当
該
事
業
に
よ
り
持
続
可
能
な
地
域
活
動

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

 

■
国
際
局「
イ
ロ
イ
ロ
市
に
お
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
推
進
事
業
」■

国
際
局
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
イ
ロ
イ
ロ
市
に
お
い
て
取
り
組
ん

で
き
た
防
災
分
野
で
の
国
際
協
力
事
業
。実
施
期
間
は
、２
０
１

２
～
２
０
１
６（
平
成
24
～
28
）年
度
。

複
数
の
河
川
が
流
れ
、頻
発
す
る
台
風
や
洪
水
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
イ
ロ
イ
ロ
市
へ
の
国
際
技
術
協
力
に
、鶴
見
川
の
氾
濫
対

策
や
住
民
と
協
働
し
た
災
害
対
策
に
豊
富
な
知
見
を
持
つ
横
浜

市
と
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
横
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
が
協
働
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
の
も
と
、

行
政
の
み
な
ら
ず
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
企
業
も
連
携
し
た
国
際
技
術

協
力
に
、ｎｐ
ｏ
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
も
参
加
し
ま
し
た
。日
本
で
の
受
入

研
修
に
協
力
し
た
ほ
か
、イ
ロ
イ
ロ
市
へ
渡
航
し
、河
川
に
つ
い
て

の
環
境
学
習
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

■
市
民
局「
市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
事
業
」■

市
民
局
で
は
、市
域
に
お
け
る
市
民
公
益
活
動
・
市
民
協
働

の
推
進
の
た
め
、総
合
相
談
窓
口
の
ほ
か
、連
携
・
協
働
に
向
け

た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
伴
走
支
援
、交
流
連
携
の
場
づ
く
り
や
事

例
発
信
、各
区
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
等
を
行
う

市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

ｎｐ
ｏ
Ｔ
Ｒ
ネ
ッ
ト
は
、同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
登
壇
し
、行
政
や
企
業
と
協
働
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
る
際
の
考
え
方
や
留
意
点
な
ど
を
広
く
、市
民
活
動
団

体
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

S
h

a
rin

g
 C

a
rin

g
 C

u
ltu

re

ＮＰＯ法人Sharing Caring Culture　ロゴマーク

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉

青
葉
区
・
都
筑
区
を
中
心
に
、
言
葉
や
文
化
の
壁

を
感
じ
て
い
る
在
住
外
国
人
親
子
の
居
場
所
づ
く
り
の

た
め
、
外
国
人
向
け
の
地
域
子
育
て
情
報
誌
の
発
行
や
、

多
文
化
親
子
交
流
会
の
実
施
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の

人
や
情
報
と
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

国
際
局
の
「
多
文
化
共
生
市
民
活
動
支
援
補
助
事

業
」
を
活
用
し
、
外
国
人
家
族
向
け
に
横
浜
北
部
地
域

の
子
育
て
情
報
を
英
語
と
や
さ
し
い
日
本
語
で
編
集
し

て
、
子
育
て
情
報
を
纏
め
た
冊
子
「
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｏ
（
お

や
こ
）
」
を
出
版
。
編
集
・
発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
外

国
人
９
名
が
関
わ
り
ま
し
た
。

来
日
歴
が
浅
く
孤
立
し
が
ち
な
親
子
の
居
場
所
づ

く
り
や
、
支
援
を
受
け
た
外
国
人
が
自
国
の
文
化
や
言

語
を
伝
え
る
側
に
な
る
地
域
参
画
な
ど
の
活
動
が
評
価

さ
れ
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
11
月
に
は
、
こ
ど
も

家
庭
庁
よ
り
「
未
来
を
つ
く
る 

こ
ど
も
ま
ん
な
か
ア

ワ
ー
ド
」
の
「
こ
ど
も
・
若
者
活
動
奨
励
章
」
を
受
章

し
ま
し
た
。

インターナショナルポットラックパーティー集合写真



109

第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　団体設立当初から、外国人が支援される
側、日本人が支援する側という関係ではな
く、対等な立場で共に運営してきました。外
国出身者の地域参画と活躍促進を通じて、
多文化共生社会の実現を目指しています。
　当事者が主体的に活動していることもあ
り、外国出身者の参加率が高いことが特徴
で、横浜北部地域ならではの多文化コミュ
ニティとなっています。多文化でありながら、

「子育て」という共通のテーマでつながって
いる点も特徴です。近年は、多様な文化的背

景を持つ家族が集まるコミュニティであるこ
とから、他のNPOや企業からの協働の依頼
をいただく機会も増えてきました。
　今後は、図書館での外国語のおはなし会
や、中高校生向けのダイバーシティをテーマ
にしたワークショップを実施し、多文化理解
教育に力を入れていきます。外国出身者とと
もにこどもたちの人権感覚を育み、誰にとっ
ても暮らしやすいまちづくりに寄与したいと
考えています。

〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55

NPO法人Sharing Caring Cultureからのひとこと
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―
最
初
に
、
三
坂
さ
ん
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
S
h
a
r
i
n
g 

C
a
r
i
n
g　
C
u
l
t
u
r
e（
以
下
、「
Ｓ
Ｃ
Ｃ
」）で
、現
在
の

活
動
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
や
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

 三
坂
：
こ
ど
も
の
頃
の
経
験
と
教
員
時
代
の
経
験
を
き
っ
か
け
に
、

外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
家
族
の
日
本
で
の
子
育
て
を
支
援
し
た
い
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
小
学
生
の
頃
、
父
の
転
勤
で
３

年
間
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
言
葉
の
壁
が
あ
る
中

で
母
が
子
育
て
に
苦
労
し
て
お
り
、
海
外
で
の
子
育
て
は
大
変
だ
と

こ
ど
も
な
が
ら
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
10
年
ほ
ど
英
語
講
師

を
務
め
た
の
ち
、
小
学
校
で
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

外
国
ル
ー
ツ
の
こ
ど
も
の
親
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
た

め
、
親
だ
け
で
の
買
い
物
が
難
し
く
、
こ
ど
も
が
通
訳
役
を
担
っ
て

い
る
状
況
を
目
に
し
、
外
国
ル
ー
ツ
の
こ
ど
も
た
ち
や
そ
の
親
の
支

援
が
で
き
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
学
校
で
民
族
文
化
講
師
を
し
て
い
た
韓
国
や
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
方
と
知
り
合
い
、
来
日
し
た
ば
か
り
の
頃
は
苦
労
が
多

か
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
、
支
援
グ
ル
ー
プ
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
団
体
の
名
称
に
つ
い
て
。
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い

た
時
、
母
が
教
会
で
行
わ
れ
た
料
理
教
室
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
英

語
は
話
せ
な
く
て
も
ア
メ
リ
カ
の
珍
し
い
料
理
を
作
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
喜
ぶ
姿
を
見
て
、
そ
う
し
た
文
化
的
な
活
動
は
人
を
繋
ぐ

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
日
本
語
教
室
の
よ
う
な
、

教
え
る
側
・
教
わ
る
側
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
料
理
や
ダ
ン
ス
な

ど
の
よ
う
に
、
皆
が
フ
ラ
ッ
ト
に
関
わ
れ
る
団
体
に
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、
団
体
名
に
「
カ
ル
チ
ャ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
ま
し

た
。 

―
団
体
を
始
め
た
頃
の
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 三
坂
：
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
団
体
を
設
立
し
、
初
め
て
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
知
り
合
い
以
外
に
参
加
者
が

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
う
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
た
結
果
、
料
理
教
室
に
こ
ど
も
を
連
れ
て
く

る
と
い
う
参
加
者
側
の
ハ
ー
ド
ル
や
、
調
理
室
を
借
り
る
と
い
っ
た

運
営
側
の
課
題
に
気
づ
き
、
自
分
の
教
員
経
験
や
英
語
力
が
生
か
せ

る
、
親
子
交
流
会
の
企
画
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。
親
子
交
流
会
の

一
回
目
に
参
加
し
て
く
れ
た
の
は
タ
イ
出
身
の
親
子
の
み
で
し
た

が
、
そ
の
方
は
「
こ
う
い
う
活
動
に
参
加
し
た
か
っ
た
。
探
し
て
い

た
。
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
女
に
は
マ
マ
友
が
た
く
さ
ん
い

て
、
口
コ
ミ
で
ど
ん
ど
ん
参
加
者
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
親
子
交

流
会
で
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
中
か
ら
料
理
教
室
を
し
た
い
と
い
う
方

も
出
て
き
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
の
活
動
の
好
循
環
を
感
じ
て
い

ま
す
。

 ―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

 三
坂
：
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
受
講
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
で
の
学
び
、
更
に
は
２
０
１
７
年
に
子

育
て
情
報
冊
子「
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｏ（
お
や
こ
）」を
作
成
し
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
で
す
。
特
に
後
者
の
発
行
に
際
し
て
は
、
外
部
の
方
に
「
こ

れ
だ
け
の
も
の
を
作
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
協
働
の
可
能
性
を
広
げ
ら

れ
る
よ
う
に
法
人
格
を
取
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
」
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
ま
し
た
の
で
、
市
民
局
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
現

在
の
市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
）
に
相
談
に
訪
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
Ｏ
Ｙ

Ａ
Ｃ
Ｏ（
お
や
こ
）」の
編
集
に
携
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
共
有
で
き
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
法
人
の
設

立
メ
ン
バ
ー
に
な
り
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

な
り
ま
し
た
。

―
子
育
て
情
報
冊
子「
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｏ（
お
や
こ
）」は
緑
区
、青
葉
区
、都

筑
区
、港
北
区
の
病
院
や
施
設
な
ど
の
情
報
を
網
羅
的
に
掲
載
さ
れ

る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
ほ
か
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 三
坂
：
居
住
区
に
関
わ
ら
ず
、
生
活
圏
で
の
情
報
提
供
が
必
要
だ
と

interview
NPO法人
Sharing Caring Culture
三坂慶子 代表理事
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考
え
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
の
で
、
行
政
区
単
位
を
気

に
せ
ず
、
区
域
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外
国
人
の
生
活
圏
に

合
わ
せ
た
情
報
提
供
、
横
断
的
か
つ
柔
軟
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
の

掲
載
を
意
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
国
籍
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
座
談
会
を
開
催
。
子
育
て
当
事
者
と
し
て
の
困

り
ご
と
を
調
査
し
、
冊
子
編
集
に
生
か
し
ま
し
た
。
日
本
人
に
は
当

た
り
前
で
も
外
国
人
に
は
分
か
り
に
く
い
「
幼
稚
園
と
保
育
園
の
違

い
」
、
「
お
薬
手
帳
の
使
い
方
」
、
「
救
急
車
の
呼
び
方
」
な
ど
の

情
報
で
す
。

編
集
に
際
し
て
は
、
母
国
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
経
験
の
あ
る
メ

ン
バ
ー
か
ら
、
構
成
や
内
容
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

日
本
人
の
考
え
る
情
報
冊
子
の
構
成
と
は
異
な
り
、
当
事
者
の
体
験

談
を
入
れ
る
な
ど
、
情
報
だ
け
で
な
く
、
読
み
物
と
し
て
作
り
た
い

と
い
う
意
見
が
外
国
人
メ
ン
バ
ー
か
ら
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
面
白
い

冊
子
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

―
冊
子
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
市
の
補
助
事
業
も
効
果
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

三
坂
：
国
際
局
の
補
助
金
（
多
文
化
共
生
市
民
活
動
支
援
補
助
事

業
）
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
英
語
と
や
さ

し
い
日
本
語
で
改
訂
冊
子
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
時

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
母
国

に
帰
れ
な
い
外
国
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
常
備
薬
を
母

国
で
買
い
、
日
本
に
持
っ
て
帰
っ
て
使
用
し
て
い
た
の
が
で
き
な
く

な
り
、
日
本
で
は
同
じ
効
き
目
の
薬
は
何
が
あ
る
の
か
と
い
っ
た
具

体
的
な
困
り
ご
と
が
出
て
く
る
な
ど
、
外
国
の
方
の
課
題
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
感
じ
、「
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｏ（
お
や
こ
）」を
改
訂
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

―
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
連
携
し
た
取
組
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

三
坂
：
都
筑
区
の
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
「
つ
づ
き
Ｍ
Ｙ
プ
ラ
ザ
（
都

筑
多
文
化
・
青
少
年
交
流
プ
ラ
ザ
）
」
で
も
の
づ
く
り
や
ア
ー
ト
で

つ
な
が
る
活
動
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
よ
う
な
外
国
人
支

援
団
体
と
し
て
登
録
す
る
と
、
無
料
で
使
え
る
た
め
、
親
子
交
流
会

の
定
期
的
な
開
催
に
と
て
も
使
い
や
す
い
で
す
。
参
加
者
が
お
弁
当

を
持
ち
寄
っ
て
、
親
子
交
流
会
の
後
に
ラ
ン
チ
を
し
な
が
ら
情
報
交

換
が
で
き
た
り
、
仲
良
く
な
っ
た
人
同
士
が
公
園
で
会
う
約
束
を
し

た
り
、
交
流
会
の
場
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
関
係
づ
く
り
に
は
開
催

意
義
を
感
じ
ま
す
し
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
存
在
は
あ
り
が
た
い

で
す
。

他
に
は
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
こ
ど
も
を
持
つ
親
か
ら
、
小

学
校
で
通
訳
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
相
談
が
Ｓ
Ｃ
Ｃ
に
寄
せ
ら
れ

た
際
に
も
、
プ
ラ
ザ
の
方
が
小
学
校
と
の
調
整
を
担
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

―
横
浜
市
で
は
、在
住
外
国
人
の
支
援
や
多
文
化
共
生
社
会
の
形
成

な
ど
、様
々
な
政
策
・
施
策
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
横
浜
市
の
取
組
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。ま
た
、多
文
化
共
生
や
在
住
外
国
人
の
活
躍
に
つ
い
て
、何
か

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

三
坂
：
は
じ
め
は
支
援
さ
れ
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
外
国
人
も
、
日

本
で
の
生
活
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
自
分
た
ち
も
地
域
貢
献
に
参

加
し
た
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
最
近
で
は

Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と
い
う
問
合
せ

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
口
で
言
っ
て
も
、
そ
の
か
か
わ
り

方
、
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
有
償
か
無

償
か
、
継
続
的
か
単
発
か
と
い
っ
た
、
各
々
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な

が
ら
、
丁
寧
に
役
割
を
打
診
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
人
の
母
親
が
子
育
て
に
専
念
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
意
識
が
強
い
一
方
で
、
外
国
の
方
は
育
児
と
自
分
の
時
間

の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
て
お
り
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
替
え
る
た
め
に
、

外
と
繋
が
り
た
い
と
い
う
意
識
も
あ
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
親
子

交
流
会
の
場
で
、
外
国
の
方
と
会
話
を
交
わ
す
こ
と
で
、
こ
ん
な
に

頑
張
ら
な
く
て
も
い
い
ん
だ
、
と
感
じ
る
日
本
人
の
母
親
も
い
ま
す
。

日
本
人
だ
け
だ
と
同
じ
よ
う
な
考
え
方
に
偏
り
が
ち
で
す
が
、
多
様

な
考
え
に
触
れ
る
こ
と
で
、
広
い
視
点
、
多
様
な
価
値
観
が
日
本
人

に
も
理
解
さ
れ
、
こ
ど
も
を
介
し
て
次
の
世
代
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

―
市
民
局
の
市
民
協
働
提
案
事
業
を
通
じ
、国
際
局
や
教
育
委
員
会

事
務
局
と
協
働
し
、外
国
人
に
よ
る
多
言
語
で
の
絵
本
読
み
聞
か
せ
、

図
書
館
で
の
多
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
、生
活
情
報
の
支
援
な
ど
、外

国
人
親
子
と
地
域
を
つ
な
ぐ
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
に
も
挑
戦
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
ね
。

三
坂
：
「
多
言
語
お
は
な
し
会
」
の
開
催
に
加
え
て
、
外
国
の
文
化

を
紹
介
す
る
展
示
を
企
画
し
ま
し
た
。
図
書
館
の
よ
う
な
公
的
な
場

OYACO（おやこ）　（やさしい日本語版、英語版）
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―
現
在
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

三
坂
：
外
国
人
と
共
生
す
る
た
め
に
は
、
多
様
な
視
点
を
知
り
、
違

い
を
受
容
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
中
学
生
や
高
校

生
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

ト
ー
ク
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
違
い
を
理
解
し
あ
う
た
め
に
始
め

た
新
し
い
取
組
で
す
。
外
国
人
と
の
接
点
が
少
な
い
中
高
生
に
も
取

り
組
み
や
す
い
よ
う
、
外
国
人
の
困
り
ご
と
を
可
視
化
し
た
カ
ー
ド

を
活
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
カ
ー
ド
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

様
々
な
国
籍
を
持
つ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
日
本
で
の
生
活
経
験
が
生

か
さ
れ
ま
し
た
。

あ
る
高
校
で
は
、
日
本
の
部
活
動
に
関
す
る
文
化
や
習
慣
を
、

外
国
人
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
沢
山
の
意
見
が
出
ま
し
た
。
多
文
化
共
生
は
抽
象
的
な
概

念
で
す
が
、
身
近
に
い
る
隣
の
外
国
の
方
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
ど

の
よ
う
に
寄
り
添
っ
て
対
話
を
す
れ
ば
良
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
、

第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
に
大
切
だ
と
感
じ
て
い

る
こ
と
や
、
今
後
ど
の
よ
う
な
団
体
に
な
り
た
い
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

は
あ
り
ま
す
か
。

三
坂
：
先
日
受
講
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研

修
を
通
じ
て
、
変
化
の
多
い
時
代
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
を

再
認
識
し
ま
し
た
。
海
外
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
や
寄

付
金
を
多
く
集
め
て
お
り
、
社
会
に
お
け
る
認
知
度
や
存
在
感
が
日

本
と
は
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
実
感
し
ま
し
た
。
外
国
人
に
と
っ
て

も
暮
ら
し
や
す
い
日
本
に
す
る
た
め
に
は
、
社
会
に
課
題
を
届
け
ら

れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
、
私
た
ち
自
身
が
力
を
つ
け
る
必
要
性
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
状
況
や
関
わ
る

人
に
よ
っ
て
柔
軟
に
変
化
し
、
入
れ
替
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
学

び
ま
し
た
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
得
意
分
野
や
、

そ
の
時
々
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
応
じ
て
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
合
え
る
よ
う
な
組
織
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

―
団
体
を
続
け
る
う
え
で
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

三
坂
：
現
在
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
は
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
を
自
分
の
家
族
の
よ
う

に
捉
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
、
Ｓ

Ｃ
Ｃ
で
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
る
、

す
ご
く
楽
し
く
て
生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。活

動
を
通
じ
て
多
く
の
人
が
集
ま
る
一
方
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
や
り
た
い
と
思
っ
て
来
て
く
れ
た
方
の
思
い
を
汲
み
取
る
こ
と
が

で
き
ず
、
そ
の
方
が
離
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

外
国
出
身
者
と
と
も
に
運
営
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
お
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、
多
様
な
人
が
活
躍
で
き
る
組
織
と

し
て
の
仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
で
す
。

―
今
後
の
市
政
運
営
や
政
策
立
案
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

三
坂
：
外
国
人
に
よ
っ
て
滞
在
歴
や
日
本
語
の
学
習
歴
も
様
々
な
の

で
、
支
援
す
る
際
に
も
一
律
で
は
な
い
、
柔
軟
な
選
択
肢
を
意
識
し

た
政
策
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
居
住
す
る
地
域
に
よ
っ
て

も
構
成
さ
れ
る
国
籍
の
違
い
か
ら
取
組
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
ど
も
青
少
年
局
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

策
定
前
に
、
当
事
者
の
意
見
を
聞
く
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
「
横
浜
で
の

子
育
て
ワ
イ
ワ
イ
会
議
」
が
あ
り
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
に

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
都
筑
区
、
港
北
区
、
瀬
谷
区
を
回
り
ま

し
た
。
当
事
者
の
声
を
拾
っ
て
い
く
、
と
て
も
良
い
仕
組
み
だ
と
思

い
ま
し
た
が
、
そ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
日
本
語
で
し
か
参
加
で
き

ず
、
外
国
人
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
し

た
。
そ
こ
で
、
都
筑
区
子
育
て
支
援
拠
点
ポ
ポ
ラ
と
と
も
に
外
国
人

保
護
者
が
意
見
交
換
す
る
場
を
設
け
、
こ
ど
も
青
少
年
局
や
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
か
ら
多
数
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
策
定
さ
れ
た
「
第
３
期
横
浜
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
に
は
「
外
国
に
つ
な
が
る
こ
ど
も
」
に
関
連
す
る
内
容
も

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
の
地
道
な
活
動
が
こ
う
し
て
政

策
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
実
感
を
強
く
持
ち
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
５
月
29
日
）

山内図書館での多言語おはなし会

所
で
多
様
な
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
日
本
人
だ
け
で
な
く
、

外
国
出
身
者
に
と
っ
て
も
図
書
館
が
開
か
れ
た
場
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
は
、
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
が

横
浜
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
中
央
図
書
館
、
神
奈
川
図
書
館
、

港
北
図
書
館
に
て
、
Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

し
た
ア
フ
リ
カ
展
示
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
２
０
２
５
（
令

和
７
）
年
６
～
７
月
に
実
施
済
み
）
。
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
国
際
局「
多
文
化
共
生
市
民
活
動
支
援
補
助
事
業
」■

国
際
局
で
は
、
外
国
人
材
受
入
環
境
整
備
・
多
文
化
共
生

の
推
進
に
向
け
て
、「
日
本
人
と
外
国
人
の
相
互
理
解
の
促
進
」、

「
在
住
外
国
人
の
生
活
支
援
」、「
地
域
日
本
語
教
育
の
推
進
」、

「
在
住
外
国
人
の
活
躍
促
進
」に
関
す
る
、市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
活
動
へ
の
支
援
を
２
０
１
９（
令
和
元
）年
度
よ
り
実
施
し

て
い
ま
す
。

２
０
１
９
～
２
０
２
３
（
令
和
元
～
令
和
５
）
年
度
の
間
、

23
の
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
補
助
金
を
活
用
し
、
横
浜
の

多
文
化
共
生
の
推
進
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
に

同
補
助
金
申
請
を
行
い
、
地
域
の
母
親
や
多
様
な
文
化
的
背
景

を
持
つ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
子
育
て
情
報
冊
子　

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｃ
Ｏ

（
お
や
こ
）
制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
同
冊
子

の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
外
国
籍
の
子
育
て
に
関
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
、
既
発
行
の
英
語
版
子
育
て
情
報
冊
子
の
大
幅
改
訂

及
び
多
言
語
（
や
さ
し
い
日
本
語
）
化
の
ほ
か
、
冊
子
の
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、
特
に
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
テ
ー
マ

に
し
た
人
権
啓
発
映
画
を
上
映
し
ま
し
た
。

（
２
０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
ま
で
の
補
助
事
業
）

 

■
経
済
局

　
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
」■

経
済
局
で
は
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
様
々
な
社
会
的
課
題

に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
用
い
て
解
決
に
取
り
組
む
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
業
を
応
援
す
る
講
座
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
こ
れ
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
よ

う
と
し
て
い
る
市
民
を
対
象
に
、
先
輩
起
業
家
や
学
識
者
、
中

小
企
業
診
断
士
、
公
認
会
計
士
等
を
講
師
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
的
・
実
践
的
に
学
び
、
社
会
課
題

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
に
つ
な
げ

る
連
続
講
座
で
す
。
講
座
実
施
に
加
え
、
創
業
に
必
要
な
知
識

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
ぶ
こ
と
、
交
流
会
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
な
ど
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｃ
の
三
坂
代
表
は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
の
同

講
座
を
受
講
し
た
こ
と
で
、
現
在
の
活
動
や
取
組
の
ベ
ー
ス
構

築
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
現
在
、
当
講
座
は
終
了
し
て
い
ま
す
が
、
新
し
い
技
術
や
視

点
で
地
域
・
生
活
等
に
関
す
る
課
題
解
決
を
目
指
す
起
業
前
後

の
方
を
対
象
に
、
実
践
的
な
知
識
習
得
を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
）
。

 

■
国
際
局「
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
運
営
事
業
」■

国
際
局
で
は
、
市
内
在
住
の
外
国
人
の
た
め
の
生
活
情
報

提
供
、
相
談
を
多
言
語
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
日
本
語
教
室

の
開
催
、
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
日
本
人
と
の
交
流
活

動
な
ど
を
行
う
た
め
、
市
内
13
か
所
に
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
公
益
財
団
法
人
等
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
広
く
都
筑
区
民
を
対
象
に
し
た
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
・
実
施
な
ど
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
と
協
働
し

て
地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

■
市
民
局「
市
民
協
働
提
案
事
業
」■

市
民
協
働
提
案
事
業
は
、
市
民
の
皆
様
及
び
行
政
か
ら
地

域
や
社
会
の
課
題
解
決
の
た
め
の
協
働
事
業
の
提
案
を
受
け
付

け
、
所
管
課
と
の
調
整
・
伴
走
支
援
、
審
査
に
よ
り
採
択
さ
れ

た
団
体
へ
助
成
金
を
交
付
し
、
提
案
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
事
業
で
す
。
団
体
単
独
の
事
業
で
も
、
市
の
単
独
の

施
策
で
も
な
く
、
市
と
市
民
が
と
も
に
実
施
す
る
提
案
が
対
象

で
す
。
市
民（
団
体
）・
行
政
が
感
じ
て
い
る
課
題
感
に
、
団
体

側
・
行
政
側
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
や
強
み
を
生
か
し
て
取
り
組
み

ま
す
。こ

れ
ま
で
に
、
発
災
時
の
被
災
者
の
く
ら
し
の
復
興
を
目

指
し
た
市
民
活
動
団
体
間
の
連
携
・
協
働
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
た
取
組
や
、
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
内

で
の
き
ょ
う
だ
い
児
の
預
か
り
保
育
の
取
組
な
ど
が
採
択
さ
れ
、

協
働
に
よ
る
事
業
実
施
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ｃ
Ｃ
は
、
「
外
国
人
親
子
と
地
域
を
つ
な
ぐ
図
書
館
で

の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
」
事
業
を
提
案
し
、
採
択
さ
れ
、
２
０

２
５
（
令
和
７
）
年
度
よ
り
費
用
助
成
を
受
け
な
が
ら
国
際

局
・
教
育
委
員
会
事
務
局
と
と
も
に
協
働
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
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株
式
会
社
ス
リ
ー
ハ
イ

こどもまち探検

DENの外観

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉

住
宅
地
と
工
場
が
隣
接
す
る
都
筑
区
東
山
田
準
工
業

地
域
の
企
業
と
し
て
、産
業
用
電
気
ヒ
ー
タ
ー
を
は
じ

め「
熱
」に
関
わ
る
幅
広
い
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
株
式
会
社
ス
リ
ー
ハ
イ
。同
社
は
、経
済
局
が
認
定
し

て
い
る
横
浜
型
地
域
貢
献
企
業
の
プ
レ
ミ
ア
ム
企
業
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。ス
リ
ー
ハ
イ
が
販
売
し
て
い
る
産
業

用
ヒ
ー
タ
ー
は
、ホ
テ
ル
の
ビ
ュッ
フ
ェ
料
理
を
温
め
る

ヒ
ー
タ
ー
や
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
の
レ
ー
ル
を
温

め
る
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
、市
民
生
活
を
支
え
て
い
る
商
品

で
す
。

東
山
田
の
準
工
業
地
域
で
操
業
す
る
複
数
の
企
業
が

連
携
し
て
自
社
を
開
放
し
、近
隣
の
小
学
生
や
住
民
を

対
象
に
行
う
工
場
巡
り「
こ
ど
も
ま
ち
探
検
」の
企
画
実

施
や
、地
域
住
民
と
工
場
関
係
者
が
交
流
で
き
る
カ
フ
ェ

＆
フ
ァ
ク
ト
リ
ー「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」の
運
営
、準
工
業
地
域
に
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
や
掲
示
板

の
整
備
な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
共
生
や
協
働
を

意
識
し
た
取
組
を
多
数
手
が
け
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」や「
地

域
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」、「
横
浜
型
地
域
貢
献
企
業
」、

「
脱
炭
素
取
組
宣
言
」、「
横
浜
市
S
D
G
s
認
証
制
度

Y–
S
D
G
s
」な
ど
、様
々
な
市
の
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
、地
域
協
働
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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　スリーハイは、多様な主体との協働や共
創を強みとし、地域・教育機関・企業・
NPOなど幅広い関係者と連携した活動を
継続的に行っています。工場見学ツアー
「こどもまち探検」、交流イベント、プロ
グラミング教室、高校生のアイデア実用化
など、地域とつながる多様な取組を実施し
ています。また、環境配慮型製品の開発や
再生可能エネルギーの導入、地産地消や
アップサイクル活動を通じて、脱炭素社会
の形成にも積極的に取り組んでいます。
　さらに、外国人学生のインターン受入れ

や多文化体験イベント、健康づくり教室や
地域安全の取組、コミュニティカフェや不
登校児童向け教室などの居場所づくりも進
めています。加えて、工場見学や中高生の
職業体験、探究学習などによる次世代育成
にも力を入れ、地域住民が気軽に参加でき
るイベントを通じて、多世代・多様な人々
が交流できる持続可能な地域づくりに貢献
しています。
　これからも、地域とともに歩み、持続可
能な未来づくりに取り組んでまいります。

〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55

株式会社スリーハイからのひとこと
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―
最
初
に
、ス
リ
ー
ハ
イ
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

男
澤
：
産
業
用
の
ヒ
ー
タ
ー
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
会
社
で
す
。市

民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、商
品
自
体
の
販
売
は
法
人
や
企
業
向
け
に
展
開
し
て
い
ま
す
。熱
を

発
す
る
ニ
ク
ロ
ム
線
を
ゴ
ム
製
の
シ
ー
ト
状
の
も
の
で
包
み
熱
を
発
す
る

商
品
で
、水
道
の
配
管
や
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ゲ
ー
ト
の
凍
結
防
止
や
融
雪
、防
犯
カ

メ
ラ
や
洗
面
台
の
曇
り
止
め
、半
導
体
の
製
造
ラ
イ
ン
な
ど
に
も
弊
社
の

ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、ギ
タ
ー

製
作
の
際
に
材
料
と
な
る
木
を
曲
げ
る
た
め
の
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
、ニッ
チ
な

分
野
の
も
の
も
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。い
ず
れ
の
製
品
も
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
少
量
多
品
種
で
、丁
寧
な
も
の
づ
く
り
が
弊
社
の
強
み
で
す
。

と
は
い
え
、関
東
近
郊
で
は
夏
場
は
高
温
多
湿
と
な
り
ヒ
ー
タ
ー
の

需
要
が
下
が
る
の
で
、販
路
拡
大
の
た
め
、昨
年
、札
幌
に
も
営
業
所
を

作
り
ま
し
た
。タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
や
台
湾
の
展
示
会
に
出
展
す
る
な
ど
、日

本
の
み
な
ら
ず
、海
外
に
も
目
を
向
け
て
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

我
々
の
製
品
が
社
会
や
市
民
に
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
自
負
は
あ
り

ま
す
が
、商
品
そ
の
も
の
が
法
人
向
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、地
域
の
皆

さ
ん
に
は
馴
染
み
が
な
い
。

そ
こ
で
、東
山
田
の
工
場
見
学
を
中
心
に「
こ
ど
も
ま
ち
探
検
」を
企

画
し
、近
所
の
小
学
生
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
交
流
で
き
る
取
組
を
10
年

以
上
前
に
始
め
ま
し
た
。

 

―
横
浜
型
地
域
貢
献
企
業
で
は
、主
に
小
学
生
を
対
象
に
し
た
、「
こ

ど
も
ま
ち
探
検
」の
取
組
が
評
価
さ
れ
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
度
に

プ
レ
ミ
ア
ム
表
彰
企
業
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。近
隣
の
小
学
校

と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
ま
ち
探
検
に
つ
い
て
、お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

 男
澤
：
地
元
の
東
山
田
に
も
魅
力
的
な
も
の
づ
く
り
企
業
が
あ
る
こ
と

を
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

こ
ど
も
ま
ち
探
検
の
工
場
見
学
で
は
、工
場
内
で
火
花
が
散
る
溶
接

の
様
子
、独
特
な
に
お
い
、工
場
内
特
有
の
熱
気
な
ど
も
間
近
で
感
じ

て
も
ら
い
、こ
ど
も
た
ち
の
五
感
に
訴
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
見
る
も
の
に
、こ
ど
も
た
ち
の
目
は
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
ま
す
し
、将

来
の
職
業
を
選
ぶ
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
製
造
業
が
入
る
か
も
し
れ
な

い
、そ
ん
な
期
待
も
持
て
る
内
容
で
す
。

―
２
０
１
６（
平
成
28
）年
度
の
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業（
以
下
、

「
ま
ち
普
請
」と
い
う
）で
整
備
さ
れ
た
、エ
リ
ア
マ
ッ
プ
や
情
報
掲
示

板
な
ど
は
、２
０
２
５（
令
和
７
）年
度
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も
、企
業

が
ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
を
提
案
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。申
請
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 男
澤
：
弊
社
が
事
業
活
動
を
し
て
い
る
東
山
田
地
域
は
、工
場
な
ど
を

持
つ
企
業
と
住
宅
地
が
密
接
し
て
い
る
準
工
業
地
域
で
、い
わ
ゆ
る
ま
ち

工
場
が
集
積
す
る
も
の
づ
く
り
の
街
で
す
。企
業
と
住
居
が
近
い
距
離

に
あ
る
か
ら
こ
そ
、に
お
い
や
煙
、音
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、住
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
さ
れ
る
、時
に
は
エ
ー
ル
も
い
た
だ
け
る
よ
う
な
良
好
な
関

係
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。わ
た
し
た
ち
も
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。

ま
ち
普
請
に「
つ
づ
き
っ
ず
、は
い
！
」と
い
う
グ
ル
ー
プ
で
エ
ン
ト
リ
ー

し
た
の
は
、東
山
田
で
暮
ら
す
住
民
の
皆
さ
ん
も
企
業
も
、互
い
に
顔
の

見
え
る
関
係
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。東
山
田
の
地
域
コ
ミュニ

テ
ィ
づ
く
り
を
横
浜
市
に
も
応
援
し
て
も
ら
い
た
い
な
と
。

た
だ
、１
次
コ
ン
テ
ス
ト
の
時
点
で
は
、市
民
よ
り
も
、企
業
と
し
て
の

立
場
か
ら
の
提
案
に
近
く
な
って
し
ま
い
、審
査
員
の
方
か
ら「
そ
れ
は
、

男
澤
さ
ん
の
会
社
の
事
情
で
し
ょ
う
。御
社
が
、御
社
の
責
任
で
取
り
組

め
ば
よ
い
の
で
は
？
」と
厳
し
い
ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。幸
い
審
査
の
会

場
で
は
、同
席
い
た
だ
い
た
町
内
会
や
他
の
企
業
の
皆
様
か
ら
も
応
援
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
け
た
の
で
、本
気
で
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

だ
と
認
め
ら
れ
１
次
審
査
を
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 ―
２
次
コ
ン
テ
ス
ト
は
約
８
か
月
後
。こ
の
準
備
の
間
に
何
か
変
わ
っ

た
点
や
気
づ
き
は
あ
り
ま
し
た
か
？

 

男
澤
：
２
次
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
、提
案

内
容
の
ブ
ラ
ッ
シュア
ッ
プ
を
図
る
の
で
す
が
、こ
の
話
し
合
い
に
参
加
し
て

い
た
高
校
生
が「
男
澤
さ
ん
た
ち
の
提
案
は
、課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
け
ど
、住
民
に
近
い
場
所
で
会
社
を
経
営
し
、一
緒
に
働
き
、

男澤誠 代表取締役 （中央）
堀江美穂 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ部門ﾘｰﾀﾞ（ー左）
徳江彩貴 経営企画室室長  （右）

株式会社 スリーハイ

interview
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暮
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
課
題
で
は
な
く
、む
し
ろ
、東
山
田
の
魅
力

な
の
で
は
？
」と
言
って
く
れ
て
、我
々
も
はっ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
の
近
く
に
住
居
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、近
所
の
住
民
が
東
山

田
で
働
け
ば
、電
車
や
バ
ス
に
乗
ら
ず
に
歩
い
て
通
勤
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。防
犯
面
で
も
、企
業
が
ま
ち
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
で
、日

中
は
企
業
が
、夜
は
住
民
が
地
域
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
、こ
れ
も
ま

ち
の
魅
力
の
一
つ
で
す
よ
ね
。

１
次
コ
ン
テ
ス
ト
の
課
題
解
決
か
ら
、２
次
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
ま
ち
の
魅

力
づ
く
り
に
、視
点
を
変
え
て
提
案
を
し
た
の
で
す
が
、ま
た
し
て
も
審

査
員
か
ら
は「
企
業
な
の
だ
か
ら
、参
加
し
て
い
る
企
業
が
自
分
た
ち
で

お
金
を
出
し
合
って
は
ど
う
か
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

我
々
は
企
業
と
い
う
立
場
で
は
あ
り
ま
す
が
、東
山
田
と
い
う
ま
ち

を
大
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
あ
え
て「
企
業
市
民
」と
い
う
表

現
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
が
、仕
事
と
は
い
え
、我
々
も
東
山
田
と
い

う
地
域
に
通
い
、毎
日
８
時
間
働
い
て
い
る
の
で
、住
民
の
方
に
負
け
な
い

愛
着
が
あ
り
ま
す
。ま
ち
普
請
と
い
う
公
的
な
制
度
を
、企
業
で
あ
る

我
々
が
使
う
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、２
次
コ

ン
テ
ス
ト
の
場
で
は
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

提
案
内
容
の
一
つ
に
あ
る
エ
リ
ア
マッ
プ
で
す
が
、自
分
た
ち
の
会
社

だ
け
で
は
な
く
、東
山
田
で
操
業
し
て
い
る
地
元
企
業
や
工
場
を
幅
広

く
紹
介
し
、魅
力
を
分
か
り
や
す
く
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
と
い
う
目

的
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、市
民
活
動
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

―
ま
ち
普
請
の
提
案
内
容
に
あ
る
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
や
情
報
掲
示
板
、ポ
イ

ン
ト
ア
ー
ト
と
、ま
ち
探
検
で
の
活
用
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

男
澤
：
以
前
は
、東
山
田
の
企
業
を
紹
介
し
た
大
き
な
地
図
が
あ
り
ま

し
た
。書
い
て
あ
る
情
報
は
古
く
、文
字
も
薄
く
な
って
い
ま
し
た
が
、ま

ち
探
検
の
時
に
は
、そ
の
地
図
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
地
図
が
あ

る
日
突
然
、撤
去
さ
れ
た
の
で
す
。

東
山
田
の
広
い
工
業
団
地
を
、小
学
生
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る

た
め
に
大
切
な
企
業
紹
介
の
地
図
で
す
。ま
ち
普
請
で
は
こ
の
地
図
を
エ

リ
ア
マッ
プ
と
し
て
復
活
さ
せ
る
ほ
か
、イ
ベン
ト
案
内
や
ま
ち
の
情
報
を

発
信
で
き
る
掲
示
板
の
設
置
、地
域
を
案
内
す
る
際
の
目
印
と
な
る
ポ

イ
ン
ト
ア
ー
ト
と
いっ
た
ア
イ
デ
ア
も
盛
り
込
み
ま
し
た
。そ
れ
ら
が
整

備
で
き
た
こ
と
で
、こ
ど
も
ま
ち
探
検
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
、楽
し
く
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。

エ
リ
ア
マッ
プ
は
ま
ち
普
請
を
利
用
し
て
作
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
は
、近
所
の
小
学
生
に
も
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

校
外
学
習
の
一
環
と
し
て
、こ
ど
も
た
ち
が
東
山
田
の
企
業
を
取
材
し

て
回
り
、地
図
で
示
さ
れ
て
い
る
場
所
に
会
社
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

え
て
い
ま
す
。

―
身
近
な
省
エ
ネ
活
動
を
含
む
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言

し
て
い
た
だ
く
「
脱
炭
素
取
組
宣
言
」
。
ス
リ
ー
ハ
イ
に
は
い
ち
早

く
宣
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
脱
炭
素
に
取
り
組
む
際
に
意
識
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 男
澤
：
大
事
な
こ
と
は
、
社
長
だ
け
が
取
り
組
む
も
の
で
は
な
く
、

社
員
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
証
で
は
、
弊
社
で
は
担
当
制
を
導
入

し
て
、
社
員
へ
の
浸
透
に
注
力
し
ま
し
た
。

德
江
：
ま
ず
神
奈
川
県
の
認
証
を
受
け
よ
う
と
進
め
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
弊
社
と
し
て
も
、
私
個
人
と
し
て
も
初
め
て
の
取
組
だ
っ
た

の
で
、
一
か
ら
勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
、
大
変
だ
っ
た
半
面
、
面
白

さ
も
感
じ
ま
し
た
。

こ
ど
も
ま
ち
探
検
の
よ
う
な
、
社
会
貢
献
活
動
に
は
こ
れ
ま
で

も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
実
績
に
も
自
負
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
改
め
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
に
位
置
づ
け
よ

う
と
思
う
と
、
こ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
。

認
証
手
続
で
は
、
社
外
の
人
が
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
を
ど
の

よ
う
な
視
点
で
評
価
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
形
と
し
て
見
せ
て
い

た
だ
け
た
の
で
、
評
価
を
得
る
た
め
の
工
夫
、
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
く
た
め
の
考
え
方
な
ど
を
、
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
証
手
続
を
進
め
な
が
ら
、
社
会
貢
献
活
動

に
対
す
る
行
政
の
サ
ポ
ー
ト
も
受
け
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

Ｙ-

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
ん
で
す
。

男
澤
：
社
員
の
皆
さ
ん
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
私
や
パ
ー
ト
さ
ん
も
参
加
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
も
行
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
が
深
ま

る
、
あ
れ
は
良
か
っ
た
。

認
証
に
際
し
て
は
、
社
員
向
け
の
研
修
会
も
い
ち
早
く
始
め
ま

し
た
。
研
修
内
容
や
進
め
方
な
ど
の
情
報
は
行
政
が
提
供
し
て
く
れ

ま
す
の
で
、
進
め
や
す
い
で
す
。

最
近
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
話
題
に
も
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
研
修
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

小学生が作製に協力したエリアマップ

―
ス
リ
ー
ハ
イ
も
認
定
さ
れ
て
い
る
横
浜
型
地
域
貢
献
企
業
の
よ
う

な
、
行
政
に
よ
る
認
定
や
表
彰
に
は
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と

捉
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

男
澤
：
弊
社
に
限
ら
ず
、
市
内
企
業
は
み
な
さ
ん
、
こ
う
い
っ
た
行

政
の
制
度
を
上
手
く
活
用
し
て
事
業
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
と
考
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の

よ
う
な
取
組
に
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
企
業
価
値
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
経
営
者
の
視
点
か
ら
見
て
も
価
値
あ
る
も
の
と
考
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男
澤
：
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
留
学
生
を
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
受
け
入
れ
て
は

い
ま
す
が
、今
の
と
こ
ろ
外
国
人
の
雇
用
は
し
て
い
な
い
で
す
。

堀
江
：
外
国
の
方
と
一
緒
に
働
く
こ
と
を
、今
は
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
ね
。短
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
で
あ
れ
ば
、多
少
日
本

語
に
不
安
が
あ
って
も
乗
り
切
れ
ま
す
が
、社
員
と
な
る
と
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
た
め
に
も
日
本
語
は
堪
能
で
あ
って
ほ
し
い
で
す
し
、弊
社
の
企

業
風
土
に
合
う
か
ど
う
か
も
気
に
な
り
ま
す
。

德
江
：
自
分
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
外
国
の
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
る
の
か
、そ
の
方
に
日
本
の
方
式
に
合
わ
せ
て
も
ら
う
ほ
う
が
良

い
の
か
迷
い
ま
す
ね
。お
互
い
の
価
値
観
の
調
整
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、新
し
い
風
が
入
る
の
は
良
い
こ
と
か
な
、と
は
思
い
ま
す
。

―
ス
リ
ー
ハ
イ
は
、近
隣
の
農
家
や
自
治
会
町
内
会
、地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
な
ど
、多
様
な
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。協
働
を
進
め
る
た
め
に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

男
澤
： 

ま
ち
普
請
と
は
別
に
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
に
、地
域
に
開

か
れ
た
工
場
と
し
て
、「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。自
社
の
工
場

の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、会
議
や
打
ち
合
わ
せ
、も
の
づ
く
り
を
テ
ー
マ

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、イ
ベン
ト
な
ど
、様
々
な
用
途
で
活
用
い
た
だ
け

る
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
、工
場
と
住
民
の

交
流
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、ま
ち
探
検
に
も
活
用
し
て
い
ま

す
。そ
の
Ｄ
Ｅ
Ｎ
を
中
心
に
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
と
連
携
、協
働
し
て
い

き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

堀
江
：
Ｄ
Ｅ
Ｎ
は
も
と
も
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
、プ
リ
ン
タ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
、Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
な
ど
の
設
備
を
整
え
て

い
ま
す
。

男
澤
：
今
で
は
、市
民
力
を
生
か
し
た
地
域
子
育
て
の
場
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、キ
ッ
チ
ン
を
貸
し
出
す
レ
ン
タ
ル
キ
ッ
チ
ン
が
ご

縁
と
な
って
、３
年
前
か
ら
は
、東
山
田
に
暮
ら
す「
は
ま
ふ
ぅ
ど
コ
ン
シェ

ル
ジ
ュ
」の
方
と
協
働
し
て
、「
東
山
田
食
堂
＆
シェア
ご
は
ん
」と
い
う
取

組
も
始
め
ま
し
た
。食
材
は
近
所
の
農
家
の
方
や
食
品
メ
ー
カ
ー
の
方
に

安
価
で
ご
提
供
い
た
だ
き
、地
産
地
消
を
意
識
。東
山
田
で
働
く
方
や

暮
ら
す
皆
さ
ん
への
お
弁
当
販
売
だ
け
で
な
く
、東
山
田
地
域
ケ
ア
プ
ラ

ザ
と
も
連
携
し
て
、お
困
り
ご
と
を
抱
え
た
方
へ
お
弁
当
を
届
け
る
と

いっ
た
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

直
接
本
業
の
売
上
げ
に
は
つ
な
が
ら
な
い
取
組
で
は
あ
り
ま
す
が
、

企
業
と
し
て
の
信
頼
価
値
は
上
が
って
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
って
い
ま

す
。こ
の
場
所
で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
に
は
地
域
か
ら
の
信
頼
が

大
事
だ
し
、顧
客
か
ら
も
信
頼
さ
れ
な
け
れ
ば
売
上
げ
を
見
込
む
こ
と

は
難
し
い
。信
頼
価
値
を
高
め
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

自
分
が
何
か
を
し
た
い
と
き
に
は
必
ず
相
手
が
い
ま
す
。そ
の
相
手

が
ど
う
思
う
か
を
考
え
な
が
ら
行
動
で
き
な
い
と
、そ
の
先
に
つ
な
が
っ

て
は
い
か
な
い
。地
域
の
皆
さ
ん
の
少
し
ず
つ
の
力
で
成
り
立
って
い
る
地

域
活
動
を
支
え
る
こ
と
、場
を
提
供
す
る
こ
と
も
、企
業
の
役
割
の
ひ
と

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
６
月
19
日
）

―
横
浜
市
の
企
業
向
け
の
支
援
制
度
、地
域
活
動
の
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
な
ど
の
各
種
政
策
に
つ
い
て
、ご
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

男
澤
：
脱
炭
素
関
係
で
言
え
ば
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
へ
の
変
更
、省
エ
ネ

型
の
エ
ア
コ
ン
導
入
な
ど
への
助
成
は
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
る
印
象
で

す
。一方

、脱
炭
素
の
取
組
を
デ
ー
タ
と
し
て
集
計
す
る
シ
ス
テ
ム
の
利
用

料
と
いっ
た
も
の
に
対
し
て
の
補
助
な
ど
は
な
い
の
で
、今
後
は
、こ
う
いっ

た
負
担
への
助
成
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

た
だ
、支
援
制
度
は
、企
業
の
業
態
に
よ
って
も
ニ
ー
ズ
が
異
な
る
の
で
、

す
べ
て
の
企
業
が
満
足
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

―
現
在
、市
内
に
は
13
万
人
を
超
え
る
外
国
人
の
方
が
住
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

す
か
。

SDGsカードゲーム

東山田食堂
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
都
市
整
備
局「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」■

都
市
整
備
局
が
所
管
す
る「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」

は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
地
域
の
課
題
解
決

や
魅
力
向
上
の
た
め
の
施
設（
ハ
ー
ド
）整
備
を
伴
う
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
て
横
浜
市
が
支
援
を
行
う
横
浜
市
独
自
の
制
度
で
す
。

二
段
階
の
公
開
コ
ン
テ
ス
ト
、市
職
員
に
よ
る
伴
走
支
援
、整
備

事
例
集
等
の
発
行
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
事
務
局
と
い
っ
た
大
き

な
特
徴
を
持
ち
、創
設
10
年
目
を
迎
え
た
２
０
１
４（
平
成
26
）年

に
は「
新
た
な
公
共
事
業
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
独
創
的
・
画

期
的
な
も
の
」と
評
さ
れ
、日
本
都
市
計
画
学
会
の
石
川
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

ス
リ
ー
ハ
イ
が
主
導
し
た「
東
山
田
工
業
団
地
に
案
内
板
、掲

示
板
、会
社
マ
ー
ク
を
設
置
」の
事
業
は
、ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普

請
事
業
に
応
募
し
、２
０
１
６（
平
成
28
）年
度
に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。　 

■
み
ど
り
環
境
局「
地
域
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」■

横
浜
市
は「
地
域
緑
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」を
通
じ
て
、住
宅

街
や
商
店
街
、オ
フ
ィ
ス
街
、工
場
地
帯
な
ど
の
様
々
な
街
で
、地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
緑
を
増
や
す
計
画
の
策
定
と
、そ
の
実
現
に
向

け
た
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。「
緑
や
花
で
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を

つ
く
り
た
い
」と
い
う
地
域
団
体
か
ら
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
提
案

を
募
集
し
、選
考
を
通
過
し
た
団
体
と
市
が
協
定
を
締
結
し
た

上
で
、助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ス
リ
ー
ハ
イ
が
参
加
す
る
美
里
橋
サ
ー
ク
ル
は
、2
0
1
6

（
平
成
28
）年
度
か
ら
2
0
1
8（
平
成
30
）年
度
に
か
け
て
、準

工
地
域
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
緑
化
計
画
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

■
経
済
局「
横
浜
型
地
域
貢
献
企
業
」■

横
浜
市
民
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
る
、市
内
企
業
と
の
取

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

な
ど
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
が

対
象
と
な
り
、「
こ
ど
も
ま
ち
探
検
」や「
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」に
も
取
り
組
ん

で
い
る
ス
リ
ー
ハ
イ
は
上
位
S
u
p
e
r
i
o
r
の
認
証
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

引
を
重
視
し
て
い
る
な
ど
、地
域
を
意
識
し
た
経
営
を
行
う
と

と
も
に
、本
業
及
び
そ
の
ほ
か
の
活
動
を
通
じ
て
、環
境
保
全
活

動
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
的
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
企
業
等
を
認
定
し
、そ
の
成
長
・
発
展
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。

ス
リ
ー
ハ
イ
は
、近
隣
の
小
学
校
と
連
携
し
て
開
催
す
る「
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
知
る
こ
ど
も
ま
ち
探
検
ツ
ア
ー
」の
取
組
が
評

価
さ
れ
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
度
、横
浜
型
地
域
貢
献
企
業
プ

レ
ミ
ア
ム
表
彰
企
業
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

■
経
済
局「
脱
炭
素
取
組
宣
言
制
度
」■

横
浜
市
で
は
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
を
対
象
に
、身
近
な
省

エ
ネ
活
動
を
含
む
脱
炭
素
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
て
い

た
だ
く「
脱
炭
素
取
組
宣
言
」を
創
設
し
て
い
ま
す
。宣
言
さ
れ

た
事
業
者
は
、横
浜
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
の
企
業
名
公
表
の
ほ
か
、

省
エ
ネ
診
断
の
受
診
費
用
の
補
助
、省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
に
資
す
る

設
備
を
導
入
す
る
際
の
費
用
補
助
、横
浜
市
総
合
評
価
落
札
方

式
で
の
加
点
な
ど
、横
浜
市
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

２
０
２
５（
令
和
７
）年
10
月
24
日
時
点
で
、７
０
０
０
を
超
え

る
事
業
所
が
宣
言
し
て
お
り
、中
小
企
業
の
脱
炭
素
化
の
取
組

を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

 

■
脱
炭
素
・
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
×
Ｅ
Ｘ
Ｏ
推
進
局

　
「
横
浜
S
D
G
s
認
証
制
度 
〝
Y-

S
D
G
s
〟 

」■

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
向
け
て
取
り
組
む
事
業
者
を
横
浜
市
が
認

証
し
、持
続
可
能
な
経
営
・
運
営
へ
の
転
換
、新
た
な
顧
客
や
取

引
先
の
拡
大
、さ
ら
に
は
、投
資
家
や
金
融
機
関
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資

等
の
投
融
資
判
断
へ
の
活
用
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

市
内
外
の
企
業
や
各
種
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、市
民
活
動
団
体
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

こ
ま
ち
ぷ
ら
す

こまちカフェ店内

ウェルカムベビープロジェクトの出産祝い

〈
関
連
す
る
S
D
G
s
の
取
組
〉

こ
ま
ち
ぷ
ら
す
は
、子
育
て
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
に

対
し
て
、子
育
て
に
関
す
る
団
体
及
び
個
人
の
相
互
の

情
報
交
流
を
支
援
し
、社
会
と
の
つ
な
が
り
を
見
出
し

子
育
て
に
対
す
る
喜
び
を
発
見
、共
有
し
合
え
る
場
を

地
域
社
会
と
連
携
し
創
出
す
る
こ
と
で
、孤
立
し
な
い

子
育
て
環
境
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

団
体
で
す
。

こ
ま
ち
ぷ
ら
す
の
運
営
す
る「
こ
ま
ち
カ
フ
ェ
」で
は
、

季
節
の
野
菜
を
調
理
し
た
ラ
ン
チ
提
供
、各
種
イ
ベ
ン
ト
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
の
販
売
を
通
じ
て
、地
域
と
親
子
が

つ
な
が
る
場
所
を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。ま
ち
全
体

で
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を
お
祝
い
し
、子
育
て
を
応
援
で
き

る
社
会
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ウ
ェ

ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
は
、戸
塚
区
内
外
の

企
業
や
活
動
団
体
の
気
持
ち
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
ま
ち
カ
フ
ェ
は
、「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」

の
補
助
採
択
を
受
け
、２
０
１
４（
平
成
26
）年
に
整
備
さ

れ
ま
し
た
。２
０
２
５（
令
和
７
）年
11
月
に
は
、カ
フ
ェ

型
居
場
所
の
運
営
の
ほ
か
、出
産
祝
い
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
な
ど
の
取
組
が
評
価
さ
れ
て
、こ
ど
も
家
庭
庁
よ
り

「
未
来
を
つ
く
る　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ア
ワ
ー
ド
」に
て

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
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〈８つの視座レーダーチャート（セルフチェック）〉

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

活動そのものが
脱炭素社会の形成や
適応策に対応している

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

在住外国人との
多文化共生社会の
形成につながっている

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

福祉保健や安全安心など、
地域の課題解決に
取り組んでいる

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

人材（担い手づくり）や
資金など、活動の

継続性を意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

活動そのものの門戸が
開かれ、住民参加を
意識している

子育てしたいまちの
形成を意識している
子育てしたいまちの
形成を意識している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

多様な主体が集い、
交流できる

拠点・居場所を運営している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

他の団体や企業など、
多様な主体と

協働・共創している

00
11
22
33

44
55

特定非営利活動法人こまちぷらすからのひとこと

　全ての視座において2つ以上の取組を実
施していますが、団体立ち上げ当初より、主
な対象としてきた産前産後家庭（出生数）の
減少や共働き世帯の増加等を受け、これま
での居場所を中心としてきた事業も継続し
ながら、保育園との連携等、リーチアウトも
取り入れた活動、学齢期のこどもたちへの
取組にも力を入れています。
　一方で、産前産後家庭の人数も地域で過
ごす時間も減ったことから、その層の孤立孤

独の防止や軽減にむけた取組の重要性も増
していると考えます。法人がビジョンに掲げ
る「子育てが『まちの力』で豊かになる社会」
に向けては、まちの多様な団体個人との連
携、参加の機会については今後より一層増
やしていきたいと考え、こども・学生からシ
ニアの方が参加できるボランティアの仕組
みや、企業商店と連携したプロジェクトの充
実を図っています。
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―
最
初
に
、特
定
非
営
利
活
動
法
人
こ
ま
ち
ぷ
ら
す（
以
下
、こ
ま
ち

ぷ
ら
す
）が
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
思
い
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。 

森
：
自
分
自
身
の
子
育
て
中
の
経
験
と
体
験
、具
体
的
に
は
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
薄
く
居
場
所
が
な
い
、情
報
が
得
ら
れ
な
い
な
ど
か
ら
生
ま

れ
る
孤
独
感
が
こ
ま
ち
ぷ
ら
す
の
立
ち
上
げ
の
原
点
に
あ
り
ま
す
。

上
の
子
を
出
産
し
た
時
の
孤
独
を
感
じ
な
が
ら
の
子
育
て
と
、一
方

で
、子
育
て
を
し
た
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
と

支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、私
の
こ
の
救
わ
れ
た
経
験
を
偶
然
に
せ
ず
、子

育
て
中
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
ま
ち
の
中
で
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
い
い
な
、いつ
か
自
分
が
携
わ
れ
た
ら
な
、と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
う
は
いって
も
ど
こ
か
ら
手
を
付
け
た
ら
良
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

し
、当
時
の
定
職
を
手
放
す
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
も
あ
り
、踏
み
出
す
勇

気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

転
機
に
な
っ
た
の
が
、２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
に
起
き
た
東
日
本

大
震
災
で
す
。明
日
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
、や
り
た
い
と
思
う
こ

と
が
あ
る
な
ら
後
回
し
に
せ
ず
に
や
ろ
う
と
、自
分
が
子
育
て
し
て
き
た

戸
塚
で
、子
育
て
中
に
で
き
た
仲
間
に
声
を
か
け
、６
人
の
発
起
メ
ン
バ
ー

で
一
歩
を
踏
み
出
し
、団
体
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
れ

が
２
０
１
２（
平
成
24
）年
２
月
１
日
の
こ
と
で
す
。

―
孤
立
し
が
ち
な
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
情
報
を
提
供
し
、

気
軽
に
集
え
る
居
場
所
と
い
う
、こ
ま
ち
ぷ
ら
す
メ
ン
バ
ー
の
思
い

が
詰
ま
っ
た「
こ
ま
ち
カ
フ
ェ
」で
す
が
、最
初
か
ら
戸
塚
駅
西
口
の
こ

の
場
所
で
始
め
た
の
で
す
か
。

森
：
実
は
、現
在
の
場
所
に
落
ち
着
く
ま
で
に
数
回
移
転
を
し
て
い
ま

す
。最
初
は
場
所
を
借
り
て
週
に
一
度
カ
フェ
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
こ
ろ

か
ら
で
し
た
。

そ
の
後
、い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
、２
０
１
３（
平
成
25
）年
に
は
、

経
済
局
が
募
集
し
た
戸
塚
駅
東
口
地
区
で
の
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
に
応
募

し
ま
し
た
。今
の
場
所
よ
り
も
だ
い
ぶ
手
狭
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、店
舗

経
営
の
経
験
の
な
い
メ
ン
バ
ー
が
カ
フェの
運
営
を
一
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、と
て
も
よ
い
機
会
を
い
た
だ
い
た
事
業
だ
っ
た
と
思
って
い
ま
す
。

た
だ
、こ
の
場
所
で
の
運
営
は
１
年
間
の
期
間
限
定
で
し
た
の
で
、カ

フ
ェの
運
営
を
し
な
が
ら
次
の
場
所
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。で
き

れ
ば
同
じ
戸
塚
駅
東
口
の
エ
リ
ア
で
と
思
っ
た
の
で
す
が
、物
件
探
し
は

な
か
な
か
難
し
く
、最
終
的
に
は
戸
塚
駅
西
口
の
今
の
場
所
に
な
り
ま

し
た
。

―「
こ
ま
ち
カ
フ
ェ
」は
、２
０
１
３（
平
成
25
）年
度
の
ヨ
コ
ハ
マ
市
民

ま
ち
普
請
事
業（
以
下
、「
ま
ち
普
請
」と
い
う
）の
補
助
を
得
て
オ
ー

プ
ン
し
た
場
所
で
す
。当
時
、ま
ち
普
請
の
利
用
を
考
え
た
経
緯
や
背

景
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森
：
経
済
局
の
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
終
了
後
を
見
据
え
て
、戸
塚
駅
周
辺

で
物
件
を
探
し
て
い
た
頃
、戸
塚
駅
東
口
を
中
心
と
し
た
商
店
会
に
所

属
さ
れ
て
い
る
店
主
の
方
か
ら
ま
ち
普
請
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
次
審
査
を
通
過
す
れ
ば
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
伴
走
支
援
と
検
討
費

の
補
助
、二
次
審
査
を
通
過
す
れ
ば
整
備
費
用
に
充
て
ら
れ
る
補
助
金

が
出
る
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
、応
募
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

―
ま
ち
普
請
へ
の
申
請
に
向
け
た
諸
準
備
と
並
行
し
て
、戸
塚
駅
界

隈
で
の
物
件
探
し
、メ
ン
バ
ー
間
で
の
意
識
あ
わ
せ
と
、こ
の
時
期
は

さ
ぞ
お
忙
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
ち
普
請
を
活
用
し

て
み
て
の
感
想
や
制
度
へ
の
印
象
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森
：
ま
ち
普
請
一
次
審
査
の
時
点
で
は
、
新
し
い
物
件
の
目
途
は

立
っ
て
い
な
い
状
態
で
し
た
が
、
常
設
型
の
カ
フ
ェ
を
作
り
た
い
と

い
う
メ
ン
バ
ー
の
思
い
を
盛
り
込
ん
だ
提
案
「
母
親
や
地
域
を
元
気

に
し
て
い
く
親
子
の
た
め
の
カ
フ
ェ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し

ま
し
た
。

審
査
会
の
会
場
に
は
、
現
店
舗
の
あ
る
戸
塚
駅
西
口
の
商
店
会

（
戸
塚
宿
ほ
の
ぼ
の
昭
和
会
）
に
加
え
て
、
そ
の
前
に
活
動
し
て
い

た
戸
塚
駅
東
口
の
２
つ
の
商
店
会
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん
も
応
援
に

駆
け
つ
け
て
く
れ
て
、
私
た
ち
の
提
案
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
ち
普
請
に
つ
い
て
は
、
１
次
コ
ン
テ
ス
ト
の
通
過
後
、
個
々

の
提
案
内
容
を
担
当
し
て
く
れ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
市
職
員
の

方
々
の
伴
走
支
援
、
フ
ォ
ロ
ー
が
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。

interview
特定非営利活動法人
こまちぷらす
森祐美子 理事長（左）
大塚朋子 理事（右）
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現
在
の
場
所
に
こ
ま
ち
カ
フェ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
前
の
私
た
ち
は
、

目
の
前
に
現
れ
続
け
る
課
題
を
日
々
解
決
す
る
こ
と
に一
生
懸
命
で
視

野
も
狭
く
な
って
い
て
、メ
ン
バ
ー
間
で
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
、気
づ
け
ば
自
分
た
ち
が
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
こ
と
が
何
だ
っ

た
の
か
見
え
な
く
な
って
い
ま
し
た
。そ
ん
な
と
き
、市
職
員
の
み
な
さ
ん

が
辛
抱
強
く
私
た
ち
に
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は
何
か
問
い
か
け
続
け

て
く
れ
た
こ
と
が
私
た
ち
に
と
って
は
有
り
難
く
、そ
の
後
の
活
動
の
広

が
り
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。自
分
た
ち
が
向
き
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
に
ち
ゃ
ん
と
向
き
合
え
る
よ
う
な
伴
走
支
援
は
、今
自
分
た
ち
が
他

団
体
に
伴
走
す
る
側
に
な
って
ど
れ
だ
け
難
し
い
こ
と
か
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

ま
ち
普
請
は
、市
が
予
算
を
投
じ
て
、市
民
視
点
で
地
域
の
た
め
の

場
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
を
支
援
し
て
く
れ
る
枠
組
み
な
の
で
、子
育
て

中
の
人
た
ち
だ
け
の
た
め
で
な
く
、地
域
へ
の
波
及
効
果
、ま
ち
全
体
へ

の
視
点
が
重
要
と
何
度
も
伴
走
支
援
の
な
か
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
も
そ
れ
を
考
え
る
な
か
で
ど
ん
な
価
値
を
社
会
に
提
供
で
き
る

の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、メ
ン
バ
ー
間
の
意
識
の
す
り
合

わ
せ
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

大
塚
：
ま
ち
普
請
の
準
備
を
し
て
い
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、私
も
こ
ま
ち

ぷ
ら
す
の
一
員
と
し
て
、ま
ず
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し

た
。こ

ま
ち
ぷ
ら
す
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
前
は
、ママ
が
や
っ
て
い
る
親
子
カ

フェ
と
い
う
も
の
に
興
味
を
持
ち
通
っ
て
い
た
の
で
す
が
、実
際
働
い
て
い

る
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
お
子
さ
ん
を
お
ん
ぶ
し
な
が
ら
接
客

す
る
な
ど
、ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
る
様
子

を
見
て
、素
敵
だ
な
と
、自
分
も
一
緒
に
何
か
や
り
た
い
と
思
い
、活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
行
政
か
ら
の
支
援
や
補
助
以
外
に
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、活
動
を
支
援
し
て
く
れ
る
フ
ァ
ン
づ
く
り
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。取
り
組
む
際
に
意
識
し

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

森
：
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
と
い
う
意
味
で
は
子
育
て
中
の
方
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出

し
に
く
い
時
で
も
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
五
感
に
訴
え
る
よ
う
な
発

信
や
、こ
ま
ち
ぷ
ら
す
は「
ま
ち
で
子
育
て
」を
意
識
し
て
い
る
の
で
子

育
て
中
の
方
以
外
の
方
も
足
を
運
び
た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
し
て

い
ま
す
。こ
ま
ち
ぷ
ら
す
の
事
業
や
場
に
関
心
を
も
って
い
た
だ
く
た
め
、

料
理
や
場
所
の
雰
囲
気
が
伝
わ
る
よ
う
な
チ
ラ
シ
・
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン

ダ
ー
の
発
行
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
情
報
の
発
信
な
ど
、写
真
や
動
画
を
効

果
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
登
録
な
ど
プ
ッ
シ
ュ
型
で
情

報
を
届
け
る
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
り
、情
報
が
流
れ
て
い
か
な
い
よ
う
に

法
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
情
報
を
ス
ト
ッ
ク
し
た
り
と
い
う
こ
と
も
意
識

し
て
い
ま
す
。

一
方
、寄
付
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、単
な
る
資
金
調
達

で
は
な
く
、関
わ
って
い
た
だ
い
た
り
関
係
性
を
深
め
た
り
共
感
の
輪
を

広
げ
る
機
会
と
し
て
捉
え
て
ス
タ
ッフ
が
制
度
設
計
し
て
い
ま
す
。寄
付

者
の
方
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
と
し
て
、寄
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

の
似
顔
絵
を
カ
フェ
に
掲
示
し
、交
流
会
を
開
催
す
る
な
ど
、私
た
ち
と

寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方
一
人
ひ
と
り
と
の
双
方
向
の
関
係
づ
く
り
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。

―
企
業
や
他
の
団
体
と
協
働
し
た
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、協
働
・
共
創
も
意
識
し
な
が
ら
取
組
を

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
塚
：
地
域
の
こ
ど
も
の
誕
生
を
、ま
ち
で
祝
福
し
よ
う
と
始
め
た
の
が

「
ウ
ェル
カ
ム
ベ
ビ
ー
プ
ロ
ジェク
ト
」で
す
。公
民
連
携
の
窓
口「
共
創
フ
ロ

ン
ト
」で
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
の
方
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
生
ま
れ
た
も
の
で
、当
時
、ま
ち
普
請
で
市
域
に
広
ま
っ
て
い
た
拠

点
や
居
場
所
の
運
営
を
支
援
し
よ
う
と
、ま
ち
普
請
で
も
担
当
し
て
く

だ
さ
っ
た
市
職
員
の
方
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
理
念
に
協
賛
い
た
だ
い
た
企
業
の
み
な
さ
ま
か
ら
提

供
い
た
だ
く
子
育
て
グ
ッ
ズ
の
ほ
か
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
縫
っ

て
く
だ
さ
っ
た
背
守
り
や
、手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
な
ど
、い
ず
れ

も
思
い
や
ぬ
く
も
り
の
あ
る
育
児
用
品
の
数
々
を
、ヤ
マ
ト
運
輸
の
方
が

各
ご
家
庭
に
運
び
、届
け
ま
す
。

「
子
育
て
を
ま
ち
で
プ
ラ
ス
に
」の
合
言
葉
の
と
お
り
、こ
ま
ち
ぷ
ら

す
と
戸
塚
の
ま
ち
で
暮
ら
す
み
な
さ
ん
と
企
業
と
が
協
働
し
て
取
り
組

む
事
業
に
な
り
ま
し
た
。戸
塚
区
内
で
毎
年
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
約

２
人
に
1
人
に
お
届
け
し
て
い
る
ほ
か
、実
施
地
域
も
市
内
の
鶴
見
区
、

茅
ケ
崎
市
、川
崎
市
川
崎
区
、千
葉
県
松
戸
市
へ
と
広
が
って
い
ま
す
。

―
最
近
は
、未
就
学
児
に
留
ま
ら
ず
、小
学
生
以
上
の
こ
ど
も
た
ち
の

支
援
、居
場
所
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う
で
す
ね
。先
ほ
ど

拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
カ
フ
ェ
内
に
設
け
ら
れ
た
h
a
c
o
＋（
は

こ
ぷ
ら
す
）に
は
、小
学
生
が
手
作
り
の
雑
貨
を
出
品
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

大
塚
：
私
た
ち
の
活
動
の
ベ
ー
ス
に
は
、「
子
育
て
が
ま
ち
の
力
で
豊
か
に

な
る
社
会
を
実
現
す
る
」と
い
う
ビ
ジ
ョン
が
あ
り
ま
す
。こ
の
ビ
ジ
ョン

に
照
ら
し
て
考
え
れ
ば
、幼
少
期
の
み
な
ら
ず
、小
学
生
や
中
学
生
な
ど

も
私
た
ち
の
取
組
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
カ
フェで
の
接
客
等
を
体
験
す
る「
こ
ど
も
カ
フェ
店

員
」と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
の
で
す
が
、そ
こ
に
小
学
生
が
参
加
す
る

ほ
か
、夏
休
み
期
間
等
に
は
、中
学
生
が
お
皿
洗
い
や
お
子
さ
ん
の
見
守

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
等
に
来
て
く
れ
ま
す
。こ
ど
も
た
ち
が
多
く
の

大
人
と
出
会
い
、学
び
な
が
ら
成
長
で
き
る
機
会
に
な
って
い
ま
す
。ふ
ら

まち普請最終審査の様子
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り
と
カ
フ
ェ
に
立
ち
寄
っ
て
、片
付
け
を
手
伝
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

く
れ
る
子
も
い
ま
す
。戸
塚
区
で
暮
ら
し
て
い
る
み
な
さ
ん
に
と
って
、こ

ま
ち
カ
フェ
が
居
場
所
や
様
々
な
世
代
と
の
交
流
の
場
に
な
る
と
嬉
し
い

で
す
ね
。

―
事
業
を
支
え
て
く
れ
る
新
し
い
人
材
を
生
み
出
し
て
い
る
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
制
度「
こ
ま
ち
パ
ー
ト
ナ
ー
」だ
そ
う
で
す
ね
。

今
日
も
、赤
ち
ゃ
ん
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

大
塚
：
こ
ま
ち
パ
ー
ト
ナ
ー
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
中
に
は
、保

育
園
の
パ
ー
ト
勤
務
日
の
合
間
に
こ
ま
ち
カ
フェに
来
て
、子
育
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。今
日
も
、カ

フェ
を
利
用
し
て
い
る
ママ
の
食
事
の
間
、赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っこ
し
て
く
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
ま
ち
パ
ー
ト
ナ
ー
に
は
、毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
説
明
会
へ
参
加
い

た
だ
き
、私
た
ち
と
の
面
談
を
経
て
登
録
と
な
り
ま
す
。ス
ポ
ッ
ト
で
参

加
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

存
在
は
、こ
ま
ち
ぷ
ら
す
の
心
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。

―
神
奈
川
県
内
の
他
団
体
支
援
に
加
え
、全
国
各
地
の
団
体
支
援
や

居
場
所
づ
く
り
の
支
援
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。い

わ
ゆ
る
中
間
支
援
と
言
わ
れ
る
も
の
へ
の
取
組
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

森
：
２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
に
こ
ま
ち
カ
フ
ェ
を
開
店
し
て
以
降
、

地
元
の
戸
塚
区
に
根
差
し
た
子
育
て
支
援
の
取
組
に
挑
戦
し
て
き
ま

し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
実
践
者
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

私
た
ち
の
力
を
引
き
出
し
て
も
ら
う
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
恩
を
こ
れ
か
ら
事
業
を
立
ち
上
げ
よ
う
と

し
て
い
る
方
々
に
今
度
は
お
送
り
で
き
れ
ば
と
思
い
、
現
在
は
横
浜

市
内
外
の
個
人
や
団
体
の
方
に
よ
る
カ
フ
ェ
型
居
場
所
の
立
ち
上
げ

支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
か
ら
は
、

居
場
所
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
連
続
講
座
を
開
催
し
全
国
各

地
か
ら
受
講
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
一
昨
年
と
昨
年
度
は
岡
山
や
長
野
、

北
海
道
等
に
三
～
四
か
月
ず
つ
通
い
、
講
座
を
開
催
し
て
各
地
で
カ

フ
ェ
型
の
居
場
所
の
立
ち
上
げ
支
援
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
受
講
生
は
百
人
を
超
え
ま
す
。

今
年
度
は
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
が
広
が
る
居
場
所
づ
く
り

を
テ
ー
マ
に
し
た
連
続
講
座
を
神
奈
川
県
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て

企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
経
験
を
県
内
の
み
な
さ
ん
に

も
ご
紹
介
し
、
背
中
を
後
押
し
で
き
る
よ
う
な
講
座
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

伴
走
支
援
に
取
り
組
む
際
に
は
、
現
在
の
場
に
こ
ま
ち
カ
フ
ェ

を
立
ち
上
げ
る
時
に
私
た
ち
自
身
が
そ
う
し
て
も
ら
っ
た
よ
う
に
、

見
守
り
続
け
る
よ
う
な
支
援
の
実
践
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

―
こ
ま
ち
ぷ
ら
す
で
は
、
２
０
３
０
年
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
絵
で
示
し
て

い
ま
す
。
大
き
な
木
と
葉
っ
ぱ
、
世
界
中
の
居
場
所
と
つ
な
が
る
な

ど
、
優
し
い
絵
と
高
い
理
想
が
印
象
的
で
す
。
改
め
て
、
将
来
展
望

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

大
塚
：
こ
よ
り
ど
う
カ
フ
ェ
の
オ
ー
プ
ン
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
、
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
２
０
３
０
年

の
ビ
ジ
ョ
ン
の
う
ち
、
現
時
点
で
半
分
ぐ
ら
い
達
成
で
き
た
実
感
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ
ま
ち
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
を
通
し
て
学
齢

期
の
こ
ど
も
た
ち
が
ま
ち
の
面
白
い
大
人
た
ち
や
自
分
自
身
と
出
会

い
な
が
ら
や
っ
て
み
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
：
私
た
ち
は
、
子
育
て
が
地
域
の
当
た
り
前
な
風
景
に
な
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
２
０
３
０
年
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
絵
の
後

ろ
に
は
レ
ン
コ
ン
の
模
様
を
し
の
ば
せ
て
い
ま
す
が
、
レ
ン
コ
ン
は

切
る
と
こ
ろ
、
断
面
に
よ
っ
て
空
い
て
い
る
穴
の
位
置
が
変
わ
り
ま

す
。
こ
ま
ち
ぷ
す
と
し
て
は
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
展
開
を
す
る
の
で
は

く
、
ほ
か
の
地
域
で
も
、
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
方
々
が
そ
の
土

地
の
歴
史
や
文
化
に
合
わ
せ
て
居
場
所
を
立
ち
上
げ
や
す
い
環
境
づ

く
り
や
「
ま
ち
で
子
育
て
」
が
し
や
す
い
土
壌
づ
く
り
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
、
そ
の
展
開
方
法
（
ス
ケ
ー
ル
デ
ィ
ー
プ
）
を
表
し
て

い
ま
す
。
地
域
ご
と
に
異
な
る
場
や
活
動
が
生
ま
れ
て
、
お
互
い
が

ゆ
る
や
か
に
繋
が
り
合
え
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
理
想
で
す
。

特
に
郊
外
部
に
お
け
る
孤
立
、
ま
た
居
場
所
や
活
動
を
通
し
た

人
と
人
と
の
関
係
性
の
再
構
築
は
、
日
本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外

で
も
注
目
度
の
高
い
テ
ー
マ
の
一
つ
で
最
近
は
海
外
か
ら
の
視
察
も

増
え
て
い
ま
す
。
国
内
は
も
ち
ろ
ん
国
を
超
え
て
視
点
や
知
見
を
交

換
し
あ
っ
て
、
学
び
合
え
る
関
係
性
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 （
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
実
施
：
２
０
２
５（
令
和
７
）年
７
月
28
日
）

こまちパートナーによる見守り
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第
3
章

市
民
生
活
と
政
策
効
果
ー
8
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

■
都
市
整
備
局「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
」■

都
市
整
備
局
が
所
管
す
る
「
ヨ
コ
ハ
マ
市
民
ま
ち
普
請
事

業
」
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
行
う
、
地
域
の
課

題
解
決
や
魅
力
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備
を
伴
う
ま
ち
づ
く

り
に
対
し
て
横
浜
市
が
支
援
を
行
う
横
浜
市
独
自
の
制
度
で

す
。
市
民
が
共
に
汗
を
か
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
意
味
を
込

め
て
「
普
請
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
事
業
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
は「
私
た
ち
の
ま
ち
を　
私
た
ち
が
つ
く
る　
き
っ
と

ま
ち
が
好
き
に
な
る
。」

二
段
階
の
公
開
コ
ン
テ
ス
ト
、
市
職
員
に
よ
る
伴
走
支
援
、

整
備
事
例
集
等
の
発
行
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
事
務
局
と
い
っ

た
大
き
な
特
徴
を
持
ち
、
創
設
10
年
を
迎
え
た
２
０
１
４
（
平

成
26
）
年
に
は
「
新
た
な
公
共
事
業
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
独

創
的
・
画
期
的
な
も
の
」
と
評
さ
れ
、
日
本
都
市
計
画
学
会
の

石
川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
ま
ち
ぷ
ら
す
が
運
営
す
る
こ
ま
ち
カ
フ
ェ
は
、
ヨ
コ
ハ

マ
市
民
ま
ち
普
請
事
業
に
採
択
さ
れ
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）

年
度
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

 
■
戸
塚
区「
と
つ
か
の
子
育
て
応
援
ル
ー
ム 

と
こ
と
こ
」■

戸
塚
区
役
所
内
に
て
、
子
育
て
支
援
の
情
報
提
供
や
生
後

６
か
月
か
ら
小
学
生
未
満
の
こ
ど
も
の
一
時
預
か
り
、
戸
塚
駅

周
辺
で
利
用
で
き
る
ベ
ビ
ー
カ
ー
無
料
貸
出
、
ミ
ル
ク
用
の
お

湯
の
提
供
、
体
重
計
貸
し
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
施
設
で
す
。

こ
ま
ち
ぷ
ら
す
は
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
の
運
営
を
担
当
し
て

お
り
、
各
家
庭
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
、
子
育
て
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
情
報
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
案
内
し
て
い
ま
す
。

 

■
市
民
局「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
認
定
・
指
定
」■

市
民
局
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P
O
法
）

2030年のビジョン　©アトリエあちゃらった

【
関
連
す
る
事
業
・
取
組
】

等
に
基
づ
き
、
所
轄
庁
と
し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

（
N
P
O
法
人
）
の
認
証
、
認
定
、
指
定
、
監
督
等
の
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ま
ち
ぷ
ら
す
は
、
N
P
O
法
等
に
基
づ
く
認
定
を
受
け

た
、
認
定
N
P
O
法
人
で
す
。

 

■
政
策
経
営
局「
共
創
フ
ロ
ン
ト
」■

政
策
経
営
局
で
は
、
民
間
事
業
者
の
皆
様
か
ら
の
公
民
連

携
に
関
す
る
相
談
・
提
案
を
い
た
だ
く
窓
口
「
共
創
フ
ロ
ン

ト
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
企
業
の
皆
様
か
ら
の
ご
提
案
に
つ

い
て
は
、
共
創
推
進
課
が
提
案
者
と
市
役
所
各
部
署
と
の
橋
渡

し
役
を
担
い
、
実
現
に
向
け
た
検
討
や
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

共
創
推
進
事
業
本
部
が
設
立
さ
れ
た
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年

度
か
ら
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
度
ま
で
の
間
に
、
5
7
1
件

の
公
民
連
携
事
業
が
実
現
し
ま
し
た
。

こ
ま
ち
ぷ
ら
す
が
実
施
し
て
い
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
ベ
ビ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
か
ら
の
共
創
フ
ロ
ン

ト
へ
の
提
案
が
き
っ
か
け
と
な
り
生
ま
れ
た
事
業
と
な
り
ま
す
。

こ
ど
も
が
誕
生
し
た
こ
と
を
、
地
域
や
N
P
O
団
体
お
よ
び
企

業
が
一
体
と
な
っ
て
お
祝
い
す
る
た
め
に
、
出
産
祝
い
キ
ッ
ト

の
配
達
を
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
が
手
掛
け
て
い
ま
す（
２
０

１
５（
平
成
27
）年
度
か
ら
）。戸
塚
区
か
ら
始
ま
っ
た
当
該
事
業

は
、
以
後
、
鶴
見
区
や
茅
ケ
崎
市
、
川
崎
市
川
崎
区
、
千
葉
県

松
戸
市
へ
と
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
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　泉区の和泉北部地区ではこども活躍と一人暮らし高齢者、地産
地消の３つの要素を掛け合わせた取組として「いずみ野キッチン」
が行われています。２０２４（令和６）年９月より開始され、２か月に1
回程度、いずみ野地域ケアプラザの多目的ホールを会場として、
予約制で開催されています。
　この取組が生まれたきっかけは、いずみ野地域ケアプラザの生
活支援コーディネーター 草島佳子さんが地域住民の方とお話を
している中で、「自分の手料理を食べさせたい」「食堂をやりたい」
との夢を聞き、それを実現したいと思ったことでした。コロナ禍の
影響もあってか、地域で行われていた食事会も回数が減ったり開
催されなくなったりしており、地域での需要もあると感じていたほ
か、高齢の一人暮らしの方の「コロナ禍で長い間誰とも話をしな
い期間に寂しさを感じた」、「誰かと食事をすることの喜びを感じ
た」という会話を耳にして、マッチングができると考えたそうです。
　泉区は経営耕地面積が約237haで18区中１位、農家数も355
戸と18区中３位で、農を生かしたまちづくりに取り組むなど農業
が盛んな区です。また、「よこはま地産地消サポート店」が区内に
25店舗、直売所も50か所以上と各所で地産地消の取組が行われ
ています。

　区内のいずみ野小学校ではプロの料理人による監修のもと、
地元の食材を使用した地産地消給食が「スーパー給食」として実
施されています。また、総合的な学習の時間を活用した農業生産
活動授業では「米作り」や「さつまいも作り」が行われており、かつ
ては地域住民も参加して小学校で育てたもち米を用いて、校庭
で餅つき大会が行われていたそうです。地域の人々を繋ぐ拠点と
して小学校があり、そこで人々を繋ぐアイテムとして連綿と営ま
れてきた農業が大きな役割を果たしてきました。
　そういった地域特性のもと、草島さんは、地域で活躍している
学校地域コーディネーターの方から地域の食と農をテーマとした
異業種交流の場「いずみ野から食育を考える会」に誘われ、近隣
の農家や地産地消企業の方々、いずみ野小学校や松陽高校の先
生方、横浜国立大学やフェリス女学院大学の方々をはじめ地域の
様々な方々と情報交換を行うなどして、緩やかなつながりを築く

機会を得ました。そして、ここでつながりを持った方々の協力をい
ただきながら、地産地消の多世代食堂「いずみ野キッチン」の実現
に向けて一歩ずつ歩みを進めていくことができたそうです。

　いずみ野キッチンの大きな特徴は、どこか一つの団体が主体と
なって取組を行っているのではなく、取組に携わる方々が個人で
参加されていることです。開催時期に収穫できる野菜などを食材
にしたメニュー決め、農家への買い出しや調達もボランティアと
一緒に行い、開催日当日の午前中に集まったボランティアが調理
を行います。会場担当として、不登校児童支援団体「かけはし」の
こどもたち、高校生や大学生も参加し、配膳などを行っています。
開催日を伝えて、当日参加できるボランティアが参加するという
無理のないつながりで、それぞれが楽しく参加できるため、「行か
ないと損！」という取組になっているそうです。
　民生委員からの声掛けにより参加した高齢者、お手伝いをする
こどもたちが一緒に地元産の食材を使用した温かい食事を摂る
ことで、話が弾み、つながりの輪が広がります。
　高齢者には「また参加したい」という意欲が芽生え、こどもたち
は任された役割を理解し活動することで自信が付きます。民生委
員も、これまで以上に地域ケアプラザに相談に来てくれるように
なりました。

　草島さんは「いずみ野キッチンがやりがい、生きがいになってい
る方もいます。運営側が楽しく、つま先立ちくらいの努力で続けら
れる取組のため、ボランティアとして参加している方も、食事をし
にいらっしゃる方も楽しい時間を過ごし、『また来たい』と思ってい
ただけるのだと思います。」と話します。ボランティアとしての参
加希望も沢山寄せられており、今後はいずみ野キッチンをどのよ
うに広げてこどもたちや高齢の方の参加を増やしていくか、どの
ように取組を自主活動化していくかを検討していくとのことです。
　引き続き地域の人々をつなぐとともに、携わっている方々が楽
しい時間を過ごし、生活に潤いと実りが得られる地域の取組とし
ていずみ野キッチンが続いていくことを願っています。

いずみ野キッチン
～こどもから高齢者までの
　　　　　　　　多世代食堂～

Column
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編
集
後
記

市
民
生
活
白
書
2
0
2
6
の
編
集
に
あ
た
り
、我
々
編
者
は
、横
浜
市
が
発
行
し
て
い
る
刊
行
物
で
あ
る
市

民
生
活
白
書
が
、ど
う
いっ
た
目
的
で
、誰
に
向
け
て
発
行
さ
れ
て
い
る
の
か
を
改
め
て
確
認
す
る
と
こ
ろ
か
ら

始
め
ま
し
た
。

 市
民
生
活
白
書
が
初
め
て
発
行
さ
れ
た
の
は
1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）。創
刊
誌
に
は「
生
活
環
境
の
整
備

に
力
点
を
置
く
、そ
の
た
め
に
は『
市
民
の
声
』を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」と
の
記
述
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
白
書
の
位
置
づ
け
に
つい
て
は
、デ
ー
タ
や
統
計
を
整
理
し
た
資
料
集
で
は
な
く
、「
市

民
生
活
・
市
政
の
決
算
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
新
し
い
横
浜
づ
く
り
の
基
本
に
な
る
も
の
」と
さ
れ
て
い

ま
す
。

 
市
民
生
活
白
書
2
0
2
6
で
は
、創
刊
当
時
の
趣
旨
に
立
ち
返
り
、市
民
の
声
や
市
民
生
活・市
政
の
決

算
書
、新
し
い
横
浜
づ
く
り
と
いっ
た
視
点
を
念
頭
に
編
集
を
進
め
ま
し
た
。重
視
し
た
こ
と
は
、行
政
の
立

ち
位
置
か
ら
み
た
市
政
の
検
証
で
は
な
く
、市
民
の
目
線
か
ら
市
政
を
振
り
返
る
と
い
う
こ
と
。そ
の
た
め
に
、

横
浜
で
暮
ら
す
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
検
証
を
進
め
、ま
た
、市
民
活
動
団
体
や
企
業
を
対
象
に
イ

ン
タ
ビュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。こ
だ
わ
っ
た
の
は
、日
々
営
ま
れ
て
い
る
市
民
生
活
の
臨
場
感
と
、リ
ア
ル
な
市
民

の
声
で
す
。

 

横
浜
で
暮
ら
す
市
民
の
豊
か
な
選
択
肢
を
論
じ
た
第
２
章
で
は
、選
択
肢
に
つ
な
が
る
政
策
や
事
業
に
加

え
、教
育
支
援
に
取
り
組
む
N
P
O
法
人
や
企
業
、地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
で
活
躍
す
る
中
高
生
や
大
学
生
、市

民
団
体
や
企
業
、行
政
の
垣
根
を
超
え
た
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
記
録
に
残
し
ま
し
た
。

ま
た
、市
民
生
活
と
政
策
効
果‐８
つ
の
視
座
で
捉
え
る
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
第
３
章
で
は
、イ
ン
タ
ビ
ュ

イ
ー
の
歩
み
と
経
験
の
語
り
を
通
じ
て
、政
策
効
果
を
時
系
列
で
検
証
し
て
い
ま
す
。団
体
等
が
自
分
た
ち

の
活
動
を
８
つ
の
視
座
で
セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
し
た「
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
」や
団
体
か
ら
の「
ひ
と
こ
と
」も
併
せ
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

冊
子
全
体
を
通
じ
て
は
、記
述
内
容
を
よ
り
鮮
明
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
た
め
の
写
真
や
グ
ラ
フ
の
配

置
、ト
ピッ
ク
や
事
例
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た
コ
ラ
ム
の
採
用
な
ど
、読
み
や
す
さ
を
目
指
し
た
紙
面
構
成
、

新
た
な
工
夫
も
凝
ら
し
、刻
々
と
変
化
す
る
市
民
生
活
の
記
録
の
解
像
度
を
高
め
る
こ
と
も
意
識
し
ま
し
た
。

 

最
後
に
。市
民
生
活
白
書
2
0
2
6
の
発
行
に
向
け
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
コ
ラ
ム
編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
、心
か
ら
の
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。横

浜
市
政
策
経
営
局　

経
営
戦
略
課　

編
者
一
同
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